
分 類 図 面 名 称図面番号図 面 名 称

図面リスト

分 類 図面番号

Ａ－０１

Ａ－０２

Ａ－０３

Ａ－０４

Ａ－０５

Ａ－０６

Ａ－０７

案内図・建築概要表

配置図

１階平面図（改修前）

１階平面図（改修後）

２階平面図（改修前）

２階平面図（改修後）

３階平面図（改修前）

３階平面図（改修後）

４階平面図（改修前）

４階平面図（改修後）

北側立面図（改修前・改修後）

Ａ－３３

Ａ－０８

Ａ－０９

Ａ－１０

Ａ－１１

Ａ－１２

Ａ－１３

Ａ－１４

Ａ－１５

Ａ－１６

Ａ－１７

Ａ－１８

Ａ－１９

Ａ－２０

Ａ－２１

Ａ－２２

Ａ－２３

Ａ－２４

Ａ－２５

Ａ－２６

Ａ－２７

Ａ－２８

Ａ－２９

Ａ－３０

Ａ－３１

Ａ－３２

Ａ－３４

Ａ－３５

Ａ－３６

特記仕様書

品質性能表

■ 意 匠 図

３・４階平面詳細図・天井伏図・展開図（改修前・改修後）

２階平面詳細図・天井伏図・展開図（改修前・改修後）

１階平面詳細図・天井伏図・展開図（改修前・改修後）

２階 職員室・倉庫 展開図（改修前）

建具表（改修前・改修後）

２階 職員室・倉庫 平面詳細図・天井伏図（改修前）

建築改修工事特記仕様書（１）

建築改修工事特記仕様書（２）

建築改修工事特記仕様書（３）

建築改修工事特記仕様書（４）

建築改修工事特記仕様書（５）

建築改修工事特記仕様書（６）

建築改修工事特記仕様書（７）

建築改修工事特記仕様書（８）

矩計図（１）（改修前）

矩計図（２）（改修後）

矩計図（３）（改修前・改修後）

材料等品質性能表（１）

材料等品質性能表（２）

材料等品質性能表（３）

共 通

改
修
平
面
図
・
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表

外部仮設計画図【参考図】

内部仮設計画図【参考図】
仮 設

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

図  面  名
縮

尺

工  事  名 図 面 番 号船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

船橋市建設局建築部建築課 令和8年度

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一
tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

A-01
(01/75)

NS図面リスト

分 類 図面番号 図 面 名 称

■ 構 造 図

Ｓ－０１ 構造特記仕様書１

Ｓ－０２ 構造特記仕様書２

Ｓ－０３ 構造特記仕様書３

Ｓ－０４ 構造関係共通事項１

Ｓ－０５ 構造関係共通事項２

Ｓ－０６

Ｓ－０７

構造関係共通事項３

構造関係共通事項４

特記仕様書

Ｓ－０８ 構造関係共通事項５

Ｓ－０９

Ｓ－１０

既存スラブ撤去図

Ｓ－１１

Ｓ－１２

Ｓ－１３

改修後床梁伏図

部材リスト、各部詳細図

補強位置図

詳細図

改修後軸組図

既存壁撤去軸組図

特記仕様書

弱電・自動火災報知設備　３階平面図Ｅ－１３

弱電・自動火災報知設備　２階平面図（改修後）

分 類 図 面 名 称図面番号

Ｅ－０１

Ｅ－０２

Ｅ－０３

Ｅ－０４

Ｅ－０５

Ｅ－０６

Ｅ－０７

Ｅ－０８

Ｅ－０９

Ｅ－１０

Ｅ－１１

Ｅ－１２

■ 電 気 設 備 図

受変電設備図

動力電気設備　１階平面図（改修後）

特記仕様書 電気設備工事特記仕様書

改修平面図

盤結線図・照明器具姿図・凡例表

電灯・動力設備　３階平面図

電灯・動力設備　４階平面図

弱電・自動火災報知設備　１階平面図

Ｅ－１４ 弱電・自動火災報知設備　４階平面図

分 類

■ 機 械 設 備 図

図 面 名 称図面番号

Ｍ－０１

Ｍ－０２

Ｍ－０３

機械設備工事特記仕様書特記仕様書

Ｍ－０４

Ｍ－０５

改修平面図

Ｍ－０６Ｍ－０５

Ｍ－０７

分 類

特記仕様書

■ 昇 降 機 設 備 図

図 面 名 称図面番号

昇降機設備工事特記仕様書(1)ＥＶ－０１

エレベーター詳細図（１）【参考図】

エレベーター詳細図（２）【参考図】

ＥＶ－０２

ＥＶ－０３

エレベーター詳細図（３）【参考図】

エレベーター詳細図（４）【参考図】

ＥＶ－０４

ＥＶ－０５

改修平面図

器具表・機器表・凡例(改修前・改修後)

1・2階平面図（改修前・改修後）

3・4階トイレ平面詳細図（改修前・改修後）

4階天伏図、R・PH階平面図（改修前・改修後）

1・2階換気平面図（改修前・改修後）

3・4階換気平面図（改修前・改修後）

２階 職員室・倉庫 平面詳細図・天井伏図（改修後）

２階 職員室・倉庫 展開図（改修後）

電灯・動力設備　１階平面図

電灯・動力設備　２階平面図(改修前)

電灯・動力設備　２階平面図(改修後)

弱電・自動火災報知設備　２階平面図(改修前)



〇

建築改修工事特記仕様書（１）図  面  名
縮

尺

工  事  名 図 面 番 号

NS

船橋市建設局建築部建築課

行事等により、短期の施行不能日あり。

〇

〇 〇

〇〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇＿＿＿＿＿＿＿＿ 〇＿＿＿＿＿＿＿＿ 〇＿＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇 〇

〇

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇 〇

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿

〇＿＿＿＿＿＿＿＿ 〇＿＿＿＿＿＿＿＿ 〇＿＿＿＿＿＿＿＿

〇 ＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇 ＿＿＿ ＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇 ＿＿＿ ＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇 ＿＿＿ ＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇

〇

〇

〇

〇

〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇

〇

＿＿

〇 〇 〇 〇

〇

（＿＿＿＿＿）

〇

〇

＿＿＿

令和＿年＿月＿日　～＿年＿月＿日　＿：＿　～＿：＿

令和＿年＿月＿日　～＿年＿月＿日　＿：＿　～＿：＿

　　　　　　令和＿＿年＿＿月＿＿日

工事名称  5　電気保安技術者 [1.3.3]

　自家用電気工作物　　　一般電気工作物

特記仕様書

Ⅰ　工事概要

1 工事場所

2 改修建物概要

建築面積 延べ面積
建 物 名 称 構　造 階　数 備　考

(㎡) (㎡)

3 工事種目   ( ● 印の付いた種目)

　大規模改修 　構造改修 　その他

(1) 大規模改修

外　部

　屋上防水改修 　外壁改修 　金属製建具一部取り替え

　ガラス取り替え 　サッシ廻りシーリング打ち替え 　ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ取り替え

　屋上手摺取り替え 　竪樋取り替え 　ガラスシール替え

内　部

　天井張り替え 　内壁塗り（貼り）替え 　巾木塗り（貼り）替え

　床張り替え 　便所改修 　障害者便所設置

　便所地下ピット設置 　土間配管（配線）ピット設置

　木製建具取り替え 　黒板張り替え 　掲示板張り替え

　教壇取り替え 　ロッカー取り替え　

(2) 構造改修

　構造壁設置 （鉄骨ブレース壁 箇所、RC造 箇所、

　柱設置 （RC造 箇所、S柱 箇所、

　柱補強 （鉄板巻き 箇所、RC増打 箇所、

　その他 （RC袖壁 箇所、RC床 箇所、基礎補強

(3) その他

Ⅱ　建築改修工事仕様

1 共通仕様

(1) 図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、

　●を付けたものを適用する。

　建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）

(2) 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事特記

仕様書を適用する。

なお、電気設備工事の特記仕様書は　　　　　　　図、機械設備工事の特記仕様書は　　　　　　　図による。

2 特記仕様

(1) 項目は、番号に●印の付いたものを適用する。

(3) 特記事項に記載の [　　] 内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

  また、（　　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

(4) Ｇ 印は｢国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）｣に基づく、

　判断の基準（特定調達品目「公共工事」においては表１中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

(5) 構造改修については、別記構造特記仕様による。

5 工事内容　 ( ● 印の付いた種目)

章 項　　目 特　　記　　事　　項

1
 1　適用基準等 1　適用基準等 　建築工事標準詳細図　（令和4年）

　建築工事安全施工技術指針　（平成27年）

　建設工事公衆災害防止対策要綱　（令和元年）

　施設整備・管理のための天然ガス対策ガイドブック（平成19年3月）

 2　工事実績情報の [1.1.4]

登録 最終請負代金（消費税込）が500万円以上となる場合には、工事実績情報システム

の確認を受けた後、以下に示す期間内に（一財）日本建設情報総合センターに所定の

手続きにより登録すると共に、登録内容確認書の写しを提出する。

(1) 工事受注時　　　　　　契約締結後10日以内　　　　　　　　　　　　

(2) 登録内容の変更時　　　変更契約締結後10日以内

(3) 工事完成時　　　　　　工事完成後10日以内

 3　発生材の処理等 [1.3.12]

発生材の処理等は、別記－１「建設副産物の処理」による。

 4　適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　風圧力

風速（Vo＝　　 m/s）

　地表面粗度区分（　　Ⅰ　　Ⅱ　　Ⅲ　　Ⅳ　）

　積雪荷重

平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表

ただし、自家用電気工作物の場合は[1.3.3(1)～(3)]によるものとする。

[1.3.5]

工事を施工しない日・時間帯

各
章
共
通
事
項

※

　営繕工事写真撮影要領　（令和5年）

4 工期　　　　　　　　　　　　　　まで

（工期内に完成検査を行い、引渡しを完了すること。）

 6　条件明示項目 〇

〇

あと施工アンカー工事

及び鉄筋調査 建築改修工事特記仕様書（構造）第5章による。

コア抜き、はつり工事等

※既存資料調査

配管　配線等の位置の墨出しを行う。

範囲　　※図示　　　　

21　埋設配管・配線

　　　　「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和7年1月28日変更閣議決定）」に定める特定調達物品における

　千葉県福祉のまちづくり条例施設整備マニュアル　（平成30年）

　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和7年版）（以下、「標準仕様書」という。）

　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和7年版）（以下、「改修標準仕様書」という。）

　公共建築木造工事標準仕様書　（令和7年）

　デジタル工事写真の小黒板情報電子化について　（国営建技第6号　令和5年3月15日）

〇(2) 特記事項は、●印及び●印の付いたものを適用する。（●印が付かない場合は※印の付いたものを適用する。）

(コリンズ)に基づき工事実績データを作成する。また、作成した内容について監督職員

〇 〇

〇

〇 （＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

工事の施工にあたっては、次の事項を厳守すること。

(1) 積載重量制限を超過して土砂を積み込まず、また、積み込ませないこと。

(2) さし枠装着車、不表示車等に土砂を積み込まず、また、積み込ませないこと。

(3) 過積載車両、さし枠装着車、不表示車等から土砂等の引渡しを受けるなど、

　　過積載を助長するすることのないようにすること。

(4) 取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着車、不表示車

　　等を土砂運搬に使用している場合は、早急に不正状況を解消する措置を講じるこ

　　と。

受注者は、工事の施工にあたっては、不法　違反無線局（不法パーソナル無線）を設

置したトラック、ダンプカー等を工事現場に立ち入らせないこと。

受注者は、環境保全対策関係法令に従い工事現場地域の保全と円滑な工事施工を図る

こと。

(1) 受注者は、施工計画書“環境対策”内に、下記の項目について記載するものとする。

　大気汚染対策 ※騒音、振動対策 　水質汚濁対策

　地盤沈下対策 　防塵対策 　一般廃棄物対策 　交通障害対策

　その他

(2) 建設機械は、排ガス対策車及び低騒音型を使用すること。

(3) 特定粉じん排出等作業（法定外建築物　作業を含む）は、「建築物の解体等に係る

　石綿飛散防止対策マニュアル」に基づき施工する。

(4) 本工事で使用する軽油については、ＪＩＳ規格軽油を使用すること。

(5) 受注者は、県税事務所がその他の機関と合同で行う建設機械及び本工事に係る車両等

(6) 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）に基づく

　　環境物品等の調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項（「資材の梱

　　包及び容器は可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄物の負荷低減に配

　　慮されていること。」）に留意すること。

受注者は、工事施工において、自ら立案した創意工夫や技術力に関する項目、又は地

域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了までに所定の

様式により提出することができる。

　受注者は、本工事着手前に、工事目的物や工事材料及び仮設物等に生じる損害を填補

する保険（建設工事保険・土木工事保険・組立保険・火災保険等）、工事の施工に伴い

第三者に与えた損害を填補する保険（請負業者賠償責任保険等）に必ず加入しなければ

ならない。なお、第三者への保険については、対人賠償はひとりにつき２億円、一事故

につき５億円、対物賠償は一事故につき３億円を最低填補限度額とすること。また、

建設機械器具に生じる損害を填補する保険（動産総合保険・機械保険等）、運送中の

工事材料や建設機械器具等に生じる損害を填補する保険（貨物海上保険・運送保険等）

工事作業員の身体傷害を填補する保険（法定外労災補償・労働災害総合保険・傷害保険

等）等には、必要に応じ加入すること。

　ない。

　を対象とする燃料の抜取調査に対しては、監督職員の指示により協力しなければなら

25　保険等

違法運行の防止

26　過積載による

27　工事現場管理

28　環境対策

29　創意工夫等

〇

設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

施工範囲は別記－２ （工事区分表） による。

2 発注者で組織する安全対策委員会が行う安全審査、施行条件検討、安全点検等に協力

すること。

※図示　　　　　設計ＧＬ＝現状ＧＬ

取合い

22　設備工事との

23　設計ＧＬ

24　安全対策 1 受注者相互の緊密な連絡調整を図り、協力して工事を安全かつ円滑に実施することが

　必要な場合は、「工事関係者連絡会議」を設置すること。

〇

＿＿＿

＿＿＿＿

＿＿＿

　放射線透過試験

労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和47年労働省令第41号）等に定

めるところによるほか、次による。

(1) 作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有するものとし、資格を証明す

る資料を監督職員に提出する。

(2) 放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に影響のない程度まで照射機

より離れる。また、作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

(3) 露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整する。

(4) 付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。

(5) 躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

撮影枚数　　　枚　　

フィルムサイズ

コンクリート厚さ　　　　cm

既存躯体への穿孔

　停止できる付属装置等を用いて施工する。

令和8年度

〇

〇30　六価クロム溶出

試験（及びタンク

リーチング試験）

1 本工事は、「六価クロム溶出試験（及びタンクリーチング試験）」の対象工事であり、

下記に示す攻守について、六価クロム溶出試験（及びタンクリーチング試験）を実施し、

試験結果（計量証明書）を提出するものとする。なお、試験方法は、セメント及びセメ

ント系固化材を使用した改良土等の六価クロム溶出試験要領（案）によるものとする。

また土質条件、施工条件等により試験方法、検体数に変更が生じた場合は、監督職員と

協議するものとし、設計変更の対象とする。

・六価クロム溶出試験対象工種名及び検体数

　　　　工　　　　　工法：配合設計段階　　検体、施工後段階　　検体

　　　　工　　　　　工法：配合設計段階　　検体、施工後段階　　検体

＿＿＿＿　　＿＿＿＿　　　　　　　　　＿＿　　　　　　　　＿＿

＿＿＿＿　　＿＿＿＿　　　　　　　　　＿＿　　　　　　　　＿＿

・タンクリーチング試験対象工種名及び検体数

合計　　検体

　　　　工　　　　　工法：　　検体

　　　　工　　　　　工法：　　検体

合計　　　検体

＿＿＿＿　　＿＿＿＿　　　＿＿

土壌の汚染に係る環境基準に適合することを確認するものとする。

合せ簿等での手続きにより再生コンクリート砂を使用する場合についても、あらかじめ

ト砂製品を直接使用し、１購入先当たり１検体の試験を行うものとする。また、工事打

に係る環境基準に適合することを確認するものとする。なお、試料には再生コンクリー

２３日付け環境庁告示第４６号に規定される測定方法に基づき、あらかじめ土壌の汚染

本工事で再生コンクリート砂を使用する際には、六価クロムについて、平成３年８月2

＿＿＿＿　　＿＿＿＿　　　＿＿

＿＿

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一
tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

Ａ－０２

ＲＣ造 ４階

船橋市行田３丁目１５番６

835.40

●

●エレベーター新設工事

●上記工事に伴う撤去・復旧工事

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

〇※穿孔機械を使用し既存躯体に穿孔する場合は、金属の探知により電源供給が

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

● ●●

●

●　探査機（電磁波レーダー法又は電磁誘導法）による探査

●

船橋市行田中学校

管理棟・普通教室・特別教室棟

（エレベーター新設及び内部改修）

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

〇

●

●

９ ６ ３０

（M-01）（E-01）

（02/75）

2,389.74

分析による石綿含有建材の調査

　　　トレモライト

　分析方法
定性分析方法 定量分析方法

(JIS A 1481-1)または (JIS A 1481-3)、(JIS A 1481-4)材料名

(JIS A 1481-2) または(JIS A 1481-5)

　　　（箇所） 　　　（箇所）

　　　（箇所） 　　　（箇所）

　　　（箇所） 　　　（箇所） 

   

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

　採取箇所

図示による ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿〇〇

＿＿〇＿＿〇＿＿＿＿＿

＿＿〇＿＿〇＿＿＿＿＿

＿＿〇＿＿〇＿＿＿＿＿

　　分析対象

　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

[1.5.1]

 調査 調査

　※石綿含有建材の事前調査

　　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。

11　石綿含有建材の

　　調査範囲　　改修範囲　　　　図示

　　貸与資料　　既存図面　　　　調査資料 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿〇

〇〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇

[1.7.2]
適用工事種別 技能検定の職種

防水改修工事 　ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業 　ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

　ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業 　合成ゴム系ｼｰﾄ防水工事作業

　塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業 　ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

　ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業 　改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

　ＦＲＰ防水工事作業 　左官作業 　内外装板金作業

外壁改修工事 　左官作業 　タイル張り作業 　建築塗装作業

建具改修工事 　ビル用サッシ工事作業 　ガラス工事作業

内装改修工事 　自動ドア施工作業

　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業 　ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上げ作業

　ボード仕上げ工事作業 　鋼製下地工事作業

　塗装作業 　大工工事作業 　タイル張り作業

塗装改修工事 　建築塗装作業

耐震改修工事 　鉄筋組立作業 　型枠工事作業 　とび作業

ブロック工事 　コンクリートブロック工事作業

ＡＬＣ工事 　ＡＬＣパネル工事作業

石工事 　石張り作業

植栽工事 　造園工事作業

[1.7.9]

施工完了時及び部分使用引渡しに先立ち、室内空気中の揮発性有機化合物の濃度を測

定し、監督職員に報告すること。

測定対象物質は、次による。

　学校施設　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、パラジクロロベンゼン、

　　　　　　　エチルベンゼン、スチレン

　庁舎、住宅等　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

　　　　　　　　　スチレン

着工前の測定　　　行う　　　　　　行わない

測定時間　　　　※24時間　　　 

　(「官庁営繕部におけるホルムアルデヒド等の室内空気中の化学物質の抑制に関する

 　措置について」（平成24年4月5日　国営整第4号）、「官庁営繕部における平成

　 １５年度からのホルムアルデヒド等の室内空気中の化学物質の抑制に関する措置

　 について」参照）

測定はパッシブ型採取機器により行う。

その他、濃度測定方法等については、監督職員の指示による。

[1.8.2]14　中間検査

※本工事は中間技術検査の対象である。

測定

13　化学物質の濃度

測定対象室　　　　図示　　　　  

測定箇所数　　　　図示　　　　 

〇＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇

実施時期：　　　

中間検査の範囲　

15　社内検査 受注者は、監督職員と協議のうえ、次の各号により社内検査を行なわなければならない。

（３）社内検査は、契約図書及び関係図書に基づき、安全、出来形、品質及び写真管理

（４）社内検査員の資格は５年以上の現場経験を有するものとする。ただし、監督職員

　　　はもとより、工事全般にわたり行うものとする。

（２）社内検査員は、当該工事に従事していない社内の者とする。

（１）社内検査に従事する者（以下｢社内検査員｣という。）が工事施工途中において必要

　　　より提出しなければならない。

　　　と認める時期及び検査の事前に社内検査を行い、検査時にその結果を所定の様式に

　　　の承諾を得た場合はこの限りでない。

17　完成図等

設計図ＣＡＤデータ　※貸与する　　　　貸与しない

貸与するＣＡＤデータを当該工事の施工図または完成図の作成以外の目的に使用しては

ならない。

16　ＣＡＤデータ

[1.9.1～3][表1.9.1]

完成図一式を「船橋市営繕工事電子納品の手引き」により提出する。

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。18　施工図等の取扱

20　施設点検

なければならない。

受注者は、提出書類を船橋市請負工事提出書類様式集に基づいて、監督職員に提出し19　提出書類

　中間検査を実施する　（回数：　　回）

依頼があり次第、施設点検に立ち会い協力するものとする。

本工事完成（「工事目的物の引渡し」を行った日）後、１年目及び２年目に

施設点検（不具合の有無を確認し、その処理について協議）を行うので、建築課から

　中間技術検査は、船橋市工事技術検査規程、船橋市工事技術検査要綱、船橋市工事技術

検査基準に基づき実施する。

（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

●

●

●

●

● ●

●

●

●

12　技能士〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇 〇

〇

〇

〇 0

●

●

●

●

●2階　倉庫

１か所〇●

●

〇

[1.4.5]

コンクリートの圧縮試験及び鉄筋の引張り試験については、（公財）千葉県建設技術

センター等の試験機関で実施すること。

ポンス

 9　材料の試験

10　ワンデーレス 船橋市ワンデーレスポンス実施マニュアルに基づき実施するものとする。

●

●

●　他工事との調整
別途工事にて、本工事期間中に１F女子トイレにて多機能トイレの新設工事を予定
しているため撤去に係る時期及び施工計画等について調整を行うこと。

[1.4.2]

1 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質

及び性能を有するものとする。

2 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

等品を使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

3 標準仕様書及び改修標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、

材料製造所の指定する工法とする。

4 本工事に使用する材料のうち、5 に指定する材料の製造業者等は、次の(1)から(6)

ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略する

ことができる。

(1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

(2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

(3) 安定的な供給が可能であること。 

(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

(6) 販売、保守等の営業体制を整えていること。 

5 製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

　床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラウト材、

　乾式保護材、既調合モルタル、既調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材、錠前類、

　クローザ類、自動ドア機構、自閉式上吊り引戸機構、重量シャッター、

　軽量シャッター、オーバーヘッドドア、防水材、現場発泡断熱材、

　フリーアクセスフロア、可動間仕切、移動間仕切、トイレブース、天井点検口、

　床点検口、グレーチング、屋上緑化システム、トップライト、

　ポリマーセメントモルタル、鋳鉄製ふた

 8　材料の品質等

[1.4.1]

次の(1)から(4)を満たすものとする。

(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、

パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、

い又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放

散量」の区分に応じた材料を使用する。

(2) 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材

料を使用する。

(3) 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシ

ル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

(4) (1) の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムア

材料を使用したものとする。

 7　環境への配慮

緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しな

ルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

の事項を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し

等）を監督職員に提出し承諾を受ける。

●

●

〇中東情勢の変化等による建設資材の流通状況を踏まえた設計変更

１　本工事は、供給の偏りや流通の目詰まりにより入手が困難となっているナフサを

由来とする建設資材（以下、「調達検討資材」という。）の調達に必要となる経費（

以下、「別途調達経費」という。）について、設計変更を行う対象工事である。

２　調達検討資材は塗料（さび止め塗料、塗料用シンナー等を含む）、防水材（シー

リングを含む）、断熱材（押出法ポリスチレンフォーム等）、硬質ポリ塩化ビニル管

、構造用合板などの資材を想定している。なお、これにより難い場合は、監督職員と

協議するものとする。

３　受注者は、調達検討資材について別途調達経費が必要となる場合には、事前に監

督職員と協議するものとする。なお、別途調達経費が必要となる場合とは、以下を想

定している。

　① 調達検討資材の代替資材を調達した場合

　② 調達検討資材の流通経路を見直して調達した場合

　③ 調達検討資材を調達した場合(ただし別途調達経費を含む)

４　受注者は、別途調達経費に係る証明書類（実際の取引伝票等）を監督職員に提出

するものとし、その別途調達経費については設計変更の対象とする。

〇 〇 〇

〇

（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

（千葉県船橋市＿＿町＿＿丁目＿番＿）

資材置場及び駐車場所

　　敷地内　　　　敷地外（　　無償　　　有償）

部分使用

部分使用箇所

　こと。また、工事の実施にあたっては、「週休２日制モニタリング工事実施マニュアル

　本工事は、週休２日制モニタリング工事である。受注者は、原則、週休２日で施工する

　週休２日制モニタリング工事

　（試行）(営繕工事)」に基づき行うこと。

〇

がⅰ）の日数から著しく乖離した場合には、受注者は発注者へ工期の延長変更を協議

所した時間を算定し、日数に換算したもの（小数点以下第一位を四捨五入する。））

GT値が３１以上となり、かつ受注者が契約工事単位で全作業を中断し、又は現場を閉

時の現場作業時間において、環境省が公表する関東地方_千葉県_船橋地点におけるWB

ⅲ）気象状況により工期中に発生した猛暑による作業不能日数（当該現場における定

たもの。 

の間にWBGT値が３１以上となった時間を算定し、日数に換算したもの５年分を平均し

に定める行政機関の休日及び夏季休暇（３日）を除く。）において、８時から１７時

ⅱ）上記ⅰ）は、環境省が公表する関東地方_千葉県_船橋地点におけるWBGT値（気温、

本工事は、猛暑による作業不能日数を次のとおり見込んでいる。

猛暑による作業不能日数

＿＿

週休２日制促進工事

本工事は、週休２日制促進工事である。受注者は、原則、週休２日で施工すること。ま

事）」に基づき行うこと。

た、工事の実施にあたっては、「週休２日制促進工事実施マニュアル（試行）（営繕工

湿度、日射・輻射を考慮した暑さ指数）過去５年分（2020年～2024年）について、

本工事の工期に対応する期間（行政機関の休日に関する法律（昭和63年法律第91号）

●

●

●

ⅰ）作業不能日数：　13日間

〇

　有り　　　　　　無し●

下記部分について工事が終わり次第、部分使用するので協力すること。

２F　職員室横の倉庫

することができる。

●
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仮
設
工
事

 1　騒音　粉じん等の [2.1.3]  5　アスファルト防水 屋根保護防水（既存）　 [3.3.2～5][表3.3.3～10]  6　改質アスファルト [3.4.2～4][表3.4.1～3] 屋内防水

対策 　防音パネル　　　　　防音シート シート防水 屋根露出防水（既存） 防水層の種別
改修工法 新設種別 施工箇所 断熱材　Ｇ 絶縁用シート 保　護　層　　防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲   新設防水層の種別 
　P2A 　A-1 ※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 高日射 改修工法 種別 施工箇所 平場の保護 立上り部の保護仕上塗料　　　　図示　　　　

改修 新設 施工
※A-2 　厚さ0.15mm以上 断熱材　Ｇ 反射率 備考 モルタル塗厚(mm) モルタル塗厚

工法 種別 箇所 種類 使用量
　A-3 又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 防水 Ｇ 　PIS 　S-C1 ※7mm以下 2　足場その他

　P1B 　B-1 70g/㎡程度 　MA4S 　AS-T1 ※改質ｱｽﾌｧ 　適用1 足場を設ける場合は､改修標準仕様書2.2.1（2）によるほか、設置等においては、       　
※B-2 　AS-T2 ﾙﾄｼｰﾄの製造 ﾙﾄｼｰﾄの製造 　する 平場の保護モルタル床塗りにおける床の目地の目地割り及び種類

　AS-J2 所の仕様 所の仕様 　　目地割　　　　※2㎡程度、最大目地間隔3ｍ程度　　　　
　P2AI 　AI-1 (種類) ※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 　　足場に関する基準」に適合する構造とすること。 　　目地の種類　　※押し目地　　　　

※AI-2 ※JIS A 9521による押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚ 　70g/㎡程度 　M3AS 　AS-T3 ※改質ｱｽﾌｧ 　適用 脱気装置 2 棚足場については、計算により安全性を確認すること。 合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ 
　AI-3 　ﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA(ｽｷﾝ層付き) 　AS-T4 ﾙﾄｼｰﾄの製造 ﾙﾄｼｰﾄの製造 　する 　設ける3 定置する足場及び作業構台の類は、別契約の関係受注者に無償で使用させる。 　※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.3による

　P1BI 　BI-1 (厚さ)(mm) 　AS-J1 所の仕様 所の仕様 　設けない 　　JIS A 6008に基づく種類及び厚さ
※BI-2 　　 改修ﾄﾞﾚﾝ 　　種類（　　　　　　）　　厚さ（　　）mm　

　設ける　　

　設けない防護シートによる養生　　※行う　　　行わない
　POAS 　AS-T3 ※改質ｱｽﾌｧ 　適用 脱気装置 

　AS-T4 ﾙﾄｼｰﾄの製造 ﾙﾄｼｰﾄの製造 　する 　設ける改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ 　※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面若しくは
　AS-J1 所の仕様 所の仕様 　設けない 　　両面に樹脂を積層加工したもの
　AS-J3 　　 改修ﾄﾞﾚﾝ材料、撤去材料等の運搬方法 　　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 　　　

　設ける　Ａ種　　※Ｂ種　　　Ｃ種　　　Ｄ種　　　Ｅ種 用途による区分　　　 接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量　　
　設けない　その他　（ダストシュート） 材料による区分　※Ｒ種 種類　　　　※ルーフィングシート製造所の指定による

　M3A 　ASI  改修特記仕様 ※改質ｱｽﾌｧ 　適用 脱気装置 　　　　Ｃ種　利用可能なエレベーター 厚さ　（　　）mm以上 設置数量　　※ルーフィングシート製造所の指定による　　　　　　個
　 SI 　-T1  書3.4.2(3) ﾙﾄｼｰﾄの製造 ﾙﾄｼｰﾄの製造 　する 　設ける　　　　Ｄ種　利用可能な階段 部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ 
　M4A 　ASI (ｳ) 所の仕様 所の仕様 　設けない 接着工法の場合のプレキャストコンクリート部材下地の目地処理
　 SI 　-J1 （種類） 改修ﾄﾞﾚﾝ 3　既存部分の養生 [2.3.1] 　　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 　　行う（　　図示　　　　　　　　　　　　　　　行わない
　POA 　設ける1 養生の方法等 用途による区分　　　 プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別 S-F1、SI-F1の場合）
　 SI （厚さ）(mm) 　設けない　既存部分　　　　　　　　養生方法　※ビニールシート　合板等　　　 材料による区分　※Ｒ種 　　行う（　　図示　　　　　　　　　　　　　　　行わない

　　 防湿層　既存家具、既存設備等　養生方法　　※ビニールシート等　　　　　　 厚さ　（　　）mm以上 機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け 
　設ける　既存ブラインド、カーテン等 平場の保護コンクリートの厚さ 　1-4 適用区分による風圧力の（　1　 　1.15　　1.3 ）倍の風圧力に対応した工法 
　設けない　　　　　　　　　養生方法　　　ビニールシート等　　　 　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　　　

　　　　　　　　　保管場所等　　指定場所に保管、再取付け　　撤去、処分 　床タイル張り　※水下　60mm以上　　　  8　塗膜防水 [3.6.2～4][表3.6.1～3]

備品、机、ロッカー等の移動　　　行わない  　行う（図示） 立上り部の保護工法 改質アスファルトシートの種類及び厚さ 
改修 新設 仕上塗料 高日射反射2 既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等 　※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による 施工箇所 備考
工法 種別 種類 使用量 率防水　Ｇ　を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。  　　窯業系パネルⅠ類　（厚さ　　　（mm）　　幅　　　（mm）） 　　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

※X-1 ※主材料の 　適用する 脱気装置  　コンクリート押え 用途による区分　　　
　P0X 　X-2 製造所の 製造所の 　設ける 4  仮設間仕切り [2.3.2][表2.3.1] 　　モルタル押え（屋内） 材料による区分　※Ｒ種

　X-1H 仕様 仕様 　設けない1 仮設間仕切り及び仮設扉の設置場所　　図示　　　　　 　　れんが押え　　（　※JIS R 1250　　　　　　　　　　 厚さ　（　　）mm以上
　X-2H 　　 改修ﾄﾞﾚﾝ2 仮設間仕切りの種別と材質 粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

種　別 下　地 仕上材（厚さ mm） 塗　装 充填材 　　 　設ける屋根露出防水（既存）   ※ 改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による
　Ａ種 　木 　せっこうボード（※ 9.5　　　　 　片面 　設けない　　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　軽量鉄骨 　種類（　　　　　　　　　　　　 　なし 高日射 　X-1 ※主材料の 　適用する 脱気装置 仕上塗料 用途による区分　　　
改修 新設 施工

　Ｂ種 　合板（※ 9.0　　　　　　　　　 断熱材　Ｇ 反射率 備考 　L4X ※X-2 製造所の 製造所の 　設ける材料による区分　※Ｒ種工法 種別 箇所 種類 使用量
　材種（　　　　　　　　　　　　 防水 Ｇ 　X-1H 仕様 仕様 　設けない厚さ　（　　）mm以上

※Ｃ種 　単管   防炎シート 　M4C 　C-1 　ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ 　適用 　X-2H 　　部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ 
※C-2 ﾌｨﾝｸﾞ類の製 ﾌｨﾝｸﾞ類の製 　する 　　充填材　※グラスウール　32ｋ（厚：50mm以上） 　※ 改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による
　C-3 造所の仕様 造所の仕様3 仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等 　　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ ウレタンゴム系塗膜防水X-1の脱気装置の種類及び設置数量

設　置　場　所材　質 仕上材（厚さ mm） 塗　装 充填材 　C-4 用途による区分　　　 　　種類　　　　※主材料の製造所の仕様　　　　
※木扉 ※合板張り程度 ※図示　　　　か所 　M3D 　D-1 　ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ 　適用 脱気装置 材料による区分　※Ｒ種 　　設置数量　　※主材料の製造所の仕様　　　　　個
　鋼扉 　　 　片面 　P0D ※D-2 ﾌｨﾝｸﾞ類の製 ﾌｨﾝｸﾞ類の製 　する 　設ける 厚さ　（　　）mm以上

造所の仕様 造所の仕様 　設けない 改修工法 新設種別 施工箇所 工程数及び各工程の使用量 保護層充填材　※グラスウール　32ｋ（厚：50mm以上） 立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法
改修ﾄﾞﾚﾝ 　P1Y ※Y-2 ※主材料の製造所の仕様　※アルミニウム製　Ｌ-35×15×2.0mm程度　　　　 
　設ける  　 　　 5  監督職員事務所 [2.4.1] 絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量 　
　設けない　既存建物内の一部を利用する　　　構内に設置する　　　設けない 種類　　　　※改質アスファルトシートの製造所の指定

　P0DI 　DI-1 改修特記仕様 　ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ 　適用 脱気装置 監督職員事務所の規模 設置数量　　※改質アスファルトシートの製造所の指定　　　　　　個
　M3DI ※DI-2 書3.3.2(9) ﾌｨﾝｸﾞ類の製 ﾌｨﾝｸﾞ類の製 　する 　設ける　１０㎡程度　　　２０㎡程度　　　３５㎡程度　　　ユニットハウス程度 絶縁断熱工法の防湿用シート　　　設置する　　　設置しない
　M4DI （種類） 造所の仕様 造所の仕様 　設けない

　　 改修ﾄﾞﾚﾝ 6　監督職員事務所の  7　合成高分子系 [3.5.2～4][表3.5.1～3]
（厚さ）(mm) 　設ける備品等 机、椅子、書棚、ゴム長靴、保護帽子、消火器、打合せテーブル、検査用機器等 ルーフィングシート   新設防水層の種別 

　設けない 仕上塗料 高日射防水
改修 新設 施工

断熱材　Ｇ 反射率 備考 7　工事用水 構内既存の施設　　※利用できない　　 工法 種別 箇所 種類 使用量
防水 Ｇ　　　　　　　　　　利用できる　（　※有償　　無償　） 改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　POS 　S-F1 ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 　適用 脱気装置 　　　　　　　　　　　有償、無償に関係なく子メーターを設置する
　S4S ｼｰﾄ製造所の ｼｰﾄ製造所の 　する 　設ける　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

仕様 仕様 　設けない 8　工事用電力 構内既存の施設　　※利用できない　　　　利用できる　（　※有償　　無償　） 用途による区分　　　
　　 　　 改修ﾄﾞﾚﾝ材料による区分　※Ｒ種

　S-F2 　適用 　設ける 9　仮囲い等 仮囲い　※成型鋼板　　　　　　Ｈ＝　　　ｍ　　　Ｌ＝　　　ｍ 厚さ　（　　）mm以上
　する 　設けない 部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　S-M1 ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 　適用　　　　　カラーコーン及びコーンバー　　　Ｈ＝０．７ｍ　　　Ｌ＝　　　ｍ
ｼｰﾄ製造所の ｼｰﾄ製造所の 　する出入口　　シートゲート　　　　Ｈ＝　　　ｍ　　　Ｌ＝　　　ｍ　　　　　箇所 　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
仕様 仕様　　　　　キャスターゲート　　Ｈ＝１．８ｍ　　　Ｌ＝　　　ｍ　　　　　箇所 用途による区分　　　
　　 　　材料による区分　※Ｒ種

　S-M2 　適用10　仮設道路 　砕石敷き　　（厚さ　　　mm　幅　　　　　mm）　　Ｌ＝　　　ｍ 厚さ　（　　）mm以上
　する　　　（砕石は、再生クラッシャラン Ｇ を使用） 絶縁断熱工法の場合のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

 　S3S 　S-F1 　ﾌﾟﾚｷｬ ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 　適用 脱気装置 ※図示
ｽﾄｺﾝｸﾘ ｼｰﾄ製造所の ｼｰﾄ製造所の 　する 　設ける 絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量
ｰﾄ下地 仕様 仕様 　設けない11　交通誘導員 配置人数　　　人 種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定  
　　配置期間　　年　月　日～　　年　月　日 設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　　　　　個

　S-F2 　ﾌﾟﾚｷｬ 　適用配置場所　　図示
ｽﾄｺﾝｸﾘ 　する屋内防水 　
ｰﾄ下地防水層の種別

3
改修工法 種　別 施　工　箇　所 　　

防
水
改
修
工
事

 1　施工数量調査 [1.6.2、3]
 　Ｐ１Ｅ 　Ｅ－１ 　M4S 　S-M1 ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 　適用 脱気装置 調査範囲　　　　　　　　図示　　　 

　Ｐ２Ｅ 　Ｅ－２ ｼｰﾄ製造所の ｼｰﾄ製造所の 　する 　設ける調査方法　　　　　　  　図示　　　　
仕様 仕様 　設けない既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　図示　　　 　保護層　　設ける（※図示　　　　　　　）  
　　調査報告書　提出部数　　２部　　　 　　　　　　設けない

　S-M2 　適用　　Ｅ－１の工程３を行う部位
  　する 2　降雨等に対する [3.1.3] 　　※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位　　　　

　P0SI 　SI-F1 　ﾌﾟﾚｷｬ 改修特記仕様 ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 　適用 脱気装置  立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法
　S3SI ｽﾄｺﾝｸﾘ 書3.5.2(3) ｼｰﾄ製造所の ｼｰﾄ製造所の 　する 　設ける　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　　　　
　S4SI ｰﾄ下地 (ｴ)(b) 仕様 仕様 　設けない 3　既存防水の処理 ［3.1.4］[3.2.3、4、6] 屋上排水溝　　図示　　　　  
　M4SI 　　 （種類） 　　 改修ﾄﾞﾚﾝ既存保護層の撤去　　行う（範囲　　図示　　 　　　　　　　　 　　

　SI-F2 　ﾌﾟﾚｷｬ 　　 　適用 　設ける　　　　　　　　　　行わない
 ｽﾄｺﾝｸﾘ （厚さ）(mm) 　する 　設けない既存防水層の撤去　　行う（範囲　　図示　　 　　　　　　　　

ｰﾄ下地 　25　　50　　　　　　　　　　行わない
  

　SI-M1 改修特記仕様 ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 　適用 
  書3.5.2(3) ｼｰﾄ製造所の ｼｰﾄ製造所の 　する

(ｴ)(a) 仕様 仕様 4　既存下地の処理 [3.2.6]  
（種類） 　　既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　　　図示　　　 　　

　SI-M2 　　 　適用P0S工法及びP0SI工法（機械的固定工法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立
（厚さ）(mm) 　する上り部等の処理　※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による　　 
　25　　50設備機器架台、配管請部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり、丸環の取付け部、塔屋

出入口部等の欠損部及び防水層端末部の納まり部の処理　　　図示　　　　 S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様　　※非歩行仕様　　　軽歩行仕様

SI-M1及びSI-M2における防湿用フィルム　　　設置する　　　設置しない

※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による。　　 

〇＿＿

※改質ｱｽﾌｧ

※改質ｱｽﾌｧ

※改質ｱｽﾌｧ

※改質ｱｽﾌｧ

※主材料の

※主材料の

※なし

　なし

「手すり先行工法による足場の組み立て等に関する基準」における２の(1)手すり据置

新設防水層（屋根保護絶縁工法）の種別 

　※改修標準仕様書表3.3.5から表3.3.6による

  ※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.4による

  新設防水層（屋根露出工法）の種別 

固定金具の材質及び寸法形状

新設防水層（ウレタンゴム系塗膜防水）の種別

　新設防水層（ゴムアスファルト系塗膜防水）の種別

 9　シーリング [3.1.4][3.7.2～8]

シーリング改修工法の種類　　

　　シーリング充填工法　 

　　シーリング再充填工法 　

　　拡幅シーリング再充填工法　 

　　ブリッジ工法 

　　ボンドブレーカー張り　　適用する　　適用しない 　　　

　　エッジング材張り　　　　適用する　　適用しない 

シーリング材の種類、施工箇所

　下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。
施工箇所  ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類（記号）

接着性試験　　※簡易接着性試験　　　　引張接着性試験

 　 　　      　

　保護モルタル

　保護コンクリート

〇 〇 〇

〇＿＿ 〇＿＿＿＿

〇

〇

※Y-2 ※主材料の製造所の仕様　P2Y

〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

養生方法（とい共）

[2.2.1][表2.2.1]

※あり

　あり

　行う（　M4AS　　M4ASI 　　M4C 　　M4DI　　L4X） 　　行わない〇〇 〇 〇 〇 〇 〇　
露出防水層表面の仕上げ塗装の除去　

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

〇 〇＿＿＿＿＿＿※発泡ポリエチレンシート　　　　 

絶縁用シート及び可塑剤移行防止シートの材質

シーリング材の目地寸法　　　※図示　　　　 

〇 〇

〇 〇

仕上げを行わない施工箇所　　　図示　　　　　＿＿＿

＿＿＿

　　乾式保護材（品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表（改修）による）

※改修標準仕様書表3.3.7及び表3.3.9による

※改修標準仕様書表3.3.8及び表3.3.9による

　ＰＣＢ含有シーリング材の処理

〇

〇

※ 8-3「ＰＣＢ含有シーリング材の処理」による

10　保証年限 　ｱｽﾌｧﾙﾄ防水　　10年

　合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水　　10年　　15年

　塗膜防水　　   5年　（X-1工法は、10年）　　　

※受注者は、防水施工業者及び材料メーカーと連名で年限保証する。

〇 〇

〇 〇 〇

〇

〇

方式又は(2)手すり先行専用足場方式により行うとともに、「働きやすい安心感のある

厚さ（　　mm）

　保護モルタル

厚さ（　　mm）

　保護コンクリート

縮

尺
図 面 名

工 事 名

　 建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書 （ ２ ）

　 船 橋 市 建 設 局 建 築 部 建 築 課

NS

　 令 和 ８ 年 度

図 面 番 号
有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号

千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一
tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

●

●

●

●

●

（A階段　 ＿＿＿＿＿＿＿）

●

● ●

● ●

●

●

●

●

● ●

●

●

● ● ● ●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

● ●

●

〇 EVピット内 ● ●

　船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

●

〇

〇

〇 　下記のものを常備する〇

６.０ １

　２０

〇

〇　鋼板敷　　（長さ＿＿＿ｍ　幅＿＿＿ｍ　厚さ＿＿＿mm　）　　　　　枚

〇

●　　　　　ガードフェンス　　　Ｈ＝１.８ｍ　　　Ｌ＝３２.０ｍ

＿＿＿ ＿＿＿

Ａ－０３

〇

〇

　外部足場　　　　設置する　　　　設置しない● ●

（ 03/75）

ネット養生シート（　防炎Ⅰ類　　　　防炎Ⅱ類　　　　　　　　　　

　内部足場　　　種別　　※脚立、足場板等　　　　●

〇●

図示 図示



〇　　既製調合モルタル

（品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表（改修）による）

〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇＿＿＿＿

〇

〇

〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿

〇 〇＿＿＿

〇

〇 〇

〇 〇＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿
〇 〇 〇〇

〇 〇

〇 〇 〇〇
〇〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇

＿＿＿ 〇 〇＿＿
〇 〇

〇＿＿＿
〇 〇〇 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇＿＿＿＿ 〇

〇 〇＿＿＿＿ 〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿ 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿ 〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿ 〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿ 〇 〇

〇

〇 〇＿＿＿＿ 〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿ 〇 〇〇

〇 〇＿＿＿＿ 〇 〇

〇

〇 〇＿＿＿＿ 〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿ 〇 〇＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿ 〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿ 〇

〇 〇＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿ 〇 〇 〇

〇

〇 〇＿＿＿＿ 〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿

〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿ 〇

〇

〇 〇 〇

〇

〇

〇＿＿＿＿

〇＿＿＿＿

〇＿＿＿＿

〇

〇

〇＿＿＿＿ 〇 ＿＿＿

〇＿＿＿＿ 〇 ＿＿＿

防
水
改
修
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11　とい [3.8.2、3][表3.8.1] 標準的な曲がりの役物は一体成形とする。 　有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り 　

といその他の材種 見本焼き 　下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の下地処理

　　配管用鋼管　　　　硬質ポリ塩化ビニル管　　　　ルーフドレン 　　　目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による） 　　　　

　シーリング材の種類                    
ルーフドレンの種別及び呼び

種別 呼び 施工箇所

　ろく屋根用たて形Ⅰ型 ※ねじ込み式 　80　　100 　125 　150 　シーリングのその他事項は、改修標準仕様書3章7節による
　ろく屋根用横形Ⅰ型 ※ねじ込み式 　80　　100 　125 　150 
　バルコニー中継用 ※ねじ込み式 　50　　80　　100  6　目地改修工法 [4.1.4][4.4.5、16]

　差し込み式 　50　　75　　100 　目地ひび割れ部改修工法
　バルコニー用 ※ねじ込み式 　50　　80　　100 　伸縮調整目地改修工法

　差し込み式 　50　　75　　100 　　伸縮調整目地の位置及び寸法　　図示　　　

とい受金物の材種、形状及び取付け間隔　　※改修標準仕様書表3.8.2による 　　　

足金物の材種、形状及び取付け間隔　　　　※改修標準仕様書表3.8.2による 　　　

多雪地域の場合の軒どいの取付け間隔　　　※0.5mm 以下
4-4

防露材のホルムアルデヒド放散量　　　　※Ｆ☆☆☆☆  1　既存塗膜等の除去 [4.5.4][表4.5.4～7]
下地処理既存のといその他の撤去、降雨等に対する養生方法　　※図示　　　 及び下地処理

工　法 処理範囲 （下地のひび割れ部鋼管製といの防露巻き　　※改修標準仕様書表3.8.4による 　　 
　等の補修）たてどい受金物の取付け　※図示　　　

　サンダー工法 ※既存仕上げ面全体 　ひび割れ部改修工法ルーフドレンの取付け　　※水はけよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填 　
　図示 　浮き部改修工法

　高圧水洗工法 ※既存仕上げ面全体 　欠損部改修工法12　アルミニウム製 [3.9.2、3][表3.9.1]
　図示笠木
（既存塗膜の除去範囲は　    　板材折曲げ形（ 　オープン形式　　シール形式　） 
　既存塗膜の劣化部とする）　　　　　　本体幅（　　　）mm　　板厚（※2.0mm 　　　　　mm　） 

　塗膜はく離剤工法 ※既存仕上げ面全体

　図示表面処理　種別（　　　）種　
　水洗い工法 ※ｻﾝﾀﾞｰ工法、高圧水洗工法、          色合　　標準色（　　　　　　　　　　

　塗膜はく離剤工法の処理範囲以外

　の既存仕上げ面全体

　図示

 2　下地調整塗材 [4.5.2][4.5.4、5]

　下地調整塗材（Ｃ－１）

 3　仕上塗材仕上げ

新規仕上塗材の種類 

　薄付け仕上塗材
種類（呼び名） 防火材料 仕上げの形状及び工法等 

　外装薄塗材Si 　砂壁状 
　可とう形外装薄塗材Si 　ゆず肌状（　吹付け　　ローラー塗り）　
　外装薄塗材E 　さざ波状　　　　　　平たん状

　可とう形外装薄塗材E 　凹凸状（　吹付け　　こて塗り）

　防水形外装薄塗材E 　着色骨材砂壁状（　吹付け　　こて塗り）

　外装薄塗材S 　砂壁状じゅらく　　京壁状じゅらく 

  

　厚付け仕上塗材
防火材料 仕上げの形状及び工法等種類（呼び名）  

　外装厚塗材C 　吹放し　　凸部処理　　平たん状

　外装厚塗材Si 　凹凸状　　ひき起こし　　かき落とし

　外装厚塗材E 上塗材　　適用する　　適用しない

　複層仕上塗材
種類（呼び名） 防火材料 仕上げの形状及び工法等 

　複層塗材CE 　ゆず肌状　　凸部処理　　凹凸状

　可とう形複層塗材CE 耐候性　※耐候形３種　　　　
　複層塗材Si 上塗材の種類

　複層塗材E 　溶媒　※水系　　溶剤系　　弱溶剤系

　複層塗材RE

　防水形複層塗材CE

　防水形複層塗材E

　防水形複層塗材RE 　外観　※つやあり　　つやなし　　ﾒﾀﾘｯｸ

　可とう形改修用仕上塗材
種類（呼び名） 防火材料 仕上げの形状及び工法等  

　可とう形改修塗材E 　平たん状　　さざ波状　　ゆず肌状　
 耐候性　※耐候形３種　　　 
　可とう形改修塗材RE 上塗材の種類 

　溶媒　※水系　　溶剤系　　弱溶剤系 
　可とう形改修塗材CE

　外観　※つやあり　　つやなし　　ﾒﾀﾘｯｸ

 4　マスチック塗材 [4.1.5][4.6.2][表4.6.1]

塗り

 5　外壁用 [4.1.5][4.7.2～4][表4.7.1]

塗膜防水材塗り 　仕上げの形状　　　

　工法　　　　　　　

　仕上塗料の耐候性　　　

 

　下地挙動緩衝材の適用

　　　適用する

　　　適用しない

　　　　コンクリート面のひび割れ部及び欠損部の処理は、改修標準仕様書4章2節による

　　　　ただし、下地挙動緩衝材を適用する場合は改修特記仕様書4-1章　外壁改修工事　

　　　　コンクリート打放し仕上げ外壁による

　　　　モルタル面のひび割れ部、欠損部及び浮き部の処理は、改修標準仕様書4章3節

　　　　による　ただし、下地挙動緩衝材を適用する場合は改修特記仕様書4-2章　

　　　　外壁改修工事　モルタル塗り仕上げ外壁による

　吹付け工法の模様材の種類　　　　　　　　　　　（　所要量　　　(kg/㎡)）

　外壁用仕上塗料の種類　　　　　　　　　　　　　（　所要量　　　(kg/㎡)）

　既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整は、改修標準仕様書4.5.4(1)～(6)による

〇

　　シーリング材の試験は改修標準仕様書3.7.8による

  　可とう性エポキシ樹脂 

〇

〇 〇

〇

〇 〇 〇 〇

〇

〇

〇 〇 〇＿＿ 〇 〇＿＿

〇 〇 〇＿＿ 〇 〇＿＿

〇 〇＿＿ 〇 〇＿＿

〇 〇 〇＿＿ 〇 〇＿＿

〇＿＿ 〇＿＿

〇

〇 〇＿＿）

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇

〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿

　シール工法

　パテ状エポキシ樹脂　　　可とう性エポキシ樹脂

 2　欠損部改修工法 [4.1.4][4.2.4、8]

充填工法
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 1　既存モルタル塗り 　行う（　※全面　　図示の範囲）

の撤去

 2　ひび割れ部改修 [4.1.4][4.3.5～8]

工法 　 樹脂注入工法
工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm)

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ 0.2以上～1.0 未満 ※200～300  　 　130 　　　

　樹脂注入工法

　手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂 0.2以上～0.3 未満 　50 ～100　　 　40  　　　

　注入工法 0.3以上～0.5 未満 　100～200　　 　70　　　　

　機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂 　150～250　　 　130 　　　

　注入工法 　　

　　　　　　　　　　　抜取り個数（　※長さ500mごと及びその端数につき1個 　 　

  　　　　　　　　　　抜取り部の補修方法　※図示　　 

　Ｕカットシール材充填工法 　

  　シーリング材 　　　

    充填材料の種類　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　　 　　

〇＿＿

　樹脂　※ｱｸﾘﾙ系　　ｼﾘｶ系　　 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系〇 〇

　　　　　ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系　　ふっ素系〇 〇

〇＿＿＿＿

　樹脂　※ｱｸﾘﾙ系　　ｼﾘｶ系　　 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

〇　　　　　ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系　　ふっ素系

＿＿＿＿

〇

〇〇

シーリングは、改修標準仕様書3章7節による

　　表面処理鋼板 〇＿＿＿＿＿＿

外
壁
改
修
工
事
 モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁
改
修

　　　外装タイル

〇 〇　　　　密着張り　　　改良圧着張り

　　　ユニットタイル　 

〇

〇 〇

〇

　　　　マスク張り　　モザイクタイル張り 　 

　シーリング　　改修標準仕様書3章7節による

　タイル張りの工法 　　

　　　目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による） 　　　　

　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理

　セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り 

＿＿＿＿＿＿〇〇

〇

 　 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系シーリング材　　　 

　　伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系シーリング材　　 

〇＿＿＿＿

〇＿＿＿＿

　目地詰め（※行う　　行わない）〇 〇

改修標準仕様書4.6.2による

種類　　押出形　　　（　押出250形 　　押出300形 　　押出350形　） 　　

〇 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）          　　　　特注色（　　　　　　　　　　

　調査報告書（提出部数　　２部　　　　　　

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇 〇 〇

〇

〇 〇 〇

〇＿＿＿＿＿ 〇

〇 〇

〇＿＿＿＿＿

〇

〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇

〇

〇 ＿ 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇

〇 〇

〇 〇＿＿）

〇 ＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿ ＿＿

〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇〇

〇

〇 〇

〇

既存笠木等の撤去　　行う（範囲　　図示　　　 　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　 行わない

下地補修の工法　　※図示　　　 

板材折曲げ形の笠木の取付方法　　※図示　　　 

笠木の固定金具の工法等 

　1-4 適用区分による風圧力の（　1 　　1.15　　1.3）倍の風圧力に対応した工法 
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 1　長尺金属板葺 (13.2.2、3)(表13.2.1、2)

板及びコイル 塗膜の耐久性、めっき 厚さ
施工箇所 屋根葺形式 備考

の種類 付着量等の種類及び記号 (mm)

※JIS G 3322の 　5類（AZ150） 　心木なし瓦棒葺

　屋根用 　立平葺

　着色　　有 　蟻掛葺　　横葺

　

下葺材料　　　アスファルトルーフィング940

　　　　　　　改質アスファルトルーフィング下葺材

　　　　　　（　　一般タイプ　　　複層基材タイプ　　　粘着層付タイプ　）

工法 

　1-4 適用区分による風圧力の（　1　 　1.15　　1.3）倍の風圧力に対応した工法 

雪止め　　　設置する（形状及施工箇所　※図示　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　設置しない

 2　折板葺 (13.3.2、3)(表13.2.1)
 山高､山ﾋﾟｯﾁ

耐力 材料 厚さ 軒先 耐火
施工箇所 形式  による区分

による区分 による区分 (mm) 面戸板 性能
山高 山ﾋﾟｯﾁ

　重ね形 (　　)種 ※鋼板製 　30分

　はぜ締め形 　ｱﾙﾐﾆｳﾑ

　かん合形 　合金板製

　　　塗膜の耐久性の種類、めっき付着量（　5類(AZ150)　　　　

断熱材張り　　行う（種別：　　　　　　　、厚さ(mm)：　　　、防火性能：　　時間）

　　　　　　　行わない

耐雪性能に対応した工法の適用　　適用する　　適用しない

　折板のけらば納め　　※けらば包みによる方法　　　　

雪止め　　　設置する（形状及施工箇所　※図示　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　設置しない

4

外
壁
改
修
工
事

 1　施工数量調査  [1.6.2、3]

調査範囲　　外壁改修範囲　　図示の範囲

調査内容

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無

及び錆汁の流出の有無を調査する。

〇 〇＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿〇＿＿＿

工法

　1-4 適用区分による風圧力の（　1 　　1.15　　1.3）倍の風圧力に対応した工法 

〇調査時期　　外壁仕上げ等除去・撤去前　　　外壁仕上げ等除去・撤去後

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損

部の形状寸法等を調査する。

コンクリート又はモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

塗り仕上げについては、コンクリート又はモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に

表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

〇＿＿＿＿＿＿＿

〇＿＿＿＿）

〇

〇

〇 〇 〇＿＿ 〇 〇＿＿

〇 〇 〇＿＿ 〇 〇＿＿

〇 〇＿＿ 〇 〇＿＿

〇 〇 〇＿＿ 〇 〇＿＿

〇＿＿ 〇＿＿

〇

〇 〇＿＿）

〇 〇＿＿＿＿＿＿

4-1
 1　ひび割れ部改修 [4.1.4][4.2.4～7]

工法 　樹脂注入工法
工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量（ml/m）

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ 0.2以上～1.0 未満 ※200～300  　 　130 　　　

　樹脂注入工法

　手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂 0.2以上～0.3 未満 　50 ～100　 　40　　　　

　注入工法 0.3以上～0.5 未満 　100～200　　 　70　　　　

　機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂 　150～250　　 　130 　　　

　注入工法 　　 　　

　　　　　　　　　　　抜取り個数（　※長さ500mごと及びその端数につき1個 　 　

  　　　　　　　　　　抜取り部の補修方法　※図示　　 

〇

〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿

　Ｕカットシール材充填工法 　

  　シーリング材 　　　

    充填材料の種類　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　　 　　

〇＿＿

屋
根
改
修
工
事

〇

〇

〇＿

　0.4

　0.5

〇

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　図示　　 〇

〇

0.5以上～1.0 未満

注入状況の確認方法　※コア抜取りを行う　　　行わない〇

外
壁
改
修
工
事
 
コ
ン
ク
リー

ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁
改
修

注入量（mL/m）

0.5以上～1.0 未満

注入状況の確認方法　　※コアの抜取りを行う　　　行わない〇

〇

〇

〇

〇 〇 〇＿＿＿＿）

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇

〇 〇 〇 〇

〇＿＿ 〇＿＿

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇＿＿ 〇＿＿ 〇＿＿ 〇＿＿

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇＿＿ 〇＿＿ 〇＿＿ 〇＿＿

〇 〇 〇 〇

〇＿＿ 〇＿＿

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇＿＿ 〇＿＿ 〇＿＿ 〇＿＿

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇＿＿ 〇＿＿ 〇＿＿ 〇＿＿

〇

〇

〇

〇

〇 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇 〇 〇＿＿＿＿）

〇 〇＿＿＿＿

〇 〇 〇

〇 〇

〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　モルタル塗替え工法 　

　　現場調合材料

セメントは、改修標準仕様書8.2.5による

既製目地材　　使用する（形状　　図示　　　　　　　　

 4　浮き部改修工法 [4.1.4][4.3.11～16]
ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数 注入口の箇所数

注入量
工法の種類 (本/㎡) (箇所/㎡)

一般部 指定部 一般部 指定部

　アンカーピンニング部分 ※16 ※25 ※25

　エポキシ樹脂注入工法 　 　 

　アンカーピンニング全面 ※13 ※20 ※12 ※20 ※25

　エポキシ樹脂注入工法 　 

　アンカーピンニング全面 ※13 ※20 ※12 ※20 ※50

　ポリマーセメントスラリー注入工法 　 　 

　注入口付アンカーピンニング部分 ※9 ※16 ※25

　エポキシ樹脂注入工法

　注入口付アンカーピンニング全面 ※9 ※16 ※9 ※16 ※25

　エポキシ樹脂注入工法 　 

　注入口付アンカーピンニング全面 ※9 ※16 ※9 ※16 ※50

　ポリマーセメントスラリー注入工法 　 

　充填工法

　モルタル塗替え工法

アンカーピンの材質

　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

モルタル塗替え工法用材料

　　現場調合材料

　　　セメントは、改修標準仕様書8.2.5による

　既調合材料（　　　　　　　　　　　　

　既製目地材　　使用する（形状　　図示　　　　　　　　 

仕上厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置　※図示　　 

 1　既存タイル張りの 　外壁タイル張り全面　　図示の範囲

撤去 撤去範囲　※下地モルタルまで　　張付けモルタルまで

 2　タイルの形状、 [4.4.5、8]

寸法等 タイルの形状、寸法等
吸水率に うわぐ 耐凍 耐

再生 役物 色
形状／ よる区分 すり 害性 滑

材料
施
ゆ
う

無
ゆ
う

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

標
準

特
注

施工箇所 寸法 り 備考

有 無 有 無
の適

（㎜） 性
用 Ｇ

　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

＿＿＿＿）　　既調合材料（

①

②

③

③施工箇所：

②施工箇所：

①施工箇所： 備考：

備考：

備考：

＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

仕上厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置　※図示　　 
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〇

〇

〇 〇

〇

シーリング材の試験は改修標準仕様書3.7.8による

  　可とう性エポキシ樹脂 

　シール工法

　　パテ状エポキシ樹脂　　　可とう性エポキシ樹脂　

 3　欠損部改修工法 [4.1.4][4.3.9、10]

　充填工法 　

(mL/箇所)

〇＿＿

〇＿＿

〇＿＿

〇＿＿

〇＿＿

〇＿＿

〇 ＿＿＿＿＿＿ 〇　　行う（施工箇所：　　　　　　）　　　行わない

試験張り 〇 〇　　行う（範囲、仕様等は図示による）　　　行わない

〇

〇

〇 〇 〇

〇

〇 〇 〇＿＿ 〇 〇＿＿

〇 〇 〇＿＿ 〇 〇＿＿

〇 〇＿＿ 〇 〇＿＿

〇 〇 〇＿＿ 〇 〇＿＿

＿＿ 〇＿＿〇

〇

〇 〇＿＿）

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇

〇

〇

 3　ひび割れ部改修 [4.1.4][4.4.5、6]

工法 改修箇所　※既存タイル張り面

          　既存タイル撤去面（　　コンクリート面　　モルタル面　）

　 樹脂注入工法
注入口間隔(mm)工法の種類 ひび割れ幅(mm)

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ 0.2以上～1.0 未満 ※200～300  　 　130 　　　

　樹脂注入工法

　手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂 0.2以上～0.3 未満 　50 ～100　　 　40  　　　

　注入工法 0.3以上～0.5 未満 　100～200　　 　70　　　　

　機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂 　150～250　　 　130 　　　

　注入工法 　　

　　　　　　　　　　　抜取り個数（　※長さ500mごと及びその端数につき1個 　 　

  　　　　　　　　　　抜取り部の補修方法　※図示　　 

 4　欠損部改修工法 [4.1.4][4.4.5、7、8]

　タイル部分張替え工法

　　接着剤の種類 　

0.5以上～1.0 未満

注入量（mL/m）

注入状況の確認方法　　※コアの抜取りを行う　　　行わない〇

　　張替え用材料

　タイル張替え工法

　接着剤の種類 　

　タイル部分張替え工法

〇

〇

〇

〇

〇

　　　張付けモルタル

　　　接着剤JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

〇　　現場調合材料

外
壁
改
修
工
事
 
塗
り
仕
上
げ
外
壁
等
改
修

〇　　　　※30MPa程度以上

　加圧力

[4.1.5][4.5.2][表4.5.1、2]

〇　　　＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿

〇

注入口付アンカーピンの材質

　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm程度 　　　

注入工法用材料

　　ポリマーセメントスラリー
曲げ性能引張接着性 耐久性吸水性

広がり速度
（材齢28日）（収縮） （材齢28日） （72時間） （劣化曲げ強さ）

（cm/s）
（%） （N/㎜2） （N/㎜2） （%） （N/㎜2）

3以上 3以下 0.5以上 5.0以上 15以下 5.0以上

　　保水係数　0.35～0.55

長さ変化率

　　粘調係数　0.50～1.00

〇

充填工法用材料

　　エポキシ樹脂モルタル

〇　ポリマーセメントモルタル

　  シーリング材のうえにポリマーセメントモルタル（品質・性能及び試験方法は

　  建築材料等品質性能表（改修）による）の充填　　行う　　行わない〇 〇

〇

〇

　エポキシ樹脂モルタル

　ポリマーセメントモルタル

（品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表（改修）による）

〇 〇

　  シーリング材のうえにポリマーセメントモルタル（品質・性能及び試験方法は

　  建築材料等品質性能表（改修）による）の充填　　行う　　行わない

〇

〇

〇

　　エポキシ樹脂モルタル

（品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表（改修）による）

　ポリマーセメントモルタル

（品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表（改修）による）

〇　　JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

（品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表（改修）による）

　　ポリマーセメントモルタル

　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

アンカーピンの材質

　タイル張り替え工法

　タイル部分張り替え工法

　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

※25　注入口付アンカーピンニング

　 　 　 　ポリマーセメントスラリー注入工法

※50※16※9※16※9　注入口付アンカーピンニング全面

　 　 　 　エポキシ樹脂注入工法

※25※16※9※16※9　注入口付アンカーピンニング全面

　 　エポキシ樹脂注入工法

※25※16※9　注入口付アンカーピンニング部分

　 　 　ポリマーセメントスラリー注入工法

※50※20※12※20※13　アンカーピンニング全面

　 　エポキシ樹脂注入工法

※25※20※12※20※13　アンカーピンニング全面

　 　 　エポキシ樹脂注入工法

※25※25※16　アンカーピンニング部分

指定部一般部指定部一般部
(ml/箇所)

(箇所/㎡)(本/㎡)工法の種類
注入量

注入口の箇所数ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数
[4.1.4][4.4.5、9～15] 5　浮き部改修工法

〇

〇

〇

〇＿＿〇＿＿〇〇

＿＿〇＿＿〇＿＿〇＿＿〇

〇〇〇〇〇〇

＿＿〇＿＿＿＿〇＿＿〇 〇

〇〇〇〇〇〇

＿＿〇＿＿〇

〇〇〇〇

＿＿〇＿＿〇＿＿〇＿＿〇

〇〇〇〇〇〇

＿＿〇＿＿〇＿＿〇＿＿〇

〇〇〇〇〇〇

＿＿〇＿＿〇

〇〇〇〇

〇

〇 〇

〇 〇

　　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

　　　　※ 改修標準仕様書表4.4.2による　　　 図示

　　外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整材塗りの接着力試験　

　　　　　行う  　  　行わない

〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿

　セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り 

　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理

　　　目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による） 　　　　 

 　タイル張りの工法

　　　　密着張り　　改良圧着張り

〇　　　外装タイル

〇 〇

　　　　マスク張り　　モザイクタイル張り 　 

　　　ユニットタイル〇

〇 〇

　シーリング　　改修標準仕様書3章7節による

　有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り 　〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇

〇

　　　目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による）　 　　

　シーリング材の種類

 　 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系シーリング材　　　 

　　伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系シーリング材　　 

〇＿＿＿＿＿＿

〇＿＿＿＿＿＿

　シーリングのその他事項は、改修標準仕様書3章7節による

　目地詰め（※行う　　行わない）〇 〇

＿＿〇

＿＿〇

＿＿〇

＿＿〇

＿＿〇

＿＿〇

＿＿〇

　モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理

　　 〇＿＿＿＿＿

　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm程度

注入口付アンカーピンの材質

〇 　　 ＿＿＿＿＿＿〇

　　　　行う　　　　　行わない

　外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整材塗りの接着力試験　

　　　※改修標準仕様書表4.4.2による 　　図示

　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置 

〇〇

〇〇

　　　ポリマーセメントモルタル

〇

　　　外壁タイル接着剤 JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系〇

〇

〇

〇

　タイル張替え工法

　　張替え用材料

　　　外壁タイル接着剤JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　　　張付けモルタル

〇

　　現場調合材料

　　既製調合モルタル

〇※下地調整塗材（Ｃ－２）

〇　下地調整塗材（ＣＭ－２） 〇　下地調整塗材Ｅ

〇　ポリマーセメントモルタル

　（品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表（改修）による）

　あり

　なし 　なし

材料　鋼板の種類（※JIS G 3322の屋根用　（着色　　有）　　　　＿＿＿）〇

（品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表（改修）による）

縮

尺
図 面 名

工 事 名

　 船 橋 市 建 設 局 建 築 部 建 築 課

NS

　 令 和 ８ 年 度

図 面 番 号

　 建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書 （ ３ ）

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一
tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

　船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

Ａ－０４

（ 04/75）



凍結防止措置　　行う　　行わない

〇

＿＿＿ ＿＿＿ 〇＿＿＿ 〇 〇
〇 〇＿＿＿ 〇 〇＿＿＿ 〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 〇

〇 〇＿＿＿ 〇＿＿＿ 〇 〇＿＿＿ 〇 〇＿＿＿） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）
〇＿＿＿ 〇＿＿＿ 〇＿＿＿ 〇 〇 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）
〇＿＿＿ 〇＿＿＿ 〇＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）
〇＿＿＿ ＿＿＿ 〇＿＿＿ 〇 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）
〇＿＿＿ ＿＿＿ 〇＿＿＿ 〇 〇 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）
〇

〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 〇
〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 〇
〇 〇
〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 〇

〇 〇 〇
〇 ＿＿＿＿

〇 〇

〇 〇＿＿＿＿）

〇 〇＿＿＿＿）

〇 〇＿＿＿＿）

〇 〇

〇

〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇

〇 〇

＿＿＿

〇

〇 〇＿＿＿＿＿）

〇

〇 〇＿＿＿＿＿）

〇 〇

〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇＿＿＿＿）

〇

〇
〇 〇＿＿＿＿＿

〇
〇 〇＿＿＿＿＿

〇
〇 〇＿＿＿＿＿

〇

〇

〇
〇 〇＿＿＿＿＿

〇 〇

〇
〇 〇＿＿＿＿＿

〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇
〇 〇＿＿＿＿＿

〇 〇 〇

〇 〇

〇
〇 〇＿＿＿＿＿
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 1　改修工法 [5.1.3] 　表面材の合板の種類 15　自閉式上吊り引戸 [5.10.2、3]
合板の種類かぶせ工法 撤去工法 規格等 備考適用箇所 　　装置 性能値等

　アルミニウム製建具 　 　 　建具表による　　　 　普通合板 Ｇ 表面の樹種 　　※改修標準仕様書表5.10.1による
　樹脂製建具 　 　建具表による　　　 　　 　　　以下による
　鋼製建具 　外部 　 　 　建具表による　　　 板面の品質（※広葉樹１等　　　　　 　　　手動開き力　　（　　　　　　　　　　　

　内部 　 　建具表による　　　 接着の程度（　１類　　２類　） 　　　手動閉じ力　　（　　　　　　　　　　　
　鋼製軽量建具 　 　 　建具表による　　　 　　　閉じ速度の調整（　　　　　　　　　　　
　ステンレス製建具 　 　 　建具表による　　　 　天然木化粧合板 Ｇ 樹種名（　　　　　　　　　　　 　　　制動区間　　　（　　　　　　　　　　
　木製建具 　 　 　建具表による　　　 接着の程度（　１類　　２類　 ） 　　　開閉繰返し　　（　　　　　　　　　　　

　　　耐衝撃性　　　（　　　　　　　　　　　
　特殊加工化粧合板 Ｇ 化粧加工の方法 新規に建具を設ける場合 

　※プリント　壁部分の開口の開け方　　　　　　※図示　　 　 16　重量シャッター [5.11.2、3]
　　ポリエステル化粧合板  新規建具周囲の補修工法及び範囲　※図示　　 シャッターの種類　　　管理用シャッター
　　メラミン化粧合板建具周囲のシーリング　　改修標準仕様書3章7節による 　　　　　　　　　　　外壁用防火シャッター

　　　　　　　　　　　屋内用防火シャッター
接着の程度（　１類　　２類　 ） 　　　　　　　　　　　防煙シャッター

　ＭＤＦ Ｇ 外壁開口部に設ける重量シャッターの耐風圧強度（　　　　）Pa

開閉方式の種類　　　※電動式（手動併用）　　手動式　

安全装置

　電動式シャッターの急降下制動装置、急降下停止装置

　　（設置箇所　　建具表による　　　　　　

　電動式シャッターの障害物感知装置

　　（設置箇所　　建具表による　　　　　　

　屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止装置

　　（設置箇所　　建具表による　　　　　　

管理用シャッターのシャッターケース　　　設ける　　設けない　　

スラット及びシャッターケース用鋼板

  鋼板の種類　　　　JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

                  　JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） 　

　めっきの付着量　※Z12又はF12　　 

ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに用いるスイッチ

ボックス類のふたの材質

　ステンレス鋼板　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI 　　　

17　軽量シャッター [5.12.2～4]

開閉方式の種類　※手動式　　電動式（手動併用） 

耐風圧強度　（　　　）Pa

スラットの材質の種類

　　JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） 

　　　めっきの付着量（※Z06又はF06　　　　　　　

  　JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯） 

　　　めっきの付着量（※AZ90　　　　　　　

スラットの形状　　インターロッキング形　　オーバーラッピング形 

18　オーバーヘッド [5.13.2、3]
風圧力にドア

セクション材料 開閉方式 収納形式 ガイドレール
よる強さ

による区分 による区分 による区分 の材料
の区分

※スチールタイプ 　50 ※バランス式 　スタンダード形 ※溶融亜鉛 

　アルミニウムタイプ 　75 　チェーン式 　ローヘッド形 　めっき鋼板 

　ファイバーグラス 　100 　電動式 　ハイリフト形 　ステンレス鋼板

　タイプ 　125 　バーチカル形 

電動式オーバーヘッドドアの障害物感知装置

　　（設置箇所　　建具表による　　　　　　

19　ガラス [5.14.2～4]

適用は以下によるほか、ガラスの種類、厚さの組み合わせは建具表及び図面による。

　フロート板ガラス
フロート板ガラスの品種及び厚さの ※建具表による　　　

呼びによる種類

　型板ガラス
型板ガラスの厚さによる種類 ※建具表による　　　

網又は線の形状、板の表面の状態及び ※建具表による　　　

厚さの呼びによる種類

　合わせガラス

形状による種類

落球衝撃はく離特性及び

ショットバック衝撃特性による種類

　強化ガラス
形状による種類、材料板ガラスの種類

破片の状態及び

ショットバック衝撃特性による種類

　熱線吸収板ガラス
板ガラスの種類及び厚さによる種類 ※建具表による　　　

性能による種類 　１種　　　２種　

　複層ガラス
※建具表による　　　

並びに複層ガラスの厚さ

断熱性による区分 　Ｔ１　　Ｔ２　　Ｔ３　　Ｔ４　

　Ｔ５　　Ｔ６

日射取得性及び日射遮蔽性による区分 　Ｇ　　　Ｓ

　空気　　アルゴン

　熱線反射ガラス
材料板ガラスの種類及び厚さによる種類 ※建具表による　　　

　１種　　　２種　　　３種

耐久性による区分 　Ａ種　　　Ｂ種

　倍強度ガラス
※建具表による　　　

による種類

　網入板ガラス及び線入板ガラス

既存建具の種類

〇

〇 〇＿＿＿＿）

〇

〇 〇 〇＿＿＿＿）

〇 〇 〇＿＿＿＿）

〇 〇 〇＿＿＿＿）

〇 ＿＿

〇 〇＿＿）

〇 ＿＿

〇 〇＿＿）

〇 〇 〇 〇

〇 〇＿＿）

〇 〇＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿）

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 ＿＿

〇 〇＿＿）

〇 ＿＿

〇 〇＿＿）

〇 〇 〇 〇

〇 〇＿＿）

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿）

〇 〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇

〇 〇＿＿ ＿＿＿＿＿）

 8　鋼製建具 [5.2.2][5.4.2～5][表5.4.2]

性能値等

  簡易気密型ドアセット　　　　　　　　適用する

  　　　　　　　　　　　　　　      （建具符号：　建具表による　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適用しない 

　外部に面する建具の耐風圧性　　S-4 （建具符号：　建具表による　　　　　　　

                         　   　S-5 （建具符号：　建具表による　　　　　　　

                          　  　S-6 （建具符号：　建具表による　　　　　　　

　　防音ドア、防音サッシ　　　　　　遮音性の等級 （　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　　

　　断熱ドア、断熱サッシ Ｇ 　　　　耐熱性の等級 （　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　　

耐震性能

　RC壁に設置する特定室等及び避難経路の扉

　　耐震ドア　面内変形追随性の等級（　D-1：1/300　　D-2：1/120　　D-3：1/100　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　）

　重量がある扉

　　以下の設計用震度の地震力及び層間変形角に対して、脱落しないものとする。

　　なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。

　　　設計用水平震度（KH）　※1.0 　　　　　　設計用水平震度（KH）　※1.0 　　　

　　　設計用鉛直震度（KV）　※0.5　 　　

　　　（建具符号：　建具表による　　　　）

材料

　鋼板　改修標準仕様書5.4.3(1)による

　ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI 　　　

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL　　　　

形状及び仕上げ

標準型鋼製建具の形式及び寸法　※建具表による　　　

 9　鋼製軽量建具 [5.2.2][5.5.2～5]

性能値等

　　防音ドア、防音サッシ　　　　　　遮音性の等級 （　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　

　　断熱ドア、断熱サッシ Ｇ 　　　　耐熱性の等級 （　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　

耐震性能

　RC壁に設置する特定室等及び避難経路の扉

　　耐震ドア　面内変形追随性の等級（　D-1：1/300　　D-2：1/120　　D-3：1/100　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　

　重量がある扉

　　以下の設計用震度の地震力及び層間変形角に対して、脱落しないものとする。　

　　なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。　

　　　設計用水平震度（KH）　※1.0 　　　

　　　設計用鉛直震度（KV）　※0.5 　　　

　　　（建具符号：　建具表による　　　　

材料

　鋼板　　　　亜鉛めっき鋼板　　ビニル被覆鋼板　　カラー鋼板　　ステンレス鋼板

　ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI 　　　

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL

形状及び仕上げ

〇 〇＿＿

　鋼板類の厚さ　※改修標準仕様書表5.5.1による 　　　　㎜（使用箇所：　　　　　　

　鋼板類の厚さ　※改修標準仕様書表5.4.2による 　　　　mm（使用箇所：＿＿＿＿＿）

〇 〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿

形状及び仕上げ 
　表面色　　　　　　　　標準色　　　　特注色 

工法

　水切り板、ぜん板　　　※図示　　　 

〇

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿）〇

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿） 〇

〇

〇 ＿＿＿＿＿＿）

〇

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇 ＿＿＿＿＿＿）

〇

〇

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇

〇＿＿＿ 〇

〇＿＿＿ 〇

〇＿＿＿ 〇

〇

〇

〇 ＿＿

〇 〇＿＿）

〇 ＿＿

〇 〇＿＿）

 
 2　防火戸 [5.1.4]

防火戸の指定

　指定する（適用箇所　　　建具表による　　　　    　　　　　指定しない 

防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸とヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動

 

 3　見本の製作等 [5.1.5]

建具見本の製作　　　行う（建具符号：   　　 　　　 　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　行わない

 
特殊な建具の仮組　　行う（建具符号：　    　　　　 　　　　　　

　　　　　　　　　　行わない

 4　防犯建物部品 [5.1.7]

　適用する（　建具表による　　　　　　　　　　　

　適用しない  

 5　アルミニウム製 [5.2.2～5][表5.2.1]

建具 性能値等

外部に面する建具の種別
種別 耐風圧性

　Ａ種 S-4 A-3

　Ｂ種 S-5
  

　Ｃ種 S-6 A-4 　　
 

　防音ドア、防音サッシ　　　　　　遮音性の等級 （　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　　

　断熱ドア、断熱サッシ　Ｇ　　　　耐熱性の等級 （　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　　

〇

〇

〇＿＿＿)

＿＿＿)

＿＿＿)

　耐風圧性等級　　　　　　　（建具符号：　建具表による

　気密性の等級　　　　　　　（建具符号：　建具表による

　水密性の等級　　　　　　　（建具符号：　建具表による

〇

〇

〇

※図示

※図示

※図示

施工箇所

W-4

W-5

水密性気密性

〇 〇 〇 〇

〇 〇＿＿）

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿）

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿ 〇＿＿＿＿

〇

〇

〇

〇＿＿ 〇

〇＿＿ 〇

〇＿＿ 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇＿＿）

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇＿＿）

耐震性能

　RC壁に設置する特定室等及び避難経路の扉

　　耐震ドア　面内変形追随性の等級（　D-1：1/300　　D-2：1/120　　D-3：1/100　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　

　重量がある扉

　　以下の設計用震度の地震力及び層間変形角に対して、脱落しないものとする。　

　　なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。　

　　　設計用水平震度（KH）　※1.0 　　　

　　　設計用鉛直震度（KV）　※0.5 　　　

　　　（建具符号：　建具表による　　　　

材料

　アルミニウム材　改修標準仕様書5.2.3(1)による

  ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430JIL又はSUS443JI 　　　　

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL　　　　

形状及び仕上げ 
　表面処理 

　結露水の処理方法　　　　水貯め式　　排水式

工法 
　水切り板、ぜん板　　　※図示　　　 

 6　網戸等 [5.2.3][5.3.3]
材種 線径 網目種類

　防虫網 ※合成樹脂製 ※0.25mm以上 ※16～18メッシュ 

　ガラス繊維入り合成樹脂製 　 　 

　ステンレス(SUS316)製 

　防鳥網 ステンレス(SUS304)線材 1.5mm 網目寸法15mm

 7　樹脂製建具 [5.2.2][5.3.2～5]

性能値等

　外部に面する建具の種別
種別 耐風圧性

　Ａ種 S-4 A-4 ※図示

　Ｂ種 S-5 　　 ※図示
  

　Ｃ種 S-6 ※図示
 

　　防音ドア、防音サッシ　　　　遮音性の等級（　T-1 　T-2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　　

　　断熱ドア、断熱サッシ　Ｇ　　断熱性の等級（　H-4 　H-5 　H-6 　H-7 　H-8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　　

　　　　BB-1　　　BB-2（着色　　標準色　　特注色）〇 〇〇

〇 〇　　　　BC-1　　　BC-2（着色　　標準色　　特注色）〇 〇

＿＿＿)

＿＿＿)

＿＿＿)

〇

〇

〇

　耐風圧性の等級　　　　　　（建具符号：　建具表による

　気密性の等級　　　　　　　（建具符号：　建具表による

　水密性の等級　　　　　　　（建具符号：　建具表による

〇

施工箇所水密性気密性

W-4

W-5

〇＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿

　外部に面する建具の日射熱取得性の等級　　　　　　外部に面する建具の日射熱取得性の等級　　　　　

　枠の見込み寸法　　　　建具表による　　　

材料

　樹脂形材　改修標準仕様書5.3.3(1)による

　ガラス　　　　　　　※複層ガラス　　　　

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL　　　　

建具表による ＿＿＿＿＿＿＿＿枠の見込み寸法

〇　再使用（　ブラインドボックス〇 〇＿＿＿＿＿＿）

〇防音性能を求める戸（建具表による）

標準型鋼製建具の形式及び寸法　※建具表による　　　

〇

〇

〇 〇＿＿＿＿）

〇

〇 〇 〇＿＿＿＿）

〇 〇 〇＿＿＿＿）

〇 〇 〇＿＿＿＿）

〇 ＿＿

〇 〇＿＿＿＿）

〇 ＿＿

〇 〇＿＿＿＿）

〇 〇 〇 〇

〇 〇＿＿）

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿）

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇

〇 〇

〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿

10　ステンレス製建具 [5.2.2][5.4.2][5.6.2～5]

性能値等

  簡易気密型ドアセット　　　　　　　 適用する

  　　　　　　　　　　　　　　      （建具符号：　建具表による　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 適用しない 

　外部に面する建具の耐風圧性　　S-4 （建具符号：　建具表による　　　　　　

                           　 　S-5 （建具符号：　建具表による　　　　　　

                         　   　S-6 （建具符号：　建具表による　　　　　　

　　防音ドア、防音サッシ　　　　　　遮音性の等級 （　　　）

  　　　　　　　　　　　　　　      （建具符号：　建具表による　　　　　　

　　断熱ドア、断熱サッシ Ｇ 　耐熱性の等級 （　　　）

  　　　　　　　　　　　　　　      （建具符号：　建具表による　　　　　　

耐震性能

　RC壁に設置する特定室等及び避難経路の扉

　　耐震ドア　面内変形追随性の等級（　D-1：1/300　　D-2：1/120　　D-3：1/100　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　

　重量がある扉

　　以下の設計用震度の地震力及び層間変形角に対して、脱落しないものとする。　

　　なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。　

　　　設計用水平震度（KH）　※1.0 　　　

　　　設計用鉛直震度（KV）　※0.5 　　　

　　　（建具符号：　建具表による　　　　

材料

　ステンレス鋼板　　　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI 　　　

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL　　　　

形状及び仕上げ

　表面仕上げ　  　　　　　　　　　※HL 　   　鏡面仕上げ　　 

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL程度　　No.2B程度 

工法

　ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　　角出し曲げ 

11　木製建具 [5.7.2～4][表5.7.5]

建具材の加工、組立時の含水率　　※Ａ種　　　 

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 

　　※Ｆ☆☆☆☆

　フラッシュ戸 　フラッシュ戸 

　表面材のホルムアルデヒド放散量等

　　※改修標準仕様書5.7.2(2)(ｲ)(a)による　　　

〇＿＿＿＿＿＿＿

安全装置（電動シャッター）

　※障害物感知装置 〇 〇＿＿＿＿）　　（設置箇所　　建具表による　　　　　　

〇 〇＿＿＿＿）　　（設置箇所　　建具表による　　　　　　　　急降下停止装置〇

〇

合わせガラスの合計厚さ及び特性による種類

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに 〇 〇＿＿＿＿＿

〇 〇

〇 〇 〇 〇

※建具表による　　　

　平面合わせガラス　　曲面合わせガラス

　Ⅰ類　　Ⅱー１類　　Ⅱー２類　　Ⅲ類

厚さの呼びによる種類及び特性による種類

〇 〇＿＿＿＿＿

〇 〇

※建具表による　　　

　Ⅰ類　　　Ⅲ類

封入気体の種類

日射熱遮蔽性による区分

(日射熱遮蔽性が２種の場合)

材料板ガラスの種類及び厚さの呼び

　防音充填材　（グラスウール又はロックウール）

　　連動させる　（　建具表による　　　　　　　　　　　　　連動させない

建具見本製作の目的等（　　　　　　　　　　　　　　　　

  　外部に面する建具　　種別（改修標準仕様書表5.2.2）

  　屋内の建具　　種別（改修標準仕様書表5.2.2）

〇

〇 適用しない

  簡易気密型ドア 　　　　　適用する（建具符号：　建具表による　　　　　　　　） 〇＿＿＿＿＿＿

　召合せ、縦小口包み板の材質　  ※鋼板　　ステンレス鋼板　　アルミニウム合金〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇

〇

＿＿＿ ＿＿＿

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇＿＿＿＿＿＿＿

〇

〇

〇

〇

〇

〇＿＿＿＿＿＿

〇 〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇 〇

〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇

〇 〇 〇

〇

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇

〇 〇 〇

〇

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇

〇 〇 〇

〇

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇

〇＿＿＿＿＿＿

〇

〇

〇

〇

〇 〇

　表面板の厚さ　※改修標準仕様書表5.7.6による 　　　

　引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用　　適用しない　　適用する

　かまち戸 

  かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　） 　　

  見込み寸法　※36mm　　建具表による　　 

　ふすま 

  張りの種別（　Ⅰ型　　Ⅱ型） 　　

  上張り（押入等の裏側以外）  　鳥の子　　新鳥の子又はビニル紙程度    　

  縁仕上げ　　塗り縁　　生地縁（素地）　　　生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

  見込み寸法　※19.5mm　　建具表による　　 

　戸ぶすま 　

　　表面板の仕上　　建具表による　　　

  見込み寸法　※30mm　　　建具表による　　 

　紙張り障子 　

  見込み寸法　※30mm　　　建具表による　　 

枠、くつずりの材料　  　　建具表による　　 

12　建具用金物 [5.8.2、3]

金物の種類及び見え掛り部の材質等

　※改修標準仕様書表5.8.1により適用は建具表による 　　　

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

　※改修標準仕様書表5.8.2による

　　建具表による

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

　※改修標準仕様書表5.8.3による

　　建具表による

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

　※改修標準仕様書表5.8.4による

　　建具表による

木製建具に使用する戸車及びレール

　※改修標準仕様書表5.8.5による

　　建具表による

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置

　　建具表による

　　　

13　鍵 [5.8.4]

マスターキー　　製作する　　　製作しない　　　既存のマスターキーに合わせる 

その他の鍵の製作本数　※各室３本１組（室名札付き）　　　

14　自動ドア開閉装置 [5.9.2、3] [表5.9.4]

戸の開閉方式　　建具表による　　　

　引き戸用駆動装置

　性能値　　※改修標準仕様書表5.9.1による （防錆　　適用する　　適用しない）

　　　　　　　以下による

　　　　　　　種類　開閉方式　　　　（　　　　　　　　　　　

　　　　　　　耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　

　　　　　　　温度上昇　　　　　　　（　　　　　　　　　　　

　　　　　　　耐久性（サイクル）　　（　　　　　　　　　　　

　　　　　　　防錆                 　(                      

　　　　　　　電源                   (                      

　車椅子使用者用便房出入口引き戸用駆動装置

　性能値　　※改修標準仕様書表5.9.2による （防錆　　適用する　　適用しない）

　　　　　　　以下による

　　　　　　　耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　

　　　　　　　温度上昇　　　　　　　（　　　　　　　　　　　

　　　　　　　耐久性（サイクル）　　（　　　　　　　　　　　

　　　　　　　防錆                 　(                     

　　　　　　　電源                   (                     

　引き戸用検出装置

　性能値　　※改修標準仕様書表5.9.3による （防錆　　適用する　　適用しない）

　　　　　　　以下による

　　　　　　　耐電圧　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　

　　　　　　　防錆                 　　(                     

　　　　　　　防滴                 　　(                      

　　　　　　　電源                   　(                     

引き戸用検出装置の種類及び必要性能項目

　　建具表による

　　　

　タッチスイッチの種類

　　　無線式タッチスイッチ

　　　光線式タッチスイッチ

　　　大形押しボタンスイッチ

　　　非接触スイッチ

鍵箱　　　　　　なし　　　　　あり

　車椅子使用者用便房用操作スイッチの種類

耐水性による区分（

難熱性による区分（

＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿）

曲げ強さによる区分（＿＿＿＿＿）

表裏面の状態による区分（　　　　　　　　　

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ

錠前類（品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表（改修）による） 

　シリンダ箱錠及びシリンダ本締まり錠

　クローザ類

〇

縮

尺
図 面 名

工 事 名

　 船 橋 市 建 設 局 建 築 部 建 築 課

NS

　 令 和 ８ 年 度

図 面 番 号

　 建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書 （ ４ ）

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一
tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

Ａ－０５

●

● ● ● ●

●

● ●

●

● ●

● ●

●

●

●

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

●

●

〇

〇

〇

〇

（ 05/75）

〇

〇



〇

＿＿＿＿＿＿） 〇

〇

〇 〇

＿＿＿＿＿＿） 〇

〇

〇 〇

寸法
材面の品質

(mm)

（　　　　　　 　適用する

造作材の場合 　適用しない

（※A種 　B種）

（　　　　　　 　適用する

造作材の場合 　適用しない

（※A種 　B種）

＿＿＿＿＿＿） 〇

〇

〇 〇

（　　　　　　 　適用する

造作材の場合 　適用しない

（※A種 　B種）

〇

6

内
装
改
修
工
事

 1　改修範囲  [6.1.3]

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　図示

※壁面より両側600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　図示

既存天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修 〇※既存のまま　　図示

〇

 3　既存壁の撤去 [6.3.2]

及び下地補修 間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

　　　

〇

〇

 4　木下地等の  [6.5.1]

見え掛り面の表面仕上げの程度

※ブレーナー加工仕上 適用部材（部位）（　　　　　　）

〇　超自動機械かんな掛け仕上 適用部材（部位）（　　　　　　）

〇　サンダー掛け仕上 適用部材（部位）（　　　　　　）

〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇

〇

[6.5.2]

材料のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆又は改修標準仕様書6.5.2(1)(ｳ)(b)による　　　

[6.5.2]

施工箇所

 5　木材の施工一般

〇 〇 ＿＿〇

〇 〇 〇＿＿

含水率 保存処理

※A種 　B種 　　

※A種 　B種 　　

〇

〇＿＿＿

〇

〇＿＿＿

寸法

(mm)

※2級

　　

※2級

　　

等級
樹種名

　JAS 1083-5 に基づく下地用製材

 6　製材

〇 〇

〇 〇

〇＿＿＿＿＿ 〇＿＿＿＿＿

〇 〇

〇＿＿＿＿＿ 〇

ガラスの留め材及び溝の大きさ
建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)

アルミニウム製 　シーリング材 

　図示

　　 　　

鋼製及び鋼製軽量 　シーリング材 

　　 　図示

　グレイジングガスケット

〇＿＿＿＿＿　　

〇 〇

〇＿＿＿＿＿ 〇

ステンレス製 　シーリング材 

　　 　図示 〇＿＿＿＿＿　　

〇 〇

〇＿＿＿＿＿ 〇

樹脂製

　　 　図示

　グレイジングガスケット

〇＿＿＿＿＿　　

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

記　号
その他性能等種　類

内貼り用 外貼り用

　日射調整フィルム　Ｇ 　ＳＣ－１ 　ＳＣ－２

　低放射フィルム　　 　ＬＥ

　衝撃破壊対応ガラス飛散防止フィルム 　ＧＩ－１ 　ＧＩ－２

　ＧＤ－１ 　ＧＤ－１

　ガラス貫通防止フィルム　　 　ＳＦ

品質　JIS A 5759による

〇21　ガラス用

フィルム

 工法  1-4 適用区分による風圧力の（　1 　1.5 　1.3） 倍の風圧力に対応した工法 　〇 〇 〇

〇　　　ガラス端部の小口加工（対象箇所：　建具表による　　図示　）〇 〇

〇＿＿＿＿＿　　仕上げの程度（　　　　　　　）

〇

〇 〇

〇＿＿＿

〇 〇

〇＿＿＿

〇 〇＿＿＿

〇 〇＿＿＿

〇 〇＿＿＿

〇 〇＿＿＿

〇 〇

20　ガラスブロック [5.14.5]
伸縮調整目地

呼び寸法（㎜） 厚さ（㎜） 色調 目地幅（㎜） 防火性能
位置（㎜）

　160×160 　95

　200×200 　95

　　

壁用金属枠及び補強材　　　　　　　　　※図示　　　　　 　　　　　　　　　　

力骨　材質　※ステンレス鋼(SUS304)　　　 　　　

      寸法　※径5.5mm 　　 　　　

      形状　※はしご形状複筋及び単筋　　 

化粧目地モルタルの色（　白　　グレー） 

〇 〇

〇 〇＿＿＿ 〇 〇＿＿＿

金属製化粧カバー　材質　　ステンレス製　　アルミニウム製 

　　　　　　　　　寸法　　図示　　　　　　　形状　　図示　　

目地部の横力骨の納まり

シーリングの種類　　（　SR-1　　PS-1）〇 〇

〇 〇 〇＿＿＿　※ガラスブロック製造所の仕様による　　図示　　　 

　

〇

〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇＿＿ 〇 〇 〇 〇

[6.5.2]

厚さ 単板の 接着の
施工箇所 板面の品質

(mm) 樹種名 程度

※5.5 ※1類 広葉樹　※2等以上 　1等

　　 　2類 針葉樹　※C-D以上 　　 　適用しない

 9  合板等

　適用する（＿＿＿＿）

防虫処理の適用

〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇＿

〇 〇＿＿

施工 単板の 接着の 板面の 厚さ
等級

箇所 樹種名 程度 品質 （㎜）

※2級 ※1類 ※C-D ※12

　以上 　特類 　以上 　　

　1級 　　

保存

処理

　適用する〇

強度等級

　適用しない

（　　　）

　適用する

〇

＿＿＿

〇

　適用しない〇

（　　　）＿＿＿

〇

〇

〇 〇

〇 〇

厚さ
施工箇所 単板の樹種名 接着の程度

（㎜）

　特類

　1類 　適用しない

　適用する（＿＿＿＿）

防虫処理の適用

〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇＿＿＿＿

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇＿＿

〇＿＿＿＿

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇＿＿＿＿ 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿ 〇＿＿

〇 〇 〇＿＿＿＿ 〇＿＿

〇

[6.8.2]
種類の記号 色柄 寸法（㎜） 厚さ(mm) 備考　Ｇ

※ＫＴ(ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ) 　無地 　300×300 ※2.0

　柄物 　450×450 　3.0

　

　ＴＴ(単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ) 　無地 　300×300 　2.0

　柄物 　450×450 　 

　

　ＦＴ(複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ) 　無地 　300×300 　2.0

　柄物 　450×450 　2.5

　 　3.0

　ＦＯＡ(置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ) 　無地 　500×500 　4.0

　柄物 　 　 

　ＦＯＢ(薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ) 　無地 　 　 

　柄物

〇＿＿＿＿　※Ｆ☆☆☆☆　　　

[6.8.2]

（ビニル床シート等） ビニル床シート、ビニル床タイル、ゴム床タイル用接着剤のホルムアルデヒド放散量

〇 〇＿＿＿＿

〇＿＿＿＿

〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 〇 〇＿＿＿

〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 〇

〇＿＿＿＿

スタッドの高さが5.0mを超える場合　　※図示　　　　　　　　　　　　　 

出入口及びこれに準ずる開口部の補強　※標準仕様書 6.7.4(5) による　　　

[6.8.2、3]
種類の記号 色　柄 厚さ(mm) 備考　Ｇ

※ＦＳ（複層ビニル床シート) 　無地 ※ 2.0

　 　ﾏｰﾌﾞﾙ柄 　

　 　柄物

接合部の処理　※熱溶接工法　　　　　　　

[6.7.3、4]

　※改修標準仕様書表6.7.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　 　　

〇 〇＿＿＿＿図示

〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿

〇 〇

〇 ＿＿＿

〇 ＿＿＿

〇

〇

〇 〇＿＿＿＿

〇

〇 〇＿＿＿＿

〇

〇 〇＿＿＿＿

[6.6.2～4] [表6.6.2]

野縁等の種類

　屋外（※ 25 形　　 19 形）　屋内（※ 19 形　　 25 形）

屋外の形式及び寸法

    野縁受け、つりボルト及びインサートの間隔　　図示　　 

    周辺部の端からの間隔　　図示　　 

    野縁の間隔　　図示　　  

既存の埋込みインサート　　　　　使用する　　使用しない 

あと施工アンカーの施工後の確認試験

　　行う

　　試験箇所数　※屋内の場合、該当階において３箇所

　　　　　　　　　（　　　）箇所

　　引張試験にて確認する強度

　　　※つりボルト受け等の間隔が900mm程度以下かつ天井面積構成部材等の

　　　　単位面積あたりの質量が20kg/㎡以内の天井の場合は400N程度

　　　　（　　　）N

　　行わない

　つりボルトの間隔が900mmを超える場合 

  補強方法　※図示　　  

　天井のふところが3.0mを超える場合 

　補強方法　※図示　　 

　天井下地材における耐震性を考慮した補強 

　補強箇所　※図示　　　　　　　補強方法　※図示　　 〇 〇＿＿＿＿

〇

〇 〇＿＿＿＿　補強箇所　※図示　　　　　　　補強方法　※図示　　 〇 〇＿＿＿＿

　屋外の天井における耐風圧性を考慮した補強 

〇

〇

〇

〇

〇

〇

　壁胴縁、野縁受桟、野縁及び吊木に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

　※杉又は松　　

　縁甲板及び上がりかまちに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

　※ひのき 〇＿＿＿＿

[6.5.9]

[6.5.8]

〇

〇

〇 〇＿＿＿＿

[6.5.7]

　窓、出入口その他に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

　※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉　　　

15　窓、出入口その他

＿＿＿＿〇

〇

〇

〇 〇＿＿＿＿

〇

〇 〇＿＿＿＿

[6.5.6]

　　及び床組み 　間仕切軸組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

　※杉又は松　　　

　※杉又は松　　　

14　内部間仕切軸組

〇

〇

　土間スラブの類の場合の土台、転ばし大引き及び転ばし根太

　※ひのき又は保存処理木材 〇＿＿＿＿

〇

〇 [12.3.3]

不燃等の処理は部材単位で行うこと

　不燃材料

〇

〇

　準不燃材料

　難燃材料

〇

〇

〇

13　不燃処理木材等

16　床板張り

17　壁及び天井下地

18  軽量鉄骨天井下地

19  軽量鉄骨壁下地

20  ビニル床シート

21  接着剤

22　ビニル床タイル

表面仕上げ

防虫処理

の適用

〇

　適用する（＿＿＿＿）

（㎜）

厚さ

単板の樹種名

化粧板に使用する

　適用しない　2類

　1類

防虫処理の適用接着の程度施工箇所

〇〇

〇〇

〇

（㎜）

厚さ
〇

　適用する〇

　適用しない〇

（　　　）＿＿＿　2類

　1類

〇

〇

〇

〇

〇

〇

　 F

　 FW

　 W

　 SW

施工箇所
接着の

単板の樹種名
化粧加工

〇

〇

〇

〇

防虫処理の適用
程度

表面

性能

　ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

　プリント

　塗装

の方法

　＿＿＿

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

〇 〇＿＿＿＿　　図示（材面の品質）

の適用

防虫処理

〇　適用する

〇

〇

[6.5.2]

施工箇所

 8  造作用単板積層材

品名
寸法

（㎜）

〇

〇

　無（　１等　　２等　　３等）

　有（　天然木化粧加工　　塗装加工）

　JAS 0701 に基づく造作用単板積層材

〇　適用しない

〇　適用する

〇　適用しない

表面の品質

〇 〇 〇

〇 〇

〇

  施工箇所

〇

  施工箇所

　JAS 1083-6 に基づく広葉樹製材

〇 〇

〇＿＿＿ 〇 〇 〇＿＿

〇 〇

〇＿＿＿ 〇 〇 〇＿＿

寸法
含水率 保存処理

(mm)

※1級 ※10%以下

　　 　A種 　B種 　　

※1級 ※10%以下

　 　A種 　B種 　　

樹種名
等級

（材面の品質）

〇 〇

〇＿＿＿ 〇 〇 〇＿＿

※1級 ※10%以下

　 　A種 　B種 　　

〇

施工箇所

見え係り面

見え係り面

以外

　JAS 1083-2 に基づく造作用製材

〇 〇 〇 〇＿＿

〇＿＿＿

〇 〇 〇 〇＿＿

〇＿＿＿

寸法
含水率 保存処理

(mm)

※上小節 ※A種 　B種 　　

※小節以上 ※A種 　B種 　　

樹種名
等級

（材面の品質）

〇 〇 〇＿＿※A種 　B種 　　

〇 〇 〇＿＿※A種 　B種 　　〇

〇＿＿＿

※2級

　　

〇

〇

〇 〇 〇＿＿＿

〇 〇 〇＿＿＿

[6.5.2]

見付け材面
施工箇所 品名 間伐材等の適用

※1等 　2等 　　

※1等 　2等 　　

（面数）

 7　造作用集成材

〇 〇 〇＿＿＿※1等 　2等 　　

〇

＿

＿＿＿

寸法 化粧薄板
施工箇所 樹種名

（㎜） の厚さ(mm)

化粧薄板：

芯材：

＿

＿＿＿

化粧薄板：

芯材：

〇

施工箇所 樹種名 寸法（㎜）

〇

＿

＿＿

＿

＿＿

寸法 化粧薄板
品名 樹種名施工箇所

（㎜）の厚さ（㎜）

化粧薄板:

芯材:

化粧薄板:

芯材:

＿

＿＿

化粧薄板:

芯材:

〇

〇

〇＿＿＿＿

〇

〇

〇＿＿＿＿

含水率

※A種

　B種

　　

※A種

　B種

〇

〇

〇＿＿＿＿

※A種

　B種

防虫処理の適用

寸法

（㎜）
樹種名

〇 〇

〇 〇

見付け材面

※1等 　2等

※1等 　2等

〇 〇※1等 　2等

の品質（面数）

見付け材面

〇

〇＿＿＿

含有率

※15%以下

　　

見付け材面の品質

〇

〇＿＿

含水率

※15％

　以下

〇

〇＿＿

※15％

　以下

見付け材面の品質

※改修標準仕様書6.5.5(1)(b)②

〇

　付属書A(規定)に基づく表面処〇

　合板、集成材、単板積層材の薬剤の加圧注入等によるK3防腐・防蟻処理

　　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　）

　　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

　薬剤の接着材への混入による防腐、防蟻処理 　　

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇

※改修標準仕様書6.5.5(1)(b)①

薬剤の種類処理の方法適用部材
　薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

〇〇

種類
（㎜）

　　

※15

厚さ

＿〇

〇〇※13ﾀｲﾌﾟ

　　

による区分による区分

曲げ強さ表裏面の状態

＿＿＿＿〇

〇

施工箇所

〇
耐水性

による区分

※Pﾀｲﾌﾟ又はMﾀｲﾌﾟ

　　＿＿＿＿〇

12  防腐・防蟻処理 [6.5.5]〇

接着剤のホルムアルデヒド放散量（造作材等）

（　常態曲げ試験　　湿潤曲げ試験）

曲げ性能（等級）

11  接着剤

諸金物の形状、寸法及び材質

〇〇〇〇　1級　　2級　　3級　　4級

〇〇
寸法（㎜）施工箇所

耐水性

による区分による区分による区分による区分（㎜）
施工箇所

難燃性曲げ強さ表裏面の状態厚さ
〇

10　接合具等

　JAS 0360に基づく構造用パネル〇

　※Ｆ☆☆☆☆　　　

[6.5.3、4]

　　　　　　　（形状：　　　　　寸法：　　　　　材質：　　　　　）

　　（改修標準仕様書表6.5.3～5に示す程度の市販品　表8.20.1のF種程度）

　※かすがい、座金、箱金物、短冊金物

　※隠し釘打ち　　釘頭埋め木　　つぶし頭釘打ち　　釘頭現し

造作材の化粧面の釘打ち

[6.5.3]

＿＿＿＿〇

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿〇

〇

〇〇〇〇

〇

〇〇

　改修標準仕様書6.5.5(1)(a)②による加圧式保存処理

　インサイジング　　　適用する　　　適用しない

　改修標準仕様書6.5.5(1)(a)①による加圧注入

　工場における薬剤の加圧注入等

〇

〇

〇

　Ｋ２　　Ｋ３　　Ｋ４

　　保存処理性能区分 適用部材

〇〇〇

＿＿＿＿＿＿

適用部材（部位）　　　図示

適用部材（部位）　　　図示

適用部材（部位）　　　図示

※建具製造所の仕様による 

※建具製造所の仕様による 

※建具製造所の仕様による 

※建具製造所の仕様による 

　層間変位破壊対応ガラス飛散防止フィルム

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

〇＿＿＿＿＿＿＿改修後の床の清掃範囲　※室内の改修箇所　　　

〇

〇 〇

〇 〇

 2　既存床の撤去  [6.2.2]

及び下地補修 ビニル床シート等の除去　　　※仕上げ材のみ（接着剤とも）

　　　　　　　　　　　　　　　下地モルタルとも（　図示の範囲　　除去範囲全て）

合成樹脂塗床材の除去工法　　　機械的除去工法　　　目荒し工法

〇＿＿＿＿＿＿＿　　

　※改修標準仕様書4.3.10によるモルタル塗り（全塗厚が25mmを超える場合の処置　※図示）

Ｇ

Ｇ

　JAS 1083（製材）以外の製材

Ｇ

　JAS 0233 に基づく普通合板

　JAS 0233 に基づく 構造用合板

　JAS 0233 に基づく化粧ばり構造用合板

Ｇ

　JAS 0233 に基づく天然木化粧合板

　JAS 0233 に基づく特殊加工化粧合板

　JIS A 5908 に基づくパーティクルボード

　JIS A 5905 に基づくＭＤＦ

〇

　保存処理の性能（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

　床組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

スタッド、ランナの種類　

〇　JAS 3079 に基づく直交集成板
寸法

樹種名
（㎜）

強度等級
施工箇所

接着性能

（使用環境）
種別

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

品名
（曲げ性能）

　A種構成

　B種構成

　A

　B

　C

　異等級構成直交集成材

　同一等級構成直交集成材

〇　JAS 0701 以外の造作用単板積層材

施工箇所
寸法

（㎜）

〇

〇

　無（　１等　　２等　　３等）

　有（　天然木化粧加工　　塗装加工）

表面の品質

〇 〇 〇

〇 〇

〇　適用する

〇　適用しない

〇　適用する

　適用しない〇

含水率
防虫処理

の適用

　　

※14%以下

＿＿＿〇

〇

　　

※14%以下

＿＿＿〇

〇

〇　適用する

　適用しない〇

　　

※14%以下

＿＿＿〇

〇

〇　適用する

〇　適用しない

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（＿＿＿＿）

（＿＿＿＿）

（＿＿＿＿）

による による

理用木材保存剤による

※屋外又は常時湿潤状態となる場所に使用する場合は、接着の程度を特類とする。

※屋外又は常時湿潤状態となる場所に使用する場合は、接着の程度を特類とする。

　JAS 1152 に基づく造作用集成材

　JAS 1152 に基づく化粧ばり造作用集成材

　JAS 1152 以外の化粧ばり造作用集成材

　JAS 1152 以外の造作用集成材

縮

尺
図 面 名

工 事 名

　 船 橋 市 建 設 局 建 築 部 建 築 課

NS

　 令 和 ８ 年 度

図 面 番 号

　 建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書 （ ５ ）

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一
tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

Ａ－０６

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ● ●

●

●

●

●

●

●

　船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

●

●

（ 06/75）

●

〇



〇

　大きさ　　　＿＿＿＿＿＿＿〇　厚さ(mm)　　　＿＿＿＿＿＿＿〇　樹種　　　

　単層フローリング（フローリングブロック1等）

間伐材等の適用　　適用する　　　　　　適用しない

　樹種　　　　　　※なら　　　

　　　　　　　　　　接着工法

　工法　　　　　　　釘止め工法（　根太張り　　直張り）

　単層フローリング（フローリングボード1等）

＿＿＿＿＿＿＿〇

〇

〇〇

＿＿＿＿＿＿＿〇〇

〇

〇〇〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇 〇 〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇

〇 〇 〇＿＿＿＿

〇 〇

〇 〇 〇＿＿＿）

〇

〇 〇 〇＿＿＿）

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇 〇

〇 〇

〇

〇 〇 〇

〇

〇

種　　類 厚さ(mm)、規格等

　素地ハードボード

　スタンダードボード（無処理） （　未研磨板（RN）　　研磨板（RS））

　内装用化粧ハードボード（DI）

　2.5 　3.5 　5 　　7

　素地ハードボード

（　未研磨板（RN）　　研磨板（RS））

　外装用化粧ハードボード（DE）

　2.5 　3.5 　5　 　7

　ミディアムデンシティ 　3　 　7　 　9　 　12　　　

　9 　　12　　15　　18  

パーティクルボード　Ｇ
種　　類 厚さ(mm)、規格等

　単板張りパーティクルボード 　無研磨板(VN)　　　　　　研磨板(VS)

　10　　12　　15　　18

　化粧パーティクルボード 　単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ(DV)　 　　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ(DO)

　塗装(DC)

　10（難燃）　　12（難燃）　　  

吸音材料
種　　類 厚さ(mm)、規格等

　ロックウール化粧吸音板(DR) 　フラットタイプ

（　9（不燃） 　　12（不燃）　　　　　）

　凹凸タイプ

（　12（不燃）　　15（不燃）　　　　　）

　ロックウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号 　 25 　　　

　グラスウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ32K 　 25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包） 　　　

せっこうボード製品
種　　類 厚さ(mm)、規格等

　せっこうボード(GB-R)

　不燃積層せっこうボード(GB-NC) 　　9.5 （不燃）　　化粧無（下地張り用） 

　シージングせっこうボード(GB-S) 　　12.5（※不燃　　準不燃）

　強化せっこうボード(GB-F)

　せっこうラスボード(GB-L) 　　 9.5

　化粧せっこうボード(GB-D)

繊維板　Ｇ

　テンパードボード（処理）

〇

〇

ハードボード

ハードボード

〇

〇

[6.12.2] [表6.12.1]

〇 〇 〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇 〇 〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇 〇 〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇

〇 〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇

接着剤のホルムアルデヒド放散量

種　　類 厚さ(mm)、規格等

　硬質（ＨＷ） 　15　　20　　25　　　

　中質（ＭＷ） 　15　　20　　25　　　

　普通（ＮＷ） 　15　　20　　25　　　

木片セメント板　Ｇ
種　　類 厚さ(mm)、規格等

　硬質（ＨＦ） 　12　　15　　18　　21　　　

　普通（ＮＦ） 　30　　　

繊維強化セメント板
種　　類 厚さ(mm)、規格等

　けい酸カルシウム板 普通ボード0.8FK　タイプ2（無石綿）　　6 　8

　化粧けい酸カルシウム板 普通ボード0.8FK　タイプ2（無石綿）　　6 　8

表面への化粧張り等の加工

　　アクリル樹脂系焼付け　　　

種　　類 厚さ(mm)、規格等

　図示

木毛セメント板　Ｇ

火山性ガラス質複層板（VSボード）

〇　普通　　　化粧　　　〇

〇

〇

〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇

下地の種類　　標準仕様書　表12.6.1による床組 　　　　　　

            　ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン　Ｇ　） 　　　　　　

            　　

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、

発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

衝撃緩和型畳（畳表：　C1　　C2）

〇

〇

〇

〇

　　　　B種 

〇　　　　C種 （畳床：　PS-C20　　PS-C25　　PS-C30　）〇 〇

種別　　A種 （畳表：　JIS（特等麻糸） 　J1（１等麻糸）） 

　　　　D種 （畳床：　KT-Ⅰ 　KT-Ⅱ 　KT-Ⅲ 　KT-K　　KT-N　） 〇 〇 〇 〇 〇

火山性ガラス質複層板

〇

〇 ＿＿＿＿＿＿

〇 ＿＿＿ ＿＿

〇 ＿＿＿＿＿＿

〇 ＿＿＿＿＿＿

〇 ＿＿＿＿＿＿

〇 ＿＿＿ ＿＿

[6.8.2]
性　能 種　類

　帯電防止床シート 　　　　　　（mm）

　帯電防止床タイル 　　　×　　（mm）

　視覚障害者用床タイル 　　　　　　（mm）

　耐動荷重性床シート 　　　　　　（mm）

　防滑性床シート 　　　　　　（mm）

　防滑性床タイル 　　　×　　（mm）

〇

〇 〇

[6.8.2]

材質の種類　　軟質　　硬質 

高さ(mm)  ※60　　　75　　　　100

〇 〇

〇

〇 〇 〇

〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇

〇

〇

〇

　間伐材等の適用　　適用する　　適用しない

　複合フローリング

　工法　　　　　　　釘留め工法（　根太張り　　直張り）

　　　　　　　　　　接着工法

　樹種　　　　　　※なら　　　

　種別　　　　　　　Ａ種　　Ｂ種　　Ｃ種

　間伐材等の適用　　適用する　　適用しない

　接着工法の場合の不陸緩和材　※合成樹脂発泡シート　　　

　現場塗装仕上げ

　　※ウレタン樹脂ワニス塗り

　　　オイルステインの上、ﾜｯｸｽ塗り

　　　生地のままﾜｯｸｽ塗り

〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

タイルの形状、寸法等
吸水率に うわぐ 耐凍 耐

再生 役物 色
形状／ よる区分 すり 害性 滑

材料
施
ゆ
う

無
ゆ
う

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

標
準

特
注

施工箇所 種類 寸法 り 備考

有 無 有 無
の適

（㎜） 性
用 Ｇ

①

②

③

①施工範囲：　　　　　　　備考：

②施工範囲：　　　　　　　備考：

③施工範囲：　　　　　　　備考：

〇 〇＿＿＿＿＿＿

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

内壁タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆

＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理 〇＿＿＿＿＿＿

〇

〇 〇 ＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇

＿＿＿＿＿＿） 〇 〇＿＿＿＿＿＿）

〇

〇

〇 〇＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿

〇

〇 〇＿＿＿＿

〇

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇 ＿＿＿＿＿） 〇

〇 〇

〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

[6.15.3～6] [表6.15.2]

モルタル　　　現場調合材料　　　既調合材料（　　　　　　　　

既製目地材　　設ける

　　　　　　　　施工箇所（　　　　　　　　形状（※図示　　　　　　　　　　

　　　　　　　設けない

床目地　　　　設ける

　　　　　　　　目地割り　　※２㎡程度（最大目地間隔３ｍ程度）　　　　

　　　　　　　　目地の種類　※押し目地　　　　　　　　　　　

　　　　　　　設けない 

壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25㎜を超える場合の下地処理

　　　　　　　図示　　

[6.16.2～4]

伸縮調整目地の位置　床タイル　　※縦、横とも4m以内ごと　　図示　　　　　

　　　　　　　　　　床タイル以外　　図示

　見本焼き　　行う（施工箇所：　　　　　　　　行わない

　試験張り　　行う（範囲、仕様等は図示による）　　行わない

　セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

タイルの形状、寸法等
吸水率に うわぐ 耐凍 耐

再生 役物 色
形状／ よる区分 すり 害性 滑

材料
施
ゆ
う

無
ゆ
う

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

標
準

特
注

施工箇所 種類 寸法 り 備考

有 無 有 無
の適

（㎜） 性
用 Ｇ

①

②

③

〇 〇

〇 〇

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、

細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

壁タイル張りの工法

　内装タイル　　　　密着張り　　　改良圧着張り

　内装タイル以外のユニットタイル　　　マスク張り　　　モザイクタイル張り

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理 〇＿＿＿＿＿＿

〇 〇 〇＿＿＿）

〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇

化粧板

　メラミン樹脂化粧板 JIS K 6903による（※1.2 　　　　　

　ポリエステル樹脂化粧板

天井のボード類（ロックウール吸音板を除く）の重ね張りを行う場合

　※図示　　　　

合板類の張付け　　　　　　　A種 ※B種 　　　

せっこうボードの目地工法等

　目地工法の種類

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿）

　突付け工法及び目透し工法のエッジの種類
突付け工法のエッジの種類 　ベベルエッジ　　スクェアエッジ

目透し工法のエッジの種類 　ベベルエッジ　　スクェアエッジ

化粧加工の方法（　オーバーレイ　　　プリント　　　塗装　　　　　　　　　

〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

[6.14.2、3]

ホルムアルデヒド放散量　

※Ｆ☆☆☆☆ 　 

壁紙の種類

施工箇所 塩化 ﾌﾟﾗｽ 無機 その 防火性能 備　考
紙 繊維

ﾋﾞﾆﾙ ﾁｯｸ 質 他

　 　不燃　準不燃　難燃

　 　不燃　準不燃　難燃

　 　 　不燃　準不燃　難燃

　 　不燃　準不燃　難燃

〇 〇

〇 〇

モルタル及びせっこうプラスター面の素地ごしらえの種別　※B種 　　A種

コンクリート面の素地ごしらえの種別　※B種 　　A種

せっこうボード面及びけい酸カルシウム板面の素地ごしらえの種別　※B種 　　A種 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿※Ｆ☆☆☆☆ 　 

接着剤のホルムアルデヒド放散量　

〇 [6.17.2、3]

材塗り 塗厚（㎜）

〇＿＿＿＿＿＿＿

　不燃

〇

〇

＿＿＿＿）

＿＿＿＿）

＿＿＿＿）

〇 〇

寸法精度 

　※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)(a)～(c)による　　 

　　以下による

　　　パネルの長さの寸法精度（　　　　）

　　　フリーアクセスフロアの高さの寸法精度（　　　　）

帯電防止性能

　　評価値（U）≧0.6以上　　　評価値（U）≧1.2以上

感電防止性能

　漏えい抵抗（R）≧1×106Ω

〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 〇

〇

〇 〇 〇＿＿＿ 〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇＿＿ 〇 〇

〇 〇 〇＿＿＿ 〇＿＿＿

〇

〇

〇

〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇

〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿＿ 〇

〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 〇

〇

〇

〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 〇 〇

〇＿＿＿ 〇＿＿

〇 〇 〇 〇＿＿

〇＿＿＿

〇 〇 〇 〇＿＿

〇＿＿＿

〇 〇 〇 〇＿＿

〇＿＿＿

〇 〇 〇 〇＿＿

〇＿＿＿

 2　可動間仕切 (20.2.3)
構成基材の種類 遮音性

防火
構造形式による種類 パネル表面仕上げ (db/

ｽﾀｯﾄﾞ ﾊﾟﾈﾙ 性能
500Hz)

　スタッド式(内蔵） 　ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付又は 　0

　スタッド式(露出） 　ｱｸﾘﾙ樹脂焼付 　12

　スタッドパネル式 　壁紙張り 　20

　パネル式 　28

　36

パネル内に取付ける建具　　あり（※図示　　　　　）　なし 

パネル内に取り付ける建具のドアクローザー、丁番、錠前、上げ落としは

　標準仕様書16章8節の建具用金物に対応する材質とする。

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章8節による。

　※Ｆ☆☆☆☆　　　　

 3　移動間仕切 (20.2.4)
パネル圧接 総厚 パネル表面材 遮音性

操作方法
装置の さ (db/走行方向

による種類 材質 仕上げ
操作方法 (mm) 500Hz)

　平行方向 　手動式 　プッシュ式 　鋼板 　焼付塗装 　36未満

　移動式 　電動式 　ハンドル式 　 　壁紙張り 　36以上

　二方向 移動式 　部分 　 　 

　電動式 

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能　標準仕様書19章による 　

ハンガーレールの取付け下地の補強 　

  ※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となる

    ように補強する。 　　

  　図示 

パネルをランナーに取り付ける部品

　※ランナーに加わる重量の５倍以上の荷重に耐えられるもの

　　

ハンガーレール及びランナー

　　耐力及び変形量が使用上支障のないもの

　　

 4　トイレブース (20.2.5)
脚部 ドアエッジ

表面材の種類
種類 材質 形状

　メラミン樹脂系化粧板 ※幅木タイプ  ※製造所の仕様に 　標準 

　ポリエステル樹脂系化粧板  　 　よる 　Ｒﾀｲﾌﾟ

　　 　アルミニウム製 

　ステンレス製 

　表面材と同材 

 5　視覚障害者用
施工箇所 種類 寸法(mm) 厚さ(mm)床タイル

　塩化ビニル製　　　 　300×300　　

　磁器質タイル　　せっ器質タイル 　300×300　　 　 
屋内

　レジンコンクリート製　　コンクリート製 　300×300　　 　 

　磁器質タイル　　せっ器質タイル 　300×300　　 　 

屋外
　レジンコンクリート製　　コンクリート製 　300×300　　　300×300　　

ブロックパターンは JIS T 9251 による

〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇＿＿＿＿＿

6-2

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

 1　フリーアクセス (20.2.2)
寸法 高さ 耐震 所定荷重フロア

施工箇所 構　法 表面仕上材 備考
(mm) (mm) 性能 (N)

　置敷式 　500×500 　1.0G 　3000 　帯電防止床ﾀｲﾙ

　支柱 　 　0.6G 　5000 　ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

　調整式 　

　7.0 　 

　※パネル重量の５倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナー数で除した値に対して、　

23　特殊機能床材

24　ビニル幅木

30　畳敷き

32　壁紙張り

33　モルタル塗り

34　タイル張り

35　セルフレベリング

厚さ、寸法

　※視覚障害者用床タイル　　突起の形状、寸法及びその配列は JIS T 9521 による〇

シート種別

〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

[6.11.2～6] [表6.11.1～4]

　　Ｇ フローリングのホルムアルデヒドの放散量等

　※改修標準仕様書6.11.2(2)による 　　　

各工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　※Ｆ☆☆☆☆　　　

29　フローリング張り

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿塗床材のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　　　

〇＿＿＿＿＿厚さ(mm)　※1.5以上 　　 

〇

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇＿＿＿＿＿

〇

[6.9.2、3] [表6.9.1、2]

Ｇ 　 織じゅうたん
織り方 パイル形状

　ウェストンカーペット 　カットパイル

　ループパイル

　アキスミンスターカーペット

　色柄　　　※模様のない無地　　　　　

　パイル糸の繊維種等

　　　　フェイストゥフェイスカーペット

〇

改修標準仕様書6.8.3(1)(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法

＿＿＿＿　図示〇

27　カーペット敷き

　　※無地の織じゅうたんの種別（種別：　Ａ種　　Ｂ種　　Ｃ種　）〇 〇 〇

　カット／ループパイル

〇＿＿＿＿＿

〇 〇

〇 〇

〇

〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿

〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿ 〇＿＿＿

〇 〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿ 〇＿＿＿

〇 〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿ 〇＿＿＿

　帯電性　　適用する　　適用しない

　織じゅうたんの接合方式　※ヒートボンド工法　　つづり縫い

　下敷き材　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm　　　

　 タフテッドカーペット
パイル形状 ﾊﾟｲﾙ長さ（mm） 工法 帯電性 備　考

　ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ 　5～7 　全面接着工法 　適用する 

　ﾙｰﾌﾊﾟｲﾙ 　4～6 　ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ 工法  　適用しない 

　ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用 　　

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

　タイルカーペット
パイル形状 種別 施工箇所 寸法 総厚さ（mm） 備　考

※ループパイル ※ 第一種 ※500×500 ※6.5

　 第二種 　 　

　カットパイル 　 第一種 ※500×500 ※6.5

　 第二種 　 　

　カット、ループ 　 第一種 ※500×500 ※6.5

　併用 　 第二種 　 　

タイルカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量

〇＿＿＿

〇 ※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm 　　 

〇＿＿＿＿＿

〇　　

〇　　

＿＿

＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿　※Ｆ☆☆☆☆　　　

〇 〇 〇＿＿＿

〇 〇 〇＿＿＿

＿＿＿＿＿） ＿＿＿＿＿）

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇

　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し　　市松敷き　　 

見切り、押え金物　材質（　　　　　　　種類（　　　　　　

[6.10.2、3] [表6.10.5～7]
工法 仕上げの種類

　厚膜型塗床材 ※平滑仕上げ　 

　防滑仕上げ

　つや消し仕上げ 

　薄膜流しのべ工法 

　厚膜流しのべ工法 　防滑仕上げ 

　樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法 

　薄膜型塗床材 ※平滑仕上げ　 

（ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床）

　ｱｸﾘﾙ樹脂塗床 ※製造所の指定に

　(防塵塗料塗り) 　よる

　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床材

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床材

種別  施工箇所 
28　合成樹脂塗床

タイルカーペットの敷き方　　平場　　　※市松敷き　　模様流し　　　　  　　

〇 〇＿＿＿　　　　　　　　　形状等　※図示　　　

工程

〇　塗布量　※0.25kg/㎡以上

〇

〇 〇

[6.8.2]

種類　　単送品　　積層品

25　ゴム床タイル　

＿＿＿＿厚さ（　　　　　mm）

色柄（　　　　）＿＿＿＿

＿＿＿＿ ＿＿＿＿寸法(mm)（　　　　）×（　　　　）

〇26　下地の工法 [6.8.3]

　※標準色　　＿＿＿

表面仕上げ

〇 〇

〇

溶剤　※水性　　溶剤系

　　　　無溶剤系

〇 〇

〇

仕上げ色

　　　※平滑　　防滑〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿　※Ｆ☆☆☆☆

合板張り 〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇

〇＿＿＿＿＿＿

[6.13.2、3] [表6.13.1]

ＭＤＦ及びパーティクルボートのホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆ 　　　

合板のホルムアルデヒド放散量合板のホルムアルデヒド放散量

※改修標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか

その他ボード及び

31　せっこうボード、

合板の防虫処理の適用 〇　　行う　　行わない〇

　ファイバーボード（MDF）

　インシュレーションボード 〇A級（ 　天井仕上げ　　内装仕上げ　　　　　〇＿＿＿）

化粧有（トラバーチン模様） 

　　トラバーチン模様　9.5（準不燃）

〇

〇 〇＿＿＿＿＿）

〇 〇＿＿＿＿＿）

〇＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿

〇 〇

〇 〇＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿

〇 〇

〇 〇 〇 〇

＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿

〇 〇

合板　Ｇ
厚さ(mm)、規格等種　　類

　普通合板 表面の樹種

　生地、透明塗料塗り 

　　　　　（※ﾗﾜﾝ合板程度 　　　　　 　　

  　　　　不透明塗料塗り 

　　　　　（※しな合板程度　　　 　　　　

　板面の品質　　　

　厚さ(mm)　※図示　　　　

　防虫処理　　行う　　　行わない

　天然木化粧合板 　化粧板の樹種名　　　

　厚さ(mm)　※図示　　　　

　防虫処理　　行う　　　行わない

　特殊加工化粧合板 　化粧加工の方法（　ｵｰﾊﾞｰﾚｲ 　ﾌﾟﾘﾝﾄ 　塗装） 

　表面性能（　　　　）タイプ 

　厚さ(mm)　※図示　　　　

　防虫処理　　行う　　　行わない

　　※図示　　　＿＿＿＿＿〇

伸縮調整目地のシーリング材、目地寸法は改修標準仕様書3章7節による

①施工範囲：　　　　　　　備考：

②施工範囲：　　　　　　　備考：

③施工範囲：　　　　　　　備考：

＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

既調合モルタルの品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表（改修）による

既製調合目地材の品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表（改修）による

品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表（改修）による

　　　パネルの平面形状（精度）の寸法精度（　　　　）

パネル材料のホルムアルデヒド放散量

品質、性能は建築材料等品質性能法（改修）による

品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表（改修）による

縮

尺
図 面 名

工 事 名

　 船 橋 市 建 設 局 建 築 部 建 築 課

NS

　 令 和 ８ 年 度

図 面 番 号

　 建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書 （ ６ ）

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一
tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

Ａ－０７

●

●

　※12.5（不燃）　　15（不燃）　　21（不燃）●

〇

〇

〇

●

　船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

〇

● 　　12.5（不燃）　　21（不燃）●

●

〇

（ 07/75）

●

●

● ●

●

●

　平滑仕上げ ●　厚膜型塗床材 ●



〇

　石綿含有吹付け材（石綿含有保温材等を切断又は破砕して除去する場合を含む）の除去〇

石綿含有建材の処理

〇
〇

〇〇

＿＿＿＿＿〇〇

〇

　　　　　中間処理(溶融施設又は無害化処理施設) 

　　　　　埋立処分(管理型最終処分場)　　　

  　除去した石綿含有吹付け材等の処分

　　　　※湿潤化　　　固形化 　　　

　　除去した石綿含有吹付材け材等の飛散防止措置

　　　　※改修標準仕様書9.1.3（2）(ｱ)による　　　 　　

　　除去工法

　　除去対象範囲　　　図示　　　　　　　　　　　  　　

＿＿＿＿＿

〇
〇

〇〇

〇

〇〇

〇

　　　　　中間処理(溶融施設又は無害化処理施設)

　　　　　埋立処分(管理型最終処分場)

　　除去した石綿含有保温材等の処分

　　除去した石綿含有保温材等の飛散防止　　　※湿潤化　　　　固形化

　　除去対象範囲　　　図示　　　　　　　

　石綿含有保温材等（石綿含有けい酸カルシウム板第二種含む） の除去

　　除去工法　　　　※手ばらし

〇

〇

＿＿＿＿＿＿〇〇

　　　　　中間処理(溶融施設又は無害化処理施設) 

　　　　　埋立処分(安定型最終処分場)　　　

  　除去した石綿含有けい酸カルシウム板第一種の処分

　　足場　　　図示　　　　　 

＿＿＿＿＿＿〇〇

〇

　　隔離養生（負圧不要） 方法

　　除去対象範囲　　　図示　　　　　　

　石綿含有けい酸カルシウム板第一種の切断、破砕等による除去 　　　

〇　　　　図示　　　　〇＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿〇

　　　　石綿含有せっこうボード　　　

　　除去対象範囲　　　図示　　　　　　

  　除去した石綿含有成形板の処分

　　　　※埋立処分(管理型最終処分場)　　　

  　　　石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

　　　　　埋立処分(安定型最終処分場)

　　　　　中間処理(溶融施設又は無害化処理施設) 

〇 〇＿＿＿＿＿

〇
〇

〇
〇

〇

8
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[9.1.1、3～6]

　測定時期、場所及び測定点

測定 2

処理作業室内処理作業前測定 1

測定場所測定時期測定名称

〇

適用
（各施工箇所ごと）

測定点

〇　計　　　点＿＿＿

　計　　　点

 1　石綿含有建材の

除去工事

測定 9

処理作業室内測定 8

処理作業室内処理作業後測定 7

　敷地境界

　施工区画周辺

（処理作業室外の場合）

排出口

集じん･排気装置の測定 5

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口測定 4　　

処理作業室内処理作業中測定 3

(ｼｰﾄ養生中)

〇
〇

測定 6

〇
〇

〇
〇

〇
〇 　計　　　点＿＿＿

　計　　　点＿＿＿

風速 1m/s以下の位置

　計　　　点＿＿＿

　計　　　点＿＿＿

　計　　　点＿＿＿

　計　　　点＿＿＿

　計　　　点

〇
〇

〇
〇

〇

処理作業室内

処理作業後

(ｼｰﾄ撤去後)

　調査対象室外部の付近〇
〇

測定方法

　自動測定器による測定
測定名称

　測定 4 粉じん相対濃度計(デジタル粉じん計)、パーティクルカウンター、

　測定 5 繊維状粒子自動測定器(リアルタイムファイバーモニター)等の粉じん

を迅速に測定できる機器を用いた測定

　JIS K 3850-1 に基づいた測定
メンブレンフィルタ 試料の吸引

測定名称
直径（mm）

　測定 4 25 5 30

　測定 5

　  

　測定 47 10 120

　  

　測定 47 10 240

　  

　測定

　　

測定方法

試料の吸引

時間(min)

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

　　
＿＿＿

＿＿＿

〇

調査対象室外部の付近〇

〇
〇

〇

（kg/㎡)

塗付け量

による

塗料その他
工程

規格番号 規格名称 種類 等級

塗料塗り JIS K 5675 屋根用高日射 ２種 　１級 塗料製造所の仕様

反射率塗料 　２級

　３級

ピグメントステイン塗りの工程等

〇〇

〇

〇
〇

〇
〇

〇

〇 〇 〇＿＿＿＿＿

〇＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿

〇＿＿＿＿＿

〇＿＿＿＿＿

　　処理すること。

　　有害物質の取扱については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき適正に

 6　有害物質の処理

クリヤラッカー塗りＡ種の工程２の適用

　　適用しない

　　適用する（着色剤：　溶剤系着色剤　　油性染料着色剤）

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程１の着色の適用

　　適用する

　　適用しない

　　製造所の仕様による

除去処理対象物質　　ＰＣＢ　　六価クロム　　　　

　除去対象物　 　 　　　　

　除去対象範囲　　　図示　　　　　

  除去方法　　　  　　

　処分　　　　　  　　

〇〇新規塗装面の素地ごしらえ（改修標準仕様書　　　表7.3.2　　 表7.3.3）

　  下地調整（改修標準仕様書　　　表7.2.2　　 表7.2.3）

〇
〇 〇〇

〇〇 〇

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め 　

　　　

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面、

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め 　

  ※B種又はC種の場合は改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めｼｰﾗｰとする

　　　

　高日射反射率塗料塗り　Ｇ〇
〇

〇＿＿＿＿

〇＿＿＿＿

※B種又はC種の場合は改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めｼｰﾗｰとする

＿

〇

 5　塗装

※B種

〇

〇 〇 〇

〇

＿＿

＿＿

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇
〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇

屋内の亜鉛めっき面 

※B種 　A種 

　耐候性塗料塗り(DP) 鉄鋼面

上塗り等級（　　）級 

亜鉛めっき鋼面 

上塗り等級（　　）級 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形 　A-1種 　A-2種

ｾﾒﾝﾄ板面 　B-1種 　B-2種

　C-1種 　C-2種

ｺﾝｸﾘｰﾄ面等 ※B種 　 

  ションペイント塗り 屋内の木部 ※B種 　 

  (EP-G) 屋内の鉄鋼面 ※B種 　 

※A種 　 

　合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) ※B種 　 

　ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) ※B種 　 

　ピグメントステイン塗り

※B種 　A種 　木材保護塗料塗り(WP) 〇〇〇

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

　合成樹脂調合ペイント 木部屋外 ※B種 　 

  塗り(SOP) 木部屋内 ※B種 　 

  塗料の種類 鉄鋼面 ※B種 　 

　※1種　　2種 亜鉛めっき鋼面(鋼製建具） ※A種 　 

亜鉛めっき鋼面 ※B種 　 

(鋼製建具以外）  

　クリヤラッカー塗り(CL) 

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

※B種〇
〇 〇

〇 〇

〇 〇＿

〇 〇＿

〇 〇

〇 〇＿＿

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

※B種 　A種

※B種 　A種

　A-1種 　　

　B-1種 　　

　C-1種 　　

※B種 　A種

※A種 　　

※B種 　A種

※A種 　B種

※B種 　A種

※B種 　A種〇〇
〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

※A種 　　

※B種 　　

※B種 　A種

※B種 　　

※B種 　　

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

[7.5.2～7.13.2] [表7.5.1～7.13.1]

　A種　（着色 〇　A種　（着色

塗料の種類：

　　　　　　）

塗料の種類：

　　　　　　）

塗装の種類 塗装面
塗替え

工程

新規

は表7.4.6）

新規（工程の種別

塗替え 

その他は表7.4.5）

鋼製建具等（工程の種別 新
規

塗替え 

その他は表7.4.5）

鋼製建具等（工程の種別亜鉛め 新
規

塗替え SOP

(a)による。

新規

は表7.4.4）

(b)による。（工程の種別

塗替え 

新規見え隠れ は表7.4.3）

（工程の種別

塗替え 

新規見え隠れ は表7.4.3）鉄鋼面

（工程の種別

DP

EP-G

DP

EP-G

新規見え掛り 

鋼面

っき 〇〇

〇〇

〇〇

〇〇

〇〇

〇〇

＿＿〇

7.4.2(1)(ｲ)

7.4.2(1)(ｲ)

＿＿〇

＿＿〇

＿＿〇

＿＿〇

＿＿〇

〇
〇

〇
〇

〇

As種

※Bs種　　As種

※Bs種　　As種

※Bs種　　As種

※Az種　　Bz種

※Az種　　Bz種

※Bz種　　　

※Bz種

※Bz種

※Cz種

※Cz種

※Cz種 ※Ｂ種　　　

※Ａ種　　　

※Ｃ種　　　

※Ｂ種　　　

※Ａ種　　　

※Ｃ種　　　

　Ａ種

※Ｂ種　　　

※Ａ種　　　

※Ｃ種　　　

※Ｂ種　　　

〇〇

〇〇

〇〇

〇〇

〇〇

〇〇
〇

〇
〇

〇

〇〇

〇〇

〇〇

〇〇

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

　Ａ種（下地調整ＲＡ種）

　Ｂ種（下地調整ＲＢ種）

　Ｃ種（下地調整ＲＣ種）

塗
装
改
修
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7

23　鋼製書架及び

物品棚

24　屋内掲示板

25　洗面カウンター

26　防煙垂れ壁

28　収納家具

種　類 規格等

　鋼製書架 JIS S 1039 の規格による 　１種　　２種　　３種　

　鋼製物品棚

枠の材質　　※アルミニウム製　　　　　　

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　　　  

材　　　種　　　メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　　人工大理石　

奥行き(mm)　　　約 450　　　約 600

　固定式
材　　質 厚さ(mm) 高さ(mm)

※6.8 ※500 アルミ製枠付き

　 　

　可動式
種　　類 材　　質 高さ(mm)

　垂直降下式 ※ 不燃布 ガイドレール

　（巻取り型） （不燃認定品） 　800 　※ 固定式（壁埋込型）

　 　　 可動式（天井収納型）

　回転降下式 鋼板製又はアルミ製 ※500 表面仕上げ

　800 　※ 天井材張り

　 　　

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

　４種　　５種　　６種 　 　

備　　考

備　　考

JISによる種類

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇

〇 〇

〇
〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇
〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇
〇 〇

〇＿＿＿ 〇＿＿＿

〇
〇

〇
〇

〇

※500

＿＿＿ ＿＿＿

＿＿＿

材質、形状、寸法　　※図示　　　　〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇＿＿＿＿＿＿＿

21　くつふきマット
材種 受け枠

　塩化ビニル又はゴム製 　ステンレス鋼（SUS304） 

　硬質アルミニウム合金製 　硬質アルミニウム合金  

　ステンレス鋼（SUS304)製 　

　

備考

6-2

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

22　流し台ユニット
寸法(mm)

Ｗ Ｄ Ｈ

　流し台 　1200 　550 　800 市販品 

　1500 　600 　850 トラップ付き  

　1800 　650 天板ステンレス製

　コンロ台 　600 　550 　620 市販品 

　600 　670 バックガード有り

　650 天板ステンレス製

　つり戸棚 　1200 　450 　500 市販品 

　900 　700 

　水切り 　1200 市販品 

　900 ステンレス製 

　600 　1段式 　　 

　構成材は、JIS A 4420の8により試験を行ったとき、表1の既定による。

形状

材　種 備考
〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇
〇

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇

　※図示　　　　　〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇

〇 〇

〇 ＿＿＿＿＿ 〇 ＿＿＿＿＿

〇 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇

〇＿＿＿ 〇 〇 〇

〇＿＿＿ 〇

〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇＿＿＿

〇 〇

〇＿＿＿＿＿＿＿

16　ブラインド

　ボックス及び 溝幅×深さ（mm）　　90×150 　120×80 　120×150　　150×80 　図示 

カーテンボックス 材質　　　集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　

　　　  　アルミニウム製　押出し型材（市販品） 　　　　　　

          種別（標準仕様書　表 14.2.1） 　BC-1種　　　BC-2種 

          色合い　　標準色（　　　　　）　　特注色(　　　　　)

        　鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　

17　天井点検口
材種 寸法 形式 外枠 内枠

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 　450×450 　一般形 　屋内外用 　額縁タイプ 　額縁ﾀｲﾌﾟ 

　 　600×600  　屋内用 　目地タイプ 　目地ﾀｲﾌﾟ 

　 　気密形

18　床点検口
材種 寸法 形式 備考

　ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 　450×450 　一般形 　屋内外用 　鍵付き

　ｽﾃﾝﾚｽ製 　600×600  　密閉形 　屋内用 

　鋼製 　

密閉形とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

19　止水板

形　状　　　　 差込式 　　 据置式 　　 壁張り式

施工箇所　　　 図示 　　　 　

〇

〇 〇 〇 〇

＿ ＿ 〇 ＿＿＿ ＿＿ ＿＿

〇 ＿ ＿ 〇 〇 〇

〇＿＿＿ ＿＿

〇 〇 〇 〇

＿ ＿ 〇 ＿＿＿ ＿＿ ＿＿

〇 ＿ ＿ 〇 〇 〇

〇＿＿＿ ＿＿

20　エキスパンション
建築物間のジョイント金物 材質 階区分 変位追従量(mm) 耐火性能 断熱性能 備考
ｸﾘｱﾗﾝｽ(mm)

ｱﾙﾐﾆｳﾑ 50 （避難経路の床等）

製 　階～　階 100 　　　　以上 （　　） （　　）

ｽﾃﾝﾚｽ 　階～　階 150 （その他）

製 　　　以上

ｱﾙﾐﾆｳﾑ 50 （避難経路の床等）

製 階～　階 100 　　　　以上 （　　） （　　）

ｽﾃﾝﾚｽ 階～　階 150 （その他）

製 　　　以上

外部に設置するものは、防水型とする。

エキスパンションジョイントカバーには、脱落防止措置を講ずる。

〇

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿

 9　鏡 (20.2.10)

取付箇所　（　　　　　　　　　　　　

寸法（mm）    　図示        　　　

厚さ（mm）    ※5           　　　

（暗幕）

〇

〇 〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿）

〇 〇

〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿

〇

〇

〇 〇 〇

〇

〇 〇＿＿

〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇＿＿ 〇＿＿ 〇＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇＿＿

〇 〇＿＿

〇

〇

〇

〇 〇 〇 〇 〇＿＿＿

〇 〇 〇＿＿＿＿＿

〇

〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇＿＿

〇 〇

〇 〇＿＿＿＿＿

〇

〇
〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

10　表示 　(20.2.11)

衝突防止表示 

　　設置場所　※図示　　

　　形状、寸法（　30φ　　　　　　　　　　　　　）

　材質　　　（　ステンレス製　　　塩ビシート　）

　設置しない

誘導標識、非常用進入口等の表示

　※消防法に適合する市販品

室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、印刷等の種別、

　※図示

11　タラップ (20.2.12)

材質及び仕上げ

 　　SUS304（スリップ止め加工　※あり　　　なし　）

　　鋼製　　表面処理　溶融亜鉛めっき

　（標準仕様書表14.2.2による種別（※C種　 　　　種）　）

12　ブラインド 　(20.2.14)
ｽﾗｯﾄ幅 ﾎﾞｯｸｽ　ﾚｰﾙ 幅、高さ

形　式 操作方法 操作方法の種類 スラットの材種
(mm) の材種 取付箇所

　手動 ※ギヤ式　 ※アルミニウム ※ 25 ※鋼製 　図示

　コード式   合金製　Ｇ 　 　

　操作棒式 　

　電動

　手動 ※２本操作ｺｰﾄﾞ式 　 アルミスラット 　 80 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ 　図示

　１本操作ｺｰﾄﾞ式 　 クロススラット 　 100 　合金製 　

　電動

縦型ブラインドのスラットの材質

　　アルミスラット　焼付け塗装仕上げ

　　クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は Ｇ とする

13　ロールスクリーン 　(20.2.15)
幅、高さ

操作方法 スクリーンの材種 その他の材料 品質等
取付箇所

　スプリング式 　ガラス繊維製 ※製造所の 　図示

　コード式 　合成、天然繊維製 　仕様 　　

　電動式 

スクリーンの仕様

　消防法で定める防炎性能の表示があるもの

　ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する

　場合は　Ｇ　とする

14　カーテン 　(20.2.16)
生地の種別、 取付

形式 開閉操作 ひだの種類 備考
品質、特殊加工等 箇所

　ｼﾝｸﾞﾙ 　片引き 　手引き 　つまみひだ 　図示

　ﾀﾞﾌﾞﾙ 　引分け 　ひも引き 　箱ひだ、片ひだ 　

　電動 　プレーンひだ

生地の仕様

　消防法で定める防炎性能の表示があるもの

　Ｇ　とする

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　※300mm以上 　　 

15　カーテンレール 　(20.2.16)

材料による区分　　　※ アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

　　　　　　　　　　　 ステンレス製

強さによる区分　　　※10-90　　　　   　 

仕上げ　　　　　　　※アルマイト　　　　 

形状　　　　　　　　※角形　　　　　　　 

　横形

　縦形

〇

〇

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿

〇

 8　黒板及び (20.2.9)

ホワイトボード 　黒板

Ｇ 区分　※焼き付け　　　

種類　　鋼製黒板　　ほうろう黒板

色　　※緑　　　　　　

　ホワイトボード

〇

〇 〇 〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇 〇 ＿＿

〇 〇 ＿＿

〇 ＿＿＿ 〇 ＿＿＿

〇 〇 〇

〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇 〇 〇 〇＿＿＿

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

 6　手すり (20.2.6)

材料の種類及び仕上げ

　　SUS304　表面処理　※HL程度　　　　

　　鋼製　　表面処理　溶融亜鉛めっき（※標準仕様書表14.2.2による種別（　　種））

　　アルミニウム　表面処理（※標準仕様書表14.2.1による種別（　　種））

　　　色合等　　標準色（　　　）　　　特注色（　　　）

手すりの握り部分
材種 表面仕上げ 直径(mm) 取付箇所 備考 

　集成材 　クリアラッカー 　30程度

（材種：　　　＿＿） 　 　35程度

　45程度

　ビニル製ハンドレール 　30程度

　35程度

　45程度

 7　階段滑り止め (20.2.7)

材種

　　ステンレス製　　黄銅製押出型材　　アルミニウム製押出型材　　　

形状

　※タイヤ型（タイヤの材質：ゴム又は合成樹脂等）　　タイヤレス型

端部の形状

　　フラットエンドあり　　フラットエンドなし

寸法(幅)

　　35㎜程度　　40㎜程度　　50㎜程度

取付け工法

　※接着工法　　埋込み工法

 1　材料
屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

[7.1.3]

  ※Ｆ☆☆☆☆　　　　  〇＿＿＿＿＿＿＿

防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 

〇 ＿＿＿＿＿＿）　　　　　　次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　　

モルタル面及びせっこうプラスター面 ※Ｂ種　　　Ａ種

コンクリート面（DP以外）及びＡＬＣパネル面 ※Ｂ種　　　Ａ種

押出成形セメント板面及びコンクリート面（DP) 　Ａ種　　　Ｂ種

コンクリート面（DPのみ） ※Ｂ種　　　Ａ種

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

塗替え SOP

錆止め塗料塗りの種別
素地面

 4　錆止め塗料塗り [7.4.2、3] [表7.4.1～6]

As種 ※Ｃ種　　　〇〇 ＿＿

工程の種別塗料の種別塗装の種類

下地面等

木部 ※Ａ種　　　Ｂ種

※Ｂ種　　　Ａ種

鉄鋼面（DP以外） ※Ｃ種　　　Ａ種　　　Ｂ種

鉄鋼面（DP） ※Ｂ種　　　Ａ種　　　Ｃ種

種別
 3　素地ごしらえ

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

[7.3.2～7] [表7.3.1～7]

 2　下地調整

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲 

既存錆止め塗料の鉛含有量調査　　　行う（　　　　　箇所）　　　行わない

下地調整 
下地調整の種別

下地面の種類
塗替え

木部 ※不透明塗料塗りの場合はＲＢ種

　　

鉄鋼面 ※ＲＢ種　　　

亜鉛めっき面 ※ＲＢ種　　　

※ＲＢ種　　　

※ＲＢ種　　　 　行う

　行わない

コンクリート面(DP以外)、 ※ＲＢ種　　　 　行う

ＡＬＣパネル面 　行わない

押出成形セメント板面 　ＲＡ種　　ＲＢ種　 　行う

　ＲＣ種 　行わない

コンクリート面(DP) 　ＲＢ種　　ＲＣ種　 　行う

　行わない

せっこうボード面及び ※ＲＢ種　　　

その他ボード面

　※劣化部分は除去し、活膜部分は残す　　　図示　　　

亜鉛めっき面（鋼製建具等）

せっこうプラスター面

モルタル、

  ひび割れ部

の補修

〇 〇 〇

〇 〇

〇
〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇
〇

〇 〇 〇
〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇
〇

〇 〇

＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

[7.2.1～7] [表7.2.1～7]

亜鉛めっき鋼面 　Ａ種　　　Ｂ種〇 〇

新規見え掛り As種 ※Ａ種　　　〇〇 ＿＿

　アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) 

出口吹出し

流量(L/min)

＿＿＿＿＿〇

（石綿含有けい酸カルシウム板第一種の手ばらしによる除去を含む）

品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表（改修）による

品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表（改修）による

取付け形式等（案内用図記号はJIS Z 8210による）

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

品質・性能

　外観は、JIS A 4420「キッチン設備の構成材」の4.1による。

　ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は

※網入り磨き板ガラス

　線入り磨き板ガラス

合板類、MDF及びパーティクルボードののホルムアルデヒドの放散量

〇 〇＿＿＿＿＿＿＿　※Ｆ☆☆☆☆　　 　　　　

※Ｂ種　　　Ａ種〇 〇せっこうボード面及びその他ボード面

　　　※ＲＢ種　　ＲＡ種　　ＲＣ種 

錆止め塗装の

まま

（鋼製建具等以外）

（鋼製建具等） ※Ｂ種

敷地境界

敷地境界

〇

縮

尺
図 面 名

工 事 名

　 船 橋 市 建 設 局 建 築 部 建 築 課

NS

　 令 和 ８ 年 度

図 面 番 号

　 建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書 （ ７ ）

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一
tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

Ａ－０８

●

●

●

● ● ● ●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

　船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

　つや有合成樹脂エマル●

●

　石綿粉じん濃度測定●

　石綿含有成形板の除去 　　　●

●

（ 08/7 5）

●
●

●

● ３

●
●

４

３

●



　ガラス陶器類●

　木くず●

　砕石●

●　カッター汚泥

t

m3

m3

m3＿＿

〇

〇

〇

〇

　〇

〇

　〇

　ＰＣＢ含有シーリング分析調査

〇〇

＿＿＿＿＿＿〇〇

〇　石綿含有仕上塗材又は石綿含有成形板（下地調整材）の除去

　　除去工法

　　着工前の試験施工　　※行う　　　　　　行わない

　　除去対象範囲　　　　　図示　　　　　　　環
境
配
慮
改
修
工
事

8

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇　　　　集じん装置付きディスクグラインダーケレン工法

　　　　集じん装置併用手工具ケレン工法

　　　　集じん装置付き高圧水洗工法（15MPa以下、30～50MPa程度）

　　　　集じん装置付き超高圧水洗工法（100MPa以上）

　　　　剥離剤併用超音波ケレン工法

　　　　剥離剤併用手工具ケレン工法

　　　　剥離剤併用高圧水洗工法（30～50MPa程度）

　　　　剥離剤併用超高圧水洗工法（100MPa以上）

　　　　超音波ケレン工法（HEPAフィルター付き掃除機併用）

〇＿＿＿＿＿＿　　養生方法

ようすべて回収しなければならない。回収した廃水は、凝集沈殿後に上澄み水

石綿含有仕上塗材又は石綿含有形成（下地調整材）の除去

をろ過処理する等により、適切に処理した上で放流すること。

（２）水を使って除去する工事の場合には、未処理の廃水が流出・地下浸透しない

剥離剤使用量　０．６～１．０kg/㎡

使用しない。

（１）剥離剤を使用する工法では、ジクロロメタン等の有害性の高い化学物質を

　除去した石綿含有仕上塗材の処分

　　　　　　　　　シーリング材工業会）による

　　　　　　　　　採取時期、使用部位、ＰＣＢが含有していること等を明記の上、施設

　　　　　　　　　管理者へ引き渡す。

〇

〇

〇　　　　中間処理（溶融施設または無害化処理施設）

　　　　埋立処分（管理型最終処分場）

　　　　埋立処分（安定型最終処分場）

石綿含有建材除去後の仕上げ工事　　　図示　　　　　　〇 〇＿＿＿＿＿＿

 3　ＰＣＢ含有
種　類 採取する部位、箇所数シーリング材

　ＰＣＢ含有シーリング分析調査 部位　　　図示　　　　

箇所数　　　　箇所

部位　　　図示　　　　

箇所数　　　　箇所　(第二次判定)

　(第一次判定)

備考
〇

〇 〇 〇＿＿

＿＿＿

〇 〇 〇＿＿

＿＿＿

〇

〇

　　ての判定を行うこと。なお、判定結果は速やかに監督職員に報告し、ＰＣＢ含有分析

　　工事に先立ち、工事範囲のシーリング材を各部位毎に採取し、シーリング材種につい

　　が必要な場合は監督職員と協議すること。

　　ＰＣＢの含有について分析を行うこと。なお、分析結果は監督職員に報告すること。

シーリングにＰＣＢが含有していた場合の措置

　　１）除去方法　「標準施工要領書」（日本シーリング工業協同組合連合会／日本

　除去処理工事〇

※１次分析(ＰＣＢ含有分析の要否判定)

※２次分析(ＰＣＢ含有分析)

　　２）処理方法　関係法令により適切に処理すること。また、密封できる容器に保管し、

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）〇 〇　除去範囲　※図示　　（

の処理

　　１）採取方法　分析機関の指定する方法により採取する。

　　２）分析方法　ＧＣ－ＥＣＤ法による(ＪＩＳ　Ｋ０１１４)

〇

〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇

〇

〇 〇 〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇〇

〇

〇〇〇〇

〇〇〇〇〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

　

　

　

〇

〇〇

〇〇

〇〇〇

〇

〇〇

〇〇

〇〇

〇

〇 〇

〇〇

〇 〇

〇〇

〇〇

〇〇

〇〇

〇

〇

〇〇

〇〇

〇〇

〇〇

〇〇〇

〇〇〇

〇〇〇

〇

〇

〇〇

〇

〇〇〇

〇〇〇

〇

〇

〇〇〇

〇

〇〇〇〇

〇 〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

　

　 　

　 　

　

　 　

　

　

　 　

　 　

　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇〇

〇

〇

〇〇

〇〇

〇〇

〇

〇

〇〇

〇〇

〇

〇

〇

〇

〇〇〇

〇

〇

〇〇

〇

〇〇

〇

〇〇

〇〇

〇

〇〇〇

〇

〇

〇〇

〇〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
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 2　建設発生土

土砂等に係る条例を遵守し、また、「建設発生土管理基準」及び「建設副産物に係る

処理基準及び再生資材の利用基準」に従い適正に処理を行うこと。

なお、この基準は次のものに適用する｡

　　埋立て或いは、工事間利用等をする建設発生土の管理

　　公共工事以外から搬入される土砂等の管理

（１）指定（Ａ）（工事間利用）の場合

　　　発生する建設発生土のうち、下記に示す発生土については、工事間利用を図り

　　　指定地に搬出するものとする。

　　　　ア　搬出先（相手先工事名、工事場所等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事

　　　　　　　　　　　　　　市　　　　　　町地先

　　　　イ　土質及び処分量　：　第　　　種建設発生土　　　　　ｍ3

　　　　ウ　搬出時期　　　　：　令和　　年　　月～令和　　年　　月

（２）指定（Ａ）（その他）の場合

　　　建設発生土（　　　　ｍ3）は、　　　　市　　　　町地先に搬出するものとする。

（３）指定（Ｂ）の場合

　　　建設発生土（　　　　ｍ3）は、片道運搬距離　　　　kmに搬出するものとする。

 3　路盤廃材
片道運搬 処分方法

数　量 搬出先 備　考
距離

※中間処理場
　路盤廃材 ｔ ㎞

　最終処分場

 4　建設廃棄物等

 1　共通事項 1)「千葉県建設リサイクル推進計画2016ガイドライン」に基づき、本工事に係る「再生

　資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を「建設副産物情報交換システム

　(COBRIS)」により作成し、施工計画書に含め各１部提出すること。

　また、計画の実施状況(実績)については、「再生資源利用実施書」及び「再生資源

　利用促進実施書」並びに「建設副産物情報交換システム工事登録証明書」を同システ

　しておくこと。

◎作成対象工事

　「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」は請負金額が、「再生資源

　利用実施書」及び「再生資源利用促進実施書」並びに「建設副産物情報交換システ

　ム工事登録証明書」は最終請負金額が１００万円以上の全ての工事について建設資

　材の利用、建設副産物の発生・搬出の有無にかかわらず作成する。

2)「建設副産物の処理基準及び再生資材の利用基準｣　に基づき、建設副産物の処理に

　先立ち、「建設副産物処理承認申請書｣　を作成し、監督職員の確認を受け、同申請

　書を１部提出すること。なお、建設廃棄物の処理を委託する場合は、収集運搬又は

　処分について許可業者と各々建設廃棄物処理契約を締結し、｢建設廃棄物処理委託

　契約書｣を監督職員に提示するとともに、同契約書の写しを同申請書に添付すること。

　建設副産物の処理完了後速やかに､「建設副産物処理調書」を作成し､１部提出すると

　ともに、実際に要した処理費等を証明する資料(受入伝票、写真等)を監督職員に提示

　し確認を受けること。

3） 建設副産物の処理に当たって、産業廃棄物管理票制度に基づく紙マニフェスト方式に

　また、電子マニフェスト方式による場合は、原則として廃棄物の処理及び清掃に関す

　る法律に基づき指定された情報処理センターが発行する当該工事のマニフェスト情報

　を収録した電子媒体又は建設廃棄物の引渡し時、運搬終了時及び処分終了時に登録さ

　ムにより作成し、各１部提出するとともに、これらの記録を工事完成後一年間保存

 4　既存建具金物調整

　　破損及び滅失金物は、交換又は取付、その他の金物は調整する。

調整建具箇所

 5　コンクリート

二次製品 　千葉県型コンクリート二次製品はエコセメント使用品を原則とし、

　これによりがたい場合は、監督職員と協議するものとする｡

 6　上ガス対策

　なし　　　あり（　自然換気口　　ガス抜き管　　強制換気装置　　ガス検知器

　　　　　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　

　施工にあたって、防災上必要な措置を講じること。

　　　　金属製建具　（　　内外共　　　外部　　　　　　　　　　

　　　　木製建具

別
　
　
記
 
 
 
１
 
 
 
 
 
 「

建
設
副
産
物
の
処
理」

[9.5.2～5、9] [表9.5.7]

〇

アスファルト

既存舗装の撤去及び再利用　　※図示　　　　　　　　舗装改修工事

適用範囲：歩道

 7　透水性

すること。

ロム溶出試験実施要領（案）」により実施し、土壌環境基準を超えないことを確認

六価クロム溶出試験は「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価ク

  六価クロム溶出試験　　　　　　　　行う　　　行わない 

　　安定処理の方法　　置き換え工法（　　　　　　　　安定処理工法　

安定処理びＣＢＲ試験、配合試験は「舗装調査・試験法便覧」（安定処理土のＣＢ

Ｒ試験方法（JGS 0811準拠））、「舗装施工便覧」（５－１－４（１））による

　安定処理のＣＢＲ試験（配合試験含む）　　　行う　　　行わない 

（凍結抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験）

　改修標準仕様書表9.5.3(2)(ｳ)による

添加量　　　　　　　kg/ｍ3  （目標CBR 　※３以上　　　　　　　

厚さ(mm）

　再生クラッシャラン　Ｇ　　クラッシャラン 

　建設汚泥から再生した処理土　Ｇ

　　　　　　　　　フライアッシュセメントＢ種

　　　　種類　　　普通ポルトランドセメント　　　高炉セメントＢ種 Ｇ

　　路床安定処理添加材料

　路床安定処理　　　適用する　　　適用しない

　　行う　　　　　　行わない

　　

　フィルター層 

　　

　砂（改修標準仕様書表9.5.1による）

　切込み砂利 

　凍上抑制層 

　盛土 

材料種別
　路床の材料 

路床 

　Ａ種　　Ｂ種　　Ｃ種  　Ｄ種　　　　　

　図示

　図示

　図示

　　　　　　　　　生石灰（　特号　　1号）　 　　消石灰（　特号　　1号）

　安定処理工法に関する試験

  現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　　行う（　　箇所）        　行わない 

　粒度調整鉄鋼スラグ　Ｇ　　水硬性粒度調整鉄鋼スラグ　Ｇ

　再生粒度調整砕石　Ｇ　　クラッシャラン鉄鋼スラグ　Ｇ

　クラッシャラン　　粒度調整砕石　　再生クラッシャラン　Ｇ

路盤材料（改修標準仕様書表9.5.3による種別）

舗装の平たん性　　※著しい不陸がないもの　　　　　　　

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　　行う　　　行わない

舗装の構成　　　　　　　　図示　　　　

  路盤の厚さ　　　図示　　 

路盤 

〇

　　単位面積質量　　　60g/㎡以上　　　　

　　厚さ（㎜）　　　0.5～1.0　　　　

　　透水係数　　　1.5×10-1㎝/sec以上　　　　

　不織布（ジオテキスタイル） 

  　　　　　　　　　　　　　　　　　行う（　　箇所）   　   　行わない 　　

  路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　（資料採取方法　　　変状土　　　現状土）　　

試験 　　

＿＿

  路床締固め度の試験　　　　　　　　行う（　　箇所）     　 　行わない ＿＿

＿＿

　※外壁面に取りつく金属製建具の既存ガラスクリーニング(両面)は本工事とする。

施　工クリーニング

 3　ガラス

各部の配筋　：※図示、　（　　　　　　　　　　　　

壁鉄筋の接手、定着及び末端部の折り曲げ形状　：　※図示、　（　　　　　　　

塀の高さが2m超え　　※150 、　（　　　　　　　　　　　　

塀の高さが2m以下　　※120 、　（　　　　　　　　　　　　

　塀の厚さ（㎜）　：

　無、　有

　無、　有　型枠状ブロック20

　無、　有　空洞ブロックC(16)

適用箇所高さ長さ
（㎜）による区分

備考以外の化粧の有無呼び寸法（㎜）
正味厚さ断面形状及び圧縮強さ

表8.3.1モジュール
＿＿＿＿＿＿＿　ブロックの種類：

(8.3.2～4)2.　コンクリートブロック帳壁及び塀

　モルタル又はコンクリートで充填するブロックの範囲　：※図示、　（　　　　　　

　各部の配筋　：　※図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　モルタル調合（容積比）　：　（セメント（　　　　　　：砂（　　　　　　

　無、　有

　無、　有

高さ長さ
（㎜）による区分

備考適用箇所化粧の有無呼び寸法（㎜）
正味厚さ断面形状及び圧縮強さ

モジュール
＿＿＿＿＿＿＿　ブロックの種類：

(8.2.2～5)1.　補強コンクリートブロック造ブロック工事

 2　コンクリート

　　　構内指示の場所に敷き均し、　　構内指示の場所に堆積、　（

　　　構外搬出適切処理（別記－１による）

(3.2.5)2. 建設発生土の処理

　　　(別記ー1)に基づき適正に処理すること。

　　千葉県条例に基づく「建設発生土管理基準」及び「建設副産物処理基準」

　　　　　　　　建設汚泥から再生した処理土　Ｇ

　　　　種別　　A種 　※B種 　　C種 　　D種

(3.2.3）(表3.2.1)1.　埋め戻し及び盛り土

 1　土工事
そ
の
他

9

＿＿＿＿＿＿＿＿

　　引張強さ　　　98N/5㎝（10kgf/5㎝）以上　　　　

かん水装置　　設置する（種類　　　　　　　　　　　

新植した芝及び地被類の枯保証の期間　　※引き渡しの日から１年　　　　〇

既存保護層の撤去　　　行う　　　行わない 

工　事　区　分　表

施　工　区　分
工　事　内　容

建築 電気 機械

解体、穴明け 　

鉄筋コンクリート、コンクリート 鉄筋補強 　

ブロックの　柱、梁、壁、床に スリーブ、型枠（補強筋無し） 　

開
口
部

設ける開口 スリーブ、型枠（補強筋有り） 　

埋戻し、穴埋め（補強筋無し） 　

埋戻し、穴埋め（補強筋有り） 　

軽量鉄骨下地天井、壁ボード類に 開口補強 　

設ける開口 切込み　　（開口補強有り） 　

切込み　　（開口補強無し） 　

屋内 配電盤、制御盤、ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 躯体と一体のもの 　

受水槽、タンク類等 上記以外のもの 　

基
　
　
礎

　屋上 テレビアンテナ、避雷針、 躯体と一体のもの

高架水槽、クーリングタワー 上記以外のもの
　

消火水槽等

屋外 キュービクル、受水槽、 鉄筋コンクリート製 　

タンク類等 無筋コンクリート製、その他 　

架台、アンカーボルト 　
点
検
口

床、壁、天井 　

配管ピット、トレンチピット 　

　

機器付属の制御盤（接地とも） 一次側 　

配
管
配
線

二次側 　

熱感知器から連動制御盤を経て防火ダンパーに至る配線配管 　

防火シャッターから熱感知器に至る配管 　

防火シャッターから熱感知器に至る配線 　

換気扇取付パネル 　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

仮設足場（参考）

枠組み本足場 最上段については、手すり先行専用足場型といえども

二段手すり及び幅木（つま先板）を設置すること。

二段 （高さ150mm以上の金属製とし、両側に設置する。）

手すり 手すりの安全帯取り付け強度を確認すること

鋼製布板
最上段

H=850以上で中さんを有する

8
5
0
以

上

丈夫な手すりとする

二段手すり

幅木(つま先板)は高さ150mm以上
中間段 の金属製とし、両側（外部及び

躯体側）に設置する。

枠組み本足場
ブレース

鋼製布板

中間段

建枠

注）墜落防止のため、内側(躯体側)

に上さんを設置すること。

（高さ850㎜以上）
根がらみ

最下段
ＧＬ

「働きやすい安心感のある足場」手すり先行専用足場型概念図

足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」につい

て」（厚生労働省　基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工

法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関

する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、

足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組

足場方式により行うこと。

立て等に関する基準」の２の(1)手すり据置き方式又は(2)手すり先行専用

その他特記事項

　①発注者に引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　

　②特別管理産業廃棄物

　　無　　有　品目名（　　　　　　－処理方法（　　　　　　　　　　

　③現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　

　上記　２建設発生土　３路盤廃材　４建設廃棄物等の数量については積算のための参考

　数量とし、運搬に先立ち受け入れ条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。

　工事発注後、事情により上記の指定処理により難い場合は、監督職員に報告するものと

　する。

別
　
　
記
 
 
 
２

　芝及び地被類の種類等　　※図示　　　　　　

　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　　　※図示　　　　

断熱材へのボードの張付け工法　　　

断熱材の張り付け工法　　　　

　張り付け工法

　材質　　　　　　　　　　　厚さ　　　　　　　（㎜）

工法 　

 

　屋上緑化軽量システム 

植栽基盤及び材料Ｇ

 6　屋上緑化改修工事

　断熱材にせっこうボード等を貼り付けたパネル

　　種類　（　　　　　　　　　　厚さ（mm) 　　（　　　　　　　　

　　断熱材　　　　JIS A 9521 に基づく発泡プラスチック断熱材

　断熱材後張り工法

　　吹付け厚さ(mm)　　25　　　　30　　　　　

　　断熱材の種類　　　Ａ種１　　Ａ種１Ｈ

　断熱材現場発泡工法

　　施工箇所　　　　図示　　　　　

[9.4.2～4]

品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表（改修）による

開口部等補修のための張付け用の接着剤のホルムアルデヒド放散量

フェノールフォーム断熱材又は保温剤、接着剤のホルムアルデヒド放散量

[9.3.2～4]

工法

　断熱材打込み工法

  ※Ｆ☆☆☆☆　　　　  

  ※Ｆ☆☆☆☆　　　　  

工事　Ｇ

 5　断熱･防露改修

　　施工箇所　　　　　

　　厚さ(mm)　　　　　

　　種類　　　　　　　

　　断熱材　　　　JIS A 9521 に基づく発泡プラスチック断熱材

  1-4 適用区分による風圧力の（　1 　1.15　　1.3）倍の風圧力に対応した工法

　　断熱材の厚さ（㎜）　　　

笠木 ※改修標準仕様書3章9節による。

　　ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　　　　

笠木の施工　　　改修標準仕様書3章9節による　　　　

外装材の外壁への取付け　　　図示　　　　

　1-4 　適用区分による風圧力（　1 　1.15  　1.3）倍の風圧力に対応した工法

外壁材の施工　　　外壁材製造所の仕様による　　　　

断熱材の施工　　　断熱材製造所の仕様による　　　　

不陸等の下地調整　　　

工法

通気層の有無　　　あり（　　　　㎜）　　　なし

　欠損部の改修工法

　下地面の清掃　　　行う　　　行わない

　既存外壁仕上材の撤去　　　行う　　　行わない

既存外壁の処置

　改修標準仕様書4章による

鋼材

　

※改修標準仕様書表8.2.7による。

Ｇ

 4　外断熱改修工事

備考

　　施工箇所　　図示　　　　

　　断熱材の種類　　　

防火性能種類
　外装材

　断熱材

[9.2.2～4]

縮

尺
図 面 名

工 事 名

　 船 橋 市 建 設 局 建 築 部 建 築 課

NS

　 令 和 ８ 年 度

図 面 番 号

　 建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書 （ ８ ）

　よる場合は、原則として複写式伝票の D 票及び E 票を監督職員に提示すること。

　れる情報を印刷したもの（受渡確認票等）を監督職員に提示すること。

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一
tel:043-206-3430 fax:043-206-3440
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　船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事
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　混合廃棄物
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片道運搬 処分方法
数　量 搬出先 備　考

距離

　コンクリート塊 ※中間処理場
ｔ ㎞

　（無筋） 　最終処分場

　コンクリート塊 ※中間処理場
ｔ ㎞

　（有筋） 　最終処分場

※中間処理場
　アスファルト塊 ｔ ㎞

　最終処分場

※中間処理場
　その他がれき類 m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
　廃プラスチック m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
　金属くず m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
　廃石膏ボード m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
㎞

　最終処分場

※中間処理場
㎞

　最終処分場

※中間処理場
㎞

　最終処分場

※中間処理場
㎞

　最終処分場

㎞
　最終処分場

※中間処理場
㎞

　最終処分場

　スクラップ控除 ㎞ ※有価物処理

●

●

●

●

●

●

●

SUS 92kg

ｱﾙﾐ 58kg
●

　その他くず類

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

6.1

4.0

4.0

4.0

〇●石綿含有建材

〇

42.8

（ 09/75）

●
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●
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●

●

●

●

●

●

●

　中間処理場

●

16.7

43.5

7.0

0.04

0.05

0.5

0.4

2.3

1.5

0.7

kg150

kg150

〇

〇



〈乾式保護材〉

（品質・性能）３
　
防
水
改
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事
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フ
ァ
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水

章 項目

・窯業系 パネルⅠ類 

（寒冷地仕様）

・窯業系 パネルⅡ類 

（一般的な仕様）
・金属複合板 分類・規格 

寸法の許容差 厚さ：+10％、-5％、幅：±1％

外観 割れ、貫通、き裂がない。欠け、ねじれ、そり、異物の混入、汚れ、

はく離など使用上支障がない。

出荷時において10％以下含水率 

曲げ強さ・曲げﾓｰﾒﾝﾄ

（ｽﾊﾟﾝ40cmにおける

　単位幅1cmあたりの

　曲げﾓｰﾒﾝﾄ） 

標準時

凍結融解

完了時 

550N・cm以上 450N・cm以上 300N・cm以上

400N・cm以上 320N・cm以上 250N・cm以上

(300)  (200)  (300) 

（サイクル数）

20以下 20以下  1以下吸水率（％） 

吸水による長さ変化率(％) 0.07以下 0.07以下  0.01以下

難燃性 不燃 不燃 表面材は不燃

耐凍結融解性能 300ｻｲｸﾙ後、著しい

割れ、剥離がなく、

外観上の異常がない

こと。

200ｻｲｸﾙ後、著しい

割れ、剥離がなく、

300ｻｲｸﾙ後、著しい

割れ、剥離がなく、

外観上の異常外観上の異常がない

こと。 がないこと。　

試験を省略できる。）

（明らかに吸水しな

いとのは耐凍結融解

耐衝撃性能 質量1,000gのなす形

おもりを高さ1.0mから

試験体の弱点部に落

として、裏面に達する

穴があかないこと。

質量500gのなす形

おもりを高さ1.0mから

試験体の弱点部に落

として、裏面に達する

穴があかないこと。

質量500gのなす形

おもりを高さ1.0m

から試験体の弱点部

に落として、裏面に

達する穴があかない

こと｡

残留変形量1/100以下

荷重720Nの時、たわみ4mm以下となる

（スパン40cm幅30cmの中央曲げ時に

剛性(E×I) 80000N・cm2以上

剛性）

（試験方法） 

（１）寸法の測定方法 

　　　（厚さ）供試体の周辺から20mm以上内側の四隅を0.05mmまで測定できる測定器で測り、4点の平均値を

　　　求めてパネルの厚さとする。 

　　　（幅）供試体を平らな台に置き、供試体のほぼ中央１箇所の幅寸法を、JIS B 7512「鋼製巻尺」に

　　　規定する目量が1mmの１級ｺﾝﾍﾞｯｸｽﾙｰﾙ又は、JIS B 7516「金属製直尺」に規定する目量が1mmの

　　　１級直尺を用い測定する。

（２）曲げ強度試験は、JIS A 1408「建築用ボード類の曲げ及び衝撃試験方法」による。試験体は3号試験体

　　　とする。

　　　中央全幅に集中荷重を載荷し、試験体が破壊した時の最大荷重を測定する。同時に破壊時の中央部の

　　　幅及び厚さは、製品寸法とし、支持スパン長さは400㎜とする。試験方法は試験体の表面からスパン

　　　たわみ量について、変位計を用いて測定する。測定項目については、凍結融解試験前と同試験

　　　100，200，300サイクル完了後の合計4項目にわたって測定する。

　　　（窯業系パネルⅡ類は200サイクルまでとする。）

　　　なお、荷重を加える時の平均速度は、1～3分間で予想最大荷重に達する程度とする。

（３）吸水率試験は、JIS A 5430「繊維強化セメント板」に準じて行う。 

（４）難燃性試験は、JIS A 1321「建築物の内装材料及び工法の難燃性試験方法」に準じて行う。 

（５）吸水による長さ変化率試験は、試験体(幅40 mm×長さ160 mm×素材厚さ)を乾燥機に入れ、

　　　その温度を60±3℃に保ち24時間経過した後取り出してJIS  K 8123「塩化カルシウム（試薬）」に

　　　規定する塩化カルシウム又はJIS K 1464「工業用乾燥剤」に規定する品質に適合するシリカゲルで

　　　調湿したデシケータに入れ、常温まで冷却する。次に、試験片の標線間隔が140 mmになるように

　　　標線を刻む。 その後、1/150 mm以上の精度をもつコンパレータを用いて標線間の長さを測定し、

　　　それを基準（Ｌ1）とする。次に試験片の長さ方向を水平にこば立てし、その上端が水平下約30㎜

　　　となるように保持して、常温の水中に浸せきする。 24時間経過した後、試験片を水中から取り出して

　　　湿布で表面に付着した水を拭き取り､再び標線間の長さ（Ｌ2）を測る。

　　　吸水による長さ変化率 (ΔＬ)は、次式によって求める。 

　　　(ΔＬ)＝ （Ｌ2 － Ｌ1）／ Ｌ1 ×100　ΔＬ ：吸水による長さ変化率（％）

　　　Ｌ1：乾燥時の標線間の長さ（mm）　　　　　　Ｌ2  ：吸水時の標線間の長さ（mm） 　　

（６）耐凍結融解性能試験は、JIS A 5422「窯業系サイディング」の気中凍結水中融解法によって行う｡

　　　100，200，300各サイクル完了時の曲げ強度測定及び外観の状態を観察する。

　　　（窯業系パネルⅡ類は200サイクルまでとする。）

　　　凍結融解操作の試験条件は、試験片の切断小口面をあらかじめシールし、5～35℃の清水中に

　　　24時間浸せきさせた後、凍結融解試験装置の槽内に設置し、－20±3℃の気中で約2時間の凍結、

　　　20±3℃の水中で約1時間の融解を行う約3時間を1サイクルとする。

 (７）耐衝撃性能試験は、JIS A 1408「建築用ボード類の曲げ及び衝撃試験方法」の衝撃性試験に準じて行う。

　　　試験体の支持装置は、記号S２対辺単純支持方法による。

　　　試験体の大きさは、4号(長さ400mm，幅300mm）とする。 おもりは、鋼製のなす形おもりとし、

　　　記号（W-1000）、質量1000gとする。試験体を支持装置で支持して、堅固な床に水平に置き、おもりを

　　　試験体のほぼ中央の鉛直上1.0ｍから試験体の弱点部に自然落下させ裏面に達する穴の有無を確認する。

　　　金属複合板の残留変形量は最大くぼみ深さを測定する。 

品質　　性能　　試験方法

ポ
リ
マー

セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル

４
　
外
壁
改
修
工
事（

共
通
事
項）

〈ポリマーセメントモルタル〉

（品質・性能）
項　　目 品　質　・　性　能

5以内下がり量（mm） 

表面の状態 ひびわれの発生が無いこと。 
だ　　　 れ 

曲げ強さ（N/m㎡） 

圧縮強さ（N/m㎡） 

6.0以上 

20.0以上 

（N/m㎡） 

接着強さ 標準条件 1.0以上 

0.8以上 

0.5以上 

特殊条件 湿潤時 

低温時 

透　水　性 

そ　の　他 

裏面のぬれ、水滴の付着が無いこと。

　　変質しないこと。 

１）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。 

２）高分子ｴﾏﾙｼｮﾝは、常温常湿において製造後６か月保存しても、

（試験方法） 

（１）だれの試験方法は、JIS A 5371「ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品」に規定する普通平板N300の表面を

　　　ワイヤブラシ等で清浄し、その上に厚さ10mm、幅100mm、長さ50mmの寸法にポリマーセメントモルタルを

　　　塗り付け、塗り付け開始から5分後に、平らにおかれていた平板を直角に立て起し、そのままの状態で

　　　静置する。24時間後のポリマーセメントモルタルの変形状態を観測し、その形状の異常の有無と

　　　だれ長さを測定する。

（２）曲げ強さ、圧縮強さの試験方法は、JIS A 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」の7.3による。

（３）接着強さの試験方法は、JIS A 5371に規定する普通平板N300の表面をワイヤブラシ等で清浄し、

　　　その上に厚さ10mmになるようポリマーセメントモルタルを塗り、14日経過した後に、その上面に縦40mm、

　　　厚さ10mmの鉄片を張り付けて単軸引っ張りを加える。最大荷重(P)を断面積(A)で除し、

　　　接着強さを求める。

　　　　（試験体の作製）

           

（４）透水性試験は、JIS A 5430「繊維強化セメント板」の8.6に定める方法による。

　　　試験体の形状は、その上に厚さ10mm、幅300mm、長さ300mm(内寸法)の型枠に、製造者の定める方法

　　　によりポリマーセメントモルタルを充填し、24時間静置した後脱型する。その後、標準状態で

（５）接着耐久性試験(温冷繰返し後)は、JIS A 1171の7.5による。

（６）透水量試験は、JIS A 6916「建築用下地調整塗材」の7.15による。

（７）吸水量試験は、JIS A 1171の7.6による。

（８）長さ変化率試験は、JIS A 1171の7.8による。

〈既調合モルタル〉

（品質・性能）
項　　目 品　質　・　性　能

保水率 

単位容積質量 

接着強さ 標準時  

温冷繰り返し後 

70.0 ％以上 

1.80 kg/L以上 

0.60 N/㎜2以上 

0.40 N/㎜2以上

0.20 ％以下 

4.0 N/㎜2以上 

長さ変化率 

曲げ強さ 

（試験方法） 

（１）試料の調製 

      製造業者の定める、正味質量と標準練り上がり量より換算して、所定量の試料を練り上げるのに要する

　　　材料と練り混ぜ水を計算して用意する。 練り混ぜは、JIS Ｒ5201「セメントの物理試験方法」の10.2に

　　　規定する練り混ぜ機を使用し、練りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し、

　　　３分間練り混ぜて試料とする。

（２）保水率の試験方法 

      JIS Ｒ3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定するみがき板ガラス（ 縦150mm、横150mm、

　　　厚さ5mm）の上にJIS Ｐ 3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 Aろ紙（直径11㎝）をのせ、

　　　その中央部に真ちゅう製リング型わく（内径50mm、高さ10mm、厚さ３mm）を設置し、（１）で

　　　調製した試料を金べらで平滑に詰込む。 

      その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当てて上下を逆さにし、ろ紙部分が上部になる

　　　ようにして静置する。 60分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた方向とこれに

　　　直角な方向の長さをノギスを用いて、１mmの単位まで測定する。試験は３回実施し、その平均値を

　　　用いて次式により保水率を求める。

　　　保水率＝50／平均値×100　　（注）　50：リング型わくの内径　mm 

（３）単位容積質量の試験方法

　　　JIS Ａ 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」の規定に準ずる。 

（４）接着強さ（標準時）の試験方法 

      イ）適用タイルが「モザイクタイル」の場合 　　

          「セラミックタイル」に規定するタイルで押出又はプレス成形による施ゆうの

　　　　　「50角ユニットタイル（外のり寸法約300mm×300mm）」を圧着する。

　          その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体とする。 　　

        　JIS Ａ6909「建築用仕上塗材」に規定する7.10付着強さ試験に準じて行う。試験体を

          ダイヤモンドカッターを用いて、タイル周辺に沿って下地板に達するまで切り込みを入れ、

          エポキシ樹脂接着剤で鋼製アタッチメントを接着し、引張試験機を用いて接着強さ試験を行う。

　　　　　なお、接着強さの測定箇所は、試験体の中からまんべんなく5箇所を選び抜き取る。 

        　また、試験後の部材破断位置の表示を下記の中から選び明記する。

        　　Ｔ　：タイルの母材破断

      　    ＴＭ：既調合モルタルとタイルの界面破断

  　        Ｍ　：既調合モルタルの母材破断

       　   ＭＧ：既調合モルタルと下地板の界面破断

         　 Ｇ　：下地板の母材破断

       ロ）適用タイルが「小口タイル・二丁掛けタイル」の場合 

　　　　　　直ちに JIS A 5209「セラミックタイル」に規定するタイルで押出又はプレス成形による

　　　　　　施ゆうの「小口タイル108mm×60mm×12mm」を4枚2列、計8枚を圧着する。

　　　　　　その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体とする。 

（５）接着強さ（温冷繰返し後）の試験方法 

　　　　（試験体の作製）

        （試験方法）

　　　　（なお、標準時の接着強さは、抜き取った試験片５箇所ともすべて、0.60N/mm2以上

　　　　　確保していること。）

        （試験方法）「モザイクタイル」の場合と同様に行う。 

　　　　（試験体の作製）

　　　　　　「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々（４） 　

　　　　（温冷繰返し試験）

　　　　　　「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々JIS A 6909

　　　　　　「建築用仕上塗材」の7.11温冷繰返し試験に準じて行う。

　　　　　　　接着強さ（標準時）の試験方法の「試験体」と同様とする。

　　　　　　試験の手順は、試験体を20±2℃の水中に18時間浸せきした後、直ちに－20±2℃の 恒温器中で

　　　　　　3時間冷却し、次いで50±3℃の別の恒温器中で3時間加温し、この24時間 を１サイクルとする

    　　（温冷繰返し後の接着強さ試験方法）

　　　　　　「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」 とも、各々温冷繰返し試験完了後の

　　　　　　試験体を標準状態で2日間静置養生した後、標準時 の接着強さ試験方法と同様に行う。

 （６）長さ変化率の試験方法 

　　　　　　なお、温冷繰り返し後の接着強さは、抜き取った試験片５箇所ともすべて0.40 N/mm2以上を

　　　　　　確保していること。

　　　　　　JIS A 6203「セメント混和用ポリマーディスパージョン及び再乳化形粉末樹脂」に規定する9.9

　　　　　　長さ変化率に準ずる。 

 （７）曲げ強さの試験方法 

　　　　　　JIS A 6916「建築用下地調整塗材」に規定する 7.11曲げ強さ試験に準ずる。 　

　　　　　　試験室の状態 ： 試験室は、温度20±2℃、湿度65±10％とする。 

（９）試験室は、温度20±2℃、湿度60％以上とする。

既
調
合
モ
ル
タ
ル（

内
装
改
修
工
事
共
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　　　８日間養生する。

          JIS Ａ 5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」 に規定する普通平板N－300を下地板とし、

          厚さ5mmになるように塗付ける。直ちにJIS A 5209

          表面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿しを行い直ちに（１）で調製した試料を

　　　　　　JIS Ａ5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」に規定する普通平板N－300を下地板とし、

　　　　　　調製した試料を厚さ7mmになるように塗付ける。

　　　　　　表面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿しを行い直ちに（１）で 

　　　　　　操作を10回繰返した後、試験室に2時間静置し、ひび割れ及び膨れ の有無を目視によって調べる。 　　

接着強さの養生は、下表による。

※低温時では、平板同様に試料も低温状態で養生を行う。

舗装用平板の養生
項目

標準条件

湿潤状態

保温状態※

温度20±2℃、湿度65±10％

温度5±1℃で24時間

温度20±2℃、湿度65±10％で14日間

温度20±2℃、湿度65±10％で14日間

温度5±1℃で14日間

塗り付け後塗り付け前

温度20±1℃の清水中に24時間浸漬

（試験方法） 

Grade1を選定する場合は、図示による。 

注２　ｺﾝｼｰﾙﾄﾞ型は表中の閉じﾓｰﾒﾝﾄの50％程度までとする。 

注１　ﾊﾟﾗﾚﾙ取付けは、表中の閉じﾓｰﾒﾝﾄの70％程度までとする。

耐久試験後 ±6㎜以内 

30万回10万回 20万回 

し開閉回数）

回数（繰り返

Grade2耐久性の試験

戸閉鎖位置（mm）

繰り返し開閉後の

満足していること。 

耐久試験後も上記初期値を

ション性能（秒）

ディレードアク

繰返し開閉後の

満足していること。 

耐久試験後も上記初期値を

性能(秒)

バックチェック

繰返し開閉後の

耐久試験後も上記初期値を満足していること。

じ速度（秒）

繰返し開閉後の閉

満足していること。 

耐久試験後も上記初期値を

満足していること。 

耐久試験後も上記初期値を

耐久試験後も上記初期値を
満足していること。 

耐久試験後も上記初期値をGrade2

（％）

後の効率

繰返し開閉

満足していること。 

耐久試験後も上記初期値を

満足していること。 満足していること。 

耐久試験後も上記初期値を

ﾒﾝﾄ（N･m）

後の閉じﾓｰ

Grade2繰返し開閉
耐
久
性

±3㎜以内 

自由のみに適用）

（中心吊り込み両

戸の閉鎖位置

調整が可能であること。

でき、また、その時間の

までの時間が10 秒以上確保

レードアクション解除角度

開扉90°の位置からディ

する機種のみ適用） 

ション機能を有

(ディレードアク

（60～75°）

ション解除角度

ディレードアク

ション性能（秒） 

ディレードアク

こと。 

は0.8秒以上としている

更に20°まで開く間の時間

開始角度（70～85°）から

負荷する。 バックチェック

60 N／㎡を開扉50°から

ドア開扉方向に荷重

のみ適用)

機能を有する機種

(バックチェック

性能（秒）

バックチェック

ス
ト
ッ
プ
力

10 N･m以上3 N･m以上 8 N･m以上 ストップ解除力 

100 N･m以下100 N･m以下60N･m以下　　但し、

ｺﾝｼｰﾙﾄﾞ型は200 N･m以下 

ストップ入力 

5～8秒に調整できること。

点試験方法）により測定し、－15℃以下であること。

緩衝油の流動点は、JIS K 2269(原油及び石油製品の流動点並びに石油製品曇り温度依存性（℃）

常温（5～35℃）無風状態において、開扉（70°）から全閉（0°）までの時間を閉じ速度（秒）

区
分(

注
１)

(

注
２)

閉
じ
力
及
び
効
率
に
よ
る 45以上

45以上

40以上

35以上

30以上

30以上

45以上 

35以上

25以上 

15以上

10以上 

5以上 

45以上 

45以上 

40以上 

35以上 

30以上 

30以上 

45以上 

35以上 

25以上 

15以上 

5以上 

10以上 

45以上 

45以上

40以上 

35以上 

30以上 

30以上 

45以上 

35以上

25以上 

15以上 

10以上 

5以上 

６

５

４

３

２

１

Grade2

（N・m）

閉じﾓｰﾒﾝﾄ

（％）

効率

（N・m）

閉じﾓｰﾒﾝﾄ

（％）

効率

（N・m）

閉じﾓｰﾒﾝﾄ

（％）

効率
番手

①ドアクローザ  ②ヒンジクローザ  ③フロアヒンジ 

初
期
値

区分

性能試験項目

（品質・性能）

〈クローザ類〉

１）試験の条件等は、JIS A 1510-3の「 5. 試験の一般条件」、「 6.1 試験の概要」及び

    「 6.2 試験装置」による。 

２）閉じ速度試験、ストップ力試験、バックチェック機能試験及びディレードアクション機能試験は、

　　JIS A 1510-3の 「 6.3.2 ドアクローザの開閉試験」による。

３）温度依存性(流動点試験)は、JIS K 2269による。

　　6番手は120㎏とする。 

４）試験ドアの質量は、1番手は25㎏、2番手は40㎏、3番手は60㎏、4番手は80㎏、5番手は100㎏、

による性能 

使用頻度

  ハンドルでの開閉操作力及びラッチング力が試験前の2倍未満であり、かつ、

ラッチボルトの開閉繰り返し試験（40万回以上）を行った後、

　ハンドルでの開扉操作及びラッチング動作に支障がないこと。 

　キーによるデッドボルトの施解錠繰り返し試験（10万回以上）を行った後、 

　試験前の回転トルクの2倍未満であり、施開錠操作に支障がなく、かつ、

確実に施錠状態が維持されていること。

５
　
建
具
改
修
工
事

建
具
用
金
物

〈錠前類〉【シリンダ箱錠及びシリンダ本締り錠】 

（品質・性能） 

デッドボルトの出寸法は17mm以上とする。 鍵付きのものはマスターキー、グランドマスターキー、

コンストラクションキーなどのキーシステムが構築できるものとする。 

ﾗｯﾁﾎﾞﾙﾄ

開閉繰返し

強　　度

キーによる

ﾗｯﾁﾎﾞﾙﾄの

施開錠繰返し

  1箇所1段差浅い刻みをもつ異なるキーでは、シリンダが回転しないこと。

　（キーに加えるトルクは、150N･cmとすること。） 

　キーの抜差し繰返し試験（10万回以上）を行なった後、キーの抜差しに要する

(試験方法)

１.ラッチボルトの開閉繰返し試験は、JIS A 1541-1の「7.1.3扉の開閉繰返し試験」による。

４.デッドボルトの押込試験は、JIS A 1541-1の「7.2.1.1デッドボルトの押込試験」による。

５.デッドボルトの側圧試験は、JIS A 1541-1の「7.2.1.2デッドボルトの側圧試験」による。

９.レバーハンドルのねじり試験は、JIS A 1541-1の「7.2.3.1ハンドルのねじり試験」による。

８.ラッチボルトの側圧試験は、JIS A 1541-1の「7.2.2ラッチボルトの側圧試験」による。

10.握り玉のねじり試験は、JIS A 1541-1の「7.2.3.1のハンドルのねじり試験」による。

11.ハンドルの引張試験は、JIS A 1541-1の「7.2.3.2ハンドルの引張試験」による。

12.ハンドルの垂直荷重試験は、JIS A 1541-1の「7.2.3.3ハンドルの垂直荷重試験」による。

13.耐食性試験は、JIS A 1541-1の「7.3耐食性試験」による。なお、試験時間は、120時間とする。

　 施解錠繰返し試験」による。

２.キーによるデッドボルトの施解錠繰返し試験は、JIS A 1541-1の「7.1.1.1キーによる

　 による。

　 による。

14.耐じん性試験は、JIS A 1541-1の「7.6シリンダの耐じん性試験」による。なお、試験は、

　 1サイクル行う。

３.キーの抜差し繰返し試験は、JIS A 1541-1の「7.1.2シリンダーのキー抜差し繰返し試験」による。

６.デッドボルトの押込試験(衝撃荷重)JIS A 1541-1の「7.2.1.6デッドボルトの押込試験(衝撃荷重)」

７.デッドボルトの側圧試験(衝撃荷重)JIS A 1541-1の「7.2.1.7デッドボルトの側圧試験(衝撃荷重)」

使用扉の

質量に対する

性能

（シリンダー

　箱錠のみ)

ハンドルの

強度

　ハンドルの垂直荷重試験（ 2 kN以上 ）を行った後、荷重を除いたとき、

　ハンドル操作に支障がないこと。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、

　施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がないこと。 

　ハンドルの引張試験（ 2 kN以上 ）を行い、荷重を除いたとき、

　ハンドル操作に支障がないこと。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、

　施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がないこと。 

　握り玉のねじり試験（ 3 kN・㎝ ）を行なった後、トルクを除いたとき、

　握り玉操作に支障がないこと。また、施錠時握り玉が固定される錠は、

　施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がないこと。

　レバーハンドルのねじり試験（ 3.5 kN・㎝ ）を行なった後、トルクを

　除いたとき、ハンドル操作に支障がないこと。また、施錠時ハンドルが

　ラッチボルトの側圧試験（ 4 kN以上 ）を行い、荷重を除いたとき、

　ハンドル操作及びラッチングに支障がないこと。

ラッチボルト

の側圧強度

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙの

ねじり強度

握り玉の

ねじり強度

ハンドルの

引張強度

ハンドルの

垂直荷重強度

　状態(デッドボルトの突出量が8 ㎜未満）にならないこと。 
する性能

外力に対

　デッドボルトの出寸法は8 ㎜ 以上であること。 

　デッドボルトの側圧試験（10 kN以上）で荷重を加えた時、加圧板が

　デッドボルトを通過しないこと。

　デッドボルトの押込試験（58.8 J以上）の衝撃荷重を加えた時、

ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

　厚さ1.6 ㎜ 以上の鋼製の一体絞りとすること。または、それと同等以上の

　厚さ1.5 ㎜ 以上のｽﾃﾚﾝﾚｽ鋼製または同等以上の強度を持つもの。

　枠類の厚さが1.5㎜以上の場合は、適用しない。

　強度を持つもの。枠類の厚さが1.5㎜以上の場合は、適用しない。

の押込強度

の側圧強度

の押込強度

（衝撃荷重）

ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

の側圧強度

（衝撃荷重）

ストライクの

仕　　様

トロヨケの

仕　　様

鍵違い

  においては、キーの同一刻みは、最大2連続までとすること。 

鍵違い数

同一ﾀﾝﾌﾞﾗｰ

の使用回数等

　セクションが存在する場合は、有効鍵違い数とみなさないものとすること。

　1.5万以上とする。ただし、異なるキーウェイ形状であっても、共通のキー

　同一タンブラーの使用数は、60 ％ 以下とすること。また、6 本タンブラー

  荷重は10N以下であること。また、未使用の合鍵でシリンダが回転でき、かつ、

　デッドボルトの押込強度試験（10 kN以上）を行なった後、荷重を除いたときの

　固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がないこと。 

強　　度

キーの抜差し

繰返し強度

  （加圧板がデッドボルトを通過した状態）にならないこと。

　デッドボルトの側圧試験(58.8 J以上)の衝撃荷重を加えた時、解錠状態

縮

尺
図 面 名

工 事 名

　 船 橋 市 建 設 局 建 築 部 建 築 課

NS

　 令 和 ８ 年 度

図 面 番 号

　 材 料 等 品 質 性 能 表 （ １ ）
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　船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事
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＜適用地震時水平力＞ 

3,000N 0.6Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+3,000N)/㎡当りの支柱本数}×0.6

3,000N 1.0Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+3,000N)/㎡当りの支柱本数}×1.0 

5,000N 0.6Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+5,000N)/㎡当りの支柱本数}×0.6 

5,000N 1.0Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+5,000N)/㎡当りの支柱本数}×1.0 

ロ）振動試験による耐震性能（設計床高さ≦300mmの場合のみ） 　　　

（２）歩行感 　　

      通常の歩行において空洞音やがたつきがなく、歩行感に違和感がない 

（３）メンテナンス性 　　

      交換が必要な部品については交換できるよう設計されている。 

      構造、形状は配線の変更及び増設に対して支障がないこと。

（試験方法） 

（１）耐震性能 

      １）設計床高さ≦300mmの場合 

          試験体ユニット1000mm×2500mm程度 

          所定の重りの質量　3000N：200kg　5000N：350kg 

          加振　0.6G：所定加速度600cm／S2　 1.0G：所定加速度1000cm／S2 

      ２）300mm＜設計床高さ≦600mmの場合 

          ① 固定台による耐震性能試験 

             イ、支柱調整式－支柱分離型・支柱固定タイプの全てのタイプ共、下記の試験方法－１　又は、

                 試験方法－２による。 　　

             ロ、原則として、試験方法－１はパネル単体設置（Ａタイブ）に適用し、試験方法－２はパネル

                 連結設置（Ｂタイプ）に適用するものとする。

          ②試験方法－１ 

             イ、試験は、ｺﾝｸﾘｰﾄ(JIS A 5371ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品 種類：N300)に接着した支柱の頂部に

                 水平方向に適用地震時水平力及び水平最大耐力まで加力し､ 各測定点における水平力、

                 支柱頂部の変形量を測定する。 

             ロ、加力方向は､支柱要素に対して最も不利な方向とする。試験体数は､3個とする。

          ③試験方法－２ 

             イ、試験は、ｺﾝｸﾘｰﾄ(JIS A 5371ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品　種類：N300)に接着した数ユニットの

                 支柱の頂部に対し、水平方向に数ユニット分相当の、適用地震時水平力及び水平最大耐力

                 まで加力し､各測定点における水平力、支柱頂部の変形量を測定する。加力方向は､

                 支柱要素に対して最も不利な方向とする。 

             ロ、最終的に水平力を支持する支柱の本数で除した値を、支柱１本当たりの水平力とする。

                 また、800mm×800㎜の荷重板に1,920 N（3,000 N/1㎡相当）、3,200 N（5,000 N／1㎡相当）

                 を１箇所設ける。試験体数は､１セットとする。 

          ④零点補正及び測定記録 

                 試験体と試験機の隙間等を除去するため、始めに適用地震時水平力の1／2程度の 水平力を

                 加力した後、速やかに除荷して“０”にした状態を零点とする。また、水平力による

                 各測定点の荷重及び変形曲線を測定し記録する。 　

      ３）共通事項 　　

          試験に使用する表面仕上材 　　　

            種類：タイルカーペット　　　　　

            パイル携帯：ループパイル　　　　

            パッキング素材：塩化ビニル樹脂　

            単位質量：4.0 ㎏/㎡～6.0 ㎏/㎡　

繊維素材：ナイロン100 ％ 

パイル長：3.0 ㎜～4.0 ㎜ 

全厚：6.0 ㎜～7.0 ㎜ 

人体耐電圧：２kV以下 

〈移動間仕切〉

標準仕様書表20．2．4によるほか以下による。

（品質）

（１）パネル（表面材、心材、フレーム材、幅木、笠木及び補強材）及びハンガーレールは、JIS A 6512

      「可動間仕切」の表９材料又はこれらと同等以上の品質性能を有し、かつ、接触腐食をおこさないもの

　　　又は防食処理を施したもの。

（２）パネルの外観

　　　JIS A 6512に規定する5.a) ～ c)による。 

（性能）

（１）パネルの操作性 

      パネル操作の初動力は98 N以下とする。 

（２）パネル圧着装置の耐久性 

移
動
間
仕
切

      パネル圧着装置の固定・解除は、7,500回の繰返し耐久試験において異常がないものとする。 

（３）耐衝撃性 　

      パネル圧着装置の耐久性試験後、質量50kgにおける衝撃試験において構造部材の折れ、

（４）レールの耐久性 

      曲りの異常がなく、表面の割れ、はがれがないものとする。また、接点・接床部が外れないこと及び

      多少のずれがあっても圧接装置の調整で元に戻せるものとする。

      レールは普通パネルで、吊り車の通過回数が30,000回以上で異常のないものとする。 

（５）吊り車の耐久性 

      吊り車は、走行距離60kmで操作性に異常がなく、レールに大きな変形がないものとする。 

（６）ランナーの引張強度 　

      引張試験を実施し、普通パネル重量の５倍の荷重をパネル1枚に使用するランナーの数で除した値以上の

      強度があるものとする。 

（７）吊りボルトの引張強度 　

      一本にかかる荷重の15倍以上の引張強度があるものとする。 

（８）遮音性能

      すること。遮音性能試験は、JIS A 1416「実験室における建築部材の空気音遮断性能の測定方法」に

      規定する試験方法又はJIS A 1441-1「音響―音響インテンシティ法による建築物及び建築部材の空気

（９）ホルムアルデヒド等

      音遮断性能の測定方法―第１部：実験室における測定」による。

      JIS等の材料規格において放散量が規定されているものについては、Ｆ☆☆☆☆とする。

      JIS A 6512に規定する透過損失単位に基づく区分ごとに、500Hzの音について透過損失の規定値に適合

    パネルの脱落や使用上又は避難上支障をきたす損傷、せり上がり、隙間及び水平移動しない。 

ト
イ
レ
ブー

ス

〈トイレブース〉

標準仕様書表20．2．5によるほか以下による。

（品質・性能）

（１）付属金物

（２）外観は、JIS A 6512「可動間仕切」の5. b) による。 

（３）パネル表面材の耐薬品性・耐汚染性・耐ひっかき性・開閉耐久性 

項　目 品　質　・　性　能

ヒンジ 耐蝕性のあるものとする。

ラッチセット 

戸当り 腐蝕の恐れのある材料には防錆処理を施してあるものとする。 

戸当り部のゴムは、使用に十分耐える材質とする。 

天
井
点
検
口

〈現場発泡断熱材〉

（品質・性能）
項　目 品　質　・　性　能

難燃性 

発熱性 

下記のいずれかによっていること

（１）JIS A 1321「建築物の内装材及び工法の難燃性試験方法」による難燃2級表面加熱試験又は

　　　難燃3級表面加熱試験に適合していること。 

（２）法定準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用している発熱性試験(コーンカロリー試験)

　　　に適合していること。 

準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験の加熱時間は5分において次の（１）～（３）

に適合していること。

（１）総発熱量が8ＭＪ／㎡以下であること。 

（２）防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴がないこと。

（３）最高発熱速度が、10秒以上継続して200kW／㎡を超えないこと。 

断
熱
・
防
露
改
修
工
事

（試験方法） 

（１）吹付け硬質ウレタンフォーム原液の粘度試験

      JIS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム」に規定する6.1による。

（２）発泡品試験 

（３）難燃性試験は、下記のJIS A 1321に規定する表面試験及び発熱性試験による。 

      　　建築基準法に基づく指定性能評価機関が準不燃材料、難燃材料の評価に使用している

　　　　　試験方法に準ずる。

モ
ル
タ
ル
塗
り

（品質・性能）

〈防水剤〉

項　目 品　質　・　性　能

凝結及び安定性  

混合割合 

防水剤の種別 建築用のモルタルに用いるセメント防水剤 

セメント重量の5％以下

凝結時間　　始発：１時間以上　　終結：10時間以内

安定性       収縮性、膨張性のひび割れ及びそりがないこと。

防水剤を混入したもの、しないものの比：曲げ強度比及び圧縮強度比　70％以上

防水剤を混入したもの、しないものの比：吸水比　95％以下 

防水剤を混入したもの、しないものの比：透水比　80％以下 

吸水比 

曲げ及び圧縮強度比 

透水比 

（試験方法）

JIS A 1404 「建築用セメント防水剤の試験方法」による。ただし、透水試験における水圧は3.0×105Paとし

1時間行う。

タ
イ
ル
張
り

〈既調合モルタル〉

４．外壁改修工事（共通事項）　既調合モルタル　による。

〈既調合目地材〉

（品質・性能）・（試験方法）

（品質・性能）
項　目 品　質　・　性　能

30.0 ％以上

0.2 ％以下（収縮） 

50 g以下 

1.80 kg/L以上 

保水率 

長さ変化率 

吸水量 

単位容積質量 

（試験方法） 

（１）試験の条件 

（２）試料の調整 

      試験室は、温度20±2℃、湿度65±5% RHの標準状態とする。また、試験に使用する材料、器具などを、

      正味質量と標準練り上がり量より、1.0～1.2 L の試料を練り上げるのに要する材料に相当する量を

      計算して用意し、さらに標準加水量より用意した材料に相当する量の練り混ぜ水を計算して用意する。

      練り混ぜは、JIS R5201「セメントの物理試験方法」11.2に規定する練り混ぜ機を使用し、練りばちに

      用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し3分間練り混ぜて試料とする。 

（３）保水性（ろ紙法） 

      JIS R 3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定する磨き板ガラス（縦200㎜、横200㎜、

      厚さ5㎜）の上にJIS P 3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 Aろ紙（直径 18.5 cm ）をのせ、

      その中央部に真鍮製リング型わく（内径50㎜、高さ10㎜、厚さ3㎜）を設置し、２）で練り混ぜた試料を

　　　金べらで平滑に詰め込む。

      その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当て上下を逆さにし、ろ紙部分が上部になるようにして

      静置する。10分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた方向とこれに直角な方向の

      長さをノギスを用いて１㎜まで測定する。 試験は3回実施し、その平均値を用いて次式により保水率を

　　　求める。 

      保水率（％）＝50／平均値×100 注）50：リング型わくの内径（㎜） 

（４）単位容積質量 

     （２）で練り混ぜた試料を、JIS A 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」の6.4に規定する方法

　　　で求める。

（５）長さ変化率 

     （２）で調整した試料を用いてJIS A 1171の7.8長さ変化率試験に従って行う。 

（６）吸水量 

     （２）で調整した試料を用いてJIS A 1404「建築用セメント防水剤の試験方法」7.5に規定する方法で

　　　24時間の吸水量を求める。試験体数は3個とし、その平均値で示す。 

６
　
内
装
改
修
工
事

ユ
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ト
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他
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〈フリーアクセスフロア〉

（性能）

標準仕様書表20．2．2によるほか以下による。

（１）耐震性能 　　

　　　イ）固定台試験による耐震性能　（設計高さ H=300mmを超え、600mm以下の場合）
項　目 性　能

　　支柱頂部の変位

③　適用地震時水平力(0.6G又は1.0G)を加力した時の

②　上記①以外の部分が耐力に達したとき

　　若しくはコンクリート接着面が剥離したとき

①　ベースプレート又はアンカーが耐力に達したとき 水平荷重の1/2が下記の＜適用地震時水平力＞以上

水平荷重の1/1.5が下記の＜適用地震時水平力＞以上

構造床面からの高さの1/50以下 

6-2

      ロ）試料の状態調節は、JIS A 9526 の6.2.2による。

　　　イ）試料の作成は、JIS A 9526に規定する6.2.1による。

      ハ）試験片の作製は、JIS A 9526 の6.2.3による。

      ニ）試験場所は、JIS A 9526 の6.2.4による。 

      ホ）圧縮強さ試験は、JIS A 9526 の6.2.5による。

      へ）熱伝導率試験は、JIS A 9526 の6.2.6による。

      ト）接着強さ試験は、JIS A 9526 の6.2.7による。

      チ）透湿率試験は、JIS A 9526 の6.2.8による。

      イ）難燃性の試験については、JIS A 1321に規定する試験方法に準じる。

      ロ）発熱性試験

      あらかじめ24時間以上標準状態に置いた後使用する。 

　

品　質　・　性　能

開閉耐久性耐引っかき性 耐薬品性及び耐汚染性 

JIS K 6903「熱硬化性樹脂高

圧化粧板」の表６ 品質の

耐汚染性（Ｃ法）を満足

していること。又はこれと

同等の性能を有するもので

あること。

JIS A 4702「ドアセット」

9.4開閉繰り返し試験による

スイングドア（開閉回数10万

回）を満足すること及び試験

終了時点で構造金物、固定金

具等に緩みがないこと。

低圧メラミン

樹脂系化粧板

加工化粧合板

樹脂系

ポリエステル

下記項目のポリエステル樹脂系加工化粧合板、化粧ＭＤＦ

及び化粧パーティクルボードのいずれかの品質に適合して

いること。

JAS「合板の農林規格」第9条

(特殊加工化粧合板の規格)に

規定する耐汚染性B試験を

満足していること。

JAS「合板の農林規格」第9条

(特殊加工化粧合板の規格)に

規定する引っかき硬度B試験を

満足していること。

ポリエステル

樹脂系化粧

ＭＤＦ

JIS A 5905「繊維板」に規定する表18の化粧ＭＤＦの品質に

適合していること。

ポリエステル

樹脂系化粧

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

JIS A 5908「パーティクルボード」に規定する表11の化粧

パーティクルボードの品質に適合していること。

（試験方法）

（１）ヒンジは、JIS A 1510-2「建築用ドア金物の試験方法ー第2部：ドア用金物」の規定による。

（２）戸当たりの衝撃試験は、JIS A 1510-2の規定による。

〈天井点検口〉

（品質・性能）

（１）内外枠の材質は、アルミニウム製とする。

　　　　有するものとする。

　　ロ）表面処理は、JIS H 8601「アルミニウム及びアルミニウム合金の陽極酸化被膜」に規定するAA6又は

　　　　同等の性能を有するものとする。

　　鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するものとする。

　　イ）吊り金具

　　　　鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するものとする。

　　ロ）吊り金具取付けボルト

　　　　鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するものとする。

（５）寸法許容差（枠の許容差） 

　　枠の寸法許容差　±0.5mm

　　外枠と内枠のクリアランス（片側）2.0mm以内 

（６）耐久性能（繰り返し開閉試験）

　　ロ）開閉試験後、使用上支障をきたす異常がないこと。 

（試験方法） 

内蓋（内枠）の繰り返し開閉試験 

　　　天井点検口450㎜×450㎜を吊り金具4箇所にて各メーカー仕様に従い取付ける。

（２）吊り金物は、外枠を天井下地取付け用補強材に直接留付ける方式（天井ボードなどの仕上材を挟んで

      固定しない方式）とする。標準仕様書14章4節により製作した試験体固定用天井下地開口補強に試験体の

（４）試験は、内蓋を閉じた状態から自由開放状態にする動作を繰り返し行う。 

（３）野縁の種類は19形とし、仕上材はせっこうボード厚さ9.5㎜（JIS A 6901「せっこうボード製品」に

      規定するGB－Rの難燃2級又は発熱性2級以上）二重張りとする。 

（２）外枠及び内枠のコーナーピース

（３）外枠の取付け金具

（４）内枠の仕上材留付金物 

　　アルミニウム及びアルミニウム合金押出形材、亜鉛めっき鋼板の類及びこれらと同等以上の品質並びに

　　仕上げ材を固定する性能を有するものとする。

系 単一材 

メラミン樹脂

系化粧板及び

メラミン樹脂

項目

　　イ）JIS H 4100「アルミニウム及びアルミニウム合金の押出形材」に規定するA6063S-5又は同等の性能を

　　イ）300回の繰返し開閉試験後の内蓋の垂れ下がりが、0.5㎜以内とする。

（１）試験体は、一般事務室用とし、枠見込み40㎜程度のものとする。 

（５）測定は、上記繰返し試験を300回行い、試験後の内蓋の垂れ下がり寸法を測定する。

ト
ッ
プ
ラ
イ
ト

〈トップライト〉

（品質・性能等）

水切、結露受、額縁等が必要に応じて取り付けられること。付帯品

するものとする。

材質

表面処理 JIS H 8602「アルミニウム及びアルミニウム合金の陽極酸化塗装複合被

膜」に規定する種類Bとする。

副資材 アルミニウム板

ステンレス鋼板

アルミニウム合金の

材質 JIS H 4000「アルミニウム及びアルミニウム合金の板及び条」に規定す

るものとする。

厚さ 枠・かまち等に用いる場合は、1.5㎜以上とする。

表面処理 JIS H 8602に規定する種類のBとする。

鋼板等 材質 補強材、力骨、アンカー等は、亜鉛めっきなどの接触腐食の防止処置を

行ったもの、又はアルミニウム合金製とする。

ステンレス鋼板 材質 JIS G 4305に規定するSUS304及びSUS430J1Lとする。

表面仕上 No.2B又はHLとする。

合成樹脂系成形材

気密材

小ねじ類

耐久性を有し使用箇所に適したものとする。

耐久性を有し使用箇所に適したものとする。

ステンレス製とする。

製品の寸法許容差

及び相対する

辺寸法の差

寸法部位 寸法 許容差 相対する辺寸法の差

枠の内法寸法

高さ及び幅

枠の相対する

辺寸法の差

枠の見込み寸法

耐風圧等級

耐風圧区分

2.0m未満

2.0m以上3.5m未満

±1.5㎜

±2.0㎜

2.0m未満

2.0m以上3.5m未満

2㎜以下

3㎜以下

120㎜未満 ±1.0㎜

S-5 S-6 S-7

2,400Pa 2,800Pa 3,600Pa

耐風圧性

1） 加圧中破損のないこと。

2） 無目・方立がある場合は、そのたわみ率が1/150以下であること。

3） 除圧後、枠及び戸の部材、金具、その他に機能上支障がないこと。

気密性 気密性による等級 A-4

気密等級線 A-4等級線

通気量がJIS A 4706「サッシ」の図-1に規定する気密等級線以下とすること。

水密性 水密性による等級 W-5

500Paサッシ前後の圧力差

加圧中にJIS A 1517「建具の水密性試験方法」に規定する枠外への流れ出し、しぶき、

吹き出し、あふれ出しの状況が発生しないこと。

耐火性能 建築基準法施行令第107条による屋根の30分耐火構造とする。

(1) 枠部材の接合は、強固で、見え掛り箇所（ねじを含む）は平滑であること。

(2) 枠には、必要に応じて付属部品を取り付けるための補強が施されていること。

(3) 補強に用いる場合には接触腐食を起こさないように処置してあること。

(4) 組立ては、形状寸法、取合い等を正確に行い、特に雨仕舞い及び開閉具合（開閉機構のある製品に限る）

　　に注意してあること。

(5) 枠、水切り板等のアンカー間隔は、製品に適したものとし、両端から逃げた位置から間隔500㎜以下に

　　取り付けること。

(6) 雨水の侵入の恐れがある接合部には、その箇所に相応したシーリング材又は止水板を用いて止水処理

　　を行うこと。

(7) ガラス溝の寸法・形状等は製造所の仕様による。

（試験方法）

(1) 耐風圧性については　JIS A 1515「建具の耐風圧性試験方法」

(2) 気密性　については　JIS A 1516「建具の気密性試験方法」

(3) 水密性　については　JIS A 1517「建具の水密性試験方法」

(4) 断熱性　については　JIS A 1492「出窓及び天窓の断熱性試験方法」

　　※2006（平成18）年以降の評価については、JIS A 4710「建具の断熱性試験方法」も可とする。

項　目 品　質　・　性　能

押出形材

JIS H 4100「アルミニウム及びアルミニウム合金の押出形材」に規定

JIS G 4305「冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯」に規定するSUS304及び

SUS430J1Lとする。

縮

尺
図 面 名

工 事 名

　 船 橋 市 建 設 局 建 築 部 建 築 課
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　 令 和 ８ 年 度

図 面 番 号
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tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

　船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

Ａ－１１

（ 11/75）



９
　
そ
の
他

グ
レー

チ
ン
グ

メインバー、サイドバー及びエンドバー

項　目
<鋼製グレーチング>

（品質・性能等）

<グレーチング>

品　質　・　性　能

確認できること。

その週の数値が直前の週の数値より高い値を維持し、透水係数の上昇傾向を

材質は、合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるもの。透水性能は、

時間変化

透水試験での透水係数(cm/S)の

合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるものであること。 

（保水層を有する場合は、保水層共） 

透水、排水層等構成材の

主要材質

耐根層保護層

3×104N／㎡以上の載荷重で破損・有害な変形がないこと。

　排水層の許容圧縮強度 

240L／㎡･h以上

（絶縁シートを含む）の下に設ける場合は省略することができる。

施工後の耐根層を保護できること。ただし、耐根層を保護コンクリート

材質は、合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、かつ、施工中及び

であること。

の耐根性能（貫通防止能力）を有し、かつ、耐腐食性及び耐久性があるもの

重ね合わせ部を含め、クマザサ等の地下茎伸長力の強い植物に対して３年以上

また、一般メンテナンス時の上部歩行に際し破壊しないこと。 

流出しない構造であること。

植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植込み土壌を支え、

耐荷重性能 　

耐根層 

排水層の鉛直方向の排水性能 

排水層 

試験専用土壌を用いた定水位

透水ﾌｨﾙﾀｰの材質及び透水性能

８
　
環
境
配
慮
改
修
工
事

品　質　・　性　能項　目

屋
上
緑
化
改
修
工
事

〈屋上緑化軽量システム〉

（品質・性能）

クロスバー JIS G 3101に規定するSS400及びJIS G 3505「軟鋼線材」に

受け枠用アングル材

JIS G 3101「一般構造用圧延鋼材」に規定するSS400または

これと同等の性能を有すること。

規定するSWRMまたはこれと同等の性能を有すること。

溶融亜鉛めっき膜厚

塗装仕上げとする場合は、樹脂系塗料

(1) 組立て加工

 ｲ) アンカーの間隔は、側溝の場合500㎜内外とする。

 ﾛ) 平坦性は、変形がなく据付けに支障がないものとする。

 ﾊ) ふたの幅及び長さの許容差は、±3.0㎜とする。

(2) 耐荷重性能

　　設計荷重の1.5倍までの加力に対して、溶接部のはずれ等その他の異常がないものとする。

項　目 品　質　・　性　能

JIS G 4303「ステンレス鋼棒」、JIS G 4304「熱間圧延ステンレ

ス鋼板及び鋼帯」、JIS G 4305「冷間圧延ステンレス鋼板及び

受け枠用アングル材

<ステンレス製グレーチング>

JIS G 3101に規定するSS400及びJIS G 3132「鋼管用熱間圧延炭

素鋼鋼帯」に規定するSPH　またはこれと同等の性能を有する

こと。

JIS G 4304、JIS G 4305、JIS G 4317、JIS G 4320に規定する

HL又は表面仕上げは、No.2B程度とする。

対する防錆処理を行っているもの

JIS G 3101に規定するSS400の類とし、塩害の多い地区は塩害にアンカー

SUS304又はJIS G 4305に規定するSUS430J1L

受け枠用アングル材

SUS430J1L

鋼形鋼」に基づくSUS304又はJIS G 4304、JIS G 4305に基づく

ステンレス鋼形鋼」もしくは、JIS G 4320「冷間成形ステンレス

メインバー及びクロスバーの材質並びにJIS G 4317「熱間成形エンドバー、サイドバー

鋼帯」、JIS G 4308「ステンレス鋼線材」、もしくはJIS G 4318

「冷間仕上ステンレス鋼棒」に基づくSUS304又はJIS G 4304、

もしくはJIS G 4305に基づくSUS430J1L

JIS G 4303、G 4304、G 4305、G 4308もしくはG 4318に基づく

SUS304、またはJIS G 4304もしくはG 4305に基づくSUS430J1L

メインバー

クロスバー

加

工

・

組

立

能

性

項　目 品質・性能

溶接

アンカーの間隔

平坦性

製品許容差

強度

荷重試験方法及び性能

ブローホール等の有害な欠陥がないこと。

溶接は、融合不良、溶込み不良、スラグ巻き込み、ピット、

側溝の場合は、500㎜内外とすること。

変形がなく据付支障がないこと。

幅・長さ・ふた：±3.0㎜

強度計算書により、応力度及びたわみ量を確認している。

荷重試験を行い、設計荷重の1.5倍までの加力に対して、溶接部

のはずれ等その他の異常がないことを確認している。

(荷重試験)

(1) 荷重条件

 ｲ) 横断溝用の設計荷重は、下表に示す衝撃を考慮した荷重とする。

 ﾛ) 側溝用の設計荷重は、下表に示す後輪一輪荷重とする。
歩行道区分 荷重種別

11.0

33.0

76.9

109.8

7.8

23.5

54.9

78.5

T-2

T-6

T-14

T-20

歩道

車道 20×50

20×50

20×24

20×16

4,903N/㎡（500kgf/㎡）の等分布荷重

　　　　　　　　歩道用　1体

 ﾛ) U字溝用　　 横断用　T-14～T-2のうち1体

　　　　　　　　側溝用　T-20～T-2のうち1体

　　　　　　　　歩道用　1体

後輪一輪荷重(kN) 後輪接地面積(cm)衝撃を考慮した荷重(kN)

(2) 許容曲げ応力度

許容曲げ応力度は、実施する試験体のメインバー材と同じ材で行った材料強度試験耐力N/㎜2(kg/mm2)

データにより設定する。

(3) 荷重試験

試験方法　試験体への加力

ｲ) 設計荷重を基準として一方向に繰返し加力を行う。加力速度は、原則として4903N/s(0.5tf/秒)とする。

ﾛ) 繰返し加力は、3回行った後、残留ひずみ等がないか確認する。

ﾊ) 上記ﾛ)を行った後、設計荷重の1.5倍まで加力し、溶接部のはずれ等の異常について確認する。

性能基準

 ｲ) 設計荷重時の３回繰返し荷重後のひずみ度の判定基準は、「(2)許容曲げ応力度」より定める。

（この時のヤング係数は、鋼材…206KN/㎜2（2.1×10kgf/㎜2）、ステンレス鋼材…212KN/mm2

（2.16×10kgf/mm2）を用いる。）

 ﾛ) 設計荷重の1.5倍までの加力に対して、溶接部のはずれ等その他の異常がないこと。

(4) 試験体

　　溝ふた、U字溝ふたとし、下記の種別ごとに強度計算における応力度が最大となる製品について試験を行う。

 ｲ) 溝ふた　　　横断用　T-20～T-2のうち1体

(5) 材料強度試験について

グレーチングの荷重耐力試験に先立ち、グレーチングの試験体に用いたメインバー材の耐力を確認する

ため、下記のｲ)の試験またはﾛ)の試験データを提出する。

 ｲ) 試験供試体に使用したものと同材のグレーチングの荷重耐力試験に先立ち下記による材料強度試験を行う。

・材料試験供試体：試験片は、JIS Z 2241「金属材料引張試験方法」による。また、試験片数は、

各3本とする。

・試験方法：JIS Z 2241に基づく耐力および引張り強さとする。ただし、ステンレス材の耐力は、

JIS Z 2241に示すオフセット法で算出した0.2％耐力とする。

 ﾛ) 試験供試体に使用したものと同材の試験を上記（１）と同様の試験を行ったデータを提出する。

(6) グレーチング荷重試験の試験供試体の大きさについて

溝幅に直角方向の寸法は、原則として、１ｍ程度とする。

（試験方法）

(1) 排水基盤の耐荷重性能 

 ｲ) 3×104N /㎡の等分布荷重による加圧試験を行ない、排水層及び耐根層等に有害な変形・破壊が

起きないことを確認する。又その時の圧縮応力に対する歪み（％）を測定する。　　　　　　　

（保水層を有する場合は保水層も対象とする。） 

 ﾛ) 試験体は耐根層から透水層までを通常使用状態にセットした3体とする。

加圧速度は10㎜／min以下とする。 

〈床点検口〉
床
点
検
口

蓋の耐荷重性能

　3回繰し、荷重ごとに記録。また、終局荷重を記録する。

　測定は、蓋中央部にかかる加圧を200N増す毎にたわみと受け枠の変形その他の異常について1,000Nまで

　　イ）張物用とし、600mm角程度とする。

（３）測定

　　　　まで加圧する。 

　　ハ）本試験は、1,000Nで加圧、荷重除去を3回繰り返し行った後、その後試験体が破壊する（終局荷重）

　　ロ）本試験前に200Nを加圧した後、本試験を行う。 　

　　イ）試験は、蓋枠の四周を支持させ、蓋の中央部にφ50mm の加圧板を設置し、加圧する。 　

（２）試験

　　ロ）枠見込みは、40mm以下とする。

（１）試験体

 耐荷重試験 　

（試験方法） 

　　ニ）破壊荷重が、加圧荷重値Pnの2倍以上

　　ハ）受け枠・蓋その他に使用上の支障がないこと 

　　ロ）蓋中央部の残留たわみが点検口の有効径の0.08％以内

　　イ）加圧する荷重値Pn=1,000N

規定するSUS304、もしくはこれらと同等の性能を有するもの。

JIS G 4305に規定する　SUS304、SUS430J1L、SUS443J1、またはJIS G 4308に

品質等項目

許容差

製品の許容差

・受け枠と蓋枠のクリアランス　片側2.0mm以内 

・蓋付寸法の許容差　±0.5mm 

・受け枠基準寸法　600角程度まで

・受け枠寸法の許容差　±0.5mm 

構造

　　接触部は、歪みがなく歩行などに際してがたつきその他の支障が生じない構造であること。

３．閉鎖状態において蓋枠と受け枠に面外の目違いのない構造であること。又蓋と受け枠の

　　堅牢な構造であること。

２．組立は、受け枠・蓋枠とも四隅の接続部を溶接接合および留付補強材などにより留付けた

４．錠付きの場合の施錠・開錠は、鍵または開閉用ハンドル式とする。

５．アンカーは、四隅均等かつ堅固に固定できる位置にあること。

１．加工は、受け枠・蓋枠とも四隅の接続部に目違い・ずれ・隙間等がない構造であること。

構造のもの。

形材などで被覆した、合成樹脂製のものは、衝撃による変形・割れが生じない

ステンレス鋼材製等の堅牢な材質のもの。ステンレス鋼材、アルミニウム押出

黄銅鋳物製、黄銅製、アルミニウム押出形材・合金鋳物製、ステンレス鋼鋳鋼品、

有するもの。

鋼板に電気亜鉛めっき又は防錆塗装を行ったもの。または同等の防錆性能を

プロピレン等外枠と蓋枠の材質、形状に適する弾力性及び密着性を有するもの。

塩化ビニル系ゴム、軟質塩化ビニル、クロロプレン、スポンジラバー、エチレン

塗り等の防錆処理を行ったもの、もしくはこれらと同等の性能を有するもの。

JIS G 3313または鋼板棟に標準仕様書　表18.3.1および表18.3.2の錆止め塗料

行ったもの、またはこれと同等の性能を有するもの。

鋼板はJIS G 3313に規定する鋼板にメラミン樹脂焼付塗装等の防錆処理を

同等の性能を有するもの。

JIS G 4305に規定するSUS304、SUS430J1L、またはSUS443J1、もしくは

同等の性能を有するもの。

JIS H 8602に規定するBまたはJIS H 8601に規定するAA15、もしくはこれらと

A1100P-H24、または同等の性能を有するもの。

JIS H 4000「アルミニウム及びアルミニウム合金の板及び条」に規定する

の防錆処理を行ったもの。

JIS G 3313または鋼板等に標準仕様書表18.3.1及び表18.3.2の錆止め塗料塗り等

メラミン樹脂焼付塗装等の防錆処理を行ったもの。

鋼板又はJIS G 3313「電気亜鉛めっき鋼板及び鋼帯」に規定する鋼板に

は、屋内用の材質のものとする。

屋内外用に同じ。ただし、その他の構成材（底板、補強材、コーナーピース等）

規定するAA15、もしくはこれらと同等の性能を有するもの。

B又はJIS H 8601「アルミニウムの及びアルミニウム合金の陽極酸化被覆」に

JIS H 8602「アルミニウムの及びアルミニウム合金の陽極酸化塗装複合被膜」の

アンカー材

パッキン材

取手

錠 黄銅製、ステンレス鋼製、亜鉛合金製（クロムめっき）の類。

底板補強材

ピース、

コーナー

蓋枠材の

受け枠材、

底板材、

用

内

屋

防錆処理

材質

［鋼板の場合］

充填用は、補強材およびコーナーピースの類がモルタル内に埋め込まれる場合は、

材質

［ステンレス鋼板の場合］

屋

内

外

用

鋼板も可とする。

［ステンレス鋼板またはアルミニウム板以外の場合］

表面処理

材質

材質

［アルミニウム板の場合］

［ステンレス鋼板の場合］

有するもの。

「ステンレス鋼線材」に規定するSUS304、もしくはこれらと同等の性能を

JIS G 4305に規定するSUS304、SUS430J1L、SUS443J1、またはJIS G 4308

材質

［ステンレス鋼板の場合］

材質

同等の性能を有するもの。

JIS H3250「銅及び銅合金の棒」に規定するC3602、C3604、もしくはこれらと

JIS H 3100「銅及び銅合金の板及び条」に規定するC2600、C2720、C2810または

［黄鋼製の場合］

用

蓋

中

の

合

場

の

蓋

重

ニ

塩化ビニル樹脂製等

JIS G 5501「ねずみ鋳鉄品」に規定するFC150、FC200。

［上記以外の場合］

材質

材質

［鋳鉄製の場合］

屋内用に同じ。

屋内用に同じ。

防錆処理

材質

［鋼板の場合］

屋内外用または屋内用に同じ。材質

［ステンレス鋼板の場合］

防錆処理 屋内外用または屋内用に同じ。

屋内外用または屋内用に同じ。材質

［アルミニウム及びアルミニウム合金押出形材の場合］

屋

内

用

防錆処理

材質

［鋼板の場合］

屋内外用に同じ。材質

［ステンレス鋼板の場合］

屋内外用に同じ。表面処理

材質

［アルミニウム及びアルミニウム合金押出形材の場合］

屋

内

外

用

SUS430J1L、SUS443J1またはこれらと同等の性能を有するもの。

JIS G 4305「冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯」に規定するSUS304、
材質

［ステンレス鋼板の場合］

A6063S-T5、またはこれと同等の性能を有するもの。

JIS H 4100「アルミニウム及びアルミニウム合金の押出形材」に規定する

表面処理

材質

［アルミニウム及びアルミニウム合金押出形材の場合］

材質等項　目

性能

品質

（品質・性能）

材質

受け枠材

および

蓋枠材

目地材

JIS H 864I「溶融亜鉛めっき」に規定する溶融亜鉛めっきの

付着量が HDZT 56以上又は、HDZT 70以上のもの

縮

尺
図 面 名

工 事 名

　 船 橋 市 建 設 局 建 築 部 建 築 課

NS

　 令 和 ８ 年 度

図 面 番 号

　 材 料 等 品 質 性 能 表 （ ３ ）

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一
tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

Ａ－１２

　船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

（ 12/75）



tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課
案内図・建築概要表

船橋行田住宅

駐車場

県立行田公園

調整池

ＵＲ都市機構行田団地

行
田
分
署

船
橋
市
北
消
防
署

西メイン広場

主
要
地
方
道
船
橋
松
戸
線

船橋行田住宅

調整池

行田緑地

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

行田公園歩道橋

行田３丁目

船橋市立行田中学校

工事対象校舎

至
 国

道
１
４
号
線

工事場所：船橋市行田３丁目１５番６

Ｎ

市道24-008号線

正門

通用門

A3:1/2000

A1:1/1000

工 事 概 要

そ

の

他

・前面道路（市道）より進入可能とする。（※現況の正門）

・設置箇所

・エレベーターピットおよび新規梁の設置工事

・上記に伴う、既存床・壁・天井、およびサッシ（障子のみ）の撤去工事

・サッシ、床・壁・天井の新設工事、取り合い部の補修工事

・エレベーター設置に伴う、取合い部分のコンセントの移設。

１

仮設工事関連

コンセント設置工事

換気設備設置工事

エレベーター設置工事

建

築

工

事

電

気

設

備

工

事

機

械

設

備

工

事

・撤去箇所　　管理棟及び普通・特別教室棟【２階　X3通　Y2～Y3通り間】：１ヶ所

・撤去後の柱・梁の補修工事

耐力壁撤去工事

・耐力壁撤去に伴う、拡張部（旧倉庫）のコンセントの移設。

・エレベーター設置に伴う、エレベーターホールの照明器具の新設。照明器具設置工事

・職員室拡張に伴う、照明器具の新設。

・職員室拡張に伴う、拡張部分の空調機（室外機、配管共）新設。

・上記に伴う、既存配管の移設工事

空調設備設置工事

２

３

４

５

６

７

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

管理棟及び普通教室・特別教室棟【1～4階 X8～X9通　Y2～Y3通り間】:1ヶ所

・エレベーター設置に伴うシャフトの部分の換気設備新設。＜※既設換気扇（ﾌｰﾄﾞ共）撤去＞

・上記範囲の既存耐力壁の撤去工事

・新規拡張部分の壁および天井の新規仕上工事

A-13
(13/75)



エレベーター設置箇所（1階～4階）

船橋市建設局建築部建築課
縮尺 番号有限会社アルファ技研設計 作　図

図 面 名

工事名称

１級建築士登録 第128739号

安　田　良　一千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022

fax:043-206-3440tel:043-206-3430 配置図

6
,
0
0
0

▲市道24-008号線

一方通行

道路境界線

通用門

隣
地
境
界
線

【温室】

その他 道路境界線

正門

【特別教室棟】【普通教室・特別教室棟】

【管理棟・普通教室・特別教室棟】
ＲＣ造４階建

【普通教室棟】【普通教室棟】

【給食室棟】

Ｓ造２階建

渡り廊下
補強ＣＢ造

渡り廊下

【倉庫１】

【倉庫】

受水槽

普通教室棟
【体育館】
Ｓ造２階建

ＲＣ造２階建
【プール及び技術科室棟】

Ｓ造平屋建
【体育倉庫】

補強ＣＢ造
【屋外便所】

補強ＣＢ造
【部室】

隣
地
境
界
線

【運動場】

隣
地
境
界
線

進入路

□凡例

：今回工事位置を示す

A3:1/800

A1:1/400

職員室拡張箇所（2階）

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事 A-14
(14/75)

Ｎ



既存天井材撤去

屋内消火栓配管(既存)

工事名称

図 面 名

作　図

安　田　良　一
１級建築士登録 第128739

番号縮尺

tel:043-206-3430

〒260-0011 千葉市稲毛区弥生町 4-19 パイクサイドハウス1階

fax:043-206-3440船橋市建設局建築部建築課
A1:1/100

A3:1/200アルファ技研設計有限会社

1,175

4
0
0

3
,
7
6
0

1,000 3,025 225

6
0
0

1階平面図（改修前）

A-１ ５

改修前

15(　/75)

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

E
X
P
.
J

昇降口

昇降口

UP

渡廊下

倉庫不登校
支援室相談室

UP

ピロティ

倉庫

保健室

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

EXP.J

ＰＴＡ室

廊下

花壇

通路

花壇

Ａ階段

不登校
支援室

少人数
教室

男子トイレ
(閉鎖中)

既存壁撤去範囲

既存床撤去範囲

PS

PS

Ｎ

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

X14X15 X2X3X4X5X6X7X8X9X10X11X12X13 X1

2
3
,
5
0
0

2
0
,
0
0
0

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

7
,
0
0
0

6
,
0
0
0

4
,
0
0
0

5
4
,
5
0
0

3,000

4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250

55,250

1,100

1,081

EV設置位置

既存WD撤去

エレベーター工事

既存天井材撤去

6
0
0

1,100

（下地は既存のまま）

（下地は既存のまま）

既存天井撤去範囲（化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t9.5）



屋内消火栓配管(既存)

工事名称

図 面 名

作　図

安　田　良　一
１級建築士登録 第128739

番号縮尺

tel:043-206-3430

〒260-0011 千葉市稲毛区弥生町 4-19 パイクサイドハウス1階

fax:043-206-3440船橋市建設局建築部建築課
A1:1/100

A3:1/200アルファ技研設計有限会社

Ｎ

E
X
P
.
J

昇降口

昇降口

UP

渡廊下

倉庫不登校
支援室相談室

UP

ピロティ

倉庫

保健室

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

EXP.J

ＰＴＡ室

廊下

花壇

通路

花壇

Ａ階段

不登校
支援室

少人数
教室

1,
50
0φ

4
0
0

3
,
7
6
0

1,000 3,025 225

6
0
0

天井材復旧
化粧石膏ボード t9.5新設

新規壁範囲

1階平面図（改修後）

A-１ ６

改修後

16(　/75)

PS

PS

EV新設

1,275

新規天井仕上範囲

1,100

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

2
3
,
5
0
0

2
0
,
0
0
0

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

7
,
0
0
0

6
,
0
0
0

4
,
0
0
0

5
4
,
5
0
0

X14X15

3,000

4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250

55,250

X2X3X4X5X6X7X8X9X10X11X12X13 X1

エレベーター工事

6
0
0

1,100

天井材復旧
化粧石膏ボード t9.5新設

天井点検口450□新設（２か所）

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事



工事名称

図 面 名

作　図

安　田　良　一
１級建築士登録 第128739

番号縮尺

tel:043-206-3430

〒260-0011 千葉市稲毛区弥生町 4-19 パイクサイドハウス1階

fax:043-206-3440
船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

船橋市建設局建築部建築課
A1:1/100

A3:1/200アルファ技研設計有限会社

Ｎ

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

2
3
,
5
0
0

2
0
,
0
0
0

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

7
,
0
0
0

6
,
0
0
0

4
,
0
0
0

5
4
,
5
0
0

E
X
P
.
J

バルコニー

EXP.J

図書室 校長室 応接室

職員室

廊下

準備室 事務室

湯沸

更衣室放送室

調整室

第２
美術室 職員玄関

DN

UP DN

渡廊下

普通教室

バルコニー

Ａ階段

女子トイレ

倉庫

職員室
男子トイレ

1,160

3
,
7
6
0

既存壁撤去範囲

既存床撤去範囲

5
7
5

5
,
0
7
5

3
5
0

壁
撤
去
範
囲

EV設置位置

印刷室

1,000 3,025 225

2階平面図（改修前）

A-１ ７

改修前

17(　/75)

PS

PS

1,512

X14X15

3,000

4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250

55,250

X2X3X4X5X6X7X8X9X10X11X12X13 X1



新規壁範囲

E
X
P
.
J

バルコニー

EXP.J

図書室 校長室 応接室

職員室

廊下

準備室 事務室

湯沸

更衣室放送室

調整室

第２
美術室 職員玄関

DN

UP DN

渡廊下

普通教室

バルコニー

Ａ階段

女子トイレ

倉庫

職員室
男子トイレ

EV新設

1,
50
0φ

3
,
7
6
0

1,000 3,025 225

工事名称

図 面 名

作　図

安　田　良　一
１級建築士登録 第128739

番号縮尺

tel:043-206-3430

〒260-0011 千葉市稲毛区弥生町 4-19 パイクサイドハウス1階

fax:043-206-3440
船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

船橋市建設局建築部建築課
A1:1/100

A3:1/200アルファ技研設計有限会社

Ｎ

2階平面図（改修後）

A-１ ８

改修後

18(　/75)

PS

PS

天井点検口450□新設（ ３ か所） Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

2
3
,
5
0
0

2
0
,
0
0
0

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

7
,
0
0
0

6
,
0
0
0

4
,
0
0
0

5
4
,
5
0
0

X14X15

3,000

4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250

55,250

X2X3X4X5X6X7X8X9X10X11X12X13 X1



工事名称

図 面 名

作　図

安　田　良　一
１級建築士登録 第128739

番号縮尺

tel:043-206-3430

〒260-0011 千葉市稲毛区弥生町 4-19 パイクサイドハウス1階

fax:043-206-3440
船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

船橋市建設局建築部建築課
A1:1/100

A3:1/200アルファ技研設計有限会社

Ｎ

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

2
3
,
5
0
0

2
0
,
0
0
0

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

7
,
0
0
0

6
,
0
0
0

4
,
0
0
0

5
4
,
5
0
0

X14X15

3,000

4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250

55,250

X2X3X4X5X6X7X8X9X10X11X12X13 X1

普通教室 普通教室

廊下

普通教室

屋根

屋根

屋根

進路室

EXP.J

E
X
P
.
J

Ａ階段
DNUP

女子トイレ

男子トイレ 1,175

1,160

3,675

3
,
7
6
0

既存壁撤去範囲

既存床撤去範囲

男子便所
(閉鎖中)

3階平面図（改修前）

A-１ ９

改修前

19(　/75)

PS

PS



Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

2
3
,
5
0
0

2
0
,
0
0
0

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

7
,
0
0
0

6
,
0
0
0

4
,
0
0
0

5
4
,
5
0
0

X14X15

3,000

4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250

55,250

X2X3X4X5X6X7X8X9X10X11X12X13 X1

普通教室 普通教室

廊下

普通教室

屋根

屋根

屋根

進路室

EXP.J

E
X
P
.
J

Ａ階段
DNUP

女子トイレ

男子トイレ

EV新設

1,
50
0φ

新規壁範囲

3,675

3
,
7
6
0

工事名称

図 面 名

作　図

安　田　良　一
１級建築士登録 第128739

番号縮尺

tel:043-206-3430

〒260-0011 千葉市稲毛区弥生町 4-19 パイクサイドハウス1階

fax:043-206-3440
船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

船橋市建設局建築部建築課
A1:1/100

A3:1/200アルファ技研設計有限会社

Ｎ

3階平面図（改修後）

A-２ ０

改修後

20(　/75)

PS

PS

天井点検口450□新設（ 1か所）



工事名称

図 面 名

作　図

安　田　良　一
１級建築士登録 第128739

番号縮尺

tel:043-206-3430

〒260-0011 千葉市稲毛区弥生町 4-19 パイクサイドハウス1階

fax:043-206-3440
船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

船橋市建設局建築部建築課
A1:1/100

A3:1/200アルファ技研設計有限会社

Ｎ

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

2
3
,
5
0
0

2
0
,
0
0
0

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

7
,
0
0
0

6
,
0
0
0

4
,
0
0
0

5
4
,
5
0
0

X14X15

3,000

4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250

55,250

X2X3X4X5X6X7X8X9X10X11X12X13 X1

普通教室 普通教室 普通教室

バルコニー

廊下

E
X
P
.
J

生徒会室

Ａ階段
UP DN

女子トイレ

男子トイレ 1,175

1,160

3
,
7
6
0

既存壁撤去範囲

既存床撤去範囲

3,675

男子便所
(閉鎖中)

7,200

9
0
0

4階平面図（改修前）

A-２ １

改修前

21(　/75)

PS

PS

既存天井取り外し範囲（有孔石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t9）



UP

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5
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作　図
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１級建築士登録 第128739

番号縮尺

tel:043-206-3430

〒260-0011 千葉市稲毛区弥生町 4-19 パイクサイドハウス1階

fax:043-206-3440
船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

船橋市建設局建築部建築課
A1:1/100

A3:1/200アルファ技研設計有限会社

Ｎ

4階平面図（改修後）

A-２ ２

改修後
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A-２ ３

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14

換気扇(1F～4F)：撤去

アルミサッシ(1F～4F)：撤去（枠は残す）

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14

：撤去部分を示す

：新設ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ部分を示す

：新設SUS部分を示す

改修前

改修後

(23/75)

アルミパネル新設（カバー工法）

換気孔塞ぎ SUS t0.8(SUSビス）両面/四周シーリング(変成シリコーン系MS-2）



Y
2

Y
3

R
B
2

4
B
2

3
B
2

2
B
2

F
B
2
'

R
B
3

4
B
3

3
B
3

2
B
2

F
B
2
'

n
b
1

n
b
1

n
b
1

n
b
1

屋
内

消
火

栓
配

水
管

（
既

設
の

ま
ま

）

前
室

廊
下

印
刷

室

男
子

ト
イ

レ

廊
下

廊
下

廊
下

モ
ザ
イ

ク
タ
イ

ル
t
6
（

撤
去
）

シ
ン

ダ
ー
コ
ン

ク
リ
ー
ト

t
1
0
4
（
撤

去
）

長
尺
塩
ビ

シ
ー
ト

t
2
（
撤

去
）

シ
ン
ダ
ー
コ

ン
ク
リ
ー

ト
t
1
5
8
（

撤
去
）

コ
ン
ク
リ

ー
ト
ス
ラ

ブ
t
1
2
0
（

撤
去
）

モ
ザ
イ
ク

タ
イ
ル

t
6
（
撤

去
）

シ
ン
ダ
ー

コ
ン
ク
リ

ー
ト
t
1
0
4
（
撤
去
）

コ
ン
ク

リ
ー
ト
ス

ラ
ブ
t
1
2
0
（
撤
去
）

モ
ザ
イ
ク

タ
イ
ル

t
6
（
撤

去
）

シ
ン
ダ
ー

コ
ン
ク
リ

ー
ト
t
1
0
4
（
撤
去
）

コ
ン
ク

リ
ー
ト
ス

ラ
ブ
t
1
2
0
（
撤
去
）

ｱ
ﾙ
ﾐ
ｻ
ｯ
ｼ
：
撤

去
（
枠

は
残
す

）

ｱ
ﾙ
ﾐ
ｻ
ｯ
ｼ
：
撤

去
（
枠

は
残
す

）

ｱ
ﾙ
ﾐ
ｻ
ｯ
ｼ
：
撤

去
（
枠

は
残
す

）

ｱ
ﾙ
ﾐ
ｻ
ｯ
ｼ
：
撤

去
（
枠

は
残
す

）

天
井

L
G
S
撤

去

（
天

井
材
は

撤
去

済
み
）

天
井

材
・
下

地
L
G
S
共
に
撤

去

天
井
内

配
管

撤
去

天
井

材
・
下

地
L
G
S
共
に
撤

去

天
井
内

配
管

撤
去

天
井

材
・
下

地
L
G
S
共
に
撤

去

天
井
内

配
管

撤
去

既
存
ラ
イ

ニ
ン
グ

(
撤
去

）

P
S

前
室

P
S

前
室

P
S

前
室

P
S

屋
上

RC
壁
・
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
撤
去

(モ
ル
タ
ル
金
ゴ
テ
t3
0V
P両
面
共
）

天
井
材
・

下
地
L
G
S
共
に

撤
去

枠
：
ラ
ワ
ン
OP
撤
去

RC
壁
・
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
撤
去

(モ
ル
タ
ル
金
ゴ
テ
t3
0V
P両
面
共
）

天
井
材
・

下
地
L
G
S
共
に

撤
去

枠
：
ラ
ワ
ン
OP
撤
去

RC
壁
・
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
撤
去

(モ
ル
タ
ル
金
ゴ
テ
t3
0V
P両
面
共
）

天
井
材
・

下
地
L
G
S
共
に

撤
去

枠
：
ラ
ワ
ン
OP
撤
去

RC
壁
・
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
撤
去

(モ
ル
タ
ル
金
ゴ
テ
t3
0V
P両
面
共
）

天
井

L
G
S
撤

去

（
天
井

材
は

撤
去
済

み
）

枠
：
ラ
ワ
ン
OP
撤
去

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
床

シ
ン
ダ
ー
コ
ン
ク
リ
ー
ト
t1
60

（
既
存
の
ま
ま
）

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
床

シ
ン
ダ
ー
コ
ン
ク
リ
ー
ト
t1
60

（
既
存
の
ま
ま
）

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
床

シ
ン
ダ
ー
コ
ン
ク
リ
ー
ト
t1
60

（
既
存
の
ま
ま
）

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
床

シ
ン
ダ
ー
コ
ン
ク
リ
ー
ト
t1
60

（
既
存
の
ま
ま
）

壁
：
モ
ル
タ
ル
金
ゴ
テ
+V
P

（
既
存
の
ま
ま
）

壁
：
モ
ル
タ
ル
金
ゴ
テ
+V
P

（
既
存
の
ま
ま
）

壁
：
モ
ル
タ
ル
金
ゴ
テ
+V
P

（
既
存
の
ま
ま
）

壁
：
モ
ル
タ
ル
金
ゴ
テ
+V
P

（
既
存
の
ま
ま
）

男
子

ト
イ

レ

男
子

ト
イ
レ

既
存
ラ
イ

ニ
ン
グ

(
撤
去

）

▽
ﾊ
ﾟ
ﾗ
ﾍ
ﾟ
ｯ
ﾄ
天

端

tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課

既
存
撤
去

部
分

を
示

す

コ
ン
ク
リ

ー
ト
カ
ッ

タ
ー
の

上
錆
止
め

(
鉄
筋
切

断
面
は
エ

ポ
キ
シ
樹
脂

プ
ラ
イ
マ

ー
等
に
よ

り
防
錆

処
置
を
行

う
こ
と

）

改
修
前

矩計図（ １ ） （ 改修前）

A1： 1/25 A-２ ４
A3： 1/50 (24/75)

900

300 1,100

1,200 1,200 1,200 1,200

2,4002,4002,4002,400

4
,
5
1
0

5
0

3
4
0

6
0

6
0

1
8
0

3
,
6
3
0

5
0

3
4
0

6
0

1,080 2,300 50

110

120 920 2,300
50 110 120

920 2,300
160

120 1,020 2,300 50

110

120 1,120 150

1
9
0

5
0

3
,
6
8
0

5
0

2
9
0

1
9
0

5
0

3
,
7
3
0

5
0

2
4
0

1
9
0

5
0

3
,
7
3
0

5
0

2
4
0

6
,
0
0
0

1
,
7
4
0

4
,
2
6
0

コ
ン
ク
リ

ー
ト
ス
ラ

ブ
t
1
2
0
（
撤
去
）

既
存
ラ
イ

ニ
ン
グ

(
撤
去

）
S
K
・

小
便
器

（
撤
去
：

機
械
設

備
工
事
）

S
K
・

小
便
器

（
撤
去
：

機
械
設

備
工
事
）

S
K
・

小
便
器

（
撤
去
：

機
械
設

備
工
事
）

天
井
内

配
管
（

撤
去

：
機

械
設
備

工
事

）

ア
ス

フ
ァ
ル
ト

防
水
層
　

ア
ス
ベ

ス
ト
含
有

レ
ベ
ル
３

（
撤
去
）

▽
1
F
L

▽
2
F
L

▽
3
F
L

▽
4
F
L

▽
R
S
L

▽
設
計

G
L

3,500 3,500 3,500 3,600

1,500 14,400

2,3002,3002,3002,300



tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課

900

Y
2

Y
3

R
B
2

4
B
2

3
B
2

2
B
2

F
B
2
'

R
B
3

4
B
3

3
B
3

2
B
2

F
B
2
'

n
b
1

n
b
1

n
b
1

n
b
1

R
C
ス
ラ

ブ
t
2
5
0

モ
ル

タ
ル
t
5
0

防
湿
シ
ー
ト

：
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
シ

ー
ト
t
0
.
1
5

1,250 250

50

1
9
0
2
4
0

2
,
3
5
0

2
5
0

120 30

244

156 160 120

30

294 106 160 120

30

294 156 160 120

30

294 206

2,7002,7002,7002,700

1
,
0
3
0

5
0

1,200 1,200 1,200 1,200

屋
内

消
火

栓
配

水
管

（
既

設
の

ま
ま
）

前
室

前
室

前
室

前
室

廊
下

廊
下

廊
下

廊
下

P
S

P
S

P
S

P
S

屋
上

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

塗
床

シ
ン

ダ
ー

コ
ン

ク
リ

ー
ト

t1
60

（
既

存
の

ま
ま

）

天
井

：
LG

S1
9下

地
化

粧
吸

音
石

膏
ボ

ー
ド

t9
.5

耐
火

間
仕

切
壁

：
LG

S6
5下

地

壁
：

モ
ル

タ
ル

金
ゴ

テ
+V

P
（

既
存

の
ま

ま
）

壁
：

モ
ル

タ
ル

金
ゴ

テ
+V

P
（

既
存

の
ま

ま
）

壁
：

モ
ル

タ
ル

金
ゴ

テ
+V

P
（

既
存

の
ま

ま
）

壁
：

モ
ル

タ
ル

金
ゴ

テ
+V

P
（

既
存

の
ま

ま
）

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

塗
床

シ
ン

ダ
ー

コ
ン

ク
リ

ー
ト

t1
60

（
既

存
の

ま
ま

）

天
井

：
LG

S1
9下

地
化

粧
吸

音
石

膏
ボ

ー
ド

t9
.5

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

塗
床

シ
ン

ダ
ー

コ
ン

ク
リ

ー
ト

t1
60

（
既

存
の

ま
ま

）

天
井

：
LG

S1
9下

地
化

粧
吸

音
石

膏
ボ

ー
ド

t9
.5

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

塗
床

シ
ン

ダ
ー

コ
ン

ク
リ

ー
ト

t1
60

（
既

存
の

ま
ま

）

天
井

：
LG

S1
9下

地
化

粧
吸

音
石

膏
ボ

ー
ド

t9
.5

ア
ル

ミ
サ

ッ
シ

新
設

（
カ

バ
ー

工
法

）

天
井

点
検

口
□

4
5
0

煙
感

知
器

ア
ル

ミ
サ

ッ
シ

新
設

（
カ

バ
ー

工
法

）

ア
ル

ミ
サ

ッ
シ

新
設

（
カ

バ
ー

工
法

）

ア
ル

ミ
サ

ッ
シ

新
設

（
カ

バ
ー

工
法

）

ケ
イ

酸
質

系
塗

布
防

水

▽
1
F
L

▽
2
F
L

▽
3
F
L

▽
4
F
L

▽
R
S
L

▽
設

計
G
L

6
,
0
0
0

1
,
7
4
0

4
,
2
6
0

3,500 3,500 3,500 3,600 300 1,250

1,500 14,400

2,100

2,300

2,100

2,300

2,100

2,300

2,100

2,300

改
修
後

矩計図（ ２ ） （ 改修後）

A1：  1/25 A-２ ５

EV
ピ
ッ
ト
床
・
壁
：

止
水
板
 w
20
0 
t6

止
水
板
 w
20
0 
t6

A3：  1/50 (25/75)

耐
火

間
仕

切
壁

：
LG

S6
5下

地

+
E
P
-
G

耐
火

間
仕

切
壁

：
LG

S6
5下

地

+
E
P
-
G

耐
火

間
仕

切
壁

：
LG

S6
5下

地

+
E
P
-
G

+
E
P
-
G

天
井

点
検

口
□

4
5
0

天
井

点
検

口
□

4
5
0

天
井

点
検

口
□

4
5
0

（
電

気
設

備
工

事
）

+強
化

石
膏

ボ
ー

ド
t2

1+
ｔ

21

+強
化

石
膏

ボ
ー

ド
t2

1+
ｔ

21

+強
化

石
膏

ボ
ー

ド
t2

1+
ｔ

21

+強
化

石
膏

ボ
ー

ド
t2

1+
ｔ

21

吉

※
耐

火
間

仕
切

り
：

強
化

石
膏

ボ
ー

ド
（

吉
野

石
膏

(F
P0

60
NP

-0
49

7)
）

同
等

品
以

上

床
：

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

塗
床

無
収

縮
モ

ル
タ

ル
（

新
設

）

床
：

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

塗
床

無
収

縮
モ

ル
タ

ル
（

新
設

）

床
：

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

塗
床

無
収

縮
モ

ル
タ

ル
（

新
設

）

床
：

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

塗
床

無
収

縮
モ

ル
タ

ル
（

新
設

）



tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課

屋
内
消

火
栓

配
水

管
（

既
設

の
ま

ま
）

2
7
5

6
2
5

3
,
1
7
5

5
0

1
2
5

1
,
0
0
0

3
,
0
7
5

2
4
0

5
0

7
2
5

3
0
5

6
9
5

3
,
1
2
5

1
9
0

3
0
5
5
0

3
,
7
7
0

1
9
0

3
0
5

5
0

3
,
7
7
0

1
9
0

X
9

X
8

ｱ
ﾙ
ﾐ
ｻ
ｯ
ｼ
撤

去
（

枠
は

残
す
）

ｱ
ﾙ
ﾐ
ｻ
ｯ
ｼ
撤

去
（

枠
は

残
す
）

ｱ
ﾙ
ﾐ
ｻ
ｯ
ｼ
撤

去
（

枠
は

残
す
）

（
枠
は

残
す
）

屋
上

床
：

既
存

ﾓｻ゙
ｲｸ

ﾀｲ
ﾙ 

t6
（

撤
去

）
シ

ン
ダ

ー
コ

ン
ク

リ
ー

ト
t1

04
（

撤
去

）
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ス

ラ
ブ

t1
20

（
撤

去
）

ラ
イ

ニ
ン

グ
撤

去

(既
存

小
便

器
撤

去
：

ラ
イ

ニ
ン

グ
撤

去
(
既

存
S
K
撤

去
は

設
備

工
事

）

天
井
材

・
下
地

L
G
S
共

に
撤
去

天
井

内
配

管
撤
去

既
存

木
枠

撤
去

既
存

換
気

扇
撤

去

床
：

既
存

ﾓｻ゙
ｲｸ

ﾀｲ
ﾙ 

t6
（

撤
去

）
シ

ン
ダ

ー
コ

ン
ク

リ
ー

ト
t1

04
（

撤
去

）
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ス

ラ
ブ

t1
20

（
撤

去
）

天
井
材

・
下
地

L
G
S
共

に
撤
去

天
井

内
配

管
撤
去

既
存

木
枠

撤
去

天
井
材

・
下
地

L
G
S
共

に
撤
去

天
井

内
配

管
撤
去

既
存

木
枠

撤
去

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ス
ラ

ブ
t1

20
（

撤
去

）

天
井
材

・
下
地

L
G
S
共

に
撤
去

天
井

内
配

管
撤
去

既
存

木
枠

撤
去

印
刷

室

男
子

ト
イ

レ

男
子

ト
イ

レ

長
尺
塩
ビ

シ
ー
ト

t
2
（
撤

去
）

シ
ン
ダ
ー
コ

ン
ク
リ
ー

ト
t
1
5
8
（

撤
去
）

コ
ン
ク
リ
ー

ト
ス
ラ
ブ

t
1
2
0
（

撤
去
）

既
存

換
気

扇
撤

去

既
存

換
気

扇
撤

去

既
存

換
気

扇
撤

去

ラ
イ

ニ
ン

グ
撤

去
(
既

存
S
K
撤

去
は

設
備

工
事

）

ラ
イ

ニ
ン

グ
撤

去
(
既

存
S
K
撤

去
は

設
備

工
事

）

ラ
イ

ニ
ン

グ
撤

去

(既
存

小
便

器
撤

去
：

ラ
イ

ニ
ン

グ
撤

去

(既
存

小
便

器
撤

去
：

4
,
2
5
0

1
,
0
0
0

屋
内

消
火

栓
配

水
管

用
点

検
口

（
別

途
工

事
）

耐
火

目
地

耐
火

目
地

1
,
2
0
0

2
,
5
2
5

5
2
5

1
,
2
0
0

2
,
5
2
5

5
2
5

1
,
2
0
0

2
,
5
2
5

5
2
5

280 30280 30280 30120 30

屋
内
消

火
栓

配
水

管
（
既
設

の
ま

ま
）

X
9

X
8

ア
ル

ミ
サ

ッ
シ

新
設

（
ア
ル
ミ
パ

ネ
ル
、

カ
バ
ー
工

法
）

▽
設

計
G
L

▽
1
F
L

ア
ル

ミ
サ

ッ
シ

新
設

（
ア
ル
ミ
パ

ネ
ル
、

カ
バ
ー
工

法
）

ア
ル

ミ
サ

ッ
シ

新
設

（
ア
ル
ミ
パ

ネ
ル
、

カ
バ
ー
工

法
）

屋
上

EV
ピ

ッ
ト

床
・

壁
：

ケ
イ

酸
質

系
塗

布
防

水

▽
2
F
L

▽
3
F
L

▽
4
F
L

▽
R
S
L

▽
ﾊ
ﾟ
ﾗ
ﾍ
ﾟ
ｯ
ﾄ
天
端

4
,
2
5
0

3,500 3,500 3,500 3,600

300
14,4001,500

160 1,090

1,250 250

1
,
0
0
0

3
,
1
2
5

1
9
0

1
,
2
0
0

2
,
5
2
5

5
2
5

1
,
0
0
0

1
0
0
2
5
0

2
,
2
0
0

2
5
0

2
7
5
1
7
5

1,200 620

3
4
0

3
1
3

2,100

既
存

撤
去

部
分
を

示
す

コ
ン
ク
リ
ー

ト
カ
ッ
タ

ー
の
上

錆
止
め

(
鉄
筋
切
断

面
は
エ
ポ
キ

シ
樹
脂
プ

ラ
イ
マ
ー

改
修
前

改
修

後

矩計図（ ３ ） （ 改修前・ 改修後）

A1:  1/25 A-２ ６

止
水
板
 w
20
0 
t6

止
水
板
 w
20
0 
t6

A3:  1/50 (26/75)

男
子

ト
イ
レ

機
械

設
備

工
事

）
ｱ
ﾙ
ﾐ
ｻ
ｯ
ｼ
撤

去
（

機
械

設
備

工
事

）

（
機

械
設

備
工

事
）

機
械

設
備

工
事

）
（

機
械

設
備

工
事

）

機
械

設
備

工
事

）
（

機
械

設
備

工
事

）

床
：

既
存

ﾓｻ゙
ｲｸ

ﾀｲ
ﾙ 

t6
（

撤
去

）
シ

ン
ダ

ー
コ

ン
ク

リ
ー

ト
t1

04
（

撤
去

）

（
ア

ル
ミ
パ

ネ
ル
、
カ

バ
ー
工

法
）

ア
ル
ミ

サ
ッ

シ
新

設
L
G
S
6
5
下

地

換
気

孔
塞

ぎ
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四
周

シ
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リ
ン

グ

四
周
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ー

リ
ン
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換
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ン

グ

換
気

孔
塞

ぎ
：

四
周

シ
ー

リ
ン

グ

(変
成

シ
リ

コ
ー

ン
系

MS
-2

)

(変
成

シ
リ

コ
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シ
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コ
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膏

ボ
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膏
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60

NP
-0
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同
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強
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膏

ボ
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ド
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防
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改修前改修前

改修後 改修後

tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課
A1  :    1/50

A3  :  1/100

1, 000 3, 075 240

壁・壁仕上げ：撤去
トイレブース：撤去
ライニング　：撤去
和式便器　　：撤去

アルミサッシ（撤去、枠は残す）

RC壁・ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ撤去
（FL+2,400まで）

設備機器・乾式壁・CB壁
ﾗｲﾆﾝｸﾞ(W710xD120xH1,200)撤去

床：ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙt6:撤去
ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄt104:撤去
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層:撤去
RCスラブt120:撤去

3
9
0

3,
63

0
2
4
0

1,
74

0

RC壁撤去
(垂れ壁共)

ライニング撤去
ライニング(W=1,100 D=230 H=1,200)撤去

7
1
0

8
5
0

乾
式

壁
C
B
壁

6,
00

0
4
3
0

4, 250

2, 600 1, 650

Y2

X8

Y3

X9

3,
07

0
1,

19
0

ＰＳ

ＰＳ

廊下

Ａ階段

男子トイレ（閉鎖中)

前室

SK
5
0

5
0

１階平面詳細図

点線： 床梁位置
屋内消火栓配管（ 既存のまま）

Y2

X8

6,
00

0
4
3
0 Y3

X9

4, 250

2, 600 1, 650

1, 000

925 75

1, 000

ＰＳ

ＰＳ

廊下

Ａ階段

耐火間仕切壁：
LSG65下地
強化石膏ボード t21x2

前室

1, 500

800

1, 675

１階平面詳細図

屋内消火栓配管（ 既存のまま）

1, 100 250 1, 225 975 250450

3
3
0

1,
03

0
2
5
0

2,
35

0
2
4
0

1,
74

0

1, 675

6,
00

0
4
3
0

4, 250

2, 600 1, 650

Y2

X8

Y3

X9

3,
07

0
1,

19
0

ＰＳ

ＰＳ

廊下

Ａ階段

前室

１階天井伏図

男子トイレ（閉鎖中)

1, 000 3, 125 190

Y2

X8

6,
00

0
4
3
0 Y3

X9

4, 250

2, 600 1, 650

1, 000

305 695 3, 125 190

ＰＳ

ＰＳ

廊下

Ａ階段

１階天井伏図

前室

エレベータ ー昇降路

点検口

SK撤去

ライニング撤去
(W=4,000 D=125 H=1,200)

(機械設備工事)

トイレブース撤去
天井LGS下地撤去

天井材撤去済

小便器撤去

A1面

屋内消火栓配水管
（既設のまま）

ライニング撤去
(W=1,100 D=230 H=1,200)

X8X9

4, 250

3,
60

0

1FL

RC壁・ ガラ スブロッ ク 撤去
（ FL+2, 400まで）

天井LGS下地撤去 RC垂壁t120
全撤去

A2面

2,
40

0

1, 363

305 50

手洗い器
ラ イ ニング
LGS壁
既存撤去

X8X9

4, 250

3,
60

0

1FL

トイレブース撤去

天井LGS下地撤去

SUS三方枠
（ 既存のまま）

既存WD・ PB
撤去

B面

Y3Y2

6, 000

4, 260 1, 740

3,
60

0

3, 070 1, 190

2,
40

0

RC壁撤去

1FL

ガラスブロック撤去
トイレブース撤去

コンクリート壁 t=120 撤去

小梁下端

C1面

屋内消火栓配水管
（既設のまま）

X8 X9

4, 250

3,
60

0

2,
60

0
5
0

1FL

既存WD・ PB撤去

PS

既存LGS壁撤去

C2面

X8 X9

4, 250

3,
60

0

1FL

天井LGS下地撤去

D面

壁： LGS下地
+PBｔ 9. 5( 撤去) CB壁( 撤去)

ラ イ ニング
( W4, 000xD120xH1, 200) 撤去

ラ イ ニング
( W710xD120xH1, 200) 撤去

Y3 Y2

6, 000

1, 740 4, 260

3,
60

0

1FL

A面

LGS65+強化石膏ボード t21+t 21既存RC壁t120+
モルタ ルt30両面

耐火目地

X8X9

4, 250

3,
60

0

1, 000 1, 575 1, 675

75 3, 240

65

2,
50

0

1FL

B面

Y3

1, 740

3,
60

0

2,
30

0

90 1, 990

340

1FL

SUS三方枠
（ 既存のまま）

C面

X8 X9

4, 250

3,
60

0

2,
50

0

125

453, 330

1FL

SUS三方枠
（ 既存のまま）

D面

Y3

1, 740

3,
60

0

2,
30

0

90 1, 560 90

1FL

１ 階平面詳細図・ 天井伏図・ 展開図（ 改修前・ 改修後）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

仕上表（ 改修前）

仕上表（ 改修後）

室名 １ 階男子ト イ レ

床 モザイ ク タ イ ルt6+シンダーコ ンク リ ート t104（ 撤去）

巾木 モザイ ク タ イ ル100角（ 撤去）

壁 モルタ ル金ゴテ+VP（ 一部H=FL+2, 400まで撤去）

天井 天井材なし ・ 下地LGSあり （ 撤去）

廻縁 塩ビ製

CH ―

備考 残置設備配管あり 、 閉鎖部分については撤去

備考

残置設備配管あり 、 閉鎖部分については撤去

室名 １ 階男子ト イ レ前室

床 エポキシ系樹脂塗床シンダーコ ンク リ ート t 160（ 既存のまま）

巾木 モルタ ル金ゴテ目地分れ（ 既存のまま）

壁 モルタ ル金ゴテ+VP（ 既存のまま） ・ CB壁（ 撤去）

天井 天井材なし ・ 下地LGSあり （ 撤去）

CH ―

LGS65下地＋石膏ボード t9. 5（ 撤去） ・ ラ イ ニング（ 撤去）

室名 EVシャ フ ト ( 改修前： 1階男子ト イ レ）

床 ー

巾木 ー

壁 ー

天井 ー

CH ―

室名 EV前室( 改修前： 1階男子ト イ レ前室）

床

巾木 既存部： モルタ ル金ゴテ目地分れ（ 既存のまま）

壁 既存部： モルタ ル金ゴテ+EP-G（ 既存のまま）

CH 2, 300

新設部： ソ フ ト 巾木H=100

床仕上げ新設部分を示す

A-２ ７
27（    /75）

450x450

( W4, 000xD120xH1, 200) 撤去

備考

天井 LGS19下地化粧石膏ボード t9. 5

廻縁 塩ビ製

(機械設備工事)

既存換気扇撤去（機械設備工事）

点検口（ 450x450） （ 新設）

新設部： LGS65下地強化石膏ボード t21+21 EP-G

強 化 石 膏 ボ ー ド t 21+t 21  LGS65下 地  

EP-G

洗面器撤去（ 機械設備工事）

和便器ｘ １ （ 撤去） 、 洋便器ｘ １ 、 小便器ｘ ５ （ 機械設備工事で撤去）

※ 耐 火 間 仕 切 り ： 強 化 石 膏 ボ ー ド （ 吉 野 石 膏 ( FP060NP-0497) ） 同 等 品 以 上

修繕工事

別途ト イ レ

修繕工事

別途ト イ レ

1200

エポキシ系樹脂塗床シンダーコ ンク リ ート t160( 既存のまま）

エポキシ系樹脂塗床　 無収縮モルタ ル（ 一部新設）

既存WD・ PB

1200 撤去



改修前改修前

改修後 改修後

tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課
A1  :    1/50

A3  :  1/100

1, 000 3, 125 190

3
4
0

3,
68

0
1,

98
0

アルミサッシ（撤去、枠は残す）

RC壁・ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ撤去
（FL+2,400まで）

RC壁撤去
(垂れ壁共)

壁：仕上げ撤去

床：長尺塩ビシートt2.0:撤去
ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄt158:撤去
RCスラブt120:撤去

6,
00

0
4
3
0

4, 250

275 2, 265 1, 65060

4,
26

0
1,

74
0

Y2

X8

Y3

X9

3,
07

0
1,

19
0

ＰＳ

ＰＳ

廊下

印刷室

前室

２階平面詳細図

6,
00

0
4
3
0

4, 250

275 2, 265 1, 65060

4,
26

0
1,

74
0

Y2

X8

Y3

X9

1, 200 2, 525 525

1, 000

305 695 3, 125 190

ＰＳ

ＰＳ

廊下

Ａ階段

２階平面詳細図

耐火間仕切壁：
LSG65下地
強化石膏ボード t21x2

前室

1, 675

800

天井：仕上げ撤去
照明機器：撤去
点検口：撤去

天井：仕上げ撤去
照明機器：撤去
点検口：撤去

6,
00

0
4
3
0

4, 250

275 2, 265 1, 65060

4,
26

0
1,

74
0

Y2

X8

Y3

X9

3,
07

0
1,

19
0

ＰＳ

ＰＳ

廊下

印刷室

前室
Ａ階段

２階天井伏図

6,
00

0
4
3
0

4, 250

275 2, 265 1, 65060

4,
26

0
1,

74
0

Y2

X8

Y3

X9

1, 200 2, 525 525

1, 000

305 50 3, 770 190

ＰＳ

ＰＳ

廊下

Ａ階段

２階天井伏図

前室

エレベータ ー昇降路

天井材・ 下地LGS共撤去

A1面

X8X9

4, 250

3,
50

0

2FL

RC壁・ ガラ スブロッ ク 撤去
（ FL+2, 400まで）

天井LGS下地撤去

RC垂壁t120
全撤去

A2面

1, 363

X8X9

4, 250

3,
50

0

1, 075 3, 300

125

2FL

天井材・ LGS下地
共撤去

SUS三方枠
（ 既存のまま）

B面

Y3Y2

6, 000

4, 260 1, 740

3,
50

0

3, 070 1, 190

RC壁撤去

2FL

ガラスブロック撤去
コンクリート壁 t=120 撤去

C1面

X8 X9

4, 250

3,
50

0

50 4, 010

3104, 060

2FL

既存WD・ PB撤去

C2面

X8 X9

4, 250

3,
50

0

125

8303, 545

2FL

天井LGS下地撤去

D面

Y3 Y2

6, 000

1, 740 4, 260

3,
50

0

340

1, 990 4, 080 90

2FL

PS点検口SD
（ 既存のまま）

A面

LGS65+強化石膏ボード t21+t 21既存RC壁t120+
モルタ ルt30両面

耐火目地

X8X9

4, 250

3,
50

0

1, 000 1, 575 1, 675

75 3, 240

65

2,
50

0

2FL

B面

Y3

1, 740

3,
50

0

2,
30

0

90 1, 990

2FL

SUS三方枠
（ 既存のまま）

C面

X8 X9

4, 250

3,
50

0

2,
50

0

125

453, 330

2FL

SUS三方枠
（ 既存のまま）

D面

Y3

1, 740

3,
50

0

2,
30

0

90 1, 560 90

PS点検口SD
（ 既存のまま）

2FL

２ 階平面詳細図・ 天井伏図・ 展開図（ 改修前・ 改修後）

A-２ ８
28  

仕上表（ 改修前）

仕上表（ 改修後）

室名 印刷室

床 長尺塩ビシート t2 ｼﾝﾀﾞ ｺーﾝｸﾘ ﾄーt 158（ 撤去）

巾木 ソ フ ト 巾木( 撤去）

壁 モルタ ル補修+塗装（ 一部H=FL+2, 400まで撤去）

天井 化粧石膏ボート  900角　 LGS19下地( 撤去）

廻縁 塩ビ製

CH ―

備考 点検口（ 450ｘ 450） （ 撤去）

備考

室名 印刷室前室

床 エポキシ系樹脂塗床シンダーコ ンク リ ート t 160（ 既存のまま）

巾木 モルタ ル金ゴテ目地分れ（ 既存のまま）

壁 モルタ ル金ゴテ+VP（ 既存のまま）

天井 化粧石膏ボード （ 撤去）

廻縁 ―

CH ―

点検口（ 450ｘ 450） （ 撤去）

室名 EVシャ フ ト ( 改修前： 印刷室）

床 ー

巾木 ー

壁 ー

天井 ー

CH ―

室名 EV前室( 改修前： 印刷室前室）

床 エポキシ系樹脂塗床シンダーコ ンク リ ート t160( 既存のまま）

巾木 既存部： モルタ ル金ゴテ目地分れ（ 既存のまま）

壁 既存部： モルタ ル金ゴテ+EP-G（ 既存のまま）

CH 2, 300

新設部： ソ フ ト 巾木H=100
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

床仕上げ新設部分を示す

点検口
450x450

（    /75）

既存換気扇撤去（機械設備工事）

備考

天井 LGS19下地化粧石膏ボード t9. 5

廻縁 塩ビ製

点検口（ 450x450） （ 新設）

EP-G

新設部： LGS65下地強化石膏ボード t21+21　 EP-G

※ 耐 火 間 仕 切 り ： 強 化 石 膏 ボ ー ド （ 吉 野 石 膏 ( FP060NP-0497) ） 同 等 品 以 上

1200

エポキシ系樹脂塗床　 無収縮モルタ ル（ 一部新設）

1200



改修後

改修前改修前

改修後

tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課
A1  :    1/50

A3  :  1/100

355 3, 770 125

3
4
0

3,
68

0
1,

98
0

RC壁・ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ撤去
（FL+2,400まで）

床：ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙt6:撤去
ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄt104:撤去
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層:撤去
RCスラブt120:撤去

RC壁撤去
(垂れ壁共)

アルミサッシ（撤去、枠は残す）
ライニング撤去
(W=4,000 D=125 H=1,200) ライニング(W=1,100 D=230 H=1,200)撤去

壁・壁仕上げ：撤去
トイレブース：撤去
ライニング　：撤去
和式便器　　：撤去

SK

6,
00

0
4
3
0

4, 250

275 2, 265 1, 65060

4,
26

0
1,

74
0

Y2

X8

Y3

X9

3,
07

0
1,

19
0

ＰＳ

ＰＳ

廊下

前室

３・４階平面詳細図

男子トイレ（閉鎖中)

5
0

5
0

6,
00

0
4
3
0

4, 250

275 2, 265 1, 65060

4,
26

0
1,

74
0

Y2

X8

Y3

X9

1, 200 2, 525 525

1, 000

305 50 3, 770 190

ＰＳ

ＰＳ

廊下

３・４階平面詳細図

Ａ階段

耐火間仕切壁：
LSG65下地
強化石膏ボード t21x2

前室

800

1, 675

天井：仕上げ撤去
照明機器：撤去
点検口：撤去

天井：仕上げ撤去
照明機器：撤去
点検口：撤去

6,
00

0
4
3
0

4, 250

275 2, 265 1, 65060

4,
26

0
1,

74
0

Y2

X8

Y3

X9

3,
07

0
1,

19
0

ＰＳ

ＰＳ

廊下

前室
Ａ階段

３・４階天井伏図

男子トイレ（閉鎖中)

点検口( 4階)
（ 450x450）

6,
00

0
4
3
0

4, 250

275 2, 265 1, 65060

4,
26

0
1,

74
0

Y2

X8

Y3

X9

1, 200 2, 525 525

1, 000

305 50 3, 770 190

ＰＳ

ＰＳ

廊下

Ａ階段

３・４階天井伏図

前室

エレベータ ー昇降路

SK撤去
(機械設備工事)

トイレブース撤去

天井： ｹｲｶﾙ板t6+下地LGS19撤去

小便器撤去
(機械設備工事)

既存換気扇撤去（設備工事）

A1面

ライニング撤去
(W=4,000 D=125 H=1,200)

ライニング撤去
(W=1,100 D=230 H=1,200)

X8X9

4, 250

3,
50

0

FL

RC壁・ ガラ スブロッ ク 撤去
（ FL+2, 400まで）

天井： ｹｲｶﾙ板t6+下地LGS19撤去

RC垂壁t120
全撤去

A2面

1, 363

X8X9

4, 250

3,
50

0

1, 075 3, 300

125

1FL

トイレブース撤去
SUS三方枠
（ 既存のまま）

既存WD・ PB
撤去

B面

Y3Y2

6, 000

4, 260 1, 740

3,
50

0

3, 070 1, 190

RC壁撤去

1FL

ガラスブロック撤去
トイレブース撤去

コンクリート壁 t=120 撤去

C1面

X8 X9

4, 250

3,
50

0

2,
60

0
5
0

1FL

既存WD・ PB撤去

PS

C2面

X8 X9

4, 250

3,
50

0

1FL

天井： ｹｲｶﾙ板t6+下地LGS19撤去

D面

Y3 Y2

6, 000

1, 740 4, 260

3,
50

0

1FL

A面

LGS65+強化石膏ボード t21+t 21既存RC壁t 120+
モルタ ルt30両面

耐火目地

X8X9

4, 250

3,
50

0

1, 000 1, 575 1, 675

75 3, 240

65

2,
50

0

FL

B面

Y3

1, 740

3,
50

0

2,
30

0

90 1, 990

FL

SUS三方枠
（ 既存のまま）

C面

X8 X9

4, 250

2, 600 1, 650

3,
50

0

2,
50

0

125

453, 330

FL

SUS三方枠
（ 既存のまま）

450

5
0
0

1,
00

0

D面

Y3

1, 740

3,
50

0

2,
30

0

90 1, 560 90

PS点検口SD
（ 3・ 4階新設）

FL

３ ・ ４ 階平面詳細図・ 天井伏図・ 展開図（ 改修前・ 改修後）

仕上表（ 改修前）

仕上表（ 改修後）

残置設備配管あり 、 閉鎖部分については撤去

室名 ３ ・ ４ 階男子ト イ レ

床 モザイ ク タ イ ルt6+シンダーコ ンク リ ート t104（ 撤去）

巾木 モザイ ク タ イ ル100角（ 撤去）

壁 モルタ ル金ゴテ+VP（ 一部H=FL+2, 400まで撤去）

天井 ｹｲｶﾙ板t6（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有レベル3) 目透かし  LGS19下地（ 撤去）

廻縁 塩ビ製

CH ―

備考

和便器ｘ １ （ 撤去） 、 洋便器ｘ １ ・ 小便器ｘ ５ （ 設備工事で撤去）

点検口（ 450x450） （ 撤去）

備考 残置設備配管あり 、 閉鎖部分については撤去

室名 ３ ・ ４ 階男子ト イ レ 前室

床 エポキシ系樹脂塗床シンダーコ ンク リ ート t 160（ 既存のまま）

巾木 モルタ ル金ゴテ目地分れ（ 既存のまま）

壁 H=FL+2, 350までモルタ ル金ゴテ+VP（ 既存のまま）

天井 ｹｲｶﾙ板t6（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有レベル3) 目透かし  LGS19下地（ 撤去）

廻縁 ―

CH ―

点検口（ 450x450） （ 撤去）

A-２ ９
29  

室名 EVシャ フ ト ( 改修前： ３ ・ ４ 階男子ト イ レ ）

床 ー

巾木 ー

壁 ー

天井 ー

CH ―

備考

天井 LGS19下地化粧石膏ボード t9. 5

廻縁 塩ビ製

PS点検口（ 新設）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

床仕上げ新設部分を示す

（ 450x450）
点検口( 3階)

天井点検口（ ３ 階： 450x450、 ４ 階： 450ｘ 450） （ 新設）

（    /75）

室名 EV前室( 改修前： 印刷室前室）

床 エポキシ系樹脂塗床シンダーコ ンク リ ート t160( 既存のまま）

巾木 既存部： モルタ ル金ゴテ目地分れ（ 既存のまま）

壁 既存部： モルタ ル金ゴテ+EP-G（ 既存のまま）

CH 2, 300

新設部： ソ フ ト 巾木H=100

新設部： LGS65下地強化石膏ボ ー ド t 21+21EP-G

※ 耐 火 間 仕 切 り ： 強 化 石 膏 ボ ー ド （ 吉 野 石 膏 ( FP060NP-0497) ） 同 等 品 以 上

EP-G

天井： ケイ カ ル板t6+下地19撤去

1200

エポキシ系樹脂塗床　 無収縮モルタ ル（ 一部新設）

1200
既存WD・ PB
撤去



±０
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〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課
２階 職員室・倉庫 平面詳細図・天井伏図（改修前）

A1:1/50
A3:1/100

改修前

Y1

X4 X3 X2

Y2

Y3

X5
4,250 4,250 4,250

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

215 215
8,930

215 8,070 4,680
215 215

6
6
0

5
,
0
9
0

2
8
0

5
3
0

改修範囲

職員室

倉庫

RC壁撤去
（梁下50㎜まで）

Y1

X4 X3 X2

Y2

Y3

X5
4,250 4,250 4,250

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

215 215
8,930

215 8,070

4,680

215 215

1,550 1,100 1,600

1
,
3
0
0

2
,
4
0
0

1
,
1
0
0

1
,
2
0
0

改修範囲

1,450 1,350 1,450

職員室

倉庫

スラブ下面より
≒H100(既存RC壁切断済）

スラブ下面より
≒H300(既存RC壁切断済）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

２ 階    職員室・ 倉庫 平面詳細図    A3: 1/100 ２ 階    職員室・ 倉庫 天井伏図    A3: 1/100

A-３ ０
（ 30/75）

CH=3500CH=3100±０

±０
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〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課
２階 職員室・倉庫 展開図（改修前）

A1:1/50
A3:1/100

改修前X4 X3X5
4,250 4,250

▽2FL

FIX FIX FIXFIX

3
,
1
0
0

Y1 Y2 Y3
8,000 6,000

▽2FL

FIX

FIX

520

50

5,090 50

26090

2
,
8
2
0

2
3
0

5
0

RC耐力壁撤去範囲

梁下端

30

改修範囲

X4X3 X5
4,250 4,250

▽2FL

3
,
1
0
0

5
0

2
,
8
2
0

RC壁撤去範囲

Y1Y2Y3
6,000 8,000

▽2FL

FIX

FIX

X3 X2
4,250

▽2FL

RC壁撤去範囲

2
8
0

2
,
8
2
0

改修範囲

躯体現し

モルタ ル仕上
( FL+2, 350まで）

Y2 Y3
6,000

▽2FL

改修範囲

躯体現し

モルタ ル仕上
( FL+2, 350まで）

X3X2
4,250

▽2FL

RC壁撤去範囲

改修範囲

5
0

2
,
8
2
0

躯体現し

モルタ ル仕上
( FL+2, 350まで）

Y2Y3
6,000

▽2FL
90

290

50 5,090

50

520

RC耐力壁撤去範囲

4
8
0

5
0

2
,
8
2
0

改修範囲

躯体現し

モルタ ル仕上
( FL+2, 350まで）

室名 職員室

床

巾木

壁

天井

CH

備考

ブナフ ローリ ングブロッ ク  t 15

モルタ ル金ゴテ VP

寒冷紗+VP

有孔石膏ボード  t 9. 5+EP

3, 100

廻縁 －

※職員室は既存のままと する

室名 倉庫

床

巾木

壁

天井

CH

備考

モルタ ル金ゴテビニル床シート t2. 0（ 既存のまま）

なし

モルタ ル下地補修（ 既存のまま）

躯体現し

設備配管・ 電気配線・ 照明器具等

廻縁 ―

壁面および天井に既存露出配線あり

D面C面

C面 D面

A面

A面 B面

B面

A-３ １
（ 31/75）

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

3
,
3
5
0

3
,
3
5
0

3, 350
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〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課
２階 職員室・倉庫 平面詳細図・天井伏図（改修後）

A1:1/50
A3:1/100

改修後

Y1

X4 X3 X2

Y2

Y3

X5
4,250 4,250 4,250

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

215 215
8,930

215 8,070 4,680
215 215

改修範囲
職員室

切断面鉄筋防錆処理の上
モルタルt30+EP-G

切断面鉄筋防錆処理の上
モルタルt30+EP-G

SUS床見切り

壁切断部：床面防錆処理の上
モルタル補修+ビニル床シートt2.0

Y1

X4 X3 X2

Y2

Y3

X5
4,250 4,250 4,250

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

215 215
8,930

215 8,070 4,680
215 215

改修範囲

職員室

切断面鉄筋防錆処理の上
モルタルt30+EP-G

（ 既存のまま）

　 　 　 　 （ 新設）

天井直付けLED灯x6

点検口
（ 450x450）

点検口
（ 450x450）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

２ 階    職員室・ 倉庫 平面詳細図    A3: 1/100 ２ 階    職員室・ 倉庫 天井伏図    A3: 1/100

A-３ ２
（ 32/75）

 （ 新設x6）

±０ ±０CH=3100 CH=2900

±０

天井： 有孔石膏ボード t9. 5　 EP-G
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〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課
２階 職員室・倉庫 展開図（改修後）

A1:1/50
A3:1/100

改修後X4 X3X5
4,250 4,250

▽2FL

FIX FIX FIXFIX

3
,
1
0
0

切断面防錆処理の上
モルタルt30+EP-G

Y1 Y2 Y3
8,000 6,000

▽2FL

FIX

FIX

梁下端

改修範囲

90 600 5,030 340
30

X3 X2
4,250

▽2FL

SUS床見切り

モルタル補修+塩ビシートt2

2
,
9
0
0

改修範囲

RC壁切断面
防錆処理の上
モルタルt30
+EP-G

Y2 Y3
6,000

▽2FL

2
,
9
0
0

改修範囲

　　　LSG下地

X4X3 X5
4,250 4,250

X3X2
4,250

▽2FL

2
,
9
0
0

改修範囲

3
,
1
0
0

切断面防錆処理の上
モルタルt30+EP-G

Y1Y2Y3
6,000 8,000

▽2FL

FIX

FIX

室名 職員室

床

巾木

壁

天井

CH

備考

モルタル金ゴテビニル床シートt2.0(既存のまま）

なし

なし（RC壁現し）

2,900（旧倉庫部分）

天井点検口(450x450x2か所、新設）

廻縁 塩ビ廻縁

既存壁撤去の際、鉄筋切断面はエポキシ樹脂

プライマー等により防錆処理を行うこと

A１ 面

A２ 面

B１ 面

B２ 面

C面

D面

B1面

A1面

A２ 面 B２ 面

D面C面

展開方向
キープラン

A-３ ３
（ 33/75）

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

LGS19下地　有孔石膏ボードt9.5　EP-G（新設）

　　　LSG下地
天井：有孔石膏ボードt9.5　EP-G（新規） 天井：有孔石膏ボードt9.5　EP-G（新規）

　　　LSG下地
天井：有孔石膏ボードt9.5　EP-G（新規）



改修後

改修前

tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課
建具表(改修前・改修後) A3:1/100

   1/150

34
A-３ ４

ＰＳ

ＰＳ

廊下

Ａ階段

男子トイレ（閉鎖中)女子トイレ（閉鎖中）

前室前室

SK SK

１階キープラン

SS
1

AW
1

WD
1

TB
2

ＰＳ

ＰＳ

廊下

印刷室

前室

２階キープラン

SS
1

AW
1

SK

ＰＳ

ＰＳ

廊下

前室

男子トイレ（閉鎖中)

３階キープラン

SS
1

AW
1

WD
1

TB
2

有効開口

900

1, 500

1, 100 250 1, 225 975 250450

3
3
0

1,
03

0
2
5
0

2,
35

0
2
4
0

1,
74

0

1, 675

ＰＳ

ＰＳ

廊下

倉庫

多機能トイレ

Ａ階段前室
前室

１階キープラン

AW
1a

ＰＳ

ＰＳ

廊下

Ａ階段

前室

２階キープラン

AW
1a

ＰＳ

ＰＳ

廊下

Ａ階段

前室

３階キープラン

SD
2

AW
1a

SK

ＰＳ

ＰＳ

廊下

前室

男子トイレ（閉鎖中)

４階キープラン

SS
1

AW
1

WD
1

TB
2

ＰＳ

ＰＳ

廊下

Ａ階段

前室

４階キープラン

SD
2

AW
1a

記号・ 形式

使用箇所・ 数量

材質・ 仕上・ 見込

ガラ ス

金物

備考

記号・ 形式

使用箇所・ 数量

材質・ 仕上・ 見込

ガラ ス

金物

備考

記号・ 形式

使用箇所・ 数量

材質・ 仕上・ 見込

ガラ ス

金物

備考

記号・ 形式

使用箇所・ 数量

材質・ 仕上・ 見込

ガラ ス

金物

備考

姿図

姿図

姿図

姿図

AW
1

男子ト イ レ（ １ ・ ３ ・ ４ 階） ・ 印刷室（ ２ 階）

アルミ 製

4

60

型ガラ ス t 4

水切り ・ ク レセント

枠のみ残し 、 障子部分を撤去

引違窓　 【 一部撤去】

【 枠を 残し 、 障子を 撤去】

SS
1

男子ト イ レ（ １ ・ ３ ・ ４ 階） ・ 印刷室（ ２ 階）

ステンレ ス製

4

180

ー

ー

三方枠　 【 撤去】
WD
1

前室（ １ ・ ３ ・ ４ 階）

木製

3

36

ー

丁番・ 把手（ 引手） ・ シリ ンダー錠

SUS三方枠は残し 、 木建部分および乾式壁部分を撤去

片開き 戸　 【 撤去】
TB
1

女子ト イ レ （ １ 階）

ポリ エステル樹脂化粧合板

1

40

ー

SUS巾木、 アルミ 製笠木カ バー、 文字プレ ート 、 グラ ビティ ヒ ンジ

ト イ レ ブース　 【 撤去】

TB
2

男子ト イ レ （ １ ・ ３ ・ ４ 階）

木製

3

40

ー

SUS巾木、 アルミ 製笠木カ バー、 文字プレ ート 、 グラ ビティ ヒ ンジ

ト イ レ ブース　 【 撤去】

AW
1a

エレベータ ー昇降路

アルミ アルマイ ト 仕上　 アルミ パネル t3

4

70

付属金物一式

嵌め殺し アルミ サッ シ 【 新設】 （ カ バー工法）
SD
1

倉庫（ １ 階）

スチール製フ ラ ッ シュ 　 OP仕上

1

30

ー

シリ ンダー箱錠・ 丁番・ 付属金物一式

片開き 戸（ 屋内消火栓配水管点検口） 　 【 新設】
SD
2

前室（ ３ ・ ４ 階）

スチール製フ ラ ッ シュ 　 OP仕上

2

30

ー

シリ ンダー箱錠・ 丁番・ 付属金物一式

片開き 戸（ PS点検口） 　 【 新設】 LSD
1

多機能ト イ レ（ １ 階）

軽量鋼製

1

40

ー

表示付鎌錠（ 非常解錠装置付） ・ 大型引手・ 付属金物一式

二連吊型引戸（ 戸袋なし タ イ プ） 　 【 新設】

WD
2

倉庫（ １ 階）

木製フ ラ ッ シュ

1

30

ー

シリ ンダー箱錠・ 丁番・ 付属金物一式

片開き 戸　 【 新設】

2
5

1,
82

5
5
0

1,
90

0

400 550 550 550 550 550
265

550 100
4, 065

400
550 550 550 550 550

265
550 100

4, 065

9
8
0

2
5

1,
82

5
5
0

1,
90

0

100
550

265
550 550 550

2, 875

100 550
265

550 550 550 310

2, 875

310

1,
20

0

1, 630

1,
20

0

1, 630

2,
00

0

800

600

1,
20

0
6
2
0 1FL

450

5
0
0

1FL1,
00

0

2,
00

0

960

2,
00

0

800

2,
00

0

1, 050

900 ( 有効開口）

1/1501/100 1/100 1/100

1/100 1/100 1/100 1/100

1/100

1/150

（ 既存枠）

（
既

存
枠

）

A1:1/ 50
   1/ 75

（    /75）



：仮囲い（ガードフェンス H=1.8m L=32m）

図  面  名
縮

尺

工  事  名 図 面 番 号船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

船橋市建設局建築部建築課 令和8年度

A-35
(35/75)

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一
tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

外部仮設計画図【参考図】

DN

E
X
P
.
J

DN

E
X
P
.
J

Ａ階段

キュ ービク ル

道路境界線

市道24-008号線

一方通行

▲

進入路

正門

交通整理員

20人工程度

6,
00

0
隣
地
境
界
線

現場事務所

設備工事による

掘削・ 復旧範囲

WC

キャ スタ ーゲート ：

ガード フ ェ ンス: H=1. 8m L=17m

ガード フ ェ ンス: H=1. 8m L=15m

通用口扉

建枠900x3, 600 H=9m

建枠900x3, 600 H=3m

建枠900x5, 400 H=15m

工事車両進入路

H=1. 8m L=6m

Ｎ

□ 仮設工事凡例・仮設数量

X7 X8 X9 X10

室外機置場囲い

（ 既存） W=1, 800 H＝2, 000×2箇所

北側立面図 1/250

□ 凡例

：キャスターゲート（H=1.8m L=6.0m）

：外部足場　(枠組本足場手すり先行方式)

：通用口扉（W0.9m H=1.8m）

A3:1/250,1/300

A1:1/125,1/150

：工事範囲を示す

4,40
3

養生シート （ 防炎I 類）

養生シート （ 防炎I 類）

養生シート （ 防炎I 類）

屋根

屋根

屋根

通路

花壇花壇

屋根

屋根

　養生シート張り（防炎I種）

ガード フ ェ ンス: H=1. 8m L=30m

ラフター

2
,
2
0
0

③枠組本足場（ 手すり 先行方式）

②枠組本足場（ 手すり 先行方式）

①枠組本足場（ 手すり 先行方式）

②枠組本足場（ 手す り 先行方式）

①枠組本足場（ 手す り 先行方式）

③枠組本足場（ 手す り 先行方式）



ブルーシートでの養生範囲

２階平面図

＜管理棟及び普通・特別教室棟①＞

X14

4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250

55,250

X2X3X4X5X6X7X8X9X10X11X12X13 X1

※1

※1

※
1
,
0
0
0

7
,
0
0
0

2
,
5
0
0

6
,
0
0
0

8
,
0
0
0

2
3
,
5
0
0

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

2
3
,
5
0
0

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

7
,
0
0
0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

※1

※
1
,
0
0
0

※1

※
1
,
0
0
0

7
,
0
0
0

2
,
5
0
0

6
,
0
0
0

Y5

Y4

Y3

Y2

1
5
,
5
0
0

Y5

Y4

Y3

Y2

7
,
0
0
0

2
,
5
0
0

6
,
0
0
0

1
5
,
5
0
0

X14 X13 X12 X11 X10 X9 X8 X7

4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250

29,750

１階平面図

＜管理棟及び普通・特別教室棟①＞

４階平面図

＜管理棟及び普通・特別教室棟①＞

３階平面図

＜管理棟及び普通・特別教室棟①＞

普通教室 普通教室

男子便所女子便所

普通教室資料室

廊下

DNUP

屋根

図書室 校長室 応接室

職員室

準備室 事務室

湯沸

男子便所

更衣室放送室

調整室

印刷室進路室

女子便所

職員玄関

DN

UP DN

ＰＣ室

廊下

渡廊下

バルコニーバルコニー

男子便所女子便所 昇降口

昇降口

UP

相談室相談室

ピロティ

倉庫

保健室

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

第2美術室 ＰＴＡ室

廊下

渡廊下

普通教室 普通教室 普通教室

男子便所

生徒会室

バルコニー

女子便所

廊下

UP DN

屋根

船 橋 市 建 設 局 建 築 部 建 築 課
有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号

〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９

tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

作　図

図 面 名

工事名称 縮尺 番号
A1:1/150

A3:1/300内部仮設計画図【参考図】
安　田　良　一

倉庫

※
1
,
0
0
0

※1

Ａ階段

Ａ階段

Ａ階段

Ａ階段

PB 9.5　CH=2,700

工事終了までの養生範囲

【凡例】

①

工事用仮設間仕切り壁（工事出入口付）

□特記事項

　トイレ設置箇所、２階職員室耐震壁撤去箇所に適用する。

・内部仮設範囲は、１～４階エレベーター設置箇所、１階多機能

・

　(※１）を確保すること。

・廊下に面する部分は、職員の通行に支障ない程度の通路幅

（天井の撤去・復旧期間）

①

②

高 さ長 さ 仕 様

□内部仮設計画

２．７０ｍ

床、壁、天井の目止メ共

(室内側)

養生シート張り

ＬＧＳ６５+

石膏ボード t9.5 片面貼

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

※
1
,
0
0
0

A-36

倉庫

1,500

1
,
0
0
0

1,500

1
,
00
0

６．００ｍ

　５．２０ｍ

①

①

①
②

(36/75)



●

●　　　施工　　　　　評定等をされた施工管理基準による

セット

4.既製
　コンクリート杭
　地業

〇

　　　外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）
　　　プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）
　　　遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

  　　　SC杭の鋼管材料　　　SKK400、　　SKK490
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

〇
〇

〇
〇 〇

・寸法、継手、性能等　(種別：種類、性能及び曲げ強度区分）　：　　　　  (4.2.2)(4.3.3)

試験杭

本杭

〇

〇

〇

備考

上杭
中杭
下杭
上杭
中杭
下杭

長期設計
支持力
(kN/本)

　数
継手数

(N/mm2)
ート強度
コンクリ

種類
(mm) (mm) (mm)

杭長

　　　セメントミルク工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4.2.2)(4.3.4)〇

　　　杭の精度　水平方向の位置ずれ　　杭径の1/4かつ100㎜以下、　（　　　　　　　　 ）

　　　試験杭の位置　　　　　　　　　  図示による、　（ 　　　　　　　　　　　 　　 ) 

　　　杭の支持地盤への根入れ深さ　    図示による、　（ 　　　　　　　　　　　 　　 ) 

〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇 〇
　　　　　　　　杭の傾斜　　　　　　　1/100以内、　 （　　　　　　　　　　　　　　 ）〇 〇

　　　掘削深さ　　　　　　　　　　　  図示による、　（ 　　　　　　　　　　　 　　 ) 

・杭先端部形状　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.4.3)
　　　開放形、　　半開放形、　　閉そく形、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）〇 〇 〇 〇

〇

　　　　　採用できる工法
〇

〇

　　　特定埋込杭工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4.2.2)(4.3.5)

　　　工法
　　　　　プレボーリング拡大根固め工法
　　　　　中堀り拡大根固め工法

〇
〇
〇

〇
　　　試験杭の位置　　　　　　　　　  図示による、　（ 　　　　　　　　　　　 　　 ) 〇 〇

〇 〇

　　　　　H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を

〇
〇

　　　杭の精度　水平方向の位置ずれ　　評定等の内容による、　（　　　　　　　　　　 ）

　　　杭周固定液　　　　　　　　　　　使用する、　　　使用しない〇

　　　アーク溶接継手
　　　溶接材料　　　標準仕様書 7.2.5(1)(2)による、　（　　　　　　　　　　　　　　 ）

〇
〇 〇

　　　無溶接継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　
　　　工法　　　　　評定等を受けた工法
　　　検査　　　　　評定等により定められた項目

〇

　　　処理しない

　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　
　　　処理する　

〇
〇

　　　杭の支持地盤への根入れ深さ　    図示による、　（ 　　　　　　　　　　　 　　 ) 

〇 〇
・杭頭の中詰め材料　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.3.8)

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

〇 〇 〇
〇 〇

〇
〇

〇

〇 〇 〇

〇

　1.共通仕様書

　　1）項目は、●のついたものを適用する。

　　3）特記事項に記載の（　　）内表示番号は標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章

1.支持地盤

　　　基礎のコンクリートと同調合のもの、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）〇 〇

　　　　　下記の値を採用できる工法
　　　　　H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式の内、α、β、γが

5.鋼杭地業

セット

試験杭

本杭

〇

備考
長期設計
支持力
(kN/本)

　数
継手数

(mm) (mm) (mm)

杭長

杭径

杭径厚さ
種類

・施工方法　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.3.1)

・施工方法　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.4.1)
〇

　　　　　採用できる工法
〇

　　　特定埋込杭工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4.2.2)(4.3.5)

　　　工法

　　　　　H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を

　　　　　下記の値を採用できる工法
　　　　　H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式の内、α、β、γが

〇
〇

　　　　　中堀り拡大根固め工法

　　　試験杭の位置　　　　　　　　　  図示による、　（ 　　　　　　　　　　　 　　 ) 〇 〇
〇
〇

　　　杭の精度　水平方向の位置ずれ　　評定等の内容による、　（　　　　　　　　　　 ）
　　　　　　　　杭の傾斜　　　　　　　評定等の内容による、　（　　　　　　　　　　 ）

〇

　　　　　　　　杭の傾斜　　　　　　　評定等の内容による、　（　　　　　　　　　　 ）
・杭の継手の工法　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.3.3)(4.3.6)(7.2.5)

　　　溶接継手

　　　無溶接継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　
　　　工法　　　　　評定等を受けた工法
　　　検査　　　　　評定等により定められた項目
　　　施工　　　　　評定等をされた施工管理基準による

　　　処理しない

　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　
　　　処理する　〇

〇 〇
・杭頭の中詰め材料　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.3.8)
　　　基礎のコンクリートと同調合のもの、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）〇 〇

〇 〇　　　溶接材料　　　標準仕様書 7.2.5(1)(2)による、　（　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　形状　　　　　JIS A 5525による、　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　 ）〇 〇

・杭頭の処理　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4.3.8)(4.4.6)

・杭の継手の工法　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.3.3)(4.4.5)(7.2.5)

6.場所打ち
　コンクリート
　杭地業

〇
・工法　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4.5.1)(4.5.5)

　　　リバース工法
　　　オールケーシング工法（孔内の水張り　　行う、　　行わない）

　　　アースドリル工法（安定液　　使用する、　　使用しない）〇
〇
〇

〇 〇

〇 〇
・併用する工法　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4.5.1)(4.5.6)

〇
〇 〇 〇
〇　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　拡底杭工法 (安定液　　使用する、　　使用しない）

・寸法等　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.2.2)
鋼管厚 鋼管径 拡底径 セット

　数
長期設計支持力

(kN/本)
軸径
(mm)

杭長
(mm)(mm) (mm) (mm)

備考

試験杭〇
本杭〇

〇 〇
〇 〇

〇 〇
〇
〇

　　　　　　　α=（　　　　）、β=（　　　　）、γ=（　　　　）

　　　　　図示による、　（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ) 

　　　　　　　α=（　　　　）、β=（　　　　）、γ=（　　　　）

　　　　　図示による、　（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ) 

５
　
鉄
筋
工
事

４
　
地
業
工
事

４
　
地
業
工
事

４
　
地
業
工
事

　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　試験掘り(根切り底の状態の確認等)

・直接基礎　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(3.2.1)(4.2.1)

　　　行わない

　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　行う（位置等　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ））

〇

〇
〇

〇

〇 〇

　試験の位置、方法等
・地盤の載荷試験　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4.2.4)

・孔壁の保持状況の測定箇所　：　　　　試験杭（　　）箇所及び本杭（　　）箇所

1.鉄筋

〇 2.溶接金網

・鉄筋の種類等　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.2.1)

SD345

種類の記号 呼び径(㎜)

〇
〇

備考
D16以下、
D19以上、

〇
〇

・鉄線の形状等　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.2.2)

〇
〇

溶接金網
種類

鉄筋格子

種類の記号

3.鉄筋の継手
・継手方法等　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.3.4)(5.5.2)(5.6.3)

呼び径(㎜)部位
ガス圧接、　　機械式継手 D19以上
溶接継手

重ね継手、　　ガス圧接
重ね継手、

重ね継手、

継手方法

〇

〇
〇
〇

〇

〇

〇

・継手位置　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.3.4)
　　　図示による（構造関係共通図（配筋標準図）5.1、6.1、7.1、7.3、8.1）

〇
　　　基礎梁主筋の継手位置図　　　　図5.2、　　図5.3、　　図5.4〇 〇 〇
　　　図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3(1)(ｲ)表3.1）
　　　図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3(1)(ｳ)）

・耐力壁の重ね継手の長さ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.3.4)

・柱及び梁主筋の重ね継手の長さ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.3.4)

　及び定着

・鉄筋の定着長さ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.3.4)
　　　図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3(2)）

　　　図示による（    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ）

〇
〇
〇

〇

　厚さ及び間隔
　(溶接金網含む)

・最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）　：　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.3.5)
　　　図示による（構造関係共通図（配筋標準図）表4.1）

　　　図示による（    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ）

　　　図示による（    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ）〇
・柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無　：
　　　あり（主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する）〇

〇　　　あり
　　　適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　最小かぶり厚さに加える厚さ　（　 　　）㎜

　　　使用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
・耐久性上不利な箇所（塩害等を受けるおそれのある部分等）　：

○※

○※

※○
※○

※○
※○
※○

※○
※○

4.鉄筋のかぶり

　　　行う（工法、施工範囲、仕様及び計測、試験等は図示による。）
　　　行わない

〇
2.液状化対策

3.杭工事の
　施工管理 　　　施工計画において、杭工事に係る受注者及び下請業者の施工プロセスごとの役割や

　　　責任分担を明確にすること。
　　　施工管理に際して、事前に管理項目及び管理内容について監督職員の承諾を得た上で、
　　　杭一本ごとに施工管理チェックシートを作成し、施工時に全数分を記録して監督職員に
　　　提出すること。
　　　受注者は、杭一本ごとの支持層への到達状況について責任を負うものとする。

〇　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇 〇

○※

Ⅱ.建築工事仕様（構造関係）

・種類　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.3.3)

鋼管厚

・杭頭の処理等　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.3.8)

・材料、寸法、継手等　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (4.2.2)(4.4.3)(4.4.5)

　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

〇 〇　　　場所打ち鋼管コンクリート杭工法（鋼管の種類　　SKK400、　 SKK490、　　　　　　）〇

・鉄筋の種類　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.5.4)

SD345

種類の記号 備考呼び径(㎜)
〇
〇
〇

・帯筋　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.5.4)
　　　図示による（構造関係共通図（配筋標準図）6.2帯筋(2)(ｳ)⑥(ロ)）
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　100㎜、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　図示による
　　　杭径1.5m以下の場合は鋼板6×50(㎜)、1.5mを超える場合は鋼板9×50～75(㎜)の
　　　補強リングを3m以下の間隔で、かつ1節につき3箇所以上入れ、リングと主筋の
　　　接触部を溶接する。溶接長さは、補強材の幅とする。

〇
〇

〇 〇

〇
〇

・鉄筋の最小かぶり厚さ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.5.4)

・鉄筋かごの補強　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.5.4)

　　　重ね継手（重ね継手の長さ　　図示による、　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇 〇
・組み立てた鉄筋の節ごとの継手　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4.5.4)(5.3.4)

※○

〇 〇　　　　　　　　杭の傾斜　　　　　　　1/100以内、　 （　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評定等の内容による〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評定等の内容による〇

　　　A種、　　B種、　　評定等の内容による〇 〇 〇

・主筋の基礎定番への定着長さ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4.5.4)(5.3.4)
　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇 〇

　　　高炉セメントB種 G 、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇
・セメントの種類　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.5.4)

・コンクリートの設計基準強度　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.5.4)
　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇 〇
・コンクリートの種別　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.5.4)

・構造体強度補正値　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.5.4)
〇

　　　3N/mm2、　　図示による、　　評定等の内容による

・スランプ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.5.4)
　　　18cm、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇 〇

7.砂利地業
・材料　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.6.2)

〇

　　　60㎜、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇
・砂利厚さ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.6.3)

・施工範囲　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.6.3)
　　　基礎下、基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下
　　　図示による

〇

8.捨コンクリート
　地業 ・捨コンクリートの厚さ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.6.4)

　　　50㎜、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇

　　　基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下
　　　図示による
・設計基準強度　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.6.4)(6.14.1)
　　　18N/㎜2、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

・施工範囲　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.6.4)(6.14.1)

・スランプ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.6.4)(6.14.1)
　　　15㎝又は18㎝、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇

〇

9.床下防湿層 ・材料　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.6.2)
〇

　　　建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・施工範囲　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.6.5)

〇 10.地盤改良工法 ・種類及び施工方法等　：
　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・六価クロム溶出試験　：

〇〇

※○

○

※○

※○

※○

網目寸法、鉄線の経 (㎜) 使用部位

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋
基礎、耐圧スラブ、土圧壁
上記以外（　　　　　　　　　　　）〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.3.7)5.各部配筋

・外観試験　：

〇

　　　行う（全ての圧接部）

7.機械式継手

　　　試験の箇所数　1ロットに対して（　 3本、　　5本）とする。〇〇

・抜取試験　：

　　　引張試験〇

　　　　　　　　　　なお、200箇所を超えるときは200箇所ごととする
　　　試験ロット　　1組の作業班が1日に行った圧接箇所とする

　　　試験の箇所数　1ロットに対して30箇所とし、ロットから無作為に抜き取る
　　　試験ロット　　1組の作業班が1日に行った圧接箇所とする
　　　超音波探傷試験

　試験
6.圧接完了後の

　　　図示による

　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・施工完了後の継手部の試験　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.5.2)
　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　A級、　　　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・鉄筋相互のあき　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5.3.5)(5.5.2)

　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・H12建告第1463号に適合する性能　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5.5.2)

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　A級、　　　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

・機械式継手の種類　：                                                        (5.5.2)

・適用箇所　：                  　　　　                                      (5.5.2)

・適用箇所　：                  　　　　                                      (5.6.3)

・H12建告第1463号に適合する性能　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5.6.3)

・鉄筋相互のあき　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        (5.6.3)

・溶接継手の工法　：　                                                        (5.6.3)

・溶接完了後の継手部の試験　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.6.3)
　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・不合格となった継手部への措置　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.6.3)

・不合格となった継手部への措置　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.5.2)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(5.4.10)(5.4.11)

・各部配筋　：

・杭の精度　：　水平方向の位置ずれ　　杭径の1/4かつ100㎜以下、　（　　　　　　　　 ）
・杭の支持層への根入れ深さ　：   　 　図示による、　（ 　　　　　　　　　　　 　　 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　）

・試験杭の位置　：　　　　　　　　　　図示による、　 （ 　　　　　　　　　　　 　　）

　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇

〇

工事名称
工事場所
主要用途

工事種別
増築計画
構造種別

階数
延べ面積

建物高さ
軒高

架構形式
耐震構造方式
耐震安全性の分類

Ｘ方向 Ｙ方向

　　Ⅰ類（Ｉ=1.50）、　　Ⅱ類（I=1.25）、　　Ⅲ類（Ｉ=1.00）

地上　　　        　　　　　　　　　　造、地下　    　　   　　　　　　 　　　造

　　新築、　　増築、　　改築、　　移転
　　有り、　　無し

地震荷重
建物一次固有周期
地盤種別
地域係数 Z=

第　　種地盤

Ｘ方向

Ｙ方向

　　許容応力度計算　(ルート　　　　　)

　　許容応力度計算　(ルート　　　　　)
計算ルート

Ｘ方向

Ｙ方向

一次設計
二次設計

二次設計
一次設計

設計層間
変形角

基準風速　(V0)
地表面粗度区分 　　Ⅰ、　　Ⅱ、　　Ⅲ、　　Ⅳ

　　c.耐積雪設計条件
建設地の標高
多雪区域の指定
設計垂直積雪量

　　有り、　　無し

　　b.耐風設計条件

　　a.耐震設計条件

　1.建物概要

　2.構造計算条件

Ⅰ.建物構造概要等

　　　　　m
　　　　　m

　　　　　m2

　　　　　秒

　　　　　m

工事名称：

　　4） G 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律(平成12 年法律第100 号)」に基づく
　　　　「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和3年2月19日変更閣議決定）」に定める判断の基準
　　　　を満たすものとする。

SD295

SD295

　　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書

・杭基礎　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(4.2.1)(4.3.4～5)(4.5.5～6)

　2.特記仕様

　支持層の位置及び土質（基礎ぐいの先端の位置含む）

　支持地盤の位置及び土質（基礎底部の位置含む）

　　　再生クラッシャラン G 、　　切込砂利又は切込砕石

8.溶接継手

※○　　2）特記事項は、●のついたものを適用する。（　 及び〇は適用しない。）

　　耐震構造、　　免震構造、　　制震構造、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

30 cm

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

上杭

下杭
中杭

上杭

下杭
中杭

２
1.00

m/秒

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　　　（建築工事編）令和４年版」（以下、「標準仕様書」という）による。

●

　　　図示による（柱：図6.1　梁：図7.3　　　　　　　　　　　　　　　 ）

tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課
構造特記仕様書１

S-01A1：NS

A3：NS

船橋市行田３丁目１５番６

○

○

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

地上　　　階、 地下　　　階、 塔屋　　　階

学校

ＲＣ

0 1
GL+18.250
GL+14.400

4及び2

34

●

●

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

(37/75)

●

●

〇 ●

●

〇
● 図示

● ●

●



・塗料の種別　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.8.4)(18.3.2)

・塗料の範囲　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.8.2)
　耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

　耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲
　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇〇

　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇〇

17.錆止め塗装

〇
〇

〇〇
〇

  　　全数
工事現場溶接の場合

　　　全数
第6水準、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
全て、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

検査水準
節

　　　AOQL(%)（　　4.0、　　2.5）

・完全溶込み部の超音波探傷試験　：
　　　外観試験の不合格個所は、すべて標準仕様書7.6.13による補修を行い、再試験する。
　　　溶込み溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の試験個所と同一とする。

・JASS 6 付則6「鉄骨精度検査基準」の付表3「溶接」に関する試験方法等　：

・H12建告第1464号第二号に関する外観試験方法等　：　　　　　　　　　　　　　　(7.6.12)

〇
　　　抜き取り検査②
　　　抜き取り検査①

16.溶接部の試験

〇
　　　柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部
　　　図示による
・適用箇所　：

　 の管理
　 パス間温度
15.入熱､

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇

　　　図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-4(d)改良型スカラップ）
・スカラップの形状　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　(7.6.7)

・エンドタブの切除する部分　：　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　(7.6.7)

〇

〇

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　標準仕様書7.6.7(1)(ｶ)(b)②による
　切断面の仕上げ

　　　なお、切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する
　　　エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジ等の端から5mm以下残して直線状に切断する
　切断範囲
　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇〇

　　　図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-2）
・開先の形状　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.6.4)

14.溶接接合

〇〇
・試験の要領　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.6.3)

〇

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章

６
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

1.コンクリートの
・コンクリートの類別　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.2.1)

　　　Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート)
　　　Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

・普通コンクリート　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(6.2.1～6.2.4)
気乾単位容積スランプ質量

18

適用箇所

24

〇
〇
〇

〇
2.3程度

設計基準強度 

・構造体強度補正値　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.3.2)

〇

〇

2.セメント
・種類　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.3.1)
　　　普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は
　　　フライアッシュセメントA種

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された規定の他、
　　　　　水和熱が7日目で352J/g以下、かつ28日目で 402J/g以下のものとする
　　　高炉セメントB種 G　〇

〇

〇

　　　フライアッシュセメントB種 G

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇※

〇 〇

〇

　　　適用個所（　　 1FLより下部（立上り部含む）、　　　　　　　　　　　　　）

　　　適用個所（　　 下記以外全て、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

(N/㎜2)
15又は18
(㎝) (t/m3)

・実施要領　：
　(1)単位水量の測定は、150m3に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に
　　 実施する。
　(2)単位水量の上限値は、標準仕様書6.3.2(ｲ)(c)による。
　(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。

　　　範囲にある場合はそのまま施工する。
　　2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m3の範囲にある場合は、水量変動の

　　　打設する。その後、設計値±15kg/m3以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、
　　　単位水量の測定を行う。

　　　原因を調査するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の
　　　全運搬車の測定を行い設計値±20kg/m3以内であることを確認する。更に、設計値

10.コンクリートの
　 単位水量測定

　　4)「3)」の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。
　(4)単位水量管理についての記録を書面(計画調合書、製造管理記録、打込み時の外気温、
　　 コンクリート温度等)と写真により提出する。
　(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は

     する。

６
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

　　　原因を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは

　　1)測定した単位水量が、計画調合書の設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m3の

　　　±15kg/m3以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

７
　
鉄
 
骨
 
工
 
事

1.鉄骨製作工場
・鉄骨製作工場の加工能力　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.1.3)

７
　
鉄
 
骨
 
工
 
事

　　3)設計値±20kg/m3を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の

　　 静電容量測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関と

12.製作精度
・鉄骨の製作精度　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.3.3)

〇

〇

〇

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による
・食い違い、仕口のずれの検査方法及び補強方法　：
　　　H12建告第1464号第二号イ(3)による、　（ 　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　H12建告第1464号第二号イ(2)による、　（ 　　　　　　　　　　　　　　　　）
・アンダーカットの寸法　：

　突合せ継手の食い違いの寸法
　JASS6付則6「鉄骨精度検査基準」に加えて次による通しダイヤフラムの

〇　　　A、　　B（コンクリート中のアルカリ総量 Rt=3.0kg/m3 以下）
・アルカリシリカ反応性による区分　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.3.1)

3.骨材

　　　標準仕様書 6.3.1(4)(a)による

4.混和材料

　　　適用個所(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　適用個所(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

〇

〇

5.打継ぎの位置、
　ひび割れ誘発
　目地、打継目地

　柱及び壁
〇

　梁及びスラブ
・打継の位置　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.6.4)

・目地寸法　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)

　　　（ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打ち増し厚さ部で処理する）
〇
〇

・ひび割れ誘発目地の位置　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.8.1)
〇
〇

　　　図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6.コンクリートの
　仕上り

A種
B種
C種

〇※
〇※
〇※

〇
〇
〇

〇
〇
〇

図示による（　　　　  　　）、
図示による（　　　　  　　）、
図示による（　　　　  　　）、

・合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ　：　　　　　　　　　　 (6.2.5)(6.8.2)

・コンクリートの仕上がりの平坦さ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　 (6.2.5)(6.8.2)

〇※
〇※
〇※

〇
〇
〇

〇
〇
〇

図示による（　　　　  　　）、
図示による（　　　　  　　）、
図示による（　　　　  　　）、

a種
b種
c種

〇 7.打増し厚さ
　（打放し
　　仕上げ部）

・打増し厚さ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.8.1)
　打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）

　打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）

　外装タイル後張り面の打増し処理

　　　20㎜、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　20㎜、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇　　　10㎜、　　20mm、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・打増し範囲　：
〇 〇　　　図示による（　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

8.型枠
・せき板の材料及び厚さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.8.2)
　　　合板 G （　　12mm、　　　　 ）、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇 〇〇※
・断熱材を兼用した型枠　：

・MCR工法用シート　：
　使用箇所　　　図示による（　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　）〇

〇
　打増し厚さ　　20㎜、　（　　　　　　　　　）
　使用箇所　　　図示による（　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　）

〇
〇

〇

〇

〇

〇
・スリーブの材種、規格等　：

〇　　　図示による（　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

9.無筋
　コンクリート

・セメントの種類　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.3.1)
　　　普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は
　　　フライアッシュセメントA種
　　　高炉セメントB種 G
　　　フライアッシュセメントB種 G

　　　普通コンクリート、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇
〇

〇

〇　　　18N/㎜2、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　打増し範囲　　図示による（　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　）

・コンクリートの種類　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.2.1)(6.14.1)

・設計基準強度　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (6.14.1)

　　　標準仕様書 6.14.1(4)(ｱ)～(ｶ)による箇所　
　　　図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇
〇

・適用箇所　：　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　 (6.14.1)

・スランプ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (6.14.1)
〇

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　スパンの中央又は端から1/4の付近、　　図示による

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇
　　　標準仕様書 6.3.1(4)(b)による
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・混和剤の種類　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.3.1)

・混和材の種類　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.3.1)
〇

　　評価の区分　　（　　　）グレード、　　グレードの指定はしない〇

　技術者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (7.1.3)(7.1.4)
・施工管理技術者　：
　　　配置する〇※

3.鋼材

種類の記号 適用箇所（主要な部分） 規格
JIS規格による、〇
JIS規格による、〇
JIS規格による、〇

〇

2.鉄骨製作工場に
　おける施工管理

　鉄骨製作工場、または、同等以上の能力のある工場
　建築基準法第68条の25に基づき国土交通大臣から構造方法等の認定を取得している

・種類等　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.2.1) 

　厚さ　　（　　　　　　　　　　　）
〇

・柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別　：　　　　　　　　　　　　　　　　　 (7.10.3)
〇〇

・建方（及び付属鉄骨）の保持及び埋込み工法　：　　　　　　　　　　　　　　　 (7.10.3)

・構造用アンカーフレームの形状及び寸法　：　　　　　　　　　　　　　　　　　 (7.10.3)
　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・建方（及び付属鉄骨）用アンカーボルトの形状及び寸法　：　　　　　　　　　　 (7.10.3)

・構造用アンカーボルトの形状及び寸法　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (7.10.3)

　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇

〇

　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (7.10.2)

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

－

耐火塗料
モルタル塗り
ラス張り

耐火材巻付け
高断熱ロックウール

繊維混入けい酸カルシウム板
耐火板張り

適用箇所
（部位・部分）

性能
（耐火時間）

耐火材吹付け

種類 材料・工法

湿式ロックウール
半乾式吹付けロックウール
乾式吹付けロックウール

・種類、材料、構法等　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (7.9.2～7.9.8)
18.耐火被覆

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇
　耐火被覆が接着する面の塗料の種別

　鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内側の錆止め塗料の種別
〇　　　A種、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　JASS6 付則6［鉄骨精度基準］付表5［工事現場］による
19.建方精度

20.アンカーボルト

　　下記以外の鉄鋼面は、「18章　塗装工事」による。

　　　標準仕様書 9.7.3(1)(ｱ)による

・溶融亜鉛めっき工法の適用個所　：
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4.高力ボルト

　　　トルシア形高力ボルト
　　　JIS形高力ボルト

・ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　：　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.3.2)
　　　図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図） 1-1 縁端距離及びボルト間隔）

〇
〇
〇

〇

　　　溶融亜鉛めっき高力ボルト

〇

〇

〇　　　すべり係数試験、　　すべり耐力試験
　試験の方法等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.4.2)

　溶融亜鉛めっき面以外　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.4.2)
・摩擦面の処理方法等　：

　溶融亜鉛めっき面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (7.12.5)

5.普通ボルト
・ボルト及びナットの材料　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.2.3)
　　　標準仕様書 表7.2.3（JIS附属書品）又は次による

　　　（ボルトの種類は、呼び径六角ボルト又は全ねじ六角ボルトとし、材料は鋼とする。
　　　ボルトの規格はJIS B 1180とする

〇 〇

〇

〇

　　　　ボルトの強度区分は、4.6又は4.8とする。なお、呼び径六角ボルトの軸径の最大
　　　　寸法は、ボルトの径の値以下とする。）
　　　ナットの規格はJIS B 1181とする
　　　（ナットの種類を六角ナット-Cの鋼製とする。）

・座金　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.2.3)

・戻り止め　：
　　　二重ナット、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　JIS B 1256による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・戻り止め　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.5.2)

・ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　：　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.3.2)
　　　図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図） 1-1 縁端距離及びボルト間隔）

〇　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　標準仕様書7.4.2(1)による、　（　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇

〇※

〇※

〇※

6.アンカーボルト

　　　ABR400、　　ABR490、　（　　　　　　　　　　　　　　　　）〇
・構造用アンカーボルトの種類　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.2.4)(7.10.3)

・建方（及び付属鉄骨）用アンカーボルトの種類　：
　　　SS400、　  （ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇
　アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度
　　　標準仕様書 表7.2.3による、　（　　　　　　　　　　　　　）〇
・ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　：　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.3.2)
　　　図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図） 1-1 縁端距離及びボルト間隔）

〇　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7.溶接材料
・溶接材料　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.2.5)
　　　標準仕様書 7.2.5(1)(2)による
　　　標準仕様書 7.2.5(1)(2)以外による〇

　種別　　A種、　　B種

　種別　　A種、　　B種

　　　JASS6 10.4「受入検査」e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし、完全

　種類等

・高力ボルトの種類　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.2.2)

　　　ブラスト処理（表面粗度50μmRz以上）

・すべり試験　：
　　　ブラスト処理以外の特別な処理方法　　図示による、 　（　　　　　　　　　　　　）〇 〇

〇※

　　　材料及び使用箇所　　図示による、　（　　　　　　　　　　）〇 〇

8.ターンバックル

　建築用ターンバックルボルト

　　　割枠式、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　羽子板ボルト、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇※ 〇

〇

〇 〇　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・種類　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.2.6)

・ねじの呼び　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.2.6)

　デッキプレート
9.床構造用の

・材質、形状及び寸法　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.2.7)

デッキプレート
単独の構法
デッキプレートと
コンクリートとの
合成スラブとする構法

備考材質・形状・寸法適用箇所
〇

・開口部補強要領（補強筋の定着長さ等を含む）　：
〇 〇　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・鉄骨部材への溶接方法　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.7.8)

・耐火認定　：
〇

10.スタッド

16
19
22

呼び名 呼び長さ(㎜) 適用箇所

〇

〇
〇
〇

〇※ 〇

・種類等　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.2.8)

11.柱底均し
　 モルタル

　　　標準仕様書 7.2.9(2)(ｱ)～(ｴ)による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　あり（耐火時間　　　図示による、　　　　　　　　　　　　）、　　なし〇

構法

　　　15cm又は18cm、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

〇　　　スラブ、壁梁又は基礎の上端、　　図示による

・無収縮モルタルとする場合の材料、調合等　：　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.2.9)

13.溶接作業を行う
   技能資格者の
　 技量付加試験

　｢突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル｣3.5.2受入検査による

　 の設置等

　建築用ターンバックル胴
〇※

　　　・別表「コンクリートの構造体強度補正値(S)　一覧」による
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〇

●

●

JIS規格による、

●

●国交大臣認定

焼き栓溶接@600mm

●

●

●

●

〇

○

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　工場溶接の場合
●

●

●

●

●

柱底均しﾓﾙﾀﾙはﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸｸﾞﾗｳﾄを使用し、調合等は同柱脚施工ﾏﾆｭｱﾙなどに従う

tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課 A1：NS

A3：NS構造特記仕様書２

SS400 小梁、継手PL、その他鋼板

〇 JIS規格による、〇
〇

〇
〇
〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

地中梁、礎盤

S-02

○

○

○

○

○

○

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

○

○

○

○

○

○

○

○
○

●

(38/75)

●

〇

Ｍ

●



12/ 8 ～  2/ 512/ 8 ～  2/ 512/ 8 ～  2/ 512/ 8 ～  2/ 512/ 8 ～  2/ 512/ 8 ～  2/ 512/ 8 ～  2/ 5

早強ポルトランドセメント早強ポルトランドセメント早強ポルトランドセメント早強ポルトランドセメント早強ポルトランドセメント早強ポルトランドセメント早強ポルトランドセメント

0以上 5未満0以上 5未満0以上 5未満0以上 5未満0以上 5未満0以上 5未満0以上 5未満今回対象地区今回対象地区今回対象地区今回対象地区今回対象地区今回対象地区今回対象地区 5以上5以上5以上5以上5以上5以上5以上

普通ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント

0以上 8未満0以上 8未満0以上 8未満0以上 8未満0以上 8未満0以上 8未満0以上 8未満
暑中における暑中における暑中における暑中における暑中における暑中における暑中における
コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

8以上8以上8以上8以上8以上8以上8以上
暑中における暑中における暑中における暑中における暑中における暑中における暑中における
コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

セ メ ン ト の 種 類セ メ ン ト の 種 類セ メ ン ト の 種 類セ メ ン ト の 種 類セ メ ン ト の 種 類セ メ ン ト の 種 類セ メ ン ト の 種 類

材齢28日間の平均気温材齢28日間の平均気温材齢28日間の平均気温材齢28日間の平均気温材齢28日間の平均気温材齢28日間の平均気温材齢28日間の平均気温

補 正 値 （ S ）補 正 値 （ S ）補 正 値 （ S ）補 正 値 （ S ）補 正 値 （ S ）補 正 値 （ S ）補 正 値 （ S ）

〇〇〇〇〇〇〇

千 葉 西 部 地 区千 葉 西 部 地 区千 葉 西 部 地 区千 葉 西 部 地 区千 葉 西 部 地 区千 葉 西 部 地 区千 葉 西 部 地 区

北 総 地 区北 総 地 区北 総 地 区北 総 地 区北 総 地 区北 総 地 区北 総 地 区

東 総 地 区東 総 地 区東 総 地 区東 総 地 区東 総 地 区東 総 地 区東 総 地 区

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇
九十九里町・白子町・長南町・長柄町・横芝光町・睦沢町・長生村九十九里町・白子町・長南町・長柄町・横芝光町・睦沢町・長生村九十九里町・白子町・長南町・長柄町・横芝光町・睦沢町・長生村九十九里町・白子町・長南町・長柄町・横芝光町・睦沢町・長生村九十九里町・白子町・長南町・長柄町・横芝光町・睦沢町・長生村九十九里町・白子町・長南町・長柄町・横芝光町・睦沢町・長生村九十九里町・白子町・長南町・長柄町・横芝光町・睦沢町・長生村

旭市・香取市・銚子市・東庄町旭市・香取市・銚子市・東庄町旭市・香取市・銚子市・東庄町旭市・香取市・銚子市・東庄町旭市・香取市・銚子市・東庄町旭市・香取市・銚子市・東庄町旭市・香取市・銚子市・東庄町

勝浦・鴨川地区勝浦・鴨川地区勝浦・鴨川地区勝浦・鴨川地区勝浦・鴨川地区勝浦・鴨川地区勝浦・鴨川地区

館 山 地 区館 山 地 区館 山 地 区館 山 地 区館 山 地 区館 山 地 区館 山 地 区

君津・木更津地区君津・木更津地区君津・木更津地区君津・木更津地区君津・木更津地区君津・木更津地区君津・木更津地区〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇 勝浦市・鴨川市・大多喜町勝浦市・鴨川市・大多喜町勝浦市・鴨川市・大多喜町勝浦市・鴨川市・大多喜町勝浦市・鴨川市・大多喜町勝浦市・鴨川市・大多喜町勝浦市・鴨川市・大多喜町

館山市・鋸南町・南房総市館山市・鋸南町・南房総市館山市・鋸南町・南房総市館山市・鋸南町・南房総市館山市・鋸南町・南房総市館山市・鋸南町・南房総市館山市・鋸南町・南房総市

東金市・山武市・茂原市・匝瑳市・いすみ市・大網白里市・一宮町・御宿町東金市・山武市・茂原市・匝瑳市・いすみ市・大網白里市・一宮町・御宿町東金市・山武市・茂原市・匝瑳市・いすみ市・大網白里市・一宮町・御宿町東金市・山武市・茂原市・匝瑳市・いすみ市・大網白里市・一宮町・御宿町東金市・山武市・茂原市・匝瑳市・いすみ市・大網白里市・一宮町・御宿町東金市・山武市・茂原市・匝瑳市・いすみ市・大網白里市・一宮町・御宿町東金市・山武市・茂原市・匝瑳市・いすみ市・大網白里市・一宮町・御宿町
九 十 九 里 地 区九 十 九 里 地 区九 十 九 里 地 区九 十 九 里 地 区九 十 九 里 地 区九 十 九 里 地 区九 十 九 里 地 区

6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2) 3(N/mm2)3(N/mm2)3(N/mm2)3(N/mm2)3(N/mm2)3(N/mm2)3(N/mm2) 6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2) 6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2) 3(N/mm2)3(N/mm2)3(N/mm2)3(N/mm2)3(N/mm2)3(N/mm2)3(N/mm2) 6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2)6(N/mm2)

千葉市・市原市・四街道市千葉市・市原市・四街道市千葉市・市原市・四街道市千葉市・市原市・四街道市千葉市・市原市・四街道市千葉市・市原市・四街道市千葉市・市原市・四街道市

市　　　　　町　　　　　村　　　　　名市　　　　　町　　　　　村　　　　　名市　　　　　町　　　　　村　　　　　名市　　　　　町　　　　　村　　　　　名市　　　　　町　　　　　村　　　　　名市　　　　　町　　　　　村　　　　　名市　　　　　町　　　　　村　　　　　名地　　　　区地　　　　区地　　　　区地　　　　区地　　　　区地　　　　区地　　　　区

千 葉 中 央 地 区千 葉 中 央 地 区千 葉 中 央 地 区千 葉 中 央 地 区千 葉 中 央 地 区千 葉 中 央 地 区千 葉 中 央 地 区

千 葉 北 部 地 区千 葉 北 部 地 区千 葉 北 部 地 区千 葉 北 部 地 区千 葉 北 部 地 区千 葉 北 部 地 区千 葉 北 部 地 区

成田市・佐倉市・八街市・神崎町・栄町・酒々井町・芝山町・多古町・富里市成田市・佐倉市・八街市・神崎町・栄町・酒々井町・芝山町・多古町・富里市成田市・佐倉市・八街市・神崎町・栄町・酒々井町・芝山町・多古町・富里市成田市・佐倉市・八街市・神崎町・栄町・酒々井町・芝山町・多古町・富里市成田市・佐倉市・八街市・神崎町・栄町・酒々井町・芝山町・多古町・富里市成田市・佐倉市・八街市・神崎町・栄町・酒々井町・芝山町・多古町・富里市成田市・佐倉市・八街市・神崎町・栄町・酒々井町・芝山町・多古町・富里市
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 2/13 ～  7/ 4 2/13 ～  7/ 4 2/13 ～  7/ 4 2/13 ～  7/ 4 2/13 ～  7/ 4 2/13 ～  7/ 4 2/13 ～  7/ 4

 9/13 ～ 12/ 7 9/13 ～ 12/ 7 9/13 ～ 12/ 7 9/13 ～ 12/ 7 9/13 ～ 12/ 7 9/13 ～ 12/ 7 9/13 ～ 12/ 7
該当なし該当なし該当なし該当なし該当なし該当なし該当なし

該当なし該当なし該当なし該当なし該当なし該当なし該当なし

該当なし該当なし該当なし該当なし該当なし該当なし該当なし

該当なし該当なし該当なし該当なし該当なし該当なし該当なし
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 8/31 ～ 11/18 8/31 ～ 11/18 8/31 ～ 11/18 8/31 ～ 11/18 8/31 ～ 11/18 8/31 ～ 11/18 8/31 ～ 11/18

 2/ 6 ～  7/11 2/ 6 ～  7/11 2/ 6 ～  7/11 2/ 6 ～  7/11 2/ 6 ～  7/11 2/ 6 ～  7/11 2/ 6 ～  7/11
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 9/ 7 ～ 11/20 9/ 7 ～ 11/20 9/ 7 ～ 11/20 9/ 7 ～ 11/20 9/ 7 ～ 11/20 9/ 7 ～ 11/20 9/ 7 ～ 11/20
12/10 ～  1/3112/10 ～  1/3112/10 ～  1/3112/10 ～  1/3112/10 ～  1/3112/10 ～  1/3112/10 ～  1/31

 9/ 7 ～ 12/ 9  9/ 7 ～ 12/ 9  9/ 7 ～ 12/ 9  9/ 7 ～ 12/ 9  9/ 7 ～ 12/ 9  9/ 7 ～ 12/ 9  9/ 7 ～ 12/ 9 

 2/ 1 ～  7/ 7 2/ 1 ～  7/ 7 2/ 1 ～  7/ 7 2/ 1 ～  7/ 7 2/ 1 ～  7/ 7 2/ 1 ～  7/ 7 2/ 1 ～  7/ 7

 2/10 ～  7/27 2/10 ～  7/27 2/10 ～  7/27 2/10 ～  7/27 2/10 ～  7/27 2/10 ～  7/27 2/10 ～  7/27
 7/28 ～  9/ 8 7/28 ～  9/ 8 7/28 ～  9/ 8 7/28 ～  9/ 8 7/28 ～  9/ 8 7/28 ～  9/ 8 7/28 ～  9/ 8  7/28 ～  9/ 8 7/28 ～  9/ 8 7/28 ～  9/ 8 7/28 ～  9/ 8 7/28 ～  9/ 8 7/28 ～  9/ 8 7/28 ～  9/ 812/12 ～  2/ 912/12 ～  2/ 912/12 ～  2/ 912/12 ～  2/ 912/12 ～  2/ 912/12 ～  2/ 912/12 ～  2/ 9

 9/ 9 ～ 12/11 9/ 9 ～ 12/11 9/ 9 ～ 12/11 9/ 9 ～ 12/11 9/ 9 ～ 12/11 9/ 9 ～ 12/11 9/ 9 ～ 12/11

 9/13 ～  7/ 4 9/13 ～  7/ 4 9/13 ～  7/ 4 9/13 ～  7/ 4 9/13 ～  7/ 4 9/13 ～  7/ 4 9/13 ～  7/ 4

12/ 2 ～  2/1412/ 2 ～  2/1412/ 2 ～  2/1412/ 2 ～  2/1412/ 2 ～  2/1412/ 2 ～  2/1412/ 2 ～  2/14
 2/15 ～  7/ 5 2/15 ～  7/ 5 2/15 ～  7/ 5 2/15 ～  7/ 5 2/15 ～  7/ 5 2/15 ～  7/ 5 2/15 ～  7/ 5

 9/11 ～ 12/ 1 9/11 ～ 12/ 1 9/11 ～ 12/ 1 9/11 ～ 12/ 1 9/11 ～ 12/ 1 9/11 ～ 12/ 1 9/11 ～ 12/ 1

該当なし該当なし該当なし該当なし該当なし該当なし該当なし

該当なし該当なし該当なし該当なし該当なし該当なし該当なし 7/ 6 ～  9/10 7/ 6 ～  9/10 7/ 6 ～  9/10 7/ 6 ～  9/10 7/ 6 ～  9/10 7/ 6 ～  9/10 7/ 6 ～  9/10  7/ 6 ～  9/10 7/ 6 ～  9/10 7/ 6 ～  9/10 7/ 6 ～  9/10 7/ 6 ～  9/10 7/ 6 ～  9/10 7/ 6 ～  9/10  9/11 ～  7/ 5 9/11 ～  7/ 5 9/11 ～  7/ 5 9/11 ～  7/ 5 9/11 ～  7/ 5 9/11 ～  7/ 5 9/11 ～  7/ 5

12/ 2 ～  2/1712/ 2 ～  2/1712/ 2 ～  2/1712/ 2 ～  2/1712/ 2 ～  2/1712/ 2 ～  2/1712/ 2 ～  2/17
 9/ 3 ～ 12/ 1 9/ 3 ～ 12/ 1 9/ 3 ～ 12/ 1 9/ 3 ～ 12/ 1 9/ 3 ～ 12/ 1 9/ 3 ～ 12/ 1 9/ 3 ～ 12/ 1

 7/10 ～  9/ 2 7/10 ～  9/ 2 7/10 ～  9/ 2 7/10 ～  9/ 2 7/10 ～  9/ 2 7/10 ～  9/ 2 7/10 ～  9/ 2  7/10 ～  9/ 2 7/10 ～  9/ 2 7/10 ～  9/ 2 7/10 ～  9/ 2 7/10 ～  9/ 2 7/10 ～  9/ 2 7/10 ～  9/ 2  9/ 3 ～  7/ 9 9/ 3 ～  7/ 9 9/ 3 ～  7/ 9 9/ 3 ～  7/ 9 9/ 3 ～  7/ 9 9/ 3 ～  7/ 9 9/ 3 ～  7/ 9

12/11 ～  2/ 712/11 ～  2/ 712/11 ～  2/ 712/11 ～  2/ 712/11 ～  2/ 712/11 ～  2/ 712/11 ～  2/ 7
 2/ 8 ～  7/ 9 2/ 8 ～  7/ 9 2/ 8 ～  7/ 9 2/ 8 ～  7/ 9 2/ 8 ～  7/ 9 2/ 8 ～  7/ 9 2/ 8 ～  7/ 9

 9/12 ～ 12/10 9/12 ～ 12/10 9/12 ～ 12/10 9/12 ～ 12/10 9/12 ～ 12/10 9/12 ～ 12/10 9/12 ～ 12/10
 7/10 ～  9/11 7/10 ～  9/11 7/10 ～  9/11 7/10 ～  9/11 7/10 ～  9/11 7/10 ～  9/11 7/10 ～  9/11  7/10 ～  9/11 7/10 ～  9/11 7/10 ～  9/11 7/10 ～  9/11 7/10 ～  9/11 7/10 ～  9/11 7/10 ～  9/11  9/12 ～  7/ 9 9/12 ～  7/ 9 9/12 ～  7/ 9 9/12 ～  7/ 9 9/12 ～  7/ 9 9/12 ～  7/ 9 9/12 ～  7/ 9

12/15 ～  2/ 712/15 ～  2/ 712/15 ～  2/ 712/15 ～  2/ 712/15 ～  2/ 712/15 ～  2/ 712/15 ～  2/ 7
 9/10 ～ 12/14 9/10 ～ 12/14 9/10 ～ 12/14 9/10 ～ 12/14 9/10 ～ 12/14 9/10 ～ 12/14 9/10 ～ 12/14

 2/ 8 ～  7/25 2/ 8 ～  7/25 2/ 8 ～  7/25 2/ 8 ～  7/25 2/ 8 ～  7/25 2/ 8 ～  7/25 2/ 8 ～  7/25
 7/26 ～  9/ 9  7/26 ～  9/ 9  7/26 ～  9/ 9  7/26 ～  9/ 9  7/26 ～  9/ 9  7/26 ～  9/ 9  7/26 ～  9/ 9  7/26 ～  9/ 9  7/26 ～  9/ 9  7/26 ～  9/ 9  7/26 ～  9/ 9  7/26 ～  9/ 9  7/26 ～  9/ 9  7/26 ～  9/ 9  9/10 ～  7/25 9/10 ～  7/25 9/10 ～  7/25 9/10 ～  7/25 9/10 ～  7/25 9/10 ～  7/25 9/10 ～  7/25

11/27 ～  2/1911/27 ～  2/1911/27 ～  2/1911/27 ～  2/1911/27 ～  2/1911/27 ～  2/1911/27 ～  2/19
 2/20 ～  7/ 8 2/20 ～  7/ 8 2/20 ～  7/ 8 2/20 ～  7/ 8 2/20 ～  7/ 8 2/20 ～  7/ 8 2/20 ～  7/ 8

 9/ 9 ～  7/27 9/ 9 ～  7/27 9/ 9 ～  7/27 9/ 9 ～  7/27 9/ 9 ～  7/27 9/ 9 ～  7/27 9/ 9 ～  7/27

市川市・印西市・浦安市・習志野市・八千代市・船橋市・白井市市川市・印西市・浦安市・習志野市・八千代市・船橋市・白井市市川市・印西市・浦安市・習志野市・八千代市・船橋市・白井市市川市・印西市・浦安市・習志野市・八千代市・船橋市・白井市市川市・印西市・浦安市・習志野市・八千代市・船橋市・白井市市川市・印西市・浦安市・習志野市・八千代市・船橋市・白井市市川市・印西市・浦安市・習志野市・八千代市・船橋市・白井市

木更津市・君津市・袖ケ浦市・富津市木更津市・君津市・袖ケ浦市・富津市木更津市・君津市・袖ケ浦市・富津市木更津市・君津市・袖ケ浦市・富津市木更津市・君津市・袖ケ浦市・富津市木更津市・君津市・袖ケ浦市・富津市木更津市・君津市・袖ケ浦市・富津市

我孫子市・柏市・鎌ケ谷市・野田市・松戸市・流山市我孫子市・柏市・鎌ケ谷市・野田市・松戸市・流山市我孫子市・柏市・鎌ケ谷市・野田市・松戸市・流山市我孫子市・柏市・鎌ケ谷市・野田市・松戸市・流山市我孫子市・柏市・鎌ケ谷市・野田市・松戸市・流山市我孫子市・柏市・鎌ケ谷市・野田市・松戸市・流山市我孫子市・柏市・鎌ケ谷市・野田市・松戸市・流山市

 2/18 ～  7/ 9 2/18 ～  7/ 9 2/18 ～  7/ 9 2/18 ～  7/ 9 2/18 ～  7/ 9 2/18 ～  7/ 9 2/18 ～  7/ 9

令和3年12月現在(表6.3.2)令和3年12月現在(表6.3.2)令和3年12月現在(表6.3.2)令和3年12月現在(表6.3.2)令和3年12月現在(表6.3.2)令和3年12月現在(表6.3.2)令和3年12月現在(表6.3.2)

●●●●●●●

・別表「コンクリートの構造体強度補正値(S)　一覧」・別表「コンクリートの構造体強度補正値(S)　一覧」・別表「コンクリートの構造体強度補正値(S)　一覧」・別表「コンクリートの構造体強度補正値(S)　一覧」・別表「コンクリートの構造体強度補正値(S)　一覧」・別表「コンクリートの構造体強度補正値(S)　一覧」・別表「コンクリートの構造体強度補正値(S)　一覧」

項　　　　目項　　　　目項　　　　目項　　　　目項　　　　目項　　　　目項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項章章章章章章章
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1.軽微な変更1.軽微な変更1.軽微な変更1.軽微な変更1.軽微な変更1.軽微な変更1.軽微な変更
　の対応　の対応　の対応　の対応　の対応　の対応　の対応
 (あらかじめ検討) (あらかじめ検討) (あらかじめ検討) (あらかじめ検討) (あらかじめ検討) (あらかじめ検討) (あらかじめ検討)

・施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更事項への対応方法について、・施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更事項への対応方法について、・施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更事項への対応方法について、・施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更事項への対応方法について、・施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更事項への対応方法について、・施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更事項への対応方法について、・施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更事項への対応方法について、

　　　本検討は、計画通知の変更を要しない範囲及び対応方法を定めるものであり、　　　本検討は、計画通知の変更を要しない範囲及び対応方法を定めるものであり、　　　本検討は、計画通知の変更を要しない範囲及び対応方法を定めるものであり、　　　本検討は、計画通知の変更を要しない範囲及び対応方法を定めるものであり、　　　本検討は、計画通知の変更を要しない範囲及び対応方法を定めるものであり、　　　本検討は、計画通知の変更を要しない範囲及び対応方法を定めるものであり、　　　本検討は、計画通知の変更を要しない範囲及び対応方法を定めるものであり、
　　　品質管理上の施工誤差を許容するものではない。　　　品質管理上の施工誤差を許容するものではない。　　　品質管理上の施工誤差を許容するものではない。　　　品質管理上の施工誤差を許容するものではない。　　　品質管理上の施工誤差を許容するものではない。　　　品質管理上の施工誤差を許容するものではない。　　　品質管理上の施工誤差を許容するものではない。

　あらかじめの検討を行っている部分　：　あらかじめの検討を行っている部分　：　あらかじめの検討を行っている部分　：　あらかじめの検討を行っている部分　：　あらかじめの検討を行っている部分　：　あらかじめの検討を行っている部分　：　あらかじめの検討を行っている部分　：　あらかじめの検討を行っている部分　：　あらかじめの検討を行っている部分　：　あらかじめの検討を行っている部分　：　あらかじめの検討を行っている部分　：　あらかじめの検討を行っている部分　：　あらかじめの検討を行っている部分　：　あらかじめの検討を行っている部分　：

・杭の芯ずれを考慮した検討　：・杭の芯ずれを考慮した検討　：・杭の芯ずれを考慮した検討　：・杭の芯ずれを考慮した検討　：・杭の芯ずれを考慮した検討　：・杭の芯ずれを考慮した検討　：・杭の芯ずれを考慮した検討　：
　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）
・杭の長さの変更を見込んだ検討　：・杭の長さの変更を見込んだ検討　：・杭の長さの変更を見込んだ検討　：・杭の長さの変更を見込んだ検討　：・杭の長さの変更を見込んだ検討　：・杭の長さの変更を見込んだ検討　：・杭の長さの変更を見込んだ検討　：

・梁貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討　：・梁貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討　：・梁貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討　：・梁貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討　：・梁貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討　：・梁貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討　：・梁貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討　：
　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）〇〇〇〇〇〇〇

　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）〇〇〇〇〇〇〇

※※※※※※※

※※※※※※※

※※※※※※※

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇
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●●●●●●●

 1 あと施工ｱﾝｶｰ 1 あと施工ｱﾝｶｰ 1 あと施工ｱﾝｶｰ 1 あと施工ｱﾝｶｰ 1 あと施工ｱﾝｶｰ 1 あと施工ｱﾝｶｰ 1 あと施工ｱﾝｶｰ

 3 施工確認試験 3 施工確認試験 3 施工確認試験 3 施工確認試験 3 施工確認試験 3 施工確認試験 3 施工確認試験

25252525252525

〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇 ＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿） 〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇 ＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）

〇〇〇〇〇〇〇 ＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿） 〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇 ＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿） 〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇 ＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）

〇〇〇〇〇〇〇

あと施工アンカーの材料等あと施工アンカーの材料等あと施工アンカーの材料等あと施工アンカーの材料等あと施工アンカーの材料等あと施工アンカーの材料等あと施工アンカーの材料等 [8.2.4][8.12.1][8.2.4][8.12.1][8.2.4][8.12.1][8.2.4][8.12.1][8.2.4][8.12.1][8.2.4][8.12.1][8.2.4][8.12.1]

　金属系アンカー（耐震補強用）セット方式　※本体打込み式改良型　　　　　金属系アンカー（耐震補強用）セット方式　※本体打込み式改良型　　　　　金属系アンカー（耐震補強用）セット方式　※本体打込み式改良型　　　　　金属系アンカー（耐震補強用）セット方式　※本体打込み式改良型　　　　　金属系アンカー（耐震補強用）セット方式　※本体打込み式改良型　　　　　金属系アンカー（耐震補強用）セット方式　※本体打込み式改良型　　　　　金属系アンカー（耐震補強用）セット方式　※本体打込み式改良型　　　　

アンカー本体の径及び有効埋込み長さ　※図示による（　　　　　　　　　アンカー本体の径及び有効埋込み長さ　※図示による（　　　　　　　　　アンカー本体の径及び有効埋込み長さ　※図示による（　　　　　　　　　アンカー本体の径及び有効埋込み長さ　※図示による（　　　　　　　　　アンカー本体の径及び有効埋込み長さ　※図示による（　　　　　　　　　アンカー本体の径及び有効埋込み長さ　※図示による（　　　　　　　　　アンカー本体の径及び有効埋込み長さ　※図示による（　　　　　　　　　

接合筋の種類、径、長さ　　　図示による（　　　　　　　　　　接合筋の種類、径、長さ　　　図示による（　　　　　　　　　　接合筋の種類、径、長さ　　　図示による（　　　　　　　　　　接合筋の種類、径、長さ　　　図示による（　　　　　　　　　　接合筋の種類、径、長さ　　　図示による（　　　　　　　　　　接合筋の種類、径、長さ　　　図示による（　　　　　　　　　　接合筋の種類、径、長さ　　　図示による（　　　　　　　　　　

性能確認試験　試験方法及び試験数　　　図示による（　　　　　　　性能確認試験　試験方法及び試験数　　　図示による（　　　　　　　性能確認試験　試験方法及び試験数　　　図示による（　　　　　　　性能確認試験　試験方法及び試験数　　　図示による（　　　　　　　性能確認試験　試験方法及び試験数　　　図示による（　　　　　　　性能確認試験　試験方法及び試験数　　　図示による（　　　　　　　性能確認試験　試験方法及び試験数　　　図示による（　　　　　　　

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇

引張耐力　　　　　kN　　　※図示による（　　　　　　　　　　引張耐力　　　　　kN　　　※図示による（　　　　　　　　　　引張耐力　　　　　kN　　　※図示による（　　　　　　　　　　引張耐力　　　　　kN　　　※図示による（　　　　　　　　　　引張耐力　　　　　kN　　　※図示による（　　　　　　　　　　引張耐力　　　　　kN　　　※図示による（　　　　　　　　　　引張耐力　　　　　kN　　　※図示による（　　　　　　　　　　

せん断耐力        KN　　　※図示による（　　　　　　せん断耐力        KN　　　※図示による（　　　　　　せん断耐力        KN　　　※図示による（　　　　　　せん断耐力        KN　　　※図示による（　　　　　　せん断耐力        KN　　　※図示による（　　　　　　せん断耐力        KN　　　※図示による（　　　　　　せん断耐力        KN　　　※図示による（　　　　　　

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇〇〇〇〇〇〇　※引張試験機による引張試験　※引張試験機による引張試験　※引張試験機による引張試験　※引張試験機による引張試験　※引張試験機による引張試験　※引張試験機による引張試験　※引張試験機による引張試験

確認強度確認強度確認強度確認強度確認強度確認強度確認強度

　　図示による　ただし、1ロットは、1日に施工されたものの各径及び各仕様ごととする。　　図示による　ただし、1ロットは、1日に施工されたものの各径及び各仕様ごととする。　　図示による　ただし、1ロットは、1日に施工されたものの各径及び各仕様ごととする。　　図示による　ただし、1ロットは、1日に施工されたものの各径及び各仕様ごととする。　　図示による　ただし、1ロットは、1日に施工されたものの各径及び各仕様ごととする。　　図示による　ただし、1ロットは、1日に施工されたものの各径及び各仕様ごととする。　　図示による　ただし、1ロットは、1日に施工されたものの各径及び各仕様ごととする。

[8.12.7][8.12.7][8.12.7][8.12.7][8.12.7][8.12.7][8.12.7]

40404040404040 60606060606060 75757575757575

試験方法試験方法試験方法試験方法試験方法試験方法試験方法

　接着系アンカー確認張力　接着系アンカー確認張力　接着系アンカー確認張力　接着系アンカー確認張力　接着系アンカー確認張力　接着系アンカー確認張力　接着系アンカー確認張力

アンカー筋の呼び名アンカー筋の呼び名アンカー筋の呼び名アンカー筋の呼び名アンカー筋の呼び名アンカー筋の呼び名アンカー筋の呼び名 Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６ Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９ Ｄ２２Ｄ２２Ｄ２２Ｄ２２Ｄ２２Ｄ２２Ｄ２２

確認張力（kN/本）確認張力（kN/本）確認張力（kN/本）確認張力（kN/本）確認張力（kN/本）確認張力（kN/本）確認張力（kN/本）

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

打音確認検査（全数）打音確認検査（全数）打音確認検査（全数）打音確認検査（全数）打音確認検査（全数）打音確認検査（全数）打音確認検査（全数）●●●●●●●

●●●●●●●

７
　
　
耐
　
震
　
改
　
修
　
工
　
事（

そ
　
の
　
他）

７
　
　
耐
　
震
　
改
　
修
　
工
　
事（

そ
　
の
　
他）

７
　
　
耐
　
震
　
改
　
修
　
工
　
事（

そ
　
の
　
他）

７
　
　
耐
　
震
　
改
　
修
　
工
　
事（

そ
　
の
　
他）

７
　
　
耐
　
震
　
改
　
修
　
工
　
事（

そ
　
の
　
他）

７
　
　
耐
　
震
　
改
　
修
　
工
　
事（

そ
　
の
　
他）

７
　
　
耐
　
震
　
改
　
修
　
工
　
事（

そ
　
の
　
他）

処理処理処理処理処理処理処理

 既存部分の撤去、 既存部分の撤去、 既存部分の撤去、 既存部分の撤去、 既存部分の撤去、 既存部分の撤去、 既存部分の撤去、

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 ＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿） 〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 ＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿） 〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 ＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿） 〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 ＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿） 〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇

騒音,粉塵,落下防止等、十分考慮して施工すること。騒音,粉塵,落下防止等、十分考慮して施工すること。騒音,粉塵,落下防止等、十分考慮して施工すること。騒音,粉塵,落下防止等、十分考慮して施工すること。騒音,粉塵,落下防止等、十分考慮して施工すること。騒音,粉塵,落下防止等、十分考慮して施工すること。騒音,粉塵,落下防止等、十分考慮して施工すること。

既存構造体の撤去既存構造体の撤去既存構造体の撤去既存構造体の撤去既存構造体の撤去既存構造体の撤去既存構造体の撤去

撤去範囲　撤去範囲　撤去範囲　撤去範囲　撤去範囲　撤去範囲　撤去範囲　

はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置　はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置　はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置　はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置　はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置　はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置　はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置　

適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲

※既存コンクリートとの打ち継ぎ面※既存コンクリートとの打ち継ぎ面※既存コンクリートとの打ち継ぎ面※既存コンクリートとの打ち継ぎ面※既存コンクリートとの打ち継ぎ面※既存コンクリートとの打ち継ぎ面※既存コンクリートとの打ち継ぎ面

※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充てん部の接合部※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充てん部の接合部※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充てん部の接合部※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充てん部の接合部※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充てん部の接合部※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充てん部の接合部※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充てん部の接合部

　 　 　 　 　 　 　 

既存構造体コンクリート面の目荒しの程度及び範囲既存構造体コンクリート面の目荒しの程度及び範囲既存構造体コンクリート面の目荒しの程度及び範囲既存構造体コンクリート面の目荒しの程度及び範囲既存構造体コンクリート面の目荒しの程度及び範囲既存構造体コンクリート面の目荒しの程度及び範囲既存構造体コンクリート面の目荒しの程度及び範囲

程度の凹面を、全体にわたってつける。程度の凹面を、全体にわたってつける。程度の凹面を、全体にわたってつける。程度の凹面を、全体にわたってつける。程度の凹面を、全体にわたってつける。程度の凹面を、全体にわたってつける。程度の凹面を、全体にわたってつける。

　 　 　 　 　 　 　 

程度の凹面を、全体にわたってつける。程度の凹面を、全体にわたってつける。程度の凹面を、全体にわたってつける。程度の凹面を、全体にわたってつける。程度の凹面を、全体にわたってつける。程度の凹面を、全体にわたってつける。程度の凹面を、全体にわたってつける。

　 　 　 　 　 　 　 

既存杭の撤去等既存杭の撤去等既存杭の撤去等既存杭の撤去等既存杭の撤去等既存杭の撤去等既存杭の撤去等

　撤去範囲及び撤去方法　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　撤去範囲及び撤去方法　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　撤去範囲及び撤去方法　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　撤去範囲及び撤去方法　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　撤去範囲及び撤去方法　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　撤去範囲及び撤去方法　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　撤去範囲及び撤去方法　　　　　図示による（　　　　　　　　　　

　杭頭部の処理　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　杭頭部の処理　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　杭頭部の処理　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　杭頭部の処理　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　杭頭部の処理　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　杭頭部の処理　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　杭頭部の処理　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　

　既存杭の補強　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　既存杭の補強　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　既存杭の補強　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　既存杭の補強　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　既存杭の補強　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　既存杭の補強　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　既存杭の補強　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　

　既存杭の健全性を確認する試験　既存杭の健全性を確認する試験　既存杭の健全性を確認する試験　既存杭の健全性を確認する試験　既存杭の健全性を確認する試験　既存杭の健全性を確認する試験　既存杭の健全性を確認する試験

　　行う　　　図示による（　　　　　　　　　　　　行う　　　図示による（　　　　　　　　　　　　行う　　　図示による（　　　　　　　　　　　　行う　　　図示による（　　　　　　　　　　　　行う　　　図示による（　　　　　　　　　　　　行う　　　図示による（　　　　　　　　　　　　行う　　　図示による（　　　　　　　　　　

　　行わない　　行わない　　行わない　　行わない　　行わない　　行わない　　行わない

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

[8.21.2、3][8.22.2、3][8.23.2、3][8.24.4][8.25.2][8.28.2][8.21.2、3][8.22.2、3][8.23.2、3][8.24.4][8.25.2][8.28.2][8.21.2、3][8.22.2、3][8.23.2、3][8.24.4][8.25.2][8.28.2][8.21.2、3][8.22.2、3][8.23.2、3][8.24.4][8.25.2][8.28.2][8.21.2、3][8.22.2、3][8.23.2、3][8.24.4][8.25.2][8.28.2][8.21.2、3][8.22.2、3][8.23.2、3][8.24.4][8.25.2][8.28.2][8.21.2、3][8.22.2、3][8.23.2、3][8.24.4][8.25.2][8.28.2]

既存腰壁、アルミサッシ取り壊し前にカッター入れを行い既存柱・梁を損傷しないこと。既存腰壁、アルミサッシ取り壊し前にカッター入れを行い既存柱・梁を損傷しないこと。既存腰壁、アルミサッシ取り壊し前にカッター入れを行い既存柱・梁を損傷しないこと。既存腰壁、アルミサッシ取り壊し前にカッター入れを行い既存柱・梁を損傷しないこと。既存腰壁、アルミサッシ取り壊し前にカッター入れを行い既存柱・梁を損傷しないこと。既存腰壁、アルミサッシ取り壊し前にカッター入れを行い既存柱・梁を損傷しないこと。既存腰壁、アルミサッシ取り壊し前にカッター入れを行い既存柱・梁を損傷しないこと。

●●●●●●●

●●●●●●●

●●●●●●●

既存壁　　　　　　打継ぎ面の10～15％程度に、平均深さで2～5㎜(最大で5～7㎜)既存壁　　　　　　打継ぎ面の10～15％程度に、平均深さで2～5㎜(最大で5～7㎜)既存壁　　　　　　打継ぎ面の10～15％程度に、平均深さで2～5㎜(最大で5～7㎜)既存壁　　　　　　打継ぎ面の10～15％程度に、平均深さで2～5㎜(最大で5～7㎜)既存壁　　　　　　打継ぎ面の10～15％程度に、平均深さで2～5㎜(最大で5～7㎜)既存壁　　　　　　打継ぎ面の10～15％程度に、平均深さで2～5㎜(最大で5～7㎜)既存壁　　　　　　打継ぎ面の10～15％程度に、平均深さで2～5㎜(最大で5～7㎜)

　図示による（　　　　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　●●●●●●●

　図示による（　　　　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　　図示による（　　　　　　　　　　　●●●●●●●

　接着系アンカー　セット方式　　●カプセル型　回転・打撃式　　　　　接着系アンカー　セット方式　　●カプセル型　回転・打撃式　　　　　接着系アンカー　セット方式　　●カプセル型　回転・打撃式　　　　　接着系アンカー　セット方式　　●カプセル型　回転・打撃式　　　　　接着系アンカー　セット方式　　●カプセル型　回転・打撃式　　　　　接着系アンカー　セット方式　　●カプセル型　回転・打撃式　　　　　接着系アンカー　セット方式　　●カプセル型　回転・打撃式　　　　

＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）●●●●●●●

tel:043-206-3430tel:043-206-3430tel:043-206-3430tel:043-206-3430tel:043-206-3430tel:043-206-3430tel:043-206-3430 fax:043-206-3440fax:043-206-3440fax:043-206-3440fax:043-206-3440fax:043-206-3440fax:043-206-3440fax:043-206-3440

〒263-0022〒263-0022〒263-0022〒263-0022〒263-0022〒263-0022〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９千葉市稲毛区弥生町４－１９千葉市稲毛区弥生町４－１９千葉市稲毛区弥生町４－１９千葉市稲毛区弥生町４－１９千葉市稲毛区弥生町４－１９千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一安　田　良　一安　田　良　一安　田　良　一安　田　良　一安　田　良　一安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号１級建築士登録 第128739号１級建築士登録 第128739号１級建築士登録 第128739号１級建築士登録 第128739号１級建築士登録 第128739号１級建築士登録 第128739号
工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図 面 名図 面 名図 面 名図 面 名図 面 名図 面 名図 面 名

作　図作　図作　図作　図作　図作　図作　図
有限会社アルファ技研設計有限会社アルファ技研設計有限会社アルファ技研設計有限会社アルファ技研設計有限会社アルファ技研設計有限会社アルファ技研設計有限会社アルファ技研設計 番号番号番号番号番号番号番号縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

船橋市建設局建築部建築課船橋市建設局建築部建築課船橋市建設局建築部建築課船橋市建設局建築部建築課船橋市建設局建築部建築課船橋市建設局建築部建築課船橋市建設局建築部建築課 A1：NSA1：NSA1：NSA1：NSA1：NSA1：NSA1：NS

A3：NSA3：NSA3：NSA3：NSA3：NSA3：NSA3：NS構造特記仕様書３構造特記仕様書３構造特記仕様書３構造特記仕様書３構造特記仕様書３構造特記仕様書３構造特記仕様書３

S-03S-03S-03S-03S-03S-03S-03

○○○○○○○

○○○○○○○ ○○○○○○○

●●●●●●●　既存柱、梁面　　　打継ぎ面の15～30％程度に、平均深さで2～5㎜(最大で5～7㎜)　既存柱、梁面　　　打継ぎ面の15～30％程度に、平均深さで2～5㎜(最大で5～7㎜)　既存柱、梁面　　　打継ぎ面の15～30％程度に、平均深さで2～5㎜(最大で5～7㎜)　既存柱、梁面　　　打継ぎ面の15～30％程度に、平均深さで2～5㎜(最大で5～7㎜)　既存柱、梁面　　　打継ぎ面の15～30％程度に、平均深さで2～5㎜(最大で5～7㎜)　既存柱、梁面　　　打継ぎ面の15～30％程度に、平均深さで2～5㎜(最大で5～7㎜)　既存柱、梁面　　　打継ぎ面の15～30％程度に、平均深さで2～5㎜(最大で5～7㎜)●●●●●●●

せん断耐力        KN/本　　　　※図示による（　　　　　　せん断耐力        KN/本　　　　※図示による（　　　　　　せん断耐力        KN/本　　　　※図示による（　　　　　　せん断耐力        KN/本　　　　※図示による（　　　　　　せん断耐力        KN/本　　　　※図示による（　　　　　　せん断耐力        KN/本　　　　※図示による（　　　　　　せん断耐力        KN/本　　　　※図示による（　　　　　　〇〇〇〇〇〇〇 ＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）●●●●●●●47.447.447.447.447.447.447.4 [D16][D16][D16][D16][D16][D16][D16]

●●●●●●● 2 穿孔 2 穿孔 2 穿孔 2 穿孔 2 穿孔 2 穿孔 2 穿孔

〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇〇〇〇〇〇〇

アンカー穿孔前に鉄筋探査器等を用いて障害物の確認をすることアンカー穿孔前に鉄筋探査器等を用いて障害物の確認をすることアンカー穿孔前に鉄筋探査器等を用いて障害物の確認をすることアンカー穿孔前に鉄筋探査器等を用いて障害物の確認をすることアンカー穿孔前に鉄筋探査器等を用いて障害物の確認をすることアンカー穿孔前に鉄筋探査器等を用いて障害物の確認をすることアンカー穿孔前に鉄筋探査器等を用いて障害物の確認をすること

作業者の資格作業者の資格作業者の資格作業者の資格作業者の資格作業者の資格作業者の資格

　 　 　 　 　 　 　 

穿孔前の埋込み配管等の探査方法穿孔前の埋込み配管等の探査方法穿孔前の埋込み配管等の探査方法穿孔前の埋込み配管等の探査方法穿孔前の埋込み配管等の探査方法穿孔前の埋込み配管等の探査方法穿孔前の埋込み配管等の探査方法

　JASS5 11.10.cに規定された非破壊検査を行う　JASS5 11.10.cに規定された非破壊検査を行う　JASS5 11.10.cに規定された非破壊検査を行う　JASS5 11.10.cに規定された非破壊検査を行う　JASS5 11.10.cに規定された非破壊検査を行う　JASS5 11.10.cに規定された非破壊検査を行う　JASS5 11.10.cに規定された非破壊検査を行う

鉄筋探査器の探査方法鉄筋探査器の探査方法鉄筋探査器の探査方法鉄筋探査器の探査方法鉄筋探査器の探査方法鉄筋探査器の探査方法鉄筋探査器の探査方法

　電磁波レーダー法（３Ｄ表示対応型）　電磁波レーダー法（３Ｄ表示対応型）　電磁波レーダー法（３Ｄ表示対応型）　電磁波レーダー法（３Ｄ表示対応型）　電磁波レーダー法（３Ｄ表示対応型）　電磁波レーダー法（３Ｄ表示対応型）　電磁波レーダー法（３Ｄ表示対応型）

　はつり出しによる　はつり出しによる　はつり出しによる　はつり出しによる　はつり出しによる　はつり出しによる　はつり出しによる

　　　　　　　　　　　　　　

穿孔機械（金属検知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する）穿孔機械（金属検知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する）穿孔機械（金属検知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する）穿孔機械（金属検知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する）穿孔機械（金属検知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する）穿孔機械（金属検知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する）穿孔機械（金属検知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する）

穿孔に失敗した場合は、アンカー芯よりも内側に再度穿孔すること（下図ー１）穿孔に失敗した場合は、アンカー芯よりも内側に再度穿孔すること（下図ー１）穿孔に失敗した場合は、アンカー芯よりも内側に再度穿孔すること（下図ー１）穿孔に失敗した場合は、アンカー芯よりも内側に再度穿孔すること（下図ー１）穿孔に失敗した場合は、アンカー芯よりも内側に再度穿孔すること（下図ー１）穿孔に失敗した場合は、アンカー芯よりも内側に再度穿孔すること（下図ー１）穿孔に失敗した場合は、アンカー芯よりも内側に再度穿孔すること（下図ー１）

穿孔失敗部分は、躯体と同等以上の強度のモルタル等で補修すること。穿孔失敗部分は、躯体と同等以上の強度のモルタル等で補修すること。穿孔失敗部分は、躯体と同等以上の強度のモルタル等で補修すること。穿孔失敗部分は、躯体と同等以上の強度のモルタル等で補修すること。穿孔失敗部分は、躯体と同等以上の強度のモルタル等で補修すること。穿孔失敗部分は、躯体と同等以上の強度のモルタル等で補修すること。穿孔失敗部分は、躯体と同等以上の強度のモルタル等で補修すること。

鉄筋探査機の性能鉄筋探査機の性能鉄筋探査機の性能鉄筋探査機の性能鉄筋探査機の性能鉄筋探査機の性能鉄筋探査機の性能

アンカー芯より内側へあける。アンカー芯より内側へあける。アンカー芯より内側へあける。アンカー芯より内側へあける。アンカー芯より内側へあける。アンカー芯より内側へあける。アンカー芯より内側へあける。

(図-1)(図-1)(図-1)(図-1)(図-1)(図-1)(図-1)

アンカー芯アンカー芯アンカー芯アンカー芯アンカー芯アンカー芯アンカー芯▽▽▽▽▽▽▽

失敗孔(無収縮モルタル等で補修)失敗孔(無収縮モルタル等で補修)失敗孔(無収縮モルタル等で補修)失敗孔(無収縮モルタル等で補修)失敗孔(無収縮モルタル等で補修)失敗孔(無収縮モルタル等で補修)失敗孔(無収縮モルタル等で補修)

　鉄筋探査器により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出を行う　鉄筋探査器により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出を行う　鉄筋探査器により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出を行う　鉄筋探査器により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出を行う　鉄筋探査器により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出を行う　鉄筋探査器により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出を行う　鉄筋探査器により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出を行う●●●●●●●

　電磁波レーダー法又は電磁誘導法　電磁波レーダー法又は電磁誘導法　電磁波レーダー法又は電磁誘導法　電磁波レーダー法又は電磁誘導法　電磁波レーダー法又は電磁誘導法　電磁波レーダー法又は電磁誘導法　電磁波レーダー法又は電磁誘導法●●●●●●●

　CD管及び非金属類の探査が可能である機器とする　CD管及び非金属類の探査が可能である機器とする　CD管及び非金属類の探査が可能である機器とする　CD管及び非金属類の探査が可能である機器とする　CD管及び非金属類の探査が可能である機器とする　CD管及び非金属類の探査が可能である機器とする　CD管及び非金属類の探査が可能である機器とする●●●●●●●

●ハンマードリル　　　コアドリル●ハンマードリル　　　コアドリル●ハンマードリル　　　コアドリル●ハンマードリル　　　コアドリル●ハンマードリル　　　コアドリル●ハンマードリル　　　コアドリル●ハンマードリル　　　コアドリル

●第一種あと施工アンカー施工士「（社）日本建築あと施工アンカー協会（ＪＣＡＡ）」●第一種あと施工アンカー施工士「（社）日本建築あと施工アンカー協会（ＪＣＡＡ）」●第一種あと施工アンカー施工士「（社）日本建築あと施工アンカー協会（ＪＣＡＡ）」●第一種あと施工アンカー施工士「（社）日本建築あと施工アンカー協会（ＪＣＡＡ）」●第一種あと施工アンカー施工士「（社）日本建築あと施工アンカー協会（ＪＣＡＡ）」●第一種あと施工アンカー施工士「（社）日本建築あと施工アンカー協会（ＪＣＡＡ）」●第一種あと施工アンカー施工士「（社）日本建築あと施工アンカー協会（ＪＣＡＡ）」

〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

表ー２　(単位:mm)表ー２　(単位:mm)表ー２　(単位:mm)表ー２　(単位:mm)表ー２　(単位:mm)表ー２　(単位:mm)表ー２　(単位:mm)
接着系アンカー径接着系アンカー径接着系アンカー径接着系アンカー径接着系アンカー径接着系アンカー径接着系アンカー径 h'h'h'h'h'h'h' L1L1L1L1L1L1L1 L2L2L2L2L2L2L2 ラップ長ラップ長ラップ長ラップ長ラップ長ラップ長ラップ長

　D16　D16　D16　D16　D16　D16　D16 ※160 　 　※160 　 　※160 　 　※160 　 　※160 　 　※160 　 　※160 　 　 ※120 　 　　※120 　 　　※120 　 　　※120 　 　　※120 　 　　※120 　 　　※120 　 　　 160160160160160160160 60以上60以上60以上60以上60以上60以上60以上

　D19　D19　D19　D19　D19　D19　D19 ※200 　 　※200 　 　※200 　 　※200 　 　※200 　 　※200 　 　※200 　 　 ※150 　 　※150 　 　※150 　 　※150 　 　※150 　 　※150 　 　※150 　 　 190190190190190190190 80以上80以上80以上80以上80以上80以上80以上

　D22　D22　D22　D22　D22　D22　D22 ※250 　200 　   ※250 　200 　   ※250 　200 　   ※250 　200 　   ※250 　200 　   ※250 　200 　   ※250 　200 　   ※190 　150 　    ※190 　150 　    ※190 　150 　    ※190 　150 　    ※190 　150 　    ※190 　150 　    ※190 　150 　    220220220220220220220 130以上130以上130以上130以上130以上130以上130以上

L ：コンクリートの穿孔深さL ：コンクリートの穿孔深さL ：コンクリートの穿孔深さL ：コンクリートの穿孔深さL ：コンクリートの穿孔深さL ：コンクリートの穿孔深さL ：コンクリートの穿孔深さ
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1L1 L1 L1：アンカー筋の定着長さL1：アンカー筋の定着長さL1：アンカー筋の定着長さL1：アンカー筋の定着長さL1：アンカー筋の定着長さL1：アンカー筋の定着長さL1：アンカー筋の定着長さ
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L2：アンカーの有効埋め込み長さL2：アンカーの有効埋め込み長さL2：アンカーの有効埋め込み長さL2：アンカーの有効埋め込み長さL2：アンカーの有効埋め込み長さL2：アンカーの有効埋め込み長さL2：アンカーの有効埋め込み長さ
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2L
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2
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（表ー２参考図）（表ー２参考図）（表ー２参考図）（表ー２参考図）（表ー２参考図）（表ー２参考図）（表ー２参考図）

[8.12.4][8.12.4][8.12.4][8.12.4][8.12.4][8.12.4][8.12.4]

〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

表ー１　(単位:mm)表ー１　(単位:mm)表ー１　(単位:mm)表ー１　(単位:mm)表ー１　(単位:mm)表ー１　(単位:mm)表ー１　(単位:mm)
接着系アンカー径接着系アンカー径接着系アンカー径接着系アンカー径接着系アンカー径接着系アンカー径接着系アンカー径 L1L1L1L1L1L1L1 L2L2L2L2L2L2L2

　D10　D10　D10　D10　D10　D10　D10 －－－－－－－ ※100　 　　※100　 　　※100　 　　※100　 　　※100　 　　※100　 　　※100　 　　

　D13　D13　D13　D13　D13　D13　D13 300300300300300300300 ※130 　　　※130 　　　※130 　　　※130 　　　※130 　　　※130 　　　※130 　　　

350350350350350350350 ※160　 　　※160　 　　※160　 　　※160　 　　※160　 　　※160　 　　※160　 　　

　D19　D19　D19　D19　D19　D19　D19 400400400400400400400 ※190　 　　※190　 　　※190　 　　※190　 　　※190　 　　※190　 　　※190　 　　

　D22　D22　D22　D22　D22　D22　D22 450450450450450450450 ※220　 　　※220　 　　※220　 　　※220　 　　※220　 　　※220　 　　※220　 　　

　D16　D16　D16　D16　D16　D16　D16●●●●●●●

L1L
1

L1L1 L
1L1 L1

L
2L
2

L
2

L
2 L
2

L
2

L
2

LL LL LL L

（表ー１参考図）（表ー１参考図）（表ー１参考図）（表ー１参考図）（表ー１参考図）（表ー１参考図）（表ー１参考図）

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇

＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）

アンカー筋の径及び有効埋め込み長さ　　図示による　　　　アンカー筋の径及び有効埋め込み長さ　　図示による　　　　アンカー筋の径及び有効埋め込み長さ　　図示による　　　　アンカー筋の径及び有効埋め込み長さ　　図示による　　　　アンカー筋の径及び有効埋め込み長さ　　図示による　　　　アンカー筋の径及び有効埋め込み長さ　　図示による　　　　アンカー筋の径及び有効埋め込み長さ　　図示による　　　　

アンカー筋新設壁内への定着長さ　　　　図示による　　　　アンカー筋新設壁内への定着長さ　　　　図示による　　　　アンカー筋新設壁内への定着長さ　　　　図示による　　　　アンカー筋新設壁内への定着長さ　　　　図示による　　　　アンカー筋新設壁内への定着長さ　　　　図示による　　　　アンカー筋新設壁内への定着長さ　　　　図示による　　　　アンカー筋新設壁内への定着長さ　　　　図示による　　　　

性能確認試験　試験方法及び試験数　　　図示による（　　　　　　　性能確認試験　試験方法及び試験数　　　図示による（　　　　　　　性能確認試験　試験方法及び試験数　　　図示による（　　　　　　　性能確認試験　試験方法及び試験数　　　図示による（　　　　　　　性能確認試験　試験方法及び試験数　　　図示による（　　　　　　　性能確認試験　試験方法及び試験数　　　図示による（　　　　　　　性能確認試験　試験方法及び試験数　　　図示による（　　　　　　　

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇アンカー筋の種類　　改修標準仕様書 表8.2.1の異形棒鋼　　全ねじボルト アンカー筋の種類　　改修標準仕様書 表8.2.1の異形棒鋼　　全ねじボルト アンカー筋の種類　　改修標準仕様書 表8.2.1の異形棒鋼　　全ねじボルト アンカー筋の種類　　改修標準仕様書 表8.2.1の異形棒鋼　　全ねじボルト アンカー筋の種類　　改修標準仕様書 表8.2.1の異形棒鋼　　全ねじボルト アンカー筋の種類　　改修標準仕様書 表8.2.1の異形棒鋼　　全ねじボルト アンカー筋の種類　　改修標準仕様書 表8.2.1の異形棒鋼　　全ねじボルト 〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

●●●●●●●

●●●●●●●

接着材の品質　　●有機系　　　無機系接着材の品質　　●有機系　　　無機系接着材の品質　　●有機系　　　無機系接着材の品質　　●有機系　　　無機系接着材の品質　　●有機系　　　無機系接着材の品質　　●有機系　　　無機系接着材の品質　　●有機系　　　無機系

●●●●●●●

●●●●●●●

〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）●●●●●●●

＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿）●●●●●●●        KN/本　　　　※図示による（　　　　　　        KN/本　　　　※図示による（　　　　　　        KN/本　　　　※図示による（　　　　　　        KN/本　　　　※図示による（　　　　　　        KN/本　　　　※図示による（　　　　　　        KN/本　　　　※図示による（　　　　　　        KN/本　　　　※図示による（　　　　　　68.468.468.468.468.468.468.4 [D19][D19][D19][D19][D19][D19][D19]

40.440.440.440.440.440.440.4

50.450.450.450.450.450.450.4

[D16@200][D16@200][D16@200][D16@200][D16@200][D16@200][D16@200]

[D19@200][D19@200][D19@200][D19@200][D19@200][D19@200][D19@200]

引張耐力　　　　　kN/本　　　　　　※図示による（　　　　　　　　　　引張耐力　　　　　kN/本　　　　　　※図示による（　　　　　　　　　　引張耐力　　　　　kN/本　　　　　　※図示による（　　　　　　　　　　引張耐力　　　　　kN/本　　　　　　※図示による（　　　　　　　　　　引張耐力　　　　　kN/本　　　　　　※図示による（　　　　　　　　　　引張耐力　　　　　kN/本　　　　　　※図示による（　　　　　　　　　　引張耐力　　　　　kN/本　　　　　　※図示による（　　　　　　　　　　

　　　　　kN/本　　　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　　　　　kN/本　　　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　　　　　kN/本　　　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　　　　　kN/本　　　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　　　　　kN/本　　　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　　　　　kN/本　　　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　　　　　kN/本　　　　　　※図示による（　　　　　　　　　　

〇〇〇〇〇〇〇

○○○○○○○

〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〇〇〇〇〇〇〇＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

構造図：S-09,12）構造図：S-09,12）構造図：S-09,12）構造図：S-09,12）構造図：S-09,12）構造図：S-09,12）構造図：S-09,12）

構造図：S-09,12）構造図：S-09,12）構造図：S-09,12）構造図：S-09,12）構造図：S-09,12）構造図：S-09,12）構造図：S-09,12）

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

(39/75)(39/75)(39/75)(39/75)(39/75)(39/75)(39/75)
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表1.8　溶接の補助記号

補助記号

Ｌ－Ｐ

Ｌ－Ｐ

EKW○○

構造関係共通事項　

S ※

1 鉄筋の加工

2 異形鉄筋の末端部

3 継手及び定着

１ｈ

Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）ａ

１ｈ

１ １

 カップラー

Ｌ１ｈ

Ｌ１ｈ

Ｌ 、Ｌ 又はＬ２ ３

余長

Ｌ  、Ｌ  又はＬ１ｈ ２ｈ ３ｈ

余長

Ｌ１ｈ Ｌ１ｈ

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１ｈ

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ２

Ｌ３

Ｌ ｂ

▽ ▽

ERW○○

表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　

建築

区分 径 D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32

表1.2　各階伏図における記号　

スラブの配筋種別

スラブ厚さ

階段の配筋種別

土間コンクリート

杭の位置

試験杭の位置

打増しの範囲

スラブ開口

説明記号記号 説明

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

梁・スラブの上がり下がりの範囲

耐力壁の種別

片持ちスラブを受け、かつ耐力壁の種別

土圧を受け、かつ耐力壁の種別

FLからの上がり下がり

ボーリング位置

表1.3　梁貫通孔記号　

２．構造関係共通図(配筋標準図)　

表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径

折曲げ

角  度

折曲げ内法直径(D)

D16 以下
D19

～ D38

D19

～ D38

SD390

鉄筋の折曲げ内法直径は、表1.1を標準とする。

  180°

  135°

  90°

  135°

及び

  90°

（幅止め筋）

3d 以上 4d 以上 5d 以上

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

壁

梁

壁

図2.1 末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）

（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部

（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（３）杭基礎のベース筋

 床版  床版
壁

梁柱

ただし、最上階の

柱頭の四隅部は

フックを付ける。

壁

壁

１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、

    余長は 4d 以上とする。

表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ

１ １ｈ

コンクリートの

設計基準強度

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
Ｌ　（フックなし）

18

21

45d

40d

35d

30d

18

21

35d

25d

25d

30d

21

鉄筋の

種  類
Ｌ　（フックあり）

25d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

40d

35d

30d

30d

35d

35d

SD345

SD390

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に 5d を加えたものとする。

図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

※特記無き限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

図1.1　溶接記号の記載例

溶 接 継 手

 溶  接  面
両面溶接

片面溶接

重ねアーク溶接（フレア溶接）

部分溶込み溶接

隅肉溶接

完全溶込み溶接

突合わせ継手

Ｔ型継手

かど継手

分　　　　　　　　　　　類

表3.2　隣り合う継手の位置

フックあり

の場合

フックなし

の場合

－

－

直線定着の長さ

小梁 スラブ

Ｌ

フックあり定着の長さ

－

鉄筋の

種　類

コンクリートの

設計基準強度

40d

35d

30d

30d

35d

18

　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に 5d を加えたものとする。

SD345

SD390

21

24，27

30，33，36

21

24，27

21

45d

40d

35d

35d

40d

30d

30d

20d

35d

25d

Ｌ １ｈＬ ２ｈＬ２
３ｈＬ

小梁 スラブ

10d

35d

30d

25d

20d25d

30d35d

25d30d

25d30d

20d25d

30d35d

30d35d

25d30d

18 40d50d

35d45d

35d40d

40d50d

40d45d

          の折曲げは行わない。

30，33，36

24，27

30，33，36

Ｌ１

表3.3　鉄筋の定着の長さ

定着起点定着起点

直線定着の長さ フックあり定着の長さ

図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ 小梁及びスラブの上端筋の

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

図3.3　折曲げ定着の方法

コンクリートの

設計基準強度

  Fc（N/mm ）
ａＬ 

18

21

30，33，36

20d

15d

15d

15d

18

21

15d

15d

15d

15d

21

24，27

鉄筋の

種  類

15d

15d

24，27

30，33，36

20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d30，33，36

20d

20d

15d

20d

20d

ｂＬ 

SD345

SD390

表3.4　鉄筋の投影定着の長さ

（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。

　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。ｂ

ａ

　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

１節半以上、かつ、150mm以上

１節半以上、かつ、150mm以上

 鉄筋

 鉄筋

定着（スラブの場合）

図3.4　溶接金網の継手及び定着

定着（壁の場合）重ね継手

（柱頭又は柱脚部）

末端部 中間部

（重ね継手）

図3.5　スパイラル筋の継手及び定着

以上の

1.5巻

添巻き

煙突等高熱を受ける部分

構造部分の種別

表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )

柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

擁壁，耐圧スラブ

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

屋内

ない部分

土に接し

る部分

土に接す

耐力壁以外の壁

スラブ，

柱，梁，耐力壁

最小かぶり厚さ

30

30

20

30

仕上げなし

仕上げあり

40

30
屋外

40

40

60

60

D は、鉄筋の最大外径

継手長さ

継手長さ 15d（余長）

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

 ガス圧接を例で示す

：継手の好ましい位置

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

20d（余長）

20d（余長）

継手長さ

図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

：継手の好ましい位置

 ガス圧接を例で示す

15d（余長） 15d（余長）

5.1　基礎梁

記 号

Ｆ

２

ＦＬ

１

Ｐ

Ｔ

Ｌ

Ｂ

全 周 現 場 溶 接

区　　　　分

現　場　溶　接

全　周　溶　接

断続溶接の間隔
断続溶接の長さ

溶接継手

溶接面

基準線引出線

断続溶接の長さ及び間隔

現場溶接

全周溶接

全周現場溶接

引出線 基準線

（折線）

６０６０６０
。 。 。

4d 以上

6d 以上

8d 以上

4d 以上

4d 以上

D

D

D

D

d

D

d
d

d
d

1ｈ1
２

２

1.1 適用範囲

(１)構造関係共通事項は、総則、構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）から構成される。

(２)構造関係共通図(配筋標準図)は、鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の

 の一般的な標準図とする。

 加工、組立等の一般的な標準図とする。

(３)構造関係共通図(鉄骨標準図)は、鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立

(４)構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）以外について、図面及び監督職員の指示による。

1.3 用語の定義

(３)長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。

1.2 優先順位

(１)設計図書間で配筋方法等に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

1.4 記号等

１．特記仕様書

(１)設計図とは、建築構造図のうち特記仕様書、構造関係共通図以外の図面をいう。

４．標準仕様書及び改修標準仕様書

３．構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）

２．設計図

１．総　則

 図面で使用する記号等は、表1.1～表1.8、図1.1を標準とする。

鋼　管

記号（建築用）

管　名

表1.4　スリーブ材質の凡例　

SP（白管） GA VU RS

溶融亜鉛めっき鋼版 硬質塩化ビニル管（薄肉管）つば付き鋼管（黒管）

表1.5　高力ボルト径の記号 表1.6　普通ボルト径の記号　

※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。

表1.7　溶接継手及び溶接面の分類別記号

径
区分 M16 M20 M22 M24M12

普通ボルト

M12 M16 M20 M22 M24径

高力ボルト

区分

（F8T相当）
溶融亜鉛めっき高力ボルト

（F10T、S10T）

d

≧6d
d

≧6d

d

≧6d

50d

5
0d

d

≧6d

ａ≧0.5Ｌ

ａ

ａ＝0.5Ｌ

ａ ａ

ａ ａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mm

 ガス圧接継手・溶接継手

ａ≧400mm

ａ≧0.5Ｌａ＝0.5Ｌ

ａ ａ

ｂ

間隔

あき DD

24，27

１ｈ　　　２．フックありの場合のＬ　 は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。

（余長）

折曲げ図

（注）１．Ｌ　,Ｌ   ：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。

10d

20d
かつ

150mm

以上

 25d)  25d)

(

4 鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

ただし、柱及び梁の主筋に D29 以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保

するように最小かぶり厚さを定める。

（注）１．

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな

　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの

　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　　　厚さを含まない。

　　 異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着

　　 する。

一般壁の種別W○○

KW○○

(２)異形鉄筋の径(本文、図、表において「ｄ」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。

片持ちスラブ形階段を

受け、かつ一般壁の種別

鉄筋の

種類

呼び名

（1）鉄筋の重ね継手

（ｱ）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（ｲ）柱及び梁主筋並びに耐力壁を除く鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。

（ｴ）隣り合う継手の位置は、表3.2による。

 片持小梁 片持ｽﾗﾌﾞ

 の場合は の場合は

（2）鉄筋の定着

（ｱ）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。

（ｲ）梁主筋の柱内折曲げ定着又は小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ

 　　り、次の(a)、(b)及び(c)をすべて満足するものとする。

　　　　(a)　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上

　　　　(b)　余長は 8d 以上

全長

（ｳ）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。

　 　なお、Ｌ は表3.1に、Ｌ　及びＬ　は表3.3による。２ ３１

Ｌ１

Ｌ１

（ｴ）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による

（1）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。

この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。

また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。

（2）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10mmを加えた数値を標準とする。

（3）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（4）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

（ｱ）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（ｲ）25mm

図4.1　鉄筋相互のあき及び間隔

（1）一般事項

（ｱ）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が

（ｲ）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(2)(ｴ)による。

（5）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(4)による。

（2）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。

（3）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。

　   ただし、耐圧スラブが付く場合は、（4）による。

　 　　　　　ただし、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

　　　　(c)　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さLa及びLbは表3.4に示す長さとする。

SD295

SD295

SD295

SD295、SD345

２．90°未満の折曲げの内法直径は構造図による。

重

 

ね

 

継

 

手
ガ

ス
圧

接
継

手

溶

 

接

 

継

 

手
機

械
式

継
手

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ2）

Ｌ３

【※】

Ｌ2

 0

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ2

（ｳ）耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず40d以上（軽量コンクリートの

 　  場合は50d ）又は表3.1の重ね継手の長さのうち、いずれか大きい値とする。

     ただし、スラブ筋で D16 以下の場合及び壁筋の場合は除く。

（注）１．Ｌ1，Ｌ1h：２から４以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

　　　２．Ｌ2，Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

　　　３．Ｌ3　　　：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを

　　             　　受ける小梁は除く。

　　　４．Ｌ3h　　 ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。

　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間部で

１

全長

（6）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

（ｳ）隣り合う鉄筋の径（呼び名の数値）の平均の1.5倍

tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課 A1：NS

A3：NS

S-04
構造関係共通事項１

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

(40/75)



　　　　　２．図中のP1＠　、P2＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　　　　２．図中のP1＠　、P2＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　　　　２．図中のP1＠　、P2＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　　　　２．図中のP1＠　、P2＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　　　　２．図中のP1＠　、P2＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　　　　２．図中のP1＠　、P2＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　　　　２．図中のP1＠　、P2＠は、特記された帯筋の間隔を示す。

5.2　基礎梁のあばら筋等5.2　基礎梁のあばら筋等5.2　基礎梁のあばら筋等5.2　基礎梁のあばら筋等5.2　基礎梁のあばら筋等5.2　基礎梁のあばら筋等5.2　基礎梁のあばら筋等

コンクリート打継ぎ面コンクリート打継ぎ面コンクリート打継ぎ面コンクリート打継ぎ面コンクリート打継ぎ面コンクリート打継ぎ面コンクリート打継ぎ面

6.1　柱6.1　柱6.1　柱6.1　柱6.1　柱6.1　柱6.1　柱

FLFLFLFLFLFLFL

GLGLGLGLGLGLGL

6.2　帯筋6.2　帯筋6.2　帯筋6.2　帯筋6.2　帯筋6.2　帯筋6.2　帯筋

②Ｗ－Ⅰ形②Ｗ－Ⅰ形②Ｗ－Ⅰ形②Ｗ－Ⅰ形②Ｗ－Ⅰ形②Ｗ－Ⅰ形②Ｗ－Ⅰ形

①Ｈ形①Ｈ形①Ｈ形①Ｈ形①Ｈ形①Ｈ形①Ｈ形

⑤ＳＰ形（スパイラル筋）⑤ＳＰ形（スパイラル筋）⑤ＳＰ形（スパイラル筋）⑤ＳＰ形（スパイラル筋）⑤ＳＰ形（スパイラル筋）⑤ＳＰ形（スパイラル筋）⑤ＳＰ形（スパイラル筋） ⑥丸形⑥丸形⑥丸形⑥丸形⑥丸形⑥丸形⑥丸形

（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）

（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）

（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）

（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） （ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）

（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） （ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ） （ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）

注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。

（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

7.3　小梁7.3　小梁7.3　小梁7.3　小梁7.3　小梁7.3　小梁7.3　小梁

7.4　片持梁7.4　片持梁7.4　片持梁7.4　片持梁7.4　片持梁7.4　片持梁7.4　片持梁

7.2　あばら筋等7.2　あばら筋等7.2　あばら筋等7.2　あばら筋等7.2　あばら筋等7.2　あばら筋等7.2　あばら筋等

柱柱柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁梁梁 梁梁梁梁梁梁梁

腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10 2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10
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7.1　大梁7.1　大梁7.1　大梁7.1　大梁7.1　大梁7.1　大梁7.1　大梁
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（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置

図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）

 ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す

図6.2　柱打増し部図6.2　柱打増し部図6.2　柱打増し部図6.2　柱打増し部図6.2　柱打増し部図6.2　柱打増し部図6.2　柱打増し部

打増し厚さ10mm打増し厚さ10mm打増し厚さ10mm打増し厚さ10mm打増し厚さ10mm打増し厚さ10mm打増し厚さ10mm

打増し厚さ10mm打増し厚さ10mm打増し厚さ10mm打増し厚さ10mm打増し厚さ10mm打増し厚さ10mm打増し厚さ10mm

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合 重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合

下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋

が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合

上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋

が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合

かぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さ

　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある

　　　　　　　　場合には、フックを付ける。　　　　　　　　場合には、フックを付ける。　　　　　　　　場合には、フックを付ける。　　　　　　　　場合には、フックを付ける。　　　　　　　　場合には、フックを付ける。　　　　　　　　場合には、フックを付ける。　　　　　　　　場合には、フックを付ける。

継手継手継手継手継手継手継手 定着定着定着定着定着定着定着

　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。

　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。

図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと

　　　４．破線は、柱内定着を示す。　　　４．破線は、柱内定着を示す。　　　４．破線は、柱内定着を示す。　　　４．破線は、柱内定着を示す。　　　４．破線は、柱内定着を示す。　　　４．破線は、柱内定着を示す。　　　４．破線は、柱内定着を示す。

　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。

　　　　　ができる。　　　　　ができる。　　　　　ができる。　　　　　ができる。　　　　　ができる。　　　　　ができる。　　　　　ができる。

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200900≦Ｄ＜1,200900≦Ｄ＜1,200900≦Ｄ＜1,200900≦Ｄ＜1,200900≦Ｄ＜1,200900≦Ｄ＜1,200 1,200≦Ｄ＜1,5001,200≦Ｄ＜1,5001,200≦Ｄ＜1,5001,200≦Ｄ＜1,5001,200≦Ｄ＜1,5001,200≦Ｄ＜1,5001,200≦Ｄ＜1,500

幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

直交する梁へ斜めに定着する場合直交する梁へ斜めに定着する場合直交する梁へ斜めに定着する場合直交する梁へ斜めに定着する場合直交する梁へ斜めに定着する場合直交する梁へ斜めに定着する場合直交する梁へ斜めに定着する場合

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

平面平面平面平面平面平面平面 立面立面立面立面立面立面立面

（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階 最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

 　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5によるこ 　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5によるこ 　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5によるこ 　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5によるこ 　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5によるこ 　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5によるこ 　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5によるこ

     とができる。     とができる。     とができる。     とができる。     とができる。     とができる。     とができる。

　 　以下とする。　 　以下とする。　 　以下とする。　 　以下とする。　 　以下とする。　 　以下とする。　 　以下とする。

　　 打増し部分を含まない。　　 打増し部分を含まない。　　 打増し部分を含まない。　　 打増し部分を含まない。　　 打増し部分を含まない。　　 打増し部分を含まない。　　 打増し部分を含まない。

　　 打増し部分を含まない。　　 打増し部分を含まない。　　 打増し部分を含まない。　　 打増し部分を含まない。　　 打増し部分を含まない。　　 打増し部分を含まない。　　 打増し部分を含まない。

　 　上端筋：中央 　o/2以内　 　上端筋：中央 　o/2以内　 　上端筋：中央 　o/2以内　 　上端筋：中央 　o/2以内　 　上端筋：中央 　o/2以内　 　上端筋：中央 　o/2以内　 　上端筋：中央 　o/2以内

 　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内 　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内 　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内 　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内 　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内 　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内 　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内

（4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。

（1）一般事項（1）一般事項（1）一般事項（1）一般事項（1）一般事項（1）一般事項（1）一般事項

（1）一般事項（1）一般事項（1）一般事項（1）一般事項（1）一般事項（1）一般事項（1）一般事項

（ｱ）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）（ｱ）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）（ｱ）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）（ｱ）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）（ｱ）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）（ｱ）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）（ｱ）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）

（ｲ）継手、定着及び余長は、図6.1による。（ｲ）継手、定着及び余長は、図6.1による。（ｲ）継手、定着及び余長は、図6.1による。（ｲ）継手、定着及び余長は、図6.1による。（ｲ）継手、定着及び余長は、図6.1による。（ｲ）継手、定着及び余長は、図6.1による。（ｲ）継手、定着及び余長は、図6.1による。

（ｳ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。（ｳ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。（ｳ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。（ｳ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。（ｳ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。（ｳ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。（ｳ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。

（ｱ）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。（ｱ）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。（ｱ）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。（ｱ）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。（ｱ）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。（ｱ）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。（ｱ）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

（2）柱打増し部（2）柱打増し部（2）柱打増し部（2）柱打増し部（2）柱打増し部（2）柱打増し部（2）柱打増し部

（ｱ）打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、（ｱ）打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、（ｱ）打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、（ｱ）打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、（ｱ）打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、（ｱ）打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、（ｱ）打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、

（ｲ）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。（ｲ）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。（ｲ）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。（ｲ）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。（ｲ）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。（ｲ）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。（ｲ）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。

（1）一般事項（1）一般事項（1）一般事項（1）一般事項（1）一般事項（1）一般事項（1）一般事項

（ｱ）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。（ｱ）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。（ｱ）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。（ｱ）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。（ｱ）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。（ｱ）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。（ｱ）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。

（ｳ）打増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、（ｳ）打増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、（ｳ）打増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、（ｳ）打増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、（ｳ）打増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、（ｳ）打増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、（ｳ）打増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、

（2）大梁主筋の継手及び定着の一般事項（2）大梁主筋の継手及び定着の一般事項（2）大梁主筋の継手及び定着の一般事項（2）大梁主筋の継手及び定着の一般事項（2）大梁主筋の継手及び定着の一般事項（2）大梁主筋の継手及び定着の一般事項（2）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

（ｱ）継手中心位置は、次による。（ｱ）継手中心位置は、次による。（ｱ）継手中心位置は、次による。（ｱ）継手中心位置は、次による。（ｱ）継手中心位置は、次による。（ｱ）継手中心位置は、次による。（ｱ）継手中心位置は、次による。

（ｲ）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。（ｲ）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。（ｲ）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。（ｲ）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。（ｲ）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。（ｲ）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。（ｲ）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。

図7.5.1　あばら筋組立の形図7.5.1　あばら筋組立の形図7.5.1　あばら筋組立の形図7.5.1　あばら筋組立の形図7.5.1　あばら筋組立の形図7.5.1　あばら筋組立の形図7.5.1　あばら筋組立の形

③③③③③③③②②②②②②②①①①①①①① ④④④④④④④

(a).①の場合は交互とする。(a).①の場合は交互とする。(a).①の場合は交互とする。(a).①の場合は交互とする。(a).①の場合は交互とする。(a).①の場合は交互とする。(a).①の場合は交互とする。

(b).②の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。(b).②の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。(b).②の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。(b).②の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。(b).②の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。(b).②の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。(b).②の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。

(c).③の場合は床版の付く側を 90゜折曲げとする。(c).③の場合は床版の付く側を 90゜折曲げとする。(c).③の場合は床版の付く側を 90゜折曲げとする。(c).③の場合は床版の付く側を 90゜折曲げとする。(c).③の場合は床版の付く側を 90゜折曲げとする。(c).③の場合は床版の付く側を 90゜折曲げとする。(c).③の場合は床版の付く側を 90゜折曲げとする。

（ｲ）フックの位置（ｲ）フックの位置（ｲ）フックの位置（ｲ）フックの位置（ｲ）フックの位置（ｲ）フックの位置（ｲ）フックの位置

（1）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項（1）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項（1）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項（1）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項（1）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項（1）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項（1）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

（ｳ）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。（ｳ）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。（ｳ）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。（ｳ）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。（ｳ）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。（ｳ）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。（ｳ）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

（2）あばら筋組立の形及びフックの位置（2）あばら筋組立の形及びフックの位置（2）あばら筋組立の形及びフックの位置（2）あばら筋組立の形及びフックの位置（2）あばら筋組立の形及びフックの位置（2）あばら筋組立の形及びフックの位置（2）あばら筋組立の形及びフックの位置

（ｱ）形は、図7.5.1①とする。（ｱ）形は、図7.5.1①とする。（ｱ）形は、図7.5.1①とする。（ｱ）形は、図7.5.1①とする。（ｱ）形は、図7.5.1①とする。（ｱ）形は、図7.5.1①とする。（ｱ）形は、図7.5.1①とする。
（1）小梁主筋の継手、定着及び余長（1）小梁主筋の継手、定着及び余長（1）小梁主筋の継手、定着及び余長（1）小梁主筋の継手、定着及び余長（1）小梁主筋の継手、定着及び余長（1）小梁主筋の継手、定着及び余長（1）小梁主筋の継手、定着及び余長

（1）片持梁主筋の定着及び余長（1）片持梁主筋の定着及び余長（1）片持梁主筋の定着及び余長（1）片持梁主筋の定着及び余長（1）片持梁主筋の定着及び余長（1）片持梁主筋の定着及び余長（1）片持梁主筋の定着及び余長

図6.3　帯筋組立の形図6.3　帯筋組立の形図6.3　帯筋組立の形図6.3　帯筋組立の形図6.3　帯筋組立の形図6.3　帯筋組立の形図6.3　帯筋組立の形
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帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋

上下の柱断面寸法が異なる場合，上下の柱断面寸法が異なる場合，上下の柱断面寸法が異なる場合，上下の柱断面寸法が異なる場合，上下の柱断面寸法が異なる場合，上下の柱断面寸法が異なる場合，上下の柱断面寸法が異なる場合，
帯筋は，1サイズ太い鉄筋又は帯筋は，1サイズ太い鉄筋又は帯筋は，1サイズ太い鉄筋又は帯筋は，1サイズ太い鉄筋又は帯筋は，1サイズ太い鉄筋又は帯筋は，1サイズ太い鉄筋又は帯筋は，1サイズ太い鉄筋又は
同径の鉄筋を束ねたものとする。同径の鉄筋を束ねたものとする。同径の鉄筋を束ねたものとする。同径の鉄筋を束ねたものとする。同径の鉄筋を束ねたものとする。同径の鉄筋を束ねたものとする。同径の鉄筋を束ねたものとする。

梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。

図6.4　帯筋の割付け図6.4　帯筋の割付け図6.4　帯筋の割付け図6.4　帯筋の割付け図6.4　帯筋の割付け図6.4　帯筋の割付け図6.4　帯筋の割付け

２２ ２２ ２２ ２

（3）フック及び継手の位置は交互とする。（3）フック及び継手の位置は交互とする。（3）フック及び継手の位置は交互とする。（3）フック及び継手の位置は交互とする。（3）フック及び継手の位置は交互とする。（3）フック及び継手の位置は交互とする。（3）フック及び継手の位置は交互とする。

柱柱柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁梁梁 梁梁梁梁梁梁梁

図7.2　段違い梁図7.2　段違い梁図7.2　段違い梁図7.2　段違い梁図7.2　段違い梁図7.2　段違い梁図7.2　段違い梁

D≦100D≦100D≦100D≦100D≦100D≦100D≦100

ＤＤＤＤＤＤＤ

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

ＤＤＤＤＤＤＤ

20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)

 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0  /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2 0 0 0 0 0 0 0  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0

 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 0 0 0 0 0 0 0

２２ ２２ ２２ ２
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

２２ ２２ ２２ ２
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

　　　　上端筋：曲げ降ろす　　　　上端筋：曲げ降ろす　　　　上端筋：曲げ降ろす　　　　上端筋：曲げ降ろす　　　　上端筋：曲げ降ろす　　　　上端筋：曲げ降ろす　　　　上端筋：曲げ降ろす

　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。

　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。

吊上げ筋は、あばら筋より吊上げ筋は、あばら筋より吊上げ筋は、あばら筋より吊上げ筋は、あばら筋より吊上げ筋は、あばら筋より吊上げ筋は、あばら筋より吊上げ筋は、あばら筋より

１サイズ太い鉄筋又は同径１サイズ太い鉄筋又は同径１サイズ太い鉄筋又は同径１サイズ太い鉄筋又は同径１サイズ太い鉄筋又は同径１サイズ太い鉄筋又は同径１サイズ太い鉄筋又は同径

の鉄筋を束ねたものとする。の鉄筋を束ねたものとする。の鉄筋を束ねたものとする。の鉄筋を束ねたものとする。の鉄筋を束ねたものとする。の鉄筋を束ねたものとする。の鉄筋を束ねたものとする。

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

（ｴ）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。（ｴ）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。（ｴ）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。（ｴ）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。（ｴ）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。（ｴ）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。（ｴ）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

（ｶ）段違い梁は、図7.2による。（ｶ）段違い梁は、図7.2による。（ｶ）段違い梁は、図7.2による。（ｶ）段違い梁は、図7.2による。（ｶ）段違い梁は、図7.2による。（ｶ）段違い梁は、図7.2による。（ｶ）段違い梁は、図7.2による。

（3）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。（3）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。（3）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。（3）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。（3）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。（3）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。（3）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。

図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

１１１１１１１ＬＬＬＬＬＬＬ １１１１１１１ＬＬＬＬＬＬＬ

１１１１１１１ＬＬＬＬＬＬＬ １１１１１１１
ＬＬＬＬＬＬＬ

２２ ２２ ２２ ２
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ２２ ２２ ２２ ２

ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋

（4）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。（4）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。（4）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。（4）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。（4）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。（4）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。（4）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。

図7.1　梁主筋の梁内定着図7.1　梁主筋の梁内定着図7.1　梁主筋の梁内定着図7.1　梁主筋の梁内定着図7.1　梁主筋の梁内定着図7.1　梁主筋の梁内定着図7.1　梁主筋の梁内定着

（ｲ）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。（ｲ）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。（ｲ）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。（ｲ）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。（ｲ）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。（ｲ）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。（ｲ）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。

図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

１１ １１ １１ １
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

ｈｈ ｈｈ ｈｈ ｈ

副あばら筋が取り付く場合副あばら筋が取り付く場合副あばら筋が取り付く場合副あばら筋が取り付く場合副あばら筋が取り付く場合副あばら筋が取り付く場合副あばら筋が取り付く場合

（ｲ）あばら筋組立の形及びフックは7.2(2)、副あばら筋組立の形及びフックの位置は7.2(3)による。（ｲ）あばら筋組立の形及びフックは7.2(2)、副あばら筋組立の形及びフックの位置は7.2(3)による。（ｲ）あばら筋組立の形及びフックは7.2(2)、副あばら筋組立の形及びフックの位置は7.2(3)による。（ｲ）あばら筋組立の形及びフックは7.2(2)、副あばら筋組立の形及びフックの位置は7.2(3)による。（ｲ）あばら筋組立の形及びフックは7.2(2)、副あばら筋組立の形及びフックの位置は7.2(3)による。（ｲ）あばら筋組立の形及びフックは7.2(2)、副あばら筋組立の形及びフックの位置は7.2(3)による。（ｲ）あばら筋組立の形及びフックは7.2(2)、副あばら筋組立の形及びフックの位置は7.2(3)による。

　　　　　する範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。　　　　　する範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。　　　　　する範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。　　　　　する範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。　　　　　する範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。　　　　　する範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。　　　　　する範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。

　　　（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P1＠または1.5P2＠と　　　（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P1＠または1.5P2＠と　　　（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P1＠または1.5P2＠と　　　（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P1＠または1.5P2＠と　　　（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P1＠または1.5P2＠と　　　（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P1＠または1.5P2＠と　　　（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P1＠または1.5P2＠と

（3）副あばら筋組立の形及びフックの位置（3）副あばら筋組立の形及びフックの位置（3）副あばら筋組立の形及びフックの位置（3）副あばら筋組立の形及びフックの位置（3）副あばら筋組立の形及びフックの位置（3）副あばら筋組立の形及びフックの位置（3）副あばら筋組立の形及びフックの位置

 形は、図7.5.2⑤または⑦とする。 形は、図7.5.2⑤または⑦とする。 形は、図7.5.2⑤または⑦とする。 形は、図7.5.2⑤または⑦とする。 形は、図7.5.2⑤または⑦とする。 形は、図7.5.2⑤または⑦とする。 形は、図7.5.2⑤または⑦とする。

≧4d≧4d≧4d≧4d≧4d≧4d≧4d

≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d ≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d

≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d
⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

図7.5. 　副あばら筋組立の形図7.5. 　副あばら筋組立の形図7.5. 　副あばら筋組立の形図7.5. 　副あばら筋組立の形図7.5. 　副あばら筋組立の形図7.5. 　副あばら筋組立の形図7.5. 　副あばら筋組立の形2222222

（4）あばら筋の割付け（4）あばら筋の割付け（4）あばら筋の割付け（4）あばら筋の割付け（4）あばら筋の割付け（4）あばら筋の割付け（4）あばら筋の割付け

（ｱ）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。（ｱ）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。（ｱ）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。（ｱ）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。（ｱ）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。（ｱ）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。（ｱ）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。

図7.6　あばら筋の割付け（その１）図7.6　あばら筋の割付け（その１）図7.6　あばら筋の割付け（その１）図7.6　あばら筋の割付け（その１）図7.6　あばら筋の割付け（その１）図7.6　あばら筋の割付け（その１）図7.6　あばら筋の割付け（その１）

（ｲ）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。（ｲ）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。（ｲ）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。（ｲ）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。（ｲ）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。（ｲ）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。（ｲ）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。

図7.7　あばら筋の割付け（その２）図7.7　あばら筋の割付け（その２）図7.7　あばら筋の割付け（その２）図7.7　あばら筋の割付け（その２）図7.7　あばら筋の割付け（その２）図7.7　あばら筋の割付け（その２）図7.7　あばら筋の割付け（その２）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

ただし、L形梁またはT形梁の場合は⑦とすることができる。ただし、L形梁またはT形梁の場合は⑦とすることができる。ただし、L形梁またはT形梁の場合は⑦とすることができる。ただし、L形梁またはT形梁の場合は⑦とすることができる。ただし、L形梁またはT形梁の場合は⑦とすることができる。ただし、L形梁またはT形梁の場合は⑦とすることができる。ただし、L形梁またはT形梁の場合は⑦とすることができる。

（ｳ）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。（ｳ）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。（ｳ）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。（ｳ）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。（ｳ）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。（ｳ）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。（ｳ）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。

図7.8　あばら筋の割付け（その３）図7.8　あばら筋の割付け（その３）図7.8　あばら筋の割付け（その３）図7.8　あばら筋の割付け（その３）図7.8　あばら筋の割付け（その３）図7.8　あばら筋の割付け（その３）図7.8　あばら筋の割付け（その３）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（ｴ）腹筋及び幅止め筋（ｴ）腹筋及び幅止め筋（ｴ）腹筋及び幅止め筋（ｴ）腹筋及び幅止め筋（ｴ）腹筋及び幅止め筋（ｴ）腹筋及び幅止め筋（ｴ）腹筋及び幅止め筋

　一般の梁は、図7.9による。　一般の梁は、図7.9による。　一般の梁は、図7.9による。　一般の梁は、図7.9による。　一般の梁は、図7.9による。　一般の梁は、図7.9による。　一般の梁は、図7.9による。

１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。　１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。　１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。　１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。　１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。　１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。　１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。　

２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

図7.9　腹筋および幅止め筋図7.9　腹筋および幅止め筋図7.9　腹筋および幅止め筋図7.9　腹筋および幅止め筋図7.9　腹筋および幅止め筋図7.9　腹筋および幅止め筋図7.9　腹筋および幅止め筋

  連続小梁の場合は、図7.10による。  連続小梁の場合は、図7.10による。  連続小梁の場合は、図7.10による。  連続小梁の場合は、図7.10による。  連続小梁の場合は、図7.10による。  連続小梁の場合は、図7.10による。  連続小梁の場合は、図7.10による。

図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

（2）単独小梁の場合は、図7.11による。（2）単独小梁の場合は、図7.11による。（2）単独小梁の場合は、図7.11による。（2）単独小梁の場合は、図7.11による。（2）単独小梁の場合は、図7.11による。（2）単独小梁の場合は、図7.11による。（2）単独小梁の場合は、図7.11による。

図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

（3）あばら筋は、7.2による。（3）あばら筋は、7.2による。（3）あばら筋は、7.2による。（3）あばら筋は、7.2による。（3）あばら筋は、7.2による。（3）あばら筋は、7.2による。（3）あばら筋は、7.2による。

（ｱ）先端に小梁のない場合は、図7.12による。（ｱ）先端に小梁のない場合は、図7.12による。（ｱ）先端に小梁のない場合は、図7.12による。（ｱ）先端に小梁のない場合は、図7.12による。（ｱ）先端に小梁のない場合は、図7.12による。（ｱ）先端に小梁のない場合は、図7.12による。（ｱ）先端に小梁のない場合は、図7.12による。

図7.12　片持梁主筋の定着及び余長図7.12　片持梁主筋の定着及び余長図7.12　片持梁主筋の定着及び余長図7.12　片持梁主筋の定着及び余長図7.12　片持梁主筋の定着及び余長図7.12　片持梁主筋の定着及び余長図7.12　片持梁主筋の定着及び余長

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

（3）あばら筋の割付けは、7.2(4)による。（3）あばら筋の割付けは、7.2(4)による。（3）あばら筋の割付けは、7.2(4)による。（3）あばら筋の割付けは、7.2(4)による。（3）あばら筋の割付けは、7.2(4)による。（3）あばら筋の割付けは、7.2(4)による。（3）あばら筋の割付けは、7.2(4)による。
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〒263-0022〒263-0022〒263-0022〒263-0022〒263-0022〒263-0022〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９千葉市稲毛区弥生町４－１９千葉市稲毛区弥生町４－１９千葉市稲毛区弥生町４－１９千葉市稲毛区弥生町４－１９千葉市稲毛区弥生町４－１９千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一安　田　良　一安　田　良　一安　田　良　一安　田　良　一安　田　良　一安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号１級建築士登録 第128739号１級建築士登録 第128739号１級建築士登録 第128739号１級建築士登録 第128739号１級建築士登録 第128739号１級建築士登録 第128739号
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図 面 名図 面 名図 面 名図 面 名図 面 名図 面 名図 面 名

作　図作　図作　図作　図作　図作　図作　図
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船橋市建設局建築部建築課船橋市建設局建築部建築課船橋市建設局建築部建築課船橋市建設局建築部建築課船橋市建設局建築部建築課船橋市建設局建築部建築課船橋市建設局建築部建築課 A1：NSA1：NSA1：NSA1：NSA1：NSA1：NSA1：NS

A3：NSA3：NSA3：NSA3：NSA3：NSA3：NSA3：NS構造関係共通事項２構造関係共通事項２構造関係共通事項２構造関係共通事項２構造関係共通事項２構造関係共通事項２構造関係共通事項２

S-05S-05S-05S-05S-05S-05S-05船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事
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8.1　壁
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片持梁

片持梁筋

折下げ

片持梁筋

折下げ

図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ

9.1　スラブ

1-D13 2-D13

1-D13

1-D13

1-D13 1-D131-D13
2-D13

1-D13

2-D13

1-D13

2-D13 4-D13

開口

柱柱

柱 柱

大梁

大
梁

小
梁

長
辺

方
向

2-D13

2-D13

１ｎ 本

２ｎ 本

(   )本
２ｎ 

２

(   )本
１ｎ 

２

5－D10（　=1,500）

5－D10（　=1,500）

D13 D13

D10-300@

t

D10-300@

D10-300@

t

D13

D13

D10-300@

D10-300@

D13

2-D13

D13

D13

D10-300@

t

t

2-D13

D13

(注)  ≧  とする

一般スラブ配力筋

    2．出隅受け部配筋は柱

１

１ ２

出隅受け部

(注)1.   ≧  とする１ ２

       又は梁にＬ 定着する。

D13 D13

３

受け筋 D13

2-D13

（段差なし）

 受け筋 D13

2-D13

（段差あり）

主筋

t

t

２Ｌ

２
Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

1
0
0
以

下

先
端

壁
厚

以
上

１

Ｌ

１Ｌ

ａ

２Ｌ１Ｌ継手

２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ

1
0
0
以

下

先
端

壁
厚

以
上

２
Ｌ

1
0
0
以

下

３
Ｌ

１
Ｌ

 
/
2

１

１Ｌ /2１

３Ｌ

１

 
/
2

１

２

１

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ

２
Ｌ

３
Ｌ

ａ
２

Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

 /2１

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

１
Ｌ

１

Ｌ

２
Ｌ

３
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

≦600

Ｌ

２Ｌ

≦600

Ｌ

２
Ｌ

ａＬ

ａ
２

Ｌ

ａ
２

Ｌ

２

１Ｌ
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　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

小梁外端部

水平断面

小梁連続端部

垂直断面

図7.13　片持梁主筋の定着

片持梁

(頭つなぎ梁)

先端小梁 

端部（垂直及び水平断面） 外壁の端部（垂直及び水平断面）

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

交差部（水平断面）

　　　なお、耐力壁の補強筋は、構造図による。

表8.3　壁開口部補強筋（A形）

種別

D10-150@シングル

W12

W15A

W15B

W18A

W18B

W20A

W20B

D10-100@シングル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@シングル

縦筋及び横筋

(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。

120

150

180

200

表8.1　壁の配筋

断面図　　（mm）

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。

（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は設計図による。

（３）土間コンクリート補強筋(D0）の配筋及びコンクリート厚さは設計図による。

（４）スラブの配筋（S形配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、設計図による。

表9.1　S形配筋

表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋

断面図　　（mm）

D13-200@ダブル

D10-200@ダブル

D13-150@ダブル

D10-200@ダブル

(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。

階段の配筋　

種別　　　　

KW1

KW2

縦筋

横筋

縦筋

横筋

KA1

KA3

KA2

KA4

種別 縦筋及び横筋
(表10.1)

D13-100@S 1

S 2

S 3

S 4

S 5

S 6

同　上

D13-150@

（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。

S 7

同　上

同　上

同　上

    D10,D13-150@

D13-100@

D13-150@

D13-150@

D10,D13-150@

D10,D13-150@

D10,D13-150@

D10-150@

S 8

S 9

S10

S11

S12

S13

同　上

S14

同　上

同　上

D10-150@

D10-200@

D10-200@

D10,D13-200@

D10-250@

D10-200@

    D10,D13-150@

    D10,D13-200@

D10-200@

同　上

D10-250@

180

200

 短辺方向（主筋）配筋

種別 全域

 長辺方向（配力筋）

全域

配筋

種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

全域

表8.4　壁開口部補強筋（B形）

縦横

補強筋

W18，W20 2-D13

斜め

1-D131-D13

2-D13

W12，W15

縦横

2-D13

4-D13 2-D13

斜め

1-D13

補強筋
壁の種別

W18，W20

W12，W15

壁の種別

（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

図9.1　スラブの配筋

（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。

先端部補強筋

主筋

配力筋

先端部補強筋

配力筋

短辺方向

長辺方向（配力筋）
短辺方向（主筋）

垂れ壁のある場合垂れ壁のない場合

図9.6　先端に壁が付く場合の配筋

（３）出隅部

先端壁の縦筋の径　
及び間隔に合わせる

出隅部分の補強筋

補強筋の定着

出
隅

部
分

の
補

強
筋

出隅部

     配筋する。

出隅部分補強配筋 出隅受け部配筋

図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

図9.8　スラブ開口部の補強配筋

図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋

（注）ａ≦300の場合

図9.10　打継ぎ補強配筋

中間部

同材質，同間隔

スラブ筋と同径，

端部

土間コンクリート補強筋

び間隔に合わせる

補強筋の鉄筋径及

土間コンクリート

（注）ａ≦300の場合

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

中間部 端部

片持スラブ形階段の配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、設計図による。

表10.1　片持スラブ形階段の配筋

配筋図

配筋種別 KA1 KA2

ｔ：スラブ厚さ

配筋種別

配筋図

KA3 KA4

　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3

　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

10.1　片持スラブ形階段

9.3　スラブ等の補強

（注）先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.5　片持スラブの配筋（CS6及びCS7）

　　 屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋を上端筋の下側に配置する。

　　 基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。

 　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブで S形の配筋によるものをいう。

　　 土間コンクリートの補強筋は、設計図による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。

（ｲ）先端に小梁がある場合は、図7.13による。

（2）あばら筋は、7.2による。

（1）一般事項

また、定着長さはＬ２とし、鉄筋の継手位置は、柱・壁部以外とする。

（2）壁の配筋は表8.1により、種別は設計図による。

（3）片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により、種別は設計図による。

（4）土圧を受ける壁の配筋は、構造図による。

（2）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、設計図による。

（ｲ）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。

（ｱ）耐力壁を除く壁開口部の補強筋は、A形は表8.3、B形は表8.4とし、適用は構造図による。

（1）壁開口部の補強

（5）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。

（ｲ）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部

（1）スラブ開口部の補強

（ｱ）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と同量の

スラブ開口部の補強方法は、構造図による。構造図になければ、(ｱ)(ｲ)による。

（ｱ）補強の配筋は設計図により、配筋方法は、図9.7による。

（ｲ）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は設計図による。

（2）屋根スラブの補強

（3）土間スラブの打継ぎ補強

（4）土間コンクリートの補強

（注）１．壁配筋は、8.1（3）による。

（注）１．図示のない場合は、（ｱ）による。

受け筋 (D13)

受け筋 (D13)

(D16)
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２
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　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。

図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

一般スラブの場合

Ｌ

耐圧スラブの場合

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

③②①

（６）原則として引き通し、鉄筋の重ね継手長さはL1とする。

（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。

（ｱ）一般壁配筋の重ね継手の長さをＬ1とし、耐力壁筋の重ね継手の長さは特記による。

柱

梁

主筋位置

主筋位置

梁

主筋位置主筋位置
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P＠

≦P＠ ≦P＠
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≦P＠
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１
Ｌ

     部分は含まない。

図8.1　壁の配筋

（ｳ）打増し部分に、壁及びスラブ等が取り付く場合は、壁及びスラブ筋等の定着長さには打増し

8.2　壁の補強

　　 鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ1）シングルを上下筋の内側に

（ｲ）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。

9.2　片持スラブ

D13(　≦1,000)
 受け筋

2-D13

D16(　＞1,000)

D13(　≦1,000)
 受け筋

先端部補強筋

2-D13

D16(　＞1,000)
主筋

２Ｌ

Ｌ

２
Ｌ

Ｌ
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D10-200@

配力筋
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D10,D13-150@

D10,D13-300@

D13-100@

D13-200@

D13-150@

D13-300@

上

下

　配筋種別 主筋

D10,D13-200@

D10-400@

D10-200@

D10,D13-200@上

下

上

下

上

上

下

上

下

上

下

D10-200@

主筋　配筋種別

D10-200@下

配力筋 主筋

先端部補強筋

（段差あり）

（段差なし）

CS1

CS2

CS3

CS4

CS5

CS6

CS7

　　　厚さは、設計図による。

表9.2　CS形配筋

（１）片持スラブの配筋（CS形配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別及びスラブ

片持スラブは、プレキャストコンクリート部材または現場打コンクリート部材とする。
プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は、構造図による。

（注）先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.4　片持スラブの配筋（ CS1 からCS5 ）
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     なお、リング節は、溶接金網に 4箇所以上溶接する。

あばら筋

溶接金網

リング筋

余長突出し

突出し

余長

かぶり

貫通孔外径

かぶり

余長

突出し

あばら筋

縦筋

斜め筋
縦筋斜め筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

上縦筋

Ｈ形

上縦筋

斜め筋

横筋

下縦筋

あばら筋

縦筋

横筋

斜め筋

D/2

１Ｌ

１Ｌ

１

Ｌ

45゜ 45゜

D

Ｄ

図11.2　補強筋の定着長さ

配筋

2-2-D13

斜め筋
種別

H1

H2

なし

2-2-D13

なし なし

縦筋 横筋 上下縦筋 配筋図

H3

H4

H5

H6

4-2-D16

4-2-D13

H7

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

2-2-D13 2-2-D132-2-D13

4-2-D13 2-2-D13 3-2-D13

表11.1　H形配筋

図11.3 他の開孔を設けない範囲

図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等

MH形及びM形

突き合せ溶接

リング筋

溶接金網

(ｹ)  溶接金網の余長は、1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

(ｺ)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。

(ｻ)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

(ｼ)  他の開孔を設けない範囲は、図11.3による。

D10-300@

D10

D10-300@

D10-200@

t

D10

t

D13

 D10

D10

D13

D10-200@

t

10.2　二辺固定スラブ形階段

t

11.1　梁貫通孔

３Ｌ

150

２Ｌ
２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

３Ｌ

３Ｌ

 0

150

２Ｌ

 0

 0

２Ｌ

ｂＬ

ｂＬ

２Ｌ

３Ｌ

２Ｌ

ｂＬ

D10 

上端筋、下端筋とも（全域）配筋種別

KB2

KB1

KB3

KB4

KB5

KB6

KB7 D16-100@

D16-125@

D16-150@

    D13,D16-150@

D13-100@

D13-150@

D13-200@

ｔ：スラブ厚さ

図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

ｔ：スラブ厚さ

　　 の範囲には設けてはならない。

（1）梁貫通孔は、次による。

(ｱ)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。

(ｲ)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。

(ｳ)  孔の上下方向の位置は、梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりD/3（ Dは梁せい）

(ｴ)  孔は、柱面から原則として、1.5D 以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

(ｵ)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の 3倍以上とする。

(ｶ)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

(ｷ)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。

(ｸ)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、

 　　開口部を避けて配筋でき、補強を省略することができる。

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

（2）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.2により、配筋種別は設計図による。

コンクリートの厚さ

配筋図

2-D13

先端補強筋

2-D13

先端補強筋

4-D13

先端補強筋

D13

D10
D10-200@

D16

D10-200@D10

2-D13 2-D13

11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い

11.3　パラペット

800

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

t

パラペットの先端補強筋は図11.6により、コンクリート厚さ及び配筋は構造図による。

図11.6　パラペットの先端補強筋

図11.4　控壁の配筋（水平、垂直とも）

コンクリートブロック帳壁

図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋

コンクリートブロック帳壁
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なし

縦筋 溶接金網

2-6φ-100@2-2-D13

4-2-D13 2-6φ-100@

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D16

斜め筋

MH1

MH2

MH3

MH4

MH5

MH6

MH7

配筋

種別

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

（1）控壁は、次による。

（ｱ）控壁の配置は、設計図による。

（ｲ）配筋は、図11.4による。

（2）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.5による。

表11.2　MH形配筋

12.1　擁壁

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ ２Ｌ３Ｌ

宅地造成等規制区域外での高さ2ｍ以下の擁壁の鉄筋の定着長さは図12.1により、コンクリートの厚さ

及び配筋は構造図による。

図12.1　擁壁の鉄筋の定着長さ

Ｌ 型 逆Ｔ型

表10.2　二辺固定スラブ形配筋

二辺固定スラブ形階段は、プレキャストコンクリート部材または現場打ちコンクリート部材とする。

二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、構造図による。
プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は構造図による。
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1-1 縁端距離及びボルト間隔

1-2 溶接継手の種類別開先標準

1-4 鉄骨溶接施工

1-5 重ねアーク溶接（フレア溶接）を行う場合の溶接長さ

1-6 梁貫通孔補強

1-7 その他

３．構造関係共通図(鉄骨標準図)　

表1.1　縁端距離及びボルト間隔　　（単位mm）

ねじの呼び
縁端距離 ボルト間隔

e p

M12

M16

M20

M22

M24

40 60

45 70

表1.2　千鳥のゲージ及びボルト間隔　（単位mm）

ゲージ
ねじの呼び

g
M12,M16,M20,M22

千鳥打ちのボルト間隔　Pt

M24

50

45

40

25

35

-

65

60

55

45

50

40

35

40

45

55

50

60

表1.3　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径　（単位mm）

ep

Pt

g

p

はＢ 軸径
B

軸径 軸径
B

45

50

60

65

70

75
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100

125

130

150

175

200

25

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70
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12

16

16

20

20

22

22
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24

24

24

24

24

24

100

125

150

175

200

250

300

350

400

56

75

90

105

120

150

150

140

140

70

90

16

16

22

22

24

24

24

24

24

50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

12

20

20

22

22

24

24

※１　千鳥打ちとした場合

g 1 g 1 g 2 g 3g 2
A又 最大 最大 最大

Ａ（サブマージアーク自動溶接）
被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

突合わせ継手(B)の開先標準

Ｈ

２（両面溶接）

（単位：ｍｍ）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

D1 =（ｔ－6）/2

D2 =（ｔ－6）/2

D1 = 2（ｔ－2）/3

D2 =（ｔ－2）/3

19＜ｔ≦40

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦22

22＜ｔ≦40

ｔ≦６ ｔ≦12

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

ｔ≦６

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

Ｈ

２（両面溶接）

ｔ≦12

１（片面溶接） ２（両面溶接）

（単位：ｍｍ）

Ｔ型継手(T)の開先標準

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦22

1/4 t≦ S ≦101/4 t≦ S ≦10

1/4 t≦ S ≦10 1/4 t≦ S ≦10 1/4 t≦ S ≦10 1/4 t≦ S ≦10

22＜ｔ≦4019＜ｔ≦40

1/4 t≦ S ≦10 1/4 t≦ S ≦10

D2=（ｔ－2）/3

D1= 2（ｔ－2）/3

1/4 t≦ S ≦10

D1=（ｔ－6）/2

D2=（ｔ－6）/2

1/4 t≦ S ≦10

部材が直交しない場合の開先標準

（単位：ｍｍ）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

２（両面溶接）

６＜ｔ≦19 19＜ｔ≦40

１（片面溶接）

６＜ｔ≦40

1/4 t≦ S ≦10 1/4 t≦ S ≦10 1/4 t≦ S ≦10

かど継手(L)の開先標準

（単位：ｍｍ）

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

２（両面溶接）１（片面溶接）２（両面溶接）１（片面溶接）

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接
Ｈ

ｔ≦６

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦19

ｔ≦12

1/4 t≦ S ≦10

19＜ｔ≦40

1/4 t≦ S ≦10

19＜ｔ≦40

D1= 2（ｔ－2）/3

D2=（ｔ－2）/3

1/4 t≦ S ≦10

D1=（ｔ－6）/2

D2=（ｔ－6）/2

1/4 t≦ S ≦10

隅肉溶接(F)の開先標準

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接）

ｔ≦16 ｔ≦16

２（両面溶接）

16＜ｔ≦40

（単位：ｍｍ）

35以上

38以上

70以上

m

裏当て金の厚さ （単位：㎜）

6以上

9以上

12以上

t

溶接のサイズ （単位：㎜）

裏当て金の厚さ S

t≦9

t＞9

5

9

溶接方法

手溶接

半自動溶接

自動溶接

自動溶接

半自動溶接

手溶接

溶接方法

エンドタブ

裏当て金

A部断面 B部断面 C部断面

10㎜以上

FB（t×25㎜） FB（t×38㎜）

ｔ≧3のとき S ＝ｔ

ｔ＜3のとき S ＝３ ｔ＜3のとき S ＝３

ｔ≧3のとき S ＝ｔ

適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜

交角　30°≦θ≦150°

自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。

D-D断面図

（単位：ｍｍ）

重ねアーク溶接（フレア溶接）(FL)の開先標準

１（丸鋼等片面溶接）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

２（丸鋼等両面溶接） ３（軽量形鋼Ｖ形溶接） ４（軽量形鋼レ形溶接）

（単位：ｍｍ）

1/4 t≦ S ≦10 1/4 t≦ S ≦10

D2=（ｔ－2）/2

D1= (ｔ－2）/2

12≦ｔ≦40

１（片面溶接）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

部分溶込み溶接(P)の開先標準

（単位：ｍｍ）

２（両面溶接）

16≦ｔ≦40

22

13Ｄ 10

ｔ 12

1211

1916 3628

1413

25

15 15

32

16

40

スニップカット

Sc 10

t 6 9 12 16以上

151412

1/2.5以下

鉄筋又は軽量形鋼に重ねアーク溶接（フレア溶接）を行う場合の溶接長さ（L）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を

除いた部分の長さとする。

L：片面フレア溶接の場合　１０ｄ

　　両面フレア溶接の場合　  ５ｄ

La及びLbは１ｄ（軽量形鋼については１Ｓ）以上

ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値

Ｓ：溶接のサイズ

梁貫通孔の位置の限度（単位：㎜）

H ：鉄骨せい

D ：はりせい

φ：貫通孔内径寸法

（φ≦H/2かつφ≦D/3）

２

ｅ：材端と補強プレートの間隔

補強トラス法

補強トラス

( 　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　 )

( 　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　 )

　は３φまたは    のうち小さい方とする。 （ｅ≧ H とする）

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は、表1.3による。

千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔は、表1.2による。

縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本

以上並ばない場合の縁端距離は、構造図による。構造図になければ、ボルト軸径の2.5倍以上とする。

また、アンカーボルトの縁端距離は構造図による。

エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。

梁フランジ両端から10㎜以内の位置には行ってはならない。

完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合、又は低応力高サイクル疲労を受ける場合

     補強プレート法及び補強トラス法の溶接等は、以下による。

　スリーブの取付けは、全周隅肉溶接とする。

補強プレート法

（1）縁端距離及びボルト間隔

（2）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

（3）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

（1）エンドタブ・裏当て金の鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。

（2）エンドタブ

（3）裏当て金

（ｱ）裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、

（ｲ）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。

（5）スニップカット

（ｱ）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

（ｲ）スニップカットの寸法は、下表による。ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。

（6）溶接部分の段差

（1）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合は、次による。

　　（ｱ）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

　　（ｲ）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で 2倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で 3倍以上確保する。

（2）貫通孔の補強方法は、構造図による。

（ｱ）補強プレートが16㎜以上となる場合は、必要な長さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。

（ｲ）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。

（1）広幅平鋼の取り扱いについて

40※1

フィラープレートを使用する場合、材質はSS400とする。

（2）フィラープレートの材質

　　BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは、PL表記であっても FB又はPLとする。

改良型スカラップ

（ｲ）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

（ｱ）スカラップ半径Sr1は35㎜とする。Sr2は10㎜とする。

Sr

Sr
2

1 Sr1

Sr2

（4）スカラップ

Sr

Sr

従来型スカラップ
（１）スカラップ半径Srは35㎜とする。

隅肉溶接のサイズ
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（単位：ｍｍ）
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船橋市建設局建築部建築課 S-09
既存スラブ撤去図

A1:1/100

A3:1/200

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

　　プライマー等により防錆処置を行うこと

注2.既存腰壁撤去の際、鉄筋切断面はエポキシ樹脂

注1.　　　の範囲は既存スラブ撤去範囲を示す
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１級建築士登録 第128739号
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課
改修後床梁伏図
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船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事
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B2

※特記なき限り下記による

3.ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付PLの位置、寸法は参考とし、正確な値は

　ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ図で確認すること

V:[-200x80x7.5x11
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:H
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94
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00
x8

x1
2

NS

注1.　　　の範囲はスラブ残しの範囲を示す

注2.　　　  の範囲は新設スラブの範囲を示す

無収縮モルタル

1.２～４階のﾌﾞﾗｹｯﾄ取付PLは梁ﾌﾗﾝｼﾞ上端に取付けること

2.Ｒ階のﾌﾞﾗｹｯﾄ取付PLは梁ﾌﾗﾝｼﾞ下端に取付けること

4.２～４階の鉄骨梁天端はFL-310とする

5.１～４階のb(敷居取付材)の天端はFL-70とする。

6.Ｒ階の揚重ﾋﾞｰﾑKは小梁NSB1と下端ﾌﾗﾝｼﾞで高さを揃えること
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〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課 S-11A1:1/100

A3:1/200改修後軸組図

　　プライマー等により防錆処置を行うこと

注1.既存腰壁撤去の際、鉄筋切断面はエポキシ樹脂
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ｼﾝﾀﾞｰt104＋ｽﾗﾌﾞt120撤去 ｼﾝﾀﾞｰt104＋ｽﾗﾌﾞt120撤去 ｼﾝﾀﾞｰt104＋ｽﾗﾌﾞt120撤去 ｼﾝﾀﾞｰt104＋ｽﾗﾌﾞt120撤去

新設人通孔600×600

注2.　　　の範囲は改修範囲を示す
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１級建築士登録 第128739号
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課 A1:1/100

A3:1/200
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Y1

既存壁撤去軸組図

　　プライマー等により防錆処置を行うこと

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

(48/75)

注1.既存腰壁撤去の際、鉄筋切断面はエポキシ樹脂

注2.　　　の範囲は改修範囲を示す
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１級建築士登録 第128739号
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課 A1:1/30

A3:1/60

S-13
部材リスト、各部詳細図
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(有効埋込長)

NSB2:H-294x200x8x12

あと施工ｱﾝｶｰ:2-D19DN付

小口塞ぎ:PL-6

BPL-22x250x350

無収縮モルタル圧入

NSB2:H-294x200x8x12
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30190

(有効埋込長)
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(50)(50)

BPL-22x250x350

35
0 (1
75

)
(
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5)

あと施工ｱﾝｶｰ:2-D19DN付

NSB1と既存RC梁RB2との接合部詳細図　1:20 NSB2と既存RC梁RG2Aとの接合部詳細図　1:20

X9 X8

既存Fb1

L=160+160(有効埋込長)

1
50

1
50

接着系アンカー:D16@200
L=320+160(有効埋込長)

主筋：2-D19腹筋：各2-D10

既存FG1'

既存Fb1

既存FB2'

既存FG3'

NFB2
新設NFB2 新設NFB2

GPL-9,HTB:2-M2040
40

80
40

40

NSB2:H-294x200x8x12

NSB1とNSB2との接合部詳細図　1:20

NSB1:H-244x175x7x11
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)

(20
0)
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30)

(80)
(85) (85)

既存Fb1

NFB3

接着系アンカー
1-D19@180ﾁﾄﾞﾘ

L=380+190(有効埋込長)

接着系アンカー
1-D19@180ﾁﾄﾞﾘ

接着系アンカー
1-D19@180ﾁﾄﾞﾘ
L=380+190(有効埋込長)

(2
00
)(
20
0)

(15
0)

(1
00) (10

0)

接着系アンカー

L=320+160(有効埋込長)

ＮＦＢ２配筋詳細図　1:30

1-D16@200ﾁﾄﾞﾘ
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)
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)

(20
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(1
50)

(1
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(10
0) (1

00)

接着系アンカー
1-D16@200ﾁﾄﾞﾘ

Y2Y3a

接着系アンカー:1-D16@200
L=320+160(有効埋込長)

接着系アンカー
1-D16@200

(3
00

)
(2

00
)

(2
00

)
(2
00

)

あと施工ｱﾝｶｰ配列図

NFB2 NFB2

(85) (85)
(80)

あと施工ｱﾝｶｰ配列図(Y3a側) あと施工ｱﾝｶｰ配列図(Y2側)

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

30190

(有効埋込長)
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あと施工ｱﾝｶｰ:2-D19DN付

3
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FL
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250

(50)(50)

BPL-22x250x350

3
50 (
17
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(1

75
)

NSB2と既存RC梁nb1との接合部詳細図　1:20

あと施工ｱﾝｶｰ:2-D19DN付

※1.(　　)寸法は参考値
※2.あと施工アンカーのボルト孔を穿孔する際は鉄筋探査を行い、

既存鉄筋を損傷させないよう位置を決定すること。

1,
50

0

GL

符　号

位　置

地中梁リスト 1:30

断　面

Ｂ×Ｄ
上端筋
下端筋
肋　筋
腹　筋
巾止筋

□-D10@200

D10@1000

250

全断面 全断面 全断面

NFB1 NFB2

□-D10@200

D10@1000

250

2-D19

6
0

□-D10@200

D10@1000

250

6
0

8-D10

250x700
2-D16
2-D16

NFB3

NFB3

2
50

1,
25

0

50
1,

20
0

3
00GL

5
00

7
00

5
0

1FL 1FL
6
0

2
50

1,
25

0

50
1,

20
0

3
00GL

1FL

250x1200 250x1200

6-D10 6-D10

増打ち
20

d 増打ち

20
d

2-D16
Π-D10@200

2-D16
Π-D10@200

180

3
00

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝ残し
既存ｽﾗﾌﾞ･鉄筋

符 号

位 置

断 面

鉄 骨
継 手

特記なき限り下記による

200

全断面 全断面

MJ3

24
4

175

MJ2

NSB1 NSB2

小梁リスト　1/30 1.鉄骨材質は、SS400とする

2
94

H-294x200x8x12H-244x175x7x11

60
4040
10

NSB1:H-244x175x7x11
GPL-6,HTB:2-M16

K:H-100x100x6x8

PL-12

揚重ビームK取付詳細図　１：３０

※1

2-D19
2-D16
2-D16

※3

16
0

16
0

16
0

15
0

12
0

ｸﾞﾗｳﾄ圧入
既存Fb1

※1.接着系アンカー:1-D16@200
　　L=160+160(有効埋込長)
※2.既存Fb1との接合面はS-03
　　による目荒しを行うこと
※3.肋筋はコの字型で上下に分割して
　　よい。コの字筋の上下は重ね継手
　　40dとし番線で結束することスラブリスト

上

下

位
置

短辺方向配筋 長辺方向配筋

端部 中央 端部 中央

D10@200 D10@200

D13@200 D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

符　号 厚　さ

FS1 250

※1.(　　)寸法は参考値

※2.新設地中梁と既存部材との接合面は、打継面全面目荒らしを行うこと。

※3.あと施工アンカーのボルト孔を穿孔する際は鉄筋探査を行い、既存鉄筋を

　　損傷させないよう位置を決定すること。

D13@200ﾀﾃﾖｺ
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1FL

ＥＬＶピット配筋図　1:30
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5
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315

Y3a
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70

60 5180190

1FL

70

315
H-125x60x6x8

50

55
45

50100
200

X9

Y3a

RC梁とb(敷居取付材)との接合部詳細図　1:20

X9a

130 30

有効埋込長130

新設NFB2

L-100x100x7

接着系アンカー:2-D13DN付

接着系アンカー:2-D13DN付
有効埋込長130 接着系アンカー:2-D13DN付

有効埋込長130

H-294x200x8x12

採用名　称

部材　リスト

符　号 断　面

特記なき限り下記による
1.鉄骨材質は、SS400とする 3.中BOLTはDN付きとする
2.HTBはF10Tとする

継　手

H.T.B 2-M20 GPL-9H-244x175x7x11

NSB2

NSB1

H.T.B 3-M20 GPL-9
小　梁

水平ブレース L L-65x65x6

K H-100x100x6x8 H.T.B 2-M16 GPL-6

H.T.B 2-M16 GPL-6

H.T.B 1-M16 GPL-6

L-65x65x6a(三方枠取付鋼材)

V補剛材 [-200x80x7.5x11 H.T.B 2-M16 GPL-9

H.T.B 2-M16 GPL-6

H-125x60x6x8 H.T.B 2-M16 GPL-6
EV部材

b1(敷居取付材)

b2(敷居取付材)

50

55
45

50100
20015

b2(敷居取付材)

H-200x100x5.5x8

H-200x100x5.5x8H-200x100x5.5x8

※1階

※2,3,4階

b2(敷居取付材)

b1(敷居取付材) b1(敷居取付材)

55
20
0

L-100x100x7

接着系アンカー:2-D13DN付
有効埋込長130

(49/75)

Y2 X9

Y3a



電気設備工事特記仕様書

１．共通仕様

図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の下記仕様書等のうち、

●印の付いたものを適用する。

２．特記仕様

●

●

●

章、項目及び特記事項共に、● 印の付いたものを適用し、○ 印のものは適用しない。

公共建築工事標準仕様書（令和7年版）（以下「標準仕様書」という。）

公共建築改修工事標準仕様書（令和7年版）（以下「改修標準仕様書」という。）

公共建築設備工事標準図（令和7年版）（以下「標準図」という。）

○

○

○○

○○

○

○

○

●

●

○●

●

●

○

○

●

● ○

○

○

○

○

○

●

一般の施設特定の施設

設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

２）設計用鉛直地震力

上層3層、13階建以上の場合は上層4階とする。

6階建以下の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10階～12階建の場合は

（注２）上層階の定義は次による。

（注１）重要機器は次による。

抵 抗 測 定

工 事 前 の 絶 縁 改修する回路の絶縁抵抗は、比較のため工事の前後で測定すること。

（※１）：水槽類には、オイルタンク等を含む。【備考】

設計用標準水平震度

なお、特記なき場合、設計用標準水平震度は、次による。

機器の重量（kgf）に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

１）設計用水平地震力

穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知等を行うこと。既存躯体への穿孔

防水形とする。ステンレス製溶融亜鉛メッキ製（付着量300g/㎡以上）

ステンレス製アルミ合金製樹脂製特記あるもの及び特殊なものを除き

アルミ合金製樹脂製OA用インナーコンセント

水平高低調整式（空転防止リング付）　　　　　　　〃　　　　　　　　

ステンレス製アルミ合金製砲金製特記あるもの及び特殊なものを除き

標準品　　とする。

製造者標準とする。

製造者標準とする。

上記と同等の防食性能を有する防水形

溶融亜鉛メッキ

溶融亜鉛メッキ（付着量300g/㎡以上）

電線管付属品は、　　　

電線管内面の仕上げは、

電線管外面の仕上げは、

塗装（調合ペイント2回塗り）を行う。

配線室以外の管路は、すべて下地処理（エッチングプライマー）の後、

すべて下地処理（エッチングプライマー）の後、塗装（調合ペイント2回塗り）を行う。

上層階（注1）

0.6

0.4

0.6

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

0.61.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.5

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.5

1.0

1.0

1.5

1.0

1.0

1.5

1.5

1.5

2.0

2.0

2.0

一般機器重要機器一般機器重要機器

水槽類（※１）

水槽類（※１）

防振支持の機器

機　　　　　器

防振支持の機器

機　　　　　器

水槽類（※１）

防振支持の機器

機　　　　　器

屋上及び塔屋

機器種別設置場所

地下階・1階

中　間　階

（独立行政法人建築研究所監修）による。

設備機器の固定は、次に示す事項を除き「建築設備耐震設計・施工指針 2014年版」

ただし、絶縁劣化等により再使用に耐えない場合は、監督職員に報告する。

取り外し再使用機器は、清掃および絶縁抵抗測定のうえ取り付けを行う。

耐 震 措 置

再 使 用 機 器

既存のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴開けは、原則として

ダイヤモンドカッターによる。

建築工事にてFP板（スタイロホーム等）打ち込みの箇所に取付ける位置ボックス等は、

保温、結露防止処理を行う。

は つ り

屋外プルボックス

可 と う 電 線 管

合成樹脂製可とう電線管（PF）は、一重管とする。合 成 樹 脂 製

保温・結露防止

長さ1m以上の入線しない管路には、1.2mm以上のビニ－ル被覆鉄線を挿入する。呼 び 線

フラッシュプレート

フロアーカバー

フロアープレート

及 び 同 附 属 品

厚 鋼 電 線 管

の塗装

（亜鉛メッキ面）

金属製露出管路

電気工作物においては法令で定める電気工事士とする。

契約電力 500kW以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

施 工 従 事 者

章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

構
内
配
電
線
路

電 線 方 式

地中線路の余長

電 気 方 式

マンホール、ハンドホール内で各系統2箇所以上（1巻程度）ケーブルの余長を設ける。

装 柱 機 材

外 灯 接 地

区 分 開 閉 器 等

そ の 他

配 線 方 式

構
内
通
信
線
路

そ の 他

地 中 管 の 材 質

1）架空引込　高圧気中負荷開閉器（PAS）、（SOG+DGR）付収納箱（ステンレス製）

2）地中引込　地中線用高圧ガス負荷開閉器（UGS）（SOG+DGR）付

地中線には、ケーブル埋設標及び埋設標識シート（高圧は管理者名入り）を設ける。

地中線路の余長

地 中 管 の 材 質

共
通
事
項

標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する工法とする。特別な材料の工法

ただし、同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。同等とするものは、

本工事に使用する材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものとする。材料、機材の品質等

官公署等への手続 工事に必要な官公署への手続きは受注者が代行し、速やかに行う。

引渡しを要するもの

特別管理産業廃棄物

　PCB使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引き渡す。

グリーン購入法

地中線には、ケーブル埋設標及び埋設標識シートを設ける。

マンホール、ハンドホール内で各系統2箇所以上（1巻程度）ケーブルの余長を設ける。

「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という）

安 全 対 策 第三者及び工事関係者に対する安全対策は、すべてに優先する。

ただし、特定調達品目の使用が困難な場合には、監督職員と協議するものとする。

に規定される特定調達品目に該当する機材を使用する場合は、その判断の基準、配慮事項を

満たすものとする。

なし

なし

照明制御システム

埋設標 鉄製 コンクリート製

標識シート GL-300 2倍折り

厚鋼電線管（防食テープ1/2重ね2回巻き、4層）

波付硬質ポリエチレン管

防水鋳鉄管

※防食テープはJIS　Z-1901を使用し、地上立ち上がり部分はGL+300mmまでテープ巻き

を行う。

地中線式 架空線式

埋設標 鉄製 コンクリート製

標識シート GL-300 2倍折り

1基毎単独 共用（ケーブル1芯使用）

耐塩形（ケーブル端末処理材共） 重耐塩形

厚鋼電線管（防食テープ1/2重ね2回巻き、4層）

波付硬質ポリエチレン管
防水鋳鉄管

※防食テープはJIS　Z-1901を使用し、地上立ち上がり部分はGL+300mmまでテープ巻き

を行う。

地中線式 架空線式

高圧 三相3線式

低圧 三相3線式

単相3線式 200V/100V

200V

6kV

三相 線式 V

単相 線式 V

単相 線式 V

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

●

○

○

●

○

○

○

○

●

○

○

● ○

○

○

○
●

○

○

○ ○

○

●

●

●

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

）

）あり（PCB使用機器：

建設発生土の処理 埋め戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。○

太陽光発電システム変圧器○ ○

JIS・JAS・BL・評価名簿および標準仕様書に規定する方法で品質・性能が確認されたものとする。

● ●

●

施 工 調 査 事前調査 本工事 別途

調査項目 既存資料調査

調査範囲

調査方法

図示

図示

はつり工事は、事前に埋設物調査を行い、監督職員に報告を行う。

○

○

○

○

そ
の
他

電 気 方 式

電
灯
設
備 ハイテンション

ア ウ ト レ ッ ト

非 常 照 明 器 具

配 線 器 具

非常用の照明装置

の照度測定箇所数

測定数　:　監督職員の指示による。

幹線 単相3線式 200V/100V 直流2線式 100V

分岐 単相2線式 100V 直流2線式 100V

単相2線式 200V

外部固定式 内部固定式 回転形又は上下動形 アップ形

電池内蔵形 電池別置形

タンブラスイッチは ワイド形 大角形

壁付コンセントは（2口は複式で可） ワイド形 大角形

○

○

○

○

○○○○

○ ○

○

○

電 気 方 式

動
力
設
備

機 器 へ の 接 続

幹線 三相3線式 200V 相 線式 V

分岐 三相3線式 200V 相 線式 V

本工事制御盤より別途電動機等への配線接続は 本工事 別途工事

○

○

○

電 気 方 式

受
変
電
設
備

主 遮 断 機

設 備 容 量

進相コンデンサ

配 電 盤

絶縁ゴムマット

そ の 他

W1000×10t×L

高圧 三相3線式

低圧 三相3線式

単相3線式

CB形（5サイクル以内） PF-S形

200V/100V

200V

6kV

三相 線式 V

単相 線式 V

変圧器総容量 kVA （うち本工事に係るもの kVA）

高圧 kVar 低圧 自動力率制御（ あり なし ）

屋内形 屋外形

１）変圧器は 油入形 モールド形 変圧器とする。

２）高圧交流負荷開閉器（LBS）はストライカ式とする。

３）変圧器のB種接地線には、漏電警報器（ELR）を設置する。

４）DS・LBS等の充電部が露出する機器には、十分な強度を有する透明アクリル板保護扉

を設ける。

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○ ○

○

○

○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

非常業務放送装置 中央監視制御装置

自動火災報知器受信機交換機

直流電源装置発電装置（防災用）

交流無停電電源装置

配電盤

施工の試験 標準仕様書および改修標準仕様書によるほか、下記のものを追加する。

一般照明照度測定 非常照明照度測定

接 地 極 接地極の材料は原則として下記による。

なお、接地棒EB（14φ）の長さは1,500mm以上とする。設置棒EB(10φ)はW=30mm、L=900mm

(測定用はL=1,000mm)、設置棒EB(14φ)はW=40mm、L=1,200mmとしても差し支えない。

接地の種類 記　号 接地抵抗値 接　地　極

共同接地 E  10Ω以下 EB（14φ）　×　３連－２組A,D
共同接地 E  10Ω以下 EB（14φ）　×　３連－２組A,C,D
Ａ種接地 E  10Ω以下 EB（14φ）　×　３連－２組A
Ｂ種接地 E 150/IΩ以下※ EB（14φ）　×　３連－１組B
Ｃ種接地 E  10Ω以下 EB（14φ）　×　３連－２組C

DＤ種接地 E 100Ω以下 EB（10φ）　×　１ （L=1,000mm）

Ｄ種接地 E EB（10φ）　×　１ （L=1,000mm）100Ω以下D(ELB)
高圧避雷器用 E  10Ω以下 EB（14φ）　×　３連－２組LA
交換装置用 E  10Ω以下 EB（14φ）　×　３連－２組t
通信用（10Ω） E  10Ω以下 EB（14φ）　×　３連－２組At
通信用（100Ω） E 100Ω以下 EB（10φ）　×　１ （L=1,000mm）Dt

電話引込口
E 100Ω以下 EB（10φ）　×　１ （L=1,000mm）Ltの保安器用

測定用 E －　　 EB（10φ）　×　１ （L=1,000mm）O

　※　接地抵抗値は、電気事業者と協議のうえ決定すること。

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○
又は(L=900mm、W=30mm)

機 器 取 付 高 図面に記載のなき場合、機器の取付高さは原則として下記による。

 名　　称 測　　点 取付高(mm)

ブラケット(一般) 床上～中心 2,100

（踊場） 〃 2,500〃

鏡上端～中心  150〃

スイッチ(一般) 床上～中心 1,300

　　　〃　(バリアフリートイレ) 〃 1,100

コンセント、電話用アウトレット、 〃  300

テレビ端子(一般)

〃  150

台上～中心  150

コンセント(車庫) 床上～中心  800～1,300

コンセント(車椅子用) 〃  900

取引用計器  地上～窓中心 1,800～2,000

引込開閉器箱(低圧)

分電盤、OA盤、制御盤、実験盤

  地上、床上～中心  500

床上～下端  800

接地極埋設標  600

給油ボックス(壁掛形)  地上～給油口 1,000

壁付電話機

〃 1,500

〃 (天井高)×0.9

アッテネータ 〃 1,300

出退表示盤

発信器(出退表示用)

〃 900、 (400)

1,300

廊下表示灯(バリアフリートイレ) 〃 2,000

〃 1,300

バイオメトリクス照合装置)

火報受信機(複合盤)、副受信機  床上～操作部  800～1,500

 800～1,500〃

発信機  800～1,500〃

警報ベル (天井高)×0.9〃

表示灯

連動制御器

〃  300

 天井面～中心 (天井面)-200(壁面取付の

場合)

(備考) (天井高)×0.9及び(天井高)×0.8は天井高が2,500～3,000mmの場合に適用する。

　注）天井高3,000mm以上の場合及び上記取付高さでは機器の使用に支障がある場合は、　

  　監督職員と協議する。

　呼出ボタン(バリアフリートイレ)の取付高さ(400)は床に転倒した時を考慮した高さを示す。

●

（鏡上）

避難口誘導灯 床上～下端 1,500以上

廊下通路誘導灯 床上～上端 1,000以下

　　　〃　　  (和室)

　　　〃　　　  (台上)

地上～中心 1,800～2,200

床上～中心 1,500

開閉器箱 〃 1,500(上端1,900以下)

電磁開閉器用押しボタン 〃 1,300

接地用端子箱

雷保護用接地端子箱

地上～中心

端子盤(EPS・電気室) 床上～中心 1,500

〃 1,300

親時計

子時計・スピーカ

〃 (天井高)×0.9

〃 1,300

インターホン 〃 1,300

外部受付用インターホン子機 〃 「標準図」による

呼出ボタン(バリアフリートイレ)

復帰ボタン(バリアフリートイレ) 〃

テレビ機器収容箱(EPS) 〃 1,800

入退室管理装置(カードリーダ、

暗証番号入力装置、

機器収容箱

〃 (天井高)×0.8

〃 1,500

自動閉鎖装置(防火戸用) 床上～中心 1,500

ガス漏れ検知器(液化石油ガス)

　　　〃　　　　  (都市ガス)

○

○

● ●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

〇 あり（〇 〇

〇

〇

〇 〇

●

●

●

〇

〇

〇

〇〇 〇

● 〇

●

●

●

〇

〇 〇

〇　必要最低限の調査範囲

○

〇

●

●

〇 〇
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UP

昇降口

昇降口

ピロティ

倉庫

保健室

UP

渡廊下

相談室相談室

ﾎﾟﾝﾌﾟ室
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Ａ階段
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Y2

埋設表示シート
深さ0.3Ｍに敷設

配管埋設
深さ0.6Ｍに敷設

基礎コンクリート厚さ約200仕上げ共

はつり、位置は既存配管と調整、
メッシュ配筋の上コンクリート復旧

既存ＨＨ

3
,
7
5
6

1
,
8
7
8

1
,
5
7
8

3
0
0

区画貫通処理共
コア抜きφ50
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サ
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盤

GL-600mm

コア抜きφ50

WP
333

333

1,
40

0

　；天井点検口450角新設（電気工事）

凡例

333
WP

・犬走部詳細図

コア抜き貫通後モルタル詰め

3
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

配管壁面支持材

犬走り部はつり・コンクリート補修

鉄筋＠13mm

注記

１．HH内、プルボックス内では、ケーブルに行先線名札

EM-CE8□-3C E3.5□(G36)露出

異種管接続材（FEP30-G36）

コア抜きφ50

EM-CE8□-3C E3.5□(PF28)　天井内

異種管接続材(FEP30-G36)

EM-CE8□-3C E3.5□（FEP30）地中

カッターを入れた上で

アスコン50ｍｍ

（アスコン50ｍｍグり250ｍｍ撤去・復旧） 割りグり250ｍｍ

コア抜きφ50

EM-CE8□-3C E3.5□(E31)

区画貫通処理共

至 （４階）ELV制御盤（動力）

増設した遮断器に接続

図  面  名
縮

尺

工  事  名 図 面 番 号船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事
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(A1)S=1/100

改修後

　（線種、サイズ、負荷名称、施工者名）を貼付けること。

（金鏝仕上げ、砂利地業 厚さt=100）



凡例（撤去）

凡例（改修）

ＬＥＤ直付天井灯

ＰＦ（２２）呼び線入

天井内ころがし

天井内プラグ止め

備　　考名　　称記　　号

記　　号 備　　考名　　称

２Ｐ１５Ａｘ１

４０Ｗ×２タイプ

４０Ｗ×１タイプ（撤去）直付蛍光灯

（撤去）直付蛍光灯

（撤去）壁埋込コンセント

（撤去）アウトレットボックス（浅型）

（撤去）埋込スイッチ 1P×2，PL×1

壁埋込コンセント ２Ｐ１５Ａｘ１接地極・端子付

天井内

天井内

天井内

（撤去）IV1.6×3(E19)

（撤去）IV1.6×2 E1.6(E19)

（撤去）IV1.6×3 E1.6(E19)

天井内（撤去）IV1.6×4 E1.6(E19)

（撤去）露出丸ボックス

壁埋込スイッチ 1P×1

インターホン エレベーター工事

nnn プルボックス (nnn;111=100×100×100mm)

消火栓始動装置

機器収容箱

光電式スポット型感知器　２種（点検口付）

F-AMP （既存）放送用アンプ

（既存）受信機

S 手元開閉器

２．０
ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１線接地）

２．０

天井内ころがし

天井内ころがし

天井内ころがし

天井内ころがし

隠蔽

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ（１線接地）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ×２（１線接地）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１線接地）（Ｅ２５）

ＬＥＤ直付型Ａ４２

　公共施設型番：ＬＳＳ９－４－６５

3P50AF50AT
１φ200/100V

ELB(30mA)

N T N T

電灯廊下便所

電灯教室東

負荷名称
（ＶＡ）
負荷容量

ＡＴ
No.

20

20

容量
開閉器

負荷名称
（ＶＡ）
負荷容量

ＡＴ
No.

３ ４ 20

20２

容量
開閉器

１

20 ５ ６ 20

20

負荷名称
（ＶＡ）
負荷容量

ＡＴ
No.容量

開閉器

空調端子盤 2000

１φ200/100V

3P50AF50AT
１φ200/100V

ELB(30mA)

N T N T

2Fﾄｲﾚｳｫｼｭﾚｯﾄ 322 20

600

1830

コンセント増設

電灯廊下便所

電灯教室東

960

1520

電灯　階段

電灯　予備室通路

電灯　昇降口

負荷名称
（ＶＡ）
負荷容量

ＡＴ
No.

20

20

容量
開閉器

負荷名称
（ＶＡ）
負荷容量

ＡＴ
No.

３ ４ 20

20２

容量
開閉器

１

1000200 20 ５ ６ 20

20

負荷名称
（ＶＡ）
負荷容量

ＡＴ
No.容量

開閉器

空調端子盤 2000

3P50AF20AT

3m以内

200

3P50AF20AT

電灯 WC

600ｳｫｼｭﾚｯﾄ

600オストメイト

負荷名称
（ＶＡ）
負荷容量

ＡＴ
No.容量

開閉器
負荷名称

（ＶＡ）
負荷容量

ＡＴ
No.

３ ４

２

容量
開閉器

１

１φ200/100V

MCB

150 ｴﾚﾍﾞｰﾀ用ｺﾝｾﾝﾄ

15

15

15

15

既存盤　3F　L-3-1 

１φ200/100V

MCB(新設)
2P50AF20AT

新設　EV制御盤用 手元開閉器　既存盤　4F　L-4-1 

コンセント教室西

20 100020８

1220

9601200

768

990

1000 ７ 電灯増設

TVブースター

コンセント増設

コンセント教室東

電灯教室西

新設EM-CE3.5sq-3C＋EM-IE3.5sq

新設　1F LT-1用 手元開閉器（別途工事）

新設EM-CE3.5sq-3C+EM-IE3.5sq（別途工事）

新設盤　1F　LT-1 （別途工事）

(別途工事)

図 面 番 号工  事  名 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

縮

尺

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
図  面  名 NS千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一

tel:043-206-3430 fax:043-206-3440 令和8年度船橋市建設局建築部建築課

盤結線図・照明器具姿図・凡例表 E-04
(53/75)

照明器具姿図

MCB(別途工事)



8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

UP

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

廊下

Ａ階段

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

UP

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

Ａ階段

Y1

Ｎ

Y2

Y3

Y4

4,250 4,250 4,250
X9X10 X8

4,250 4,250 4,250
X9X10 X8

Ｎ

Y1

Y2

Y3

Y4
廊下

改 修 前

男子トイレ女子トイレ

配線切離し 5

A42

多目的便所

倉庫

ELV

ブランクプレート取付

　；撤去範囲を示す

注記

（直天井）

5 既存器具に接続

L-1-1

E-03参照

2.
0

ELV前室

L-1-1

4 E-03参照

2.0

ELV

LT-1LT-1（別途工事にて設置）

図 面 番 号工  事  名 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

縮

尺

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
図  面  名千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一

tel:043-206-3430 fax:043-206-3440 令和8年度船橋市建設局建築部建築課

電灯・動力設備　1階平面図 E-05
(54/75)

(A1)S=1/50

改 修 後



　；撤去範囲を示す

注記

8

プルボックス既存のまま スイッチボックス既存のままL-2-1

5
7
5

5
,
0
7
5

3
5
0

3
,
7
6
0

Ｎ

図書室 校長室 応接室

職員室

廊下

準備室 事務室

更衣室放送室

調整室

職員玄関

UP DN

Ａ階段

男子トイレ

印刷室

女子トイレ

印刷室

Y4

Y3

Y2

Y1

X5X6X7X8X9X10 X2X3X4

4,2504,2504,2504,2504,2504,2504,2504,250

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

図 面 番 号工  事  名 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

縮

尺

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
図  面  名千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一

tel:043-206-3430 fax:043-206-3440 令和8年度船橋市建設局建築部建築課

電灯・動力設備　2階平面図(改修前) E-06
(55/75)

(A1)S=1/50

改 修 前

第２美術室



Ｎ

4,2504,2504,2504,2504,2504,2504,2504,250

2
,
5
0
0

6
,
0
0
0

8
,
0
0
0

Y4

Y3

Y2

Y1

男子トイレ

Ａ階段

DNUP

職員玄関

調整室

放送室 更衣室

事務室準備室

廊下

応接室校長室図書室

X10 X9 X8 X7 X6 X5 X4 X3 X2

8 既存器具に接続

女子トイレ

職員室

A42 A42

A42A42

A42A42

A42

ELV

既存BOX内で接続

コア抜きφ50

L-2-1

ブランクプレート取付

至　（４階）ELV制御盤（動力）
EM-CE8□-3C E3.5□（E31）

EM-CE8□-3C E3.5□（E31）
発　屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙNo2動力盤

図 面 番 号工  事  名 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

縮

尺

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
図  面  名千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一

tel:043-206-3430 fax:043-206-3440 令和8年度船橋市建設局建築部建築課

電灯・動力設備　2階平面図(改修後)
(56/75)

E-07(A1)S=1/50

改 修 後

第２美術室



4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250

Ｎ

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

普通教室

廊下

普通教室

Ａ階段

DNUP

男子トイレ

普通教室

廊下

普通教室

Ａ階段

DNUP

女子トイレ

男子トイレ

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

Y5

Y2

Y3

Y4

Y5

Y4

　；撤去範囲を示す

注記

女子トイレ

男子便所

A42

3 3

L-3-1

至　（４階）ELV制御盤（動力）

ブランクプレート取付

コア抜きφ50
L-3-1

EM-CE8□-3C E3.5□（E31）

EM-CE8□-3C E3.5□（E31）
発　屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙNo2動力盤

図 面 番 号工  事  名 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

縮

尺

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
図  面  名千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一

tel:043-206-3430 fax:043-206-3440 令和8年度船橋市建設局建築部建築課

電灯・動力設備　３階平面図
(57/75)

E-08

Ｎ 改 修 前 改 修 後

(A1)S=1/50



4,250 4,250 4,250

改 修 前

4,250 4,250 4,250

男子便所

ＮＮ

普通教室

廊下

普通教室

Ａ階段

DNUP

女子トイレ

男子トイレ

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

普通教室

廊下

普通教室

Ａ階段

DNUP

女子トイレ

男子トイレ

Y2

Y3

Y5

Y4

Y5

Y4

3

A42

3

333

ブランクプレート取付

L-4-1
コア抜きφ50

L-4-1

2.0

コア抜きφ50（区画貫通処理共）

S

（電灯）EM-EEF2.0mm-2C 

MMA MMAMCB 2P 50AF/20AT
手元開閉器箱

EM-CE8□-3C E3.5□（E31）

（動力）EM-CE8□-3C E3.5□  （E31）

発　屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙNo2動力盤

図 面 番 号工  事  名 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

縮

尺

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
図  面  名千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一

tel:043-206-3430 fax:043-206-3440 令和8年度船橋市建設局建築部建築課

電灯・動力設備　４階平面図 (A1)S=1/50 E-09
(58/75)

改 修 後



8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

UP

廊下

Ａ階段

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

UP

廊下

Y1

Y2

Y3

Y4

4,250 4,250 4,250
X9X10 X8

4,250 4,250 4,250
X9X10 X8

Y1

Y2

Y3

Y4

改 修 前

女子トイレ 男子トイレ

消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ室 消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ室

222

222

Ａ階段

Ｎ Ｎ

コア抜きφ50
貫通処理まで

コア抜きφ50
貫通処理まで

消火栓始動装置消火栓始動装置

天井内

(E25)露出

MMA
（始動機）EM-HP1.2-6C

IV1.2×4

HIV1.2×6

EM-AE1.2-4C(E19)

（感知器）EM-AE1.2-4C
（始動機）EM-HP1.2-6C
（感知器）EM-AE1.2-4C

図 面 番 号工  事  名 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

縮

尺

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
図  面  名千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一

tel:043-206-3430 fax:043-206-3440 令和8年度船橋市建設局建築部建築課

(A1)S=1/50弱電・自動火災報知設備　１階平面図 E-10
(59/75)

改 修 後



3
,
7
6
0

改 修 前
Ｎ

図書室 校長室 応接室

職員室

廊下

準備室 事務室

更衣室放送室

調整室

職員玄関

UP DN

Ａ階段

男子トイレ

女子トイレ

印刷室

Y4

Y3

Y2

Y1

X5X6X7X8X9X10 X2X3X4

4,2504,2504,2504,2504,2504,2504,2504,250

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

注記

　株式会社　関電工

既存モニター、制御機器類取外し

情報用機器類（木板貼付）既存のまま

Cat-6×３(MMB)露出　取外し

Cat-6×３(PF28)露出　取外し 光ケーブル×２(PF16)露出　取外し

情報用コンセント　既存のまま

既存露出スピーカー取外し

既存露出感知器取外し

印刷室
（直天井）

（防犯カメラ設備）

１．防犯カメラ設備は、リース品のため取外し・移設作業は下記事業者と協議を行うこと。

図 面 番 号工  事  名 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

縮

尺

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
図  面  名 NS千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一
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弱電・自動火災報知設備　2階平面図(改修前)
(60/75)

E-11

第２美術室



図書室 校長室 応接室

職員室

廊下

準備室 事務室

更衣室放送室

調整室

職員玄関

UP DN

Ａ階段

女子トイレ

男子トイレ

Y4

Y3

Y2

Y1

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

情報用機器類（木板貼付）既存のまま

情報用コンセント　既存のまま

既存露出感知器再取付

既存露出スピーカー再取付

4,2504,2504,2504,2504,2504,2504,2504,250

X5X6X7X8X9X10 X2X3X4

注記

　株式会社　関電工

7
,
0
0
0

Y5

光ケーブル×２(PF16)露出　再接続

Cat-6×３(MMB)露出　立上り
ケーブルは再利用

既存モニター、制御機器類移設再設置

F-AMP

コア抜きφ50(区画貫通処理共)

コア抜きφ50(区画貫通処理共)

（防犯カメラ設備）

（電　話）EM-EBT0.5-2P     (E19)
（放　送）EM-HP1.2-3C　　 （E19)
（ｲﾝﾀ-ﾎﾝ）EM-FCPEE0.9-5P　（E19)
（自火報）EM-AE1.2-2C　　　(E19)

※火報連動試験を行うこと。
（火報連動）EM-HP1.2-2C　　(E19)

333

コア抜きφ50(区画貫通処理共)（電　話）EM-EBT0.5-2P

（放　送）EM-HP1.2-3C

（自火報）EM-AE1.2-2C＋(火報連動)EM-HP1.2-2C

（ｲﾝﾀ-ﾎﾝ）EM-FCPEE0.9-5P

コア抜きφ50

１．防犯カメラ設備はリース品のため、取外し・移設作業は下記事業者と協議を行うこと。

既存ケーブルと直線接続

図 面 番 号工  事  名 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

縮

尺

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
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弱電・自動火災報知設備　２階平面図（改修後）
(61/75)

E-12

改 修 後

第２美術室



普通教室

廊下

普通教室

Ａ階段

DNUP

女子トイレ

男子トイレ

Y4

Y3

Y2

Y5

6,
00

0
2,

50
0

7,
00

0

4,2504,2504,250

X5X6X7X8

Ｎ

（電　話）EM-EBT0.5-2P　 （E19)
（放　送）EM-HP1.2-3C　  （E19)
（ｲﾝﾀ-ﾎﾝ）EM-FCPEE0.9-5P　(E19)
（自火報）EM-AE1.2-2C　　 (E19)
（火報連動）EM-HP1.2-2C 　(E19)

図 面 番 号工  事  名 船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事
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弱電・自動火災報知設備　３階平面図
(62/75)

E-13(A1)S=1/50

改 修 後



Ｎ

普通教室

廊下

普通教室

Ａ階段

DNUP

女子トイレ

男子トイレ

Y4

Y3

Y2

Y5

6,
00

0
2,

50
0

7,
00

0

4,2504,2504,250

X5X6X7X8
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（電　話）EM-EBT0.5-2P　　(E19)
（放　送）EM-HP1.2-3C　　 (E19)
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排煙風量測定

○

○ ○

○ ○

○

○

○

機械設備工事特記仕様書
縮

尺

工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課

NS

図面番号

機械設備工事特記仕様書

機械設備工事特記仕様書
章 項　　　　目 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

令和８年度

２．特記仕様

１．共通仕様

図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の下記仕様書等のうち、

●印の付いたものを適用する。

2）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に規定される特定調達品目に該当

する機材を使用する場合は、その判断の基準、配慮事項を満たすものとする。

ただし、特定調達品目の使用が困難な場合には、監督職員と協議するものとする。

○

○

○

●

○

○ ○

○

○ ●

○ ○

○

○

○

○

 方式及び種類

消火設備の

種類

空調方式

主要熱源機器

自動制御方式

給水方式

排水方式

連結散水設備

屋内消火栓設備

電気式

ＧＨＰ

ボイラー

建物内の汚水と雑排水（

ポンプ排水

建物外放流先

冷温水発生器○

ＥＨＰ○

連結送水管

スプリンクラー設備

不活性ガス消火設備（　　　　　　　）

泡消火設備

(2) 雑排水

(1) 汚水

○

○

直放流下水管 ○

○直放流下水管

高置水槽方式

○○ ○有（ 汚物　　　雑排水　　湧水　）　　　無

合流式 分流式　）

○

電子式○ ○デジタル式

○

○

冷凍機

氷蓄熱

３．設備概要（●印の付いたものを適用する。）

章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

運転操作説明板○ 系統図、機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を記載したものを機械室に設ける。

本工事　　　 別途○

○

○

耐 震 措 置○ 耐震措置の計算及び施工方法は次によるほか、建築設備耐震設計・施工指針2014年版（独立行

政法人建築研究所監修）による。

(1) 機器の据付け及び取付け

　　設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効

　　質量）に、地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

設計用標準水平震度

設置場所

中間階

地階・１階

及び塔屋

上層階、屋上

 機器種別

水　槽　類

防振支持の機器

機　　　器

水　槽　類

防振支持の機器

機　　　器

水　槽　類

防振支持の機器

機　　　器

1.5

1.0

1.0

1.5

1.5

1.5

2.0

2.0

2.0

特定の施設

重要機器

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.5

一般機器

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.5

重要機器

一般の施設

0.6

0.6

0.4

0.6

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

給水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　）

排水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　）

換気機器

監視制御設備

○

○

○

○ 危険物貯蔵装置

空調機器 熱源機器

火を使用する設備

防災設備

避難経路上に設置する機器

○

○

○

○

○

○

(2) 設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。

 一般機器

・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

・水槽類にはオイルタンクを含む。

・重要機器は次のものを示す。

・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は

　上層3階、13階建以上の場合は上層4階とする。

地中埋設標等○ (1) 地中埋設標

(2) 埋設表示用テープ

要 (図示による。)

○

○

要 (排水管を除く) 不要

不要

○

○

機材の承諾図
一

般

共

通

事

項

○

1）章、項目及び特記事項は、● 印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

加圧給水方式 水道直結方式

●

●

●

●

● 公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和7年版）（以下「標準仕様書」という。）

公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和7年版）（以下「改修標準仕様書」という。）

公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（令和7年版）（以下「標準図」という。）

総合試運転調整

別図による。仕　様　等○

別図による。仕　様　等○

漏洩検知装置○

電 気 防 食○

引込負担金等○

バルク貯槽○

ガス漏れ警報器○ ○

メ ー タ ー○

ガ ス 種 別

配 管 材 料 ガス事業者の供給規定による。

(1)　一　般 ○

○

○

充 て ん 容 器○

(2)　地　中 ○

（供給者名： 発熱量 MJ/m3(N)）

〇

〇

集 合 装 置

転 倒 防 止 策

都市ガス　

液化石油ガス

○

○

都市ガス

液化石油ガス

○

○

別途　(　　50kg　　　　　　　　)　×　　本○ ○ ○ ○

〇 (a) 〇 (b) 〇 (c) ）による。

○

○

○

○

○

○

親メーター（貸与品）　（　　直読式 パルス式（パルス発信器は　　買い取り ）

子メーター（買い取り）（　　直読式 パルス式）

○

本工事（図示による）　　別途工事○ ○ ○外部警報端子（　　無 有　）

要

要

○ ○ 不要

○ ○ 不要

○ ○ ○要 (　　別途工事 本工事　) ○ 不要

○ ○横型 竪型　（液化石油ガス貯蔵能力　　　　kg ）

設 備 方 式○ ○ ○排水再利用 ○浄化槽 厨房除害

撤

去

工

事

適正な処理を行うこと。

大気汚染防止法、大気汚染防止法施行規則に該当する除去等がある場合は、法令等を遵守し

撤 去 内 容●

●

図示による。●

●

　
　
設
備

○

　
　
設
備

配　管 施工場所

排水　通気

給水　給湯
屋内露出

機械室､倉庫

天井､PS､ｺﾝ内

床下､暗渠

屋外露出

屋内露出

給水
○

○

○○

別表　保温工事仕様

保　温　仕　様

 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温筒,粘着ﾃｰﾌﾟ,ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ,着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ

 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温筒,粘着ﾃｰﾌﾟ,ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ,ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒,鉄線,ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ,ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

 ｸﾞﾗｽｳｰﾙｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ化粧保温筒，ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ粘着ﾃｰﾌﾟ

 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒,鉄線,合成樹脂製ｶﾊﾞｰ2

 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒,鉄線,原紙,ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ

　～80A  ： 20mm

 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

　～300A ： 40mm

　～150A ： 25mm

　～80A ： 20mm

 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

保温厚

凡例（新設）

給水管

排水管

通気管

洗浄弁

床上掃除口

水栓類

仕切弁，コック

通気金物

COA

JIS10K

記　　　号 名　　　称 使　　用　　材

PS内縦管・露出配管：SUS　　その他：HIVP

ピット内：VP　　　屋外埋設：VU　　その他：耐火二層管

ピット内：VP　　　屋外埋設：VU　　その他：耐火二層管

〇

〇

〇

〇

〇

給湯 ○

○

○

屋外露出

床下､暗渠､埋設､ｺﾝ内  ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒,鉄線,ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ,着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ

 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒,鉄線,ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ,ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

〇

○ 屋内露出

屋外露出○

○ 機械室、倉庫、ｼｬﾌﾄ 鋲,ｸﾞﾗｽｳｰﾙｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ化粧保温板,ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ粘着ﾃｰﾌﾟ

○ ○

○ 屋外露出

冷媒配管

外装

屋内露出

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

〇 合成樹脂ｶﾊﾞｰ(ｱﾘｰﾅ以外) 〇 保温化粧ｹｰｽ（ｱﾘｰﾅ外)

長方形ﾀﾞｸﾄ

〇ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ

○ 屋内露出

屋外露出○

○ 機械室、倉庫、ｼｬﾌﾄ

鋲,ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温板,ｶﾗｰ亜鉛鉄板

鋲,ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温板,ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温帯,鉄線,ｶﾗｰ亜鉛鉄板

ｸﾞﾗｽｳｰﾙｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ化粧保温帯,ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ粘着ﾃｰﾌﾟ

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温帯,鉄線,ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ,鉄線,ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

: 25mm

倉庫）、隠ぺい部

　100A～ ： 25mm

屋内露出（機械室、

屋内露出（一般）

屋外露出、多湿箇所

: 50mm

支持金物等 ダクト及び配管等の支持金物及び吊り金物は本工事にて撤去する。

石綿含有品 石綿障害予防規則に該当する解体等がある場合は、法令等を遵守し適正な処理を行うこと。

発生材の処理

○

○ ○

○

○

●

石綿含有分析調査 本工事 ○ 別途

撤去方法 図示による 「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル」による。

冷媒（フロン類）

の回収

○ 本工事○

○

○

○

フロン充填証明書・回収証明書

特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

フロン回収行程管理表の写し

○ 別途

冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編 2.4.3 により、

次の書類を監督職員に提出する。

●

特別管理産業廃棄物　　(　　　　　　　　　　　　　　　　）の処理は○

○

上記以外のもの　　(　　　　　　　　　　　　　）の処理は●

○

○

○

〇 〇金属類 　(　　機器類 ダクト 〇 配管 〇 その他金属類 )の処理は

）とする。（ ● 構外搬出適切処理 〇

○

○(　　構外搬出適切処理 別途　）とする。

○ ○石綿含有産業廃棄物　　(　　配管用成形保温材 　  フランジ用ガスケット　）の処理は

○(　　構外搬出適切処理 別途　）とする。

○(　　構外搬出適切処理 別途　）とする。

保温材は、配管・ダクト類より分離する。保　温　材

〇 中央監視制御装置

○ 図示による。

使用する電線及びケーブルは、原則としてＥＭ電線又はＥＭケーブルとする。

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

がなければケーブル配線とする。

電気計装用配線○

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記

陶器及び付属品は器具表による。また、衛生陶器色は監督職員との協議による。一般事項○

〇 自動洗浄装置及び

その組込み小便器

洗浄水量は４Ｌ／回とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。

〇 個別感知フラッシュ方式（一体型） 〇 制御盤（ 〇 要 〇 不要 ）

洗面器 手洗い器は止水栓付きとする。

電源供給方式

自動水栓の○

○

自
動
制
御
設
備

衛

生

器

具

設

備

○ 有り（ ○ 新設 ○ ○ 無し既設 ）

AC100V○ ○ 電池式 ○ 自己発電

浴室ユニット 仕様は別図による。○

洋風便器 タンク式は６．５Ｌ／回以下とする。

　）とし、他の部分は(1)による。

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

配 管 材 料

（凡例による）

(1) 一般配管

(2) 地中埋設配管

(

水      栓

（凡例による）

配 管 材 料

雑排水管

通気管

ポンプアップ排水管

(2) 屋　　外 第一桝まで

桝　　　間

(1) 屋　　内 汚　水　管

洗面器等の排水管

給

水

設

備

○

○

○

○

○

○

(3) 水道直結配管

量  水  器 （

（ 直読式

直読式

量 水 器 桝

○

○

○

○

●

排

水

設

備

ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。)（ 〇

〇

〇

JIS 又は JV弁      類

水  栓  柱

建物導入部配管 標準図（建物導入部の変位吸収配管要領）の（

引込納付金等

○

○

○

○

○

○

○

　　地中管の　　埋設深さ

台所流し等の床上露出部分の配管は、ビニル管（RF-VP）でもよい。

引き込みは水道事業者の指定により、量水器以降の地中配管は、

台所流し用の水栓は泡沫式とする。

水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

○

絶 縁 継 手

親メーター（貸与品）

子メーター（買い取り）

○

○

パルス式　）

パルス式　）

水道事業者指定品 (○ 〇 貸与品 〇 買取り ） ○ 標準図 MC形

水道直結部分 (

その他の部分 (

○ 10K

 5K

○

○

）

）

ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○

○ 管の上端より原則として、一般敷地は（30cm）構内道路は（60cm）以上とする。

合成樹脂製○ アルミニウム合金製 ○ 人造石とぎ出し製 ○ ステンレス製

○

要　(○ ○ 別途工事 ○ 本工事 ） 不要

鋼管と異種金属を接続する場合は継手などを用いて絶縁処理を施すこと。

（凡例による）

配 管 材 料

JIS 又は JV　(弁      類 5K ○

○○

○

　　　　　　　　　　　　　　）インバート桝

・ため桝

標準図による。○

ステンレス配管に取付ける弁類は、ステンレス製とする。

〇 湯沸器の給排気筒（二連管）の隠ぺい箇所は保温を行う。

給

湯

設

備 保　　　温

○ プラスチック桝　（ 〇

〇コンクリート桝　（　　標準図による。　〇 本図面の施工要領図による。）

〇

○ 10K（図示部分）)

○

シ ス テ ム○

厨房用熱源○

機器の機能等○

○

○

建物導入部配管○

地　中

一　般(2) 連結送水管

(1) 屋内消火栓

地　中

一　般

消

火

設

備

配 管 材 料

（凡例による）

弁      類

○

○

○

○

○ ○ ○ ○

屋内消火栓種別○

屋内消火栓開閉弁○

泡消火設備○

〇

厨
房
設
備

仕切弁、逆止弁  　 10K 　　減圧弁 　 評定品又はこれと同等以上

易操作性１号消火栓○ ○ ２号消火栓１号消火栓 ○

10K○

○ ○ ○

別図による。

別図による。○

○

ドライシステム○

○ 広範囲型２号消火栓

なお、保温の種別は標準仕様書第２編 3.1.5表 2.3.5のｈ・（イ）・Ⅸとする。

○満水試験継手 図示の箇所に取り付ける

大便器、小便器、洗面器及び掃除流しとの接続管は、ビニル管 (RF-VP) でもよい。

雨
水
利
用

排
水
処
理

○

ガ

ス

設

備

○

図示による。

図示による。

ダ  ク  ト

ダ  ク  ト○

風 量 測 定 口

ダ　ン　パ　ー

シール

排気ダクトの

○

○

スパイラルダクト

○

○

○

取付箇所は図示による。

空気調和設備の当該項目による。

排煙口の形式

○

○

○

チ ャ ン バ ー○ 空気調和設備の当該項目による。

低圧ダクト　(

高圧1ダクトの適用範囲は図示による。

ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より１番手厚いものを使用する。

コーナーボルト工法（長辺の長さが 1500 mm以下の部分）

アングルフランジ工法

○

○

○

浴室(シャワー室、脱衣室を含む)系統

高圧2ダクトのシール 長方形ダクト

円形ダクト

〇 Ｎ+Ａシール 〇 Ｂシール

〇 〇 Ｃシール

○ 厨房系統○

亜鉛鉄板 ○ 普通鋼板（厚1.6mm）○

○ 図示による。

ワイヤー式○ 電気式（遠隔操作 不要 ○ 要 )

換

気

設

備

○

排

煙

設

備

○

空

気

調

和

設

備

低圧ダクト　(○ダ　ク　ト○

○

○

高圧1ダクトの適用範囲は図示による。

ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

○ コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）

アングルフランジ工法○ ○ スパイラルダクト ）とする。

風 量 測 定 口

チ ャ ン バ ー

取り付け箇所は図示による。

(1) 内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

(2) 空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系

で消音内貼りしたチャンバーには点検口を設け、点検口の大きさは図示による。

○

○

(3) ガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

ダ　ン　パ　ー

配 管 材 料

（凡例による）

弁      類

温　度　計

圧　力　計

瞬間流量計

消 音 内 貼 り

（凡例による）

○

○

○

○

○

○

○ (1) 防煙ダンパー

(2) ピストンダンパー

復帰方式(

復帰方式(

(1) 冷温水管

(2) 冷却水管

(3) 油　　管

(4) 蒸 気 管 給気管

還　管

(5) 高温水管

(7) ドレン管

(8) 冷媒管

JIS 又は JV　(

取付け箇所は図示による。

取付け箇所は図示による。

取付け箇所は図示による。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

なお、瞬間流量計（

(6) 膨張管、空気抜き管及び

膨張タンクよりボイラー等への補給水管

）

）

ー等への補給水管の保温は、標準仕様書第２編 3.1.4 の

（エア抜き弁以降の配管は、除く）

○

○

遠隔

遠隔

○

○

)

)

5K〇 〇 10K(図示部分)　)

65A以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。

鋼管用伸縮継手の種類は図示による。

ファンコイルユニットには、

○

○

○

○

○

ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往・還）には、ボール弁を取付ける。

○ 流量調整弁 ○ 定流量弁 を設置する。

○ 固定型 ○ 着脱型） はピトー管方式とし、止水コック付とする。

保 温 及 び

膨張タンクよりボイラ

温水管の項による。

建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第２編 3.1.4温水管の項による。

（エア抜き弁以降の配管は、除く）

冷媒管の保温外装は別表による。

○

○

○

〇

〇

○

還りダクトの保温　範囲は（

外気ダクトの保温　範囲は（

○

○

図示による

図示による

○

○

定格入力はDC24V、0.7A以下とする。

鋼管と異種金属を接続する場合は継手などを用いて絶縁処理を施すこと。○ 絶 縁 継 手

ステンレス鋼管に取付ける弁類は、ステンレス製とする。

空気調和機及びﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄの排水管の保温は、標準仕様書第２編 3.1.5排水管の項による。

Ａ,Ｂシール

鋼 板 製 煙 道○ 伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。

鋼板厚 （ ○ 3.2㎜ ○ 4.5ｍｍ）

配　　　管 (1) ステンレス鋼管の接合は、下記による。○
呼び径６０Ｓｕ以下（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ＳＡＳ３２２を満足した継手。
呼び径７５Ｓｕ以上（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○

機械設備工事機材承諾図様式集(令和７年版)によるほか、監督職員との協議による。

金属電線管 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

排煙口手動

開放装置

(開放及び復帰方法)

〇 建築設備定期検査業務基準書2023年度版（（一財）日本建築設備・昇降機センター）の

排煙風量の検査方法に準じる。

（凡例による）

保      温○ 全熱交換ユニット用の外気ダクト

(

○

○

○ ○（　　保温の厚さ25mm、範囲は図示による。 ）

○ 多湿箇所のダクトの保温要

○ ○（　　保温の厚さ25mm、範囲は図示による。 ）

○ ○厨房 湯沸室 ○ ）
の隠ぺいダクト(仕様はh・(ｲ)・Ⅳ)とし、範囲は図示による。

・機能

システム構成

（ )とする。

〇 衛生器具ユニット ユニットの配管材料は、図示による

による。

）○(a) ○ (b) ○ (c) ○ (e)(d)

保　　　温 別表　保温工事仕様による。

○ 仕様は標準仕様書による。

● は   つ   り

施 工 調 査 下記によるほか、改修標準仕様書第１編1.5.1及び1.5.2による。

調査項目

調査範囲

調査方法

はつり及び穿孔作業を行う場合、事前に走査式埋設物調査を行い報告すること。

石綿含有分析調査

○

○

○

○

○

○ 図　示

図　示 ○

○

○

既存コンクリ－ト床、壁等の配管貫通部の穴開けは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

○ 塗装、仕上げ

屋外 ドレン管　 （　　　　　　　　　　　　　　　　）

屋内○

○

○

○

○

　　　　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　）○ 指定色塗装

指定色塗装 ○

○

溶融亜鉛メッキ仕上げ［付着量300g/㎡以上］○ 指定色塗装

露出機材の塗装仕上げは下記による。

○１シートタイプ　　　２ジャケットタイプ 　　３保温化粧カバータイプ○

(3) 溶接部の非破壊検査 不要 要○ ○
○○標準仕様書(機械設備工事編)による。（抜取率　　 　　　％　）

不活性ｶﾞｽ消火設備

換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、
製造者規格による標準品としてよい。

電動機

試　験

1)機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。
2)電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

ま 容量等の表示

既存の埋込み 使用する 使用しない○

インサート

既存のアンカーの ○ 行う 行わない

引張試験

あと施工アンカー ○ 行う 行わない

の引張試験

既存躯体への穿孔 穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知等を用いて施工する。●

建設発生土の処理

○ 処分

埋め戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

根切り土の中の良質土 山砂の類〇

仕　様　等 備　　考名　　称
○
引き渡しを

要するもの

埋め戻し土・盛土

下表による

標準図（建物導入部の変位吸収配管要領）の(　　(a)　　(b)　　(c)　　　　　　　)による。(e)○ (d) ○

標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　本組。

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）（

設　　　備　　　概　　　要

合成樹脂製カバーは下記による。

既設配管を含む部分の試験

室内外空気の温湿度の測定 騒音の測定○○

○

〇

風量調整

室内気流及びじんあいの測定

雑用水の水質の測定　

水量調整

調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

飲料水の水質の測定（16項目・　　か所）

現場確認による。

● ●

●●

●

● ○

○

○ ○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

● ●

○

○

● 〇要　　（方法：　　　　　　　　　　　）　　　●不要

●

● ●

● ●

○

●

○

○

○

● ●

● ●

●
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図 面 名
縮
尺

工 事 名 図面番号

和風大便器

和風大便器

洋風大便器

U307C,T60P

器　具　名 参考品番 仕様・付属品

衛 生 器 具 表 【撤　去】

手動フラッシュバルブ、紙巻器、その他付属品共

手動フラッシュバルブ、紙巻器、その他付属品共

手動フラッシュバルブ、普通便座、紙巻器、その他付属品共

手動フラッシュバルブ、床置、その他付属品共

L-230 手動単水栓、排水金具、その他付属品共洗面器

小便器

１ 階 ２ 階 ３ 階 ４ 階

女
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

C21

C750V

C750V 1

1

1

1

1

1

5 5 5

耐火二層管（ノンアスベスト）

記　 号 名　 称

【撤　去】凡　 例

給水管

施工箇所 備　 考

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管(SGP-VB)

硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

ＰＳ・天井内

その他

排水管(汚水)

耐火二層管（ノンアスベスト）
排水管(雑排水)

通気管

その他 硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

耐火二層管（ノンアスベスト）

硬質ポリ塩化ビニル管(VP)その他

ＰＳ内

フラッシュ弁

仕切弁

床上掃除口

排水金物

インバート桝

直結部-JIS10K、二次側-JIS5K・ｺｱ内蔵型ﾗｲﾆﾝｸﾞ仕切弁

ＣＯＡ-非防水型・ＣＯＢ-防水型

Ｔ５Ａ-非防水型・Ｔ５Ｂ-防水型

消火管 亜鉛メッキ鋼管(SGPW)

単水栓

X

ＰＳ・天井内

TS119AEAY3

SK22A,T23AE19 横水栓、排水金具、その他附属品共掃除用流し

化粧鏡

1 1 1

節水型 FV

備　　考

合
　
　
　
 計

節水型 FV

陶器の撤去は建築工事

低圧型 FV

陶器の撤去は建築工事
1

名　 称 備　 考施工箇所

給水管
その他

一般配管用ステンレス鋼鋼管(SUS)

水道用耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管(HIVP)

ＰＳ・天井内

その他

【新　設】

排水・通気用耐火二層管(VP)

硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

ＰＳ内・露出

記　 号

凡　 例

排水管

フラッシュ弁

仕切弁

床上掃除口

排水金物

インバート桝

小口径汚水桝

直結部-JIS10K、二次側-JIS5K・ｺｱ内蔵型ﾗｲﾆﾝｸﾞ仕切弁

ＣＯＡ-非防水型・ＣＯＢ-防水型

Ｔ５Ａ-非防水型・Ｔ５Ｂ-防水型

単水栓

通気管
ＰＳ・天井内

その他 硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

排水・通気用耐火二層管(VP)

設置場所

考

参考品番 仕様・付属品

【撤　去】

排気ファン

記　号

換 気 機 器 表

１ 階 ２ 階 ３ 階 ４ 階

女
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

1 1 1

合
　
　
　
 
計

設置場所

1

仕様・付属品

電動シャッター付有圧扇(格子タイプ）

備　　考

φ250 × 660 m3/h 取付枠、他付属品一式
取付枠、フードは残置E-01 4

2

3

15

3

器具表・機器表・凡例(改修前・改修後)
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図 面 名
縮
尺

工 事 名 図面番号

図示
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1・2階平面図（改修前・改修後）
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GV20

－

－

－

－

10
0

10
0

COB100

 X
 

 －
 

10
0

80 10
0

10
0

65404040

20

75,100,65,100,80

  100  100

X X

10
0

10
0

8010
0

12
5

6510
0 10
0

12
5

6510
0 75,65,100

モルタル穴埋め処理
配管撤去後壁面

COB80

撤去後プラグ・キャップ止め

キャップ止め

根切埋め戻し
×3

4,250 4,250

X8X9X10

4,250 4,250

X8X9X10 1階平面図［改修後］ S=1/501階平面図［改修前］ S=1/50

40

40

20

20

－

－

－

20
－

　
　

 X
 

 －
 

 －
 

 －
 

60

65
65

65

COA65

－

40
－

－

－

30

－

－

65
COA65

65

20

40

25

65

COA65

50

GV50－－
25

40
25

COA65

25

30 50

75

75

75

25

25

25

－

40
COA100

100

75

50

75
10

0

65

40 65

50

50

Y3

6
,
0
0
0

Y2

20

100CO

GV65

GV20

40

40

20

20

－

－

－

20
－

　
　

 X
 

 －
 

65
65

65

COA65

－

40
－

－

－

30

－

－

65
COA65

65

20

40

25

65

COA65

50

－－
25

40

25

COA65

25

30 50

75

75

75

25

25

25

－

40
COA100

100

75

50

75

10
0

65

40 65

50

50

Y3

6
,
0
0
0

Y2

20

GV65

GV20

GV50

100CO

 －
 

75,100,80,100,6075,100,80,100,80

配管撤去後モルタル穴埋め処理

100

 X
 

 －
 

 －
 

75,65,100,65

既存通気管下端より1階へ通気管延長

図書室・準備室へ

 X
 

 －
 

 －
 

100 65,100,80

図書室・準備室へ

4,250 4,250

X8X9X10

4,250 4,250

X8X9X10 2階平面図［改修後］ S=1/502階平面図［改修前］ S=1/50

配管撤去後,ｽﾘｰﾌﾞ内に

無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填(※)

74060

砂利厚さ120復旧

600 (750)

60 (1,350)

Y2

1
20

3
0
0

1
2
0

120

D13

新設主筋D10@200

新設配力筋D10@200

埋戻し範囲

400

1FL

3
0
0GL

1
,
2
5
0

(
3
0
0
)

(1
20

)

(
1
2
0
)

74060

1FL

3
0
0GL

1
,
2
5
0

600

既存地業撤去

60

(750)

Y2

(1,350)

(120)

掘削範囲

配管切断,撤去

φ65x1,φ80x1,φ100x2

X9 X8

2001,400200200 600 200

主筋残し、配力筋・ｺﾝｸﾘｰﾄ斫り範囲

8
0
φ

1
0
0
φ

1
0
0
φ

X9 X8

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設範囲

2001,400200200 600 200

主筋・配力筋残しｺﾝｸﾘｰﾄのみ斫り範囲

無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填

無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填

4
0
0

1
3
0
φ

1
5
0
φ

1
5
0
φ

新設主筋D10@200

新設配力筋D10@200

　　溶接は片側10d、または両側5d以上とする

注2.主筋は重ね継手(40d)とし、配力筋のフレア

注1.既存犬走りの厚さ、配筋、地業は推定

犬走り詳細（改修前）1/30 犬走り詳細（改修後）1/30

既存主筋R9@200

既存配力筋R9@200

既存R13

Y2Y2



 －
 

75

 －
 

GV65

GV80

4階
天
井

配
管
 6
5

図 面 名
縮
尺

工 事 名 図面番号

図示

COB65

－

80

50

T5B-50

20

20

－

－

－
－

－

－
－

－

20
20

25

75
75

50

65503250
50

50
50

50

COB80

50
50

80 25 6550

65

32

25
32

50

100

10
0

10
0

－

男子トイレ

－

2
,
5
0
0

6
,
0
0
0

4,250 4,250

男子トイレ

女子トイレ

2
,
5
0
0

6
,
0
0
0

4,250 4,250

SK

女子トイレ

100

COA100

25
30

20

20

25 30
－

－ －

－

80
－

　

　
　

 X
 

 －
 

 －
 

 X
 

 －
 

 －
 

 X
 

 －
 

 －
 

 －
 

 －
 

60

75

 －
 

75

65
100

Y4

Y3

Y2

Y2

Y3

Y4

X10 X9 X8

X10 X9 X8

20

50

50

25

65 20

75

10
0

40

10
0

20

40

65

65
100

100

COA100

20

20

25 30

－

－

－

－ －

－

COA65

65

20

50

50

65 25

65 20

75

40

75

－

－

75

40

40

40

65
65

65
100

20

COA100

COA80

COA65

50

－

－

－

20

10
0

65
40

65

20

20

25

25

40

－
25

75

COA80

30

50

COA100

50

10
0

10
0

10
0

100

※トイレ機能無し

10
0

10
0

COB100

100 COB100

50
32

25

65 COB65

COB65

50 652580

50
50

COB80

50
50

50
50

50 32 50 65

50

75
75

25

20
20

－

－
－

－

－
－

－

－

20

20

T5B-50

50

－
4階天井配管 125

4階天井配管 65
X

X

VC100

40

40

75

75

75

(既設まま)

天
井

配
管

10
0

GV80

GV40
GV65

COB100

COB65

COB100

GV65

GV80

GV50

（撤去揚水管）

－

80
－

男子トイレ

－

2
,
5
0
0

6
,
0
0
0

4,250 4,250

男子トイレ

女子トイレ

2
,
5
0
0

6
,
0
0
0

4,250 4,250

SK

女子トイレ

100

COA100

25
30

20

20

25 30

－

－ －

－

80
－

　

　
　

75,100,75

 X
 

 －
 

 －
 

 X
 

 －
 

 X
 

 －
 

65

Y4

Y3

Y2

Y2

Y3

Y4

X10 X9 X8

X10 X9 X8

20

50

50

25

65 20

75

10
0

40

10
0

20

40

65

65
100

100

COA100

20

20

25 30

－

－

－

－ －

－

COA65

65

20

50

50

65 25

65 20

75

40

75

－

－

75

40

40

40

65
65

65
100

20

COA100

COA80

COA65

50

－

－

－

20

10
0

65

40

65

20

20

25

25

40

－
25

75

COA80

30

50

COA100

50

10
0

10
0

10
0

100

※トイレ機能無し

－
4階天井配管 125

4階天井配管 65
X

40

40

75

75

75

4階
天
井

配
管
 6
5

4階
天

井
配

管
 1
25

分岐以降撤去(125天井内配管)

32

既存揚水管撤去(80天井内配管)

エルボ以降撤去(125天井内配管)4階天井配管 125

GV40

GV80

廊下廊下

廊下廊下

GV50

 －
 

75,100,75

4階天井配管 25
分岐以降撤去(25天井内配管)

4階天井配管 40

4階天井配管 125

 －
 

75,100,80,65,75

 －
 

75,100,80,65,80

75,100,80,100,80

75,100,100,100,80 75,100,100,100,75

75,100,80,100,60

3・4階トイレ平面詳細図（改修前・改修後）

4階平面図［改修前］ S=1/50 4階平面図［改修後］ S=1/50

3階平面図［改修後］ S=1/503階平面図［改修前］ S=1/50

モルタル穴埋め処理
ベントキャップ撤去後

船橋市建設局建築部建築課 令和８年度

M-04
有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号

千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一
tel:043-206-3430 fax:043-206-3440 （67/75）

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事



屋上配管

図 面 名
縮
尺

工 事 名 図面番号

図示

4階
天

井
配
管

 6
5

2
,
5
0
0

6
,
0
0
0

4,250 4,250

男子トイレ

女子トイレ

　

Y2

Y3

Y4

X10 X9 X8

－
4階天井配管 125

4階天井配管 65
X

X

VC100

100,100

 －
 

75

X

4階
天
井

配
管
 1

25

4階
天
井
配

管
 8

0

2
,
5
0
0

6
,
0
0
0

4,250 4,250

男子トイレ

女子トイレ

　

Y2

Y3

Y4

X10 X9 X8

－
4階天井配管 125

X

100,100

GV40

（既設揚水管・撤去） GV80

4,250

X7

X

VC100

125SUS

100

80

75

 －
 

GV40

GV80

4階天伏図［改修前］ S=1/50 4階天伏図［改修後］ S=1/50

屋上配管

接続

60SU

12
5G

V
12

5F
J

X

12
5F

J
12

5S
U

12
5G

V

125

40

125GV

25
SU

125SU

25GV

125SU

12
5S

U

50GV

25

屋上配管

接続

60SU

12
5G

V
12

5F
J

X

X

12
5F

J
12

5S
U

12
5G

V

125

40

40
GV

125GV

25
SU

125SU

25GV

125SU

12
5S

U

50GV

80,25

80

125SU

X

125,80,25

4階
天
井

配
管
 6
5

4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,2504,250 4,250

GV65

FJ125
－

－

8
0 1
2
5

2
5

125（屋上）

1
0
0

6
5

125

8
0

1
0
08
0

6
5 2
58
0

5
0

Y2

Y3

Y4

Y5

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

7
,
0
0
0

4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,2504,250 4,250

FJ125
－

－

枠組本足場(手すり先行方式)
養生ｼｰﾄ張り(防炎Ⅱ類) 8

0

建枠900×3600、h＝3m

1
2
5

1
0
0

2
5

125（屋上）

6
5

1
0
0

125

8
0

8
0

6
5 2
58
0

5
0

1
2
5

Y2

Y3

Y4

Y5

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

7
,
0
0
0

X14 X13 X12 X11 X10 X9 X8 X7

建枠900×3600、h＝9m

枠組本足場(手すり先行方式)

X14 X13 X12 X11 X10 X9 X8 X7

テスト弁40,65(撤去移設)

125,80,65

6
5
1
2
5

X
2
5

※ハトゴヤ内配管はすべて撤去し穴埋め処理

654階
露

出
配
管

 6
5

4階露出配管 65

125,65

既設管接続

4階天伏図、R・PH階平面図（改修前・改修後）

X

40
GV

80,25

テスト弁40,65(移設)

4
0

X

1
2
5

40

X

125,40

屋上配管

ハトゴヤ配管撤去後
モルタル穴埋め処理

PH階平面図［改修後］ S=1/50PH階平面図［改修前］ S=1/50

R階平面図［改修後］ S=1/150R階平面図［改修前］ S=1/150

6
5

80

GV40,CV40再利用

GV40,CV40再利用

コア抜き及びはつり補修

船橋市建設局建築部建築課
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令和８年度

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一
tel:043-206-3430 fax:043-206-3440 （68/75）
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養生ｼｰﾄ張り(防炎Ⅰ類)



撤去
(SUS製防虫網共）

E
01

図 面 名
縮
尺

工 事 名 図面番号

図示

2
,
5
0
0

Y4

Y3

6
,
0
0
0

Y2

4,250 4,250

X8X9X10

2
,
5
0
0

Y4

Y3

6
,
0
0
0

Y2

4,250 4,250

X8X9X10

SK SK

2
,
5
0
0

Y4

Y3

6
,
0
0
0

Y2

4,250 4,250

X8X9X10

2
,
5
0
0

Y4

Y3

6
,
0
0
0

Y2

4,250 4,250

X8X9X10

SK

65,100,80 75,65,100,65

撤去
(SUS製防虫網共）

E
01

SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ撤去

SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ撤去

内外面アルミパネルにて閉塞

内外面アルミパネルにて閉塞

2階換気平面図［改修前］ S=1/50 2階換気平面図［改修後］ S=1/50

1階換気平面図［改修後］ S=1/501階換気平面図［改修前］ S=1/50

1・2階換気平面図（改修前・改修後）

(アルミパネル建築工事)

(アルミパネル建築工事)

船橋市建設局建築部建築課

M-06
有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号

千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一
tel:043-206-3430 fax:043-206-3440 （69/75）

令和８年度

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

換気扇

換気扇



図 面 名
縮
尺

工 事 名 図面番号

図示

男子トイレ

2
,
5
0
0

6
,
0
0
0

4,250 4,250

男子トイレ

女子トイレ

2
,
5
0
0

6
,
0
0
0

4,250 4,250

SK

女子トイレ

Y4

Y3

Y2

Y2

Y3

Y4

X10 X9 X8

X10 X9 X8

※トイレ機能無し

男子トイレ

2
,
5
0
0

6
,
0
0
0

4,250 4,250

男子トイレ

女子トイレ

2
,
5
0
0

6
,
0
0
0

4,250 4,250

SK

女子トイレ

Y4

Y3

Y2

Y2

Y3

Y4

X10 X9 X8

X10 X9 X8

※トイレ機能無し

廊下廊下

廊下廊下

撤去

01
E

撤去

01
E

(SUS製防虫網共）
SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ撤去

内外面アルミパネルにて閉塞

3階換気平面図［改修後］ S=1/503階換気平面図［改修前］ S=1/50

4階換気平面図［改修前］ S=1/50 4階換気平面図［改修後］ S=1/50

3・4階換気平面図（改修前・改修後）

(アルミパネル建築工事）

(アルミパネル建築工事）
内外面アルミパネルにて閉塞
(SUS製防虫網共）
SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ撤去

M-07

令和８年度船橋市建設局建築部建築課

有限会社アルファ技研設計 １級建築士登録 第128739号
千葉市稲毛区弥生町４－１９〒263-0022 安　田　良　一
tel:043-206-3430 fax:043-206-3440 （70/75）

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

換気扇

換気扇



　コンクリート塊

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項工事名称

1.工事場所

Ⅰ.工事概要

エレベーター設備    新設一式4．工事種目

建物名称
構　造

 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

階　数

地上  階 地下  階

塔屋  階

建築基準法による

延べ面積(㎡)

消防法施行令

別 表 第 一

　　　　項

備　考

新築

耐震安全性

の分類

特定の施設

一般の施設

既存

令和　　年　　月　　日まで

（工期内に完成検査を行い、引渡しを完了すること。）

2．工期

3.建物概要

機材の承諾図

電動機 換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、製造者規格による

標準品としてよい。

1) 機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

既存コンクリ－ト床、壁等の配管貫通部の穴開けは、図面に特記のない場合はダイヤモンドカッターを

用いる。

既存躯体への穿孔 穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる付属装置等を

用いて施工する。

電   線   類 電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編 1.5.1 表 4.1.11 による。

天井仕上区分 (　　　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

吊り及び支持金物 ( 昇降路内 )の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。

試　　　験

環 境 対 策 建設機械は、排出ガス対策型、低騒音型の建設機械を使用すること。

工事現場管理 受注者は、工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。

(1) 不法・違反無線局(不法パーソナル無線)を設置したトラック､ダンプカー等を工事現場に立ち入らせ

　　ないこと。

受注者は、工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。過積載による

違法運行の防止 (1) 積載重量制限を超えて土砂等を積み込まず、また積み込ませないこと。

(2) さし枠装着車、不表示車等に土砂等を積み込まず、また積み込ませないこと。

(3) 過積載車輌､さし枠装着車､不表示車等から土砂等の引渡しを受ける等過積載を助長することのない

　　ようにすること。

(4) 取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着車、不表示車等を土砂等運搬に

　　使用している場合は、早急に不正状態を解消する措置を講ずること。

(5) 建設発生土の処理及び骨材の購入等に当たって､下請事業者及び骨材納入業者の利益を不当に害する

　　ことのないようにすること。

(6) 以上のことにつき、下請業者にも十分指導すること。

受注者相互の緊密な連絡調整を図り､協力して工事を安全円滑に実施することを目的とする「工事関係者安 全 対 策

連絡会議」を設置すること。

保        険

容量等の表示

は   つ   り

2) 電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

他工事との取り合い

機械設備工事機材承諾図様式集(令和 4 年版)によるほか、監督職員との協議による。

また、発注者が行う安全審査、施工条件検討、安全点検等に協力すること。

　受注者は、本工事着手前に、工事目的物や工事材料及び仮設物等に生じる損害を填補する保険（建設工

事保険・土木工事保険・組立保険・火災保険等）、工事の施工に伴い第三者に与えた損害を填補する保険

（請負業者賠償責任保険等）に必ず加入しなければならない。なお、第三者への保険については、対人賠

償はひとりにつき２億円、一事故につき５億円、対物賠償は一事故につき３億円を最低填補限度額とする

こと。また、建設機械器具に生じる損害を填補する保険（動産総合保険・機械保険等）、運送中の工事材

料や建設機械器具等に生じる損害を填補する保険（貨物海上保険・運送保険等）工事作業員の身体傷害を

填補する保険（法定外労災補償・労働災害総合保険・傷害保険 等）等には、必要に応じ加入すること。 

5．改修内容（改修工事のみ）

1.共通仕様

　　ものを適用する。

Ⅱ.工事仕様

(1) 図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通大臣官房官庁営繕部監修の下記仕様書等のうち、●印の付いた

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

仮
　
　
設
　
　
工
　
　
　
事

監督職員事務所 設けない 設ける

工事用電力・水

・その他

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続等の費用はすべて受注者の負担とする。

〇 〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

構内の施設工事用水

工事電力 構内の施設 利用できない

利用できない 利用できる　(

利用できる　(

有償

有償 無償　)

無償　)

工事用仮設物 構内につくることが　 できる できない

足場その他 別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

（ 建築工事

本工事で設置とする。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

別紙１｢手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(2)手すり据置方式

又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

内部足場　　　(

外部足場　　　(

種

種

種

種

種　)

種 種　)

養　　生 既存部分の養生は、改修標準仕様書第１編３章による。

〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇

〇

〇〇

〇〇

〇

〇

〇

〇

〇

エレベーター仕様 仕様は、「Ⅳ．エレベーター仕様」による。

エレベーター監視盤 仕様は、「Ⅴ．エレベーター監視盤等」による。

エレベーター警報盤

動力計測用電力量計 動力計測用外部出力端子付とし、エレベーター１台ごとに設置する。

（完成検査においては動作確認できるものとする。）

保守契約後に自動診断仮復旧運転が可能なものとする。

運転機能

自動診断仮復旧

撤 去 内 容 図示による。

発生材の処理 金属類 　( 機器類 ダクト 配管 その他金属類 )の処理は

( 構外搬出適切処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）とする。

特別管理産業廃棄物 ( ）の処理は

( 構外搬出適切処理　　　　　別途　　）とする。

上記以外のもの ( ）の処理は

( 構外搬出適切処理　　　　　別途　　）とする。

建設リサイクル法における再資源化等を行なう特定建設資材の構外搬出処理を本工事とする。

エ
レ
ベー

ター

設
備

撤
　
　
　
去
　
　
　
工
　
　
　
事

（無検定） なお、電力量の表示は不要とする。

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇 〇

〇〇

〇

〇

〇

週休２日制モニタリング工事

　こと。また、工事の実施にあたっては、「週休２日制モニタリング工事実施マニュアル

　（試行）(営繕工事)」に基づき行うこと。

項　　　　目

章、項目及び特記事項共に、● 印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

2.特記仕様

特　　　　記　　　　事　　　　項章

適用基準等 建築工事標準詳細図　（令和4年版）

営繕工事写真撮影要領　（令和5年版）

建築工事安全施工技術指針　（平成27年）

建設工事公衆災害防止対策要綱　（令和元年）

千葉県福祉のまちづくり条例　施設整備マニュアル　（平成30年）

建築物解体工事共通仕様書　（令和4年版）

公共建築木造工事標準仕様書　（令和4年版）

デジタル工事写真の小黒板情報電子化について（国営建技第14号　令和5年3月1日）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

工事実績情報の登録 本工事の最終請負代金(消費税込)が、500万以上となる場合には、工事実績情報システム

（CORINS）に、基づき工事実績データを作成する。また、作成した内容について監督職員の

確認を受けた後、以下に示す期間内に（一財）日本建設情報総合センターに所定の手続きに

より登録するとともに、登録内容確認書の写しを提出する。

　　1)　工事受注時　　　　　契約締結後10日以内

　　2)　登録内容の変更時　　契約事項の確定日から10日以内

　　3)　工事完成時　　　　　工事完成後10日以内

　　自家用電気工作物、　　 一般電気工作物電気保安技術者

施工条件

資材置場及び駐車場所

部分使用

有り 無し

敷地内 敷地外　（

（千葉県船橋市＿＿＿＿番＿＿＿＿）

無償

　本工事は、週休２日制モニタリング工事である。受注者は、原則、週休２日で施工する

有償）

〇 〇〇

〇 〇 〇

〇

〇

〇

　　　ただし、自家用電気工作物の場合は標準仕様書1.3.2(1)～(3)によるものとする。

一
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
項

(2) 建築工事、電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

昇降路及びかごに敷設する電線及びエレベーター用ケーブルの規格は標準仕様書第９編 3.2.11表9.3.6による。

試験は、標準仕様書第９編 2.2.11による。

Ⅲ工事区分表による。ただし、これにより難い場合は監督員と協議する。

受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫に関する項目､または地域社会への貢献として創意工夫等の実施

評価できる項目に関する事項について､工事完了時までに所定の様式により提出することができる。

工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署などへの必要な手続等は受注者が代行し、遅滞なく行う。官公署その他への

届出手続等

ワンデーレスポンス 船橋市ワンデーレスポンス実施マニュアルに基づき実施するものとする。

設計図CADデータ

貸与する設計図CADデータを当該工事の施工図または完成図の作成以外の目的に使用してはならない。

・設計図CADデータ　： 貸与しない貸与する〇 〇

受注者は、監督職員と協議のうえ、次の各号により社内検査を行なわなければならない。社内検査

（１）社内検査に従事する者（以下｢社内検査員｣という。）が工事施工途中において必要と認める時期

　　　及び検査の事前に社内検査を行い、検査時にその結果を所定の様式により提出しなければならない。

（２）社内検査員は、当該工事に従事していない社内の者とする。

　　　工事全般にわたり行うものとする。

（３）社内検査は、契約図書及び関係図書に基づき、安全、出来形、品質及び写真管理はもとより、

　　　はこの限りでない。

（４）社内検査員の資格は５年以上の現場経験を有するものとする。ただし、監督職員の承諾を得た場合

中 間 検 査

　　中間技術検査は、船橋市工事技術検査要綱に基づき実施する。

　　実施時期：　　　

　　中間検査の範囲：

　　中間検査を実施する　

完成図一式を「船橋市営繕工事電子納品の手引き」により提出する。完成図等

（回数：　　回）

〇

〇

〇　本工事は中間技術検査の対象である。

施工図等の取扱 施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

受注者は、提出書類を船橋市請負工事提出書類様式集に基づいて、監督職員に提出しなければならない。提出書類

施設点検 本工事完成（「工事目的物の引渡し」を行った日）後、1年目及び2年目に関係者（建築課、

工事監理事務所、施設管理者、受注者）による施設点検（不具合の有無を確認し、その処理に

ついて協議）を行うので、当課からの依頼により施設点検に立会い協力するものとする。

〇電気設備工事 機械設備工事　　で設置する。）

仕様は、「Ⅴ．エレベーター警報盤等」による。

　　又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散

　　　建築材料以外の材料

　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　③建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　④建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

(4) 設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは、次の①

郡市

町地先

郡市

町地先

郡市

町地先

郡市

町地先

郡市

町地先

郡市

町地先

郡市

町地先

郡市

町地先

郡市

町地先

郡市

町地先

郡市

町地先

郡市

町地先

郡市

町地先

郡市

町地先

郡市

町地先

片道運搬 処分方法
数　量 搬出先 備　考

距離

　コンクリート塊 ※中間処理場
ｔ ㎞

　（無筋） 　最終処分場

※中間処理場
ｔ ㎞

　（有筋） 　最終処分場

※中間処理場
　アスファルト塊 ｔ ㎞

　最終処分場

※中間処理場
　その他がれき類 m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
　廃プラスチック m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
　金属くず m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
　混合廃棄物 m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
　建設汚泥 m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
㎞

　最終処分場

※中間処理場
㎞

　最終処分場

※中間処理場
㎞

　最終処分場

※中間処理場
㎞

　最終処分場

　スクラップ控除 ｔ ㎞ ※有価物処理

耐震設計用 耐震設計用地域係数は、１．０とする。

地域係数

耐震措置 エレベーター設備機器の固定等は、すべて「昇降機技術基準の解説 2016年版」による。

なお、耐震安全性分類による耐震クラスは、（ A14　　 S14 ）とする。

1 共通事項

　及び「再生資源利用促進計画書」を「建設副産物情報交換システム(COBRIS)」により作成し、施工計

　画書に含め各１部提出すること。

　また、計画の実施状況(実績)については、「再生資源利用実施書」及び「再生資源利用促進実施書」

　並びに「建設副産物情報交換システム工事登録証明書」を同システムにより作成し、各１部提出する

　◎作成対象工事

　「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」は請負金額が、「再生資源利用実施書」

　及び「再生資源利用促進実施書」並びに「建設副産物情報交換システム工事登録証明書」は最終請負

　金額額 100 万円以上の全ての工事について建設資材の利用、建設副産物の発生・搬出の有無にかか

　わらず作成する。

2)「建設副産物の処理基準及び再生資材の利用基準｣　に基づき、建設副産物の処理に先立ち、「建設

　副産物処理承認申請書｣　を作成し、監督職員の確認を受け、同申請書を１部提出すること。なお、

　建設廃棄物の処理を委託する場合は、収集運搬又は処分について許可業者と各々建設廃棄物処理契

　約を締結し、｢建設廃棄物処理委託契約書｣を監督職員に提示するとともに、同契約書の写しを同申

　請書に添付すること。

3)建設副産物の処理に当たって、産業廃棄物管理票制度に基づく紙マニフェスト方式による場合は、

　また、電子マニフェスト方式による場合は､原則として廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき

　建設副産物の処理完了後速やかに､「建設副産物処理調書」を作成し､１部提出するとともに、実際

　に要した処理費等を証明する資料(受入伝票、写真等)を監督職員に提示し確認を受けること。

　原則として複写式伝票の D 票及び E 票の写しを提示すること。

　指定された情報処理センターが発行する当該工事のマニフェスト情報を提示すること。

1)「千葉県建設リサイクル推進計画2016ガイドライン」を準用し、本工事に係る「再生資源利用計画書」

土砂等に係る条例を遵守し、また、「建設発生土管理基準」及び「建設副産物に係る

処理基準及び再生資材の利用基準」に従い適正に処理を行うこと。

なお、この基準は次のものに適用する｡

　　埋立て或いは、工事間利用等をする建設発生土の管理

　　公共工事以外から搬入される土砂等の管理

建設発生土

　　　指定地に搬出するものとする。

　　　　ア　搬出先（相手先工事名、工事場所等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事

　　　　　　　　　　　　　　市　　　　　　町地先

　　　　イ　土質及び処分量　：　第　　　種建設発生土　　　　　ｍ3

　　　　ウ　搬出時期　　　　：　令和　　年　　月～令和　　年　　月

（２）指定（Ａ）（その他）の場合

　　　建設発生土（　　　　ｍ3）は、　　　　市　　　　町地先に搬出するものとする。

（３）指定（Ｂ）の場合

　　　建設発生土（　　　　ｍ3）は、片道運搬距離　　　　kmに搬出するものとする。

郡市

町地先

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

片道運搬 処分方法
数　量 搬出先 備　考

距離

※中間処理場
　路盤廃材 ｔ ㎞

　最終処分場

その他特記事項

　①発注者に引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　

　②特別管理産業廃棄物

　　無　　有　品目名（　　　　　　－処理方法（　　　　　　　　　　

　③現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　

　数量とし、運搬に先立ち受け入れ条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。

　工事発注後、事情により上記の指定処理により難い場合は、監督職員に報告するものと

　する。

路盤廃材

建設廃棄物等

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

〇 ＿＿
＿＿

＿＿
＿＿

〇

〇

建設副産物

の処理等

　とともに、これらの記録を工事完成後５年間保存しておくこと。

（１）指定（Ａ）（工事間流用）の場合

　　　発生する建設発生土のうち、下記に示す発生土については、工事間流用を図り

　上記　建設発生土　路盤廃材　建設廃棄物等の数量については積算のための参考

事前調査 本工事　　　別途

調査項目

調査範囲

調査方法

既存資料調査

図示

図示

機材の品質等

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

施工調査

本工事に使用する機材等は､設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等以上のものとする。

ただし、同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

環境への配慮

　　されていること。｣）に留意すること。

　　から④を満たすものとする。

　　①合板､木質系フローリング､構造用パネル､集成材､単板積層材､MDF､パーティクルボード、その他

　　　の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗料は、アセ

　　　トアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　　　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　②接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　　③接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない難揮

　　　発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

　　含む）の梱包及び容器は､可能な限り簡易であって､再生利用の容易さ及び廃棄時の負荷軽減に配慮

(3) 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に､次の①

　　閣議決定）｣による。

行事等により、短期の施工不能日あり。

〇

〇

猛暑による作業不能日数

本工事は、猛暑による作業不能日数を次のとおり見込んでいる。

ⅰ）作業不能日数：　　日間

ⅱ）上記ⅰ）は、環境省が公表する関東地方_千葉県_船橋地点におけるWBGT値（気温、湿度、

期に対応する期間（行政機関の休日に関する法律（昭和63年法律第91号）に定める行政機関

の休日及び夏季休暇（３日）を除く。）において、８時から１７時の間にWBGT値が３１以上

となった時間を算定し、日数に換算したもの５年分を平均したもの。

ⅲ）気象状況により工期中に発生した猛暑による作業不能日数（当該現場における定時の現

場作業時間において、環境省が公表する関東地方_千葉県_船橋地点におけるWBGT値が３１以

上となり、かつ受注者が契約工事単位で全作業を中断し、又は現場を閉所した時間を算定し、

日数に換算したもの（小数点以下第一位を四捨五入する。））がⅰ）の日数から著しく乖離

した場合には、受注者は発注者へ工期の延長変更を協議することができる。

日射・輻射を考慮した暑さ指数）過去５年分（令和　年～令和　年）について、本工事の工＿ ＿

＿＿

　　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

(2) 環境物品等の調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項（「資材（材料および機材を

　　物品等に関する判断の基準は、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和5年12月22日変更

(1) 「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律(平成12 年法律第100 号)」に基づく特定調達

はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

週休２日制促進工事

本工事は、週休２日制促進工事である。受注者は、原則、週休２日で施工すること。ま

た、工事の実施にあたっては、「週休２日制促進工事実施マニュアル（試行）（営繕工

事）」に基づき行うこと。

●

●

　　　　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和 7年版）（以下「標準仕様書」という。）

　　　　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和 7年版）（以下「改修標準仕様書」という。）

　　　　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（令和 7年版）（以下「標準図」という。）

公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　（令和7年度版）

tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課
ー

ー

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事 EV-01

昇降機設備工事特記仕様書（１）

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事

中学校

 （昇降路内）

(鉄骨造)

4

1

0
(7)

2838.74

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　その他くず類

　廃石膏ボード

　カッター汚泥

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ● ●

● ● ● ●

●

●

●

● ●

９ ６ ３０

●

１３

〇

〇

〇

〇

〇

〇

（Ａー０９参照）

● ●

●

●

●

●

　　なお、建築工事の特記仕様書は(Ａー０２～Ａー０９)図、電気設備工事の特記仕様書は(Ｅー０１)図、機械設備工事の特記仕様書は

(Ｍー０１)図による。

(71/75)

船橋市行田３丁目１５番６

下記部分について工事が終わり次第、部分使用するので協力すること。

〇

●

●

●

〇

●〇



tel:043-206-3430 fax:043-206-3440

〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町４－１９ 安　田　良　一

１級建築士登録 第128739号
工事名称

図 面 名

作　図有限会社アルファ技研設計 番号縮尺

船橋市建設局建築部建築課
ー

ー

船橋市立行田中学校エレベーター新設及び内部改修工事 EV-02

分

類
仕様項目 ０１号機

基

本

仕

様

機種名称 機械室レスエレベーター

用途 乗用

制御方式 可変電圧可変周波数制御（回生なし）

操作方式 乗合全自動方式

積載量 ７５０ｋｇ

定員 １１名

定格速度 ６０ｍ／ｍｉｎ

戸閉方式 ２枚戸両引き

出入口幅 ８００ｍｍ

出入口高さ ２１００ｍｍ

かご室サイズ（内法間口） １４００ｍｍ

かご室サイズ（内法奥行） １３５０ｍｍ

かご室内法高さ ２３００ｍｍ

出入口方式 一方向出入口

正面側停止数 ４停止（１－４階）

動力用電源 ＡＣ３φ－２００Ｖ－５０Ｈｚ

照明用電源 ＡＣ１φ－１００Ｖ－５０Ｈｚ

そ

の

他

基

本

仕

様

耐震設計施工指針耐震クラス クラスＡ１４

公共建築工事標準仕様　適用年版 令和７年版

かご室トランク トランクあり

敷居間隔 １０ｍｍ

車いす仕様 制御機能付

視覚障がい者対応仕様 あり

地震時管制運転方式 Ｐ波＋Ｓ波センサ付３段設定（普通級）

停電時自動着床装置 あり

かご呼び取消機能 あり

乗

場

仕

様

乗場三方枠 大枠末広幕板なし　３５１ｍｍ～５００ｍｍ　ステンレスヘアライン（１－４階）

乗場戸 ステンレスヘアライン（１－４階）

乗場敷居 ステンレス製（１－４階）

乗場インジケーター 一体セグメントＬＥＤ（橙色）　ステンレスヘアライン（１－４階）

乗場インジケーター一体形ボタン ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）抗ウイルス・抗菌コート（１－４階）

乗場インジ運行表示灯１ 休止表示

車いす専用乗場ボタンプレート 一般用乗場ボタン一体形　ステンレスヘアライン（１－４階）

車いす専用乗場ボタン ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）抗ウイルス・抗菌コート（１－４階）

乗場休止スイッチ あり

乗場休止スイッチ取付位置 乗場インジ組込

か

ご

室

仕

様

天井 フラット照明（白色）　天井面材：鋼板塗装（メーカー標準色）

正面壁 化粧鋼板

側面壁 化粧鋼板

袖壁 ステンレスヘアライン

出入口上板 化粧鋼板

かご室戸 化粧鋼板

巾木 ステンレスヘアライン

かご床 樹脂タイル２ｍｍ（メーカー標準タイル）

かご室敷居 ステンレス製　２枚戸両引き用

かご操作盤タイプ 袖壁操作盤

かご操作盤プレート ステンレスヘアライン

かごボタン ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）抗ウイルス・抗菌コート

インターホンボタン乱用防止カバー あり

正操作盤インジケータータイプ かご内液晶インジケーター（１０．１インチ）

かご操作盤液晶インジケーター表示言語 平常時（日英）、注意喚起（日英／中韓切替）、緊急時（日英中韓）

車いす専用かご操作盤 両側面　ステンレスヘアライン

車いす専用正かご操作盤インジケータータイプ ドットＬＥＤ（橙色）

車いす専用かごボタン ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）抗ウイルス・抗菌コート

車いす専用インターホンボタン乱用防止カバー あり

かご室換気 ウイルス抑制装置＋ファン

かご室手すり 丸形ステンレス　二面取付（両側面）　抗ウイルス・抗菌仕様

かご室鏡 ステンレス鏡面枠なし３分割（５７０ｍｍ×１４００ｍｍ）

キックプレート ステンレスヘアライン（ビスなし）高さ：床面より３５０ｍｍ

壁保護幕 Ｔ字カット磁石式（保護幕高さ標準：床面より上端まで１８９５ｍｍ）

床保護マット あり

そ

の

他

仕

様

かご戸引き込まれ防止センサー あり

セーフティシュー 片側（多光軸ドアセンサー付き）

自動戸閉促進・乗場前検知挟まれ防止装置（ＴＯＦセンサ） あり

遮煙機能 ２枚戸両引き用（１－４階）

点字名板取付方法 接着

インターホン呼び出しボタン応答灯（聴覚障がい者対応仕様） あり

おもり非常止め なし

火災時管制運転方式 火報信号連動式

冠水時管制運転 あり

インターホン型式 ６Ｖ１局

乗場インターホンボックスタイプ ステンレスヘアライン（埋め込み形）

無電圧Ａ接点支給 エレベーター安全回路動作時・閉込時・インターホンボタン押下時

戸開延長ボタン ステンレスクリックボタン（□３２・黄橙色ＬＥＤ）抗ウイルス・抗菌コート

かご内アナウンス かご内４ヵ国語アナウンス（通常時：日英、緊急時：日英中韓）

かご室音響 かご室スピーカー

高調波対策種類 ＤＣリアクトル（Ｋｉ＝１．８）及び絶縁トランス（ノイズ・漏洩電流対応）

フェッシャープレート エレベーター手配（標準品）（２－４階）

煙感知器点検口スイッチ 正面側上部取付　【標準】

揚重ビーム手配 エレベーター手配（施工後撤去なし）

仮設動力電源 １式

レール支持方式 １フロア１ブラケット

No.01

工事区分表

工事内容
建

築

電

気

設

備
EV

1

昇降路の築造工事及び各階出入口、乗場機器等の穴あけ工事

（１）エレベーター施工図に対し、コンクリー卜打ちの誤差が

生じた場合、必要に応じ、はつり又は肉付けのこと

（２）昇降路壁は５ｃｍ２辺り３００Ｎの外力が作用した時に

１５ｍｍを超える変形及び塑性変形が生じない構造とすること

（３）コンクリート強度は２１Ｎ／ｍｍ２以上のこと

（４）昇降路の構造は不燃材又は難燃認定材で作り覆うこと

○

2

鉄骨構造階の以下鋼材設置工事

（１）レール支持用ファスナー、中間ビーム及び立柱

（２）三方枠、ハンガーケース、押ボタン等の取付用鋼材

（３）敷居取付材（敷居への作用荷重に対して、たわみは１ｍ

ｍ以下となる部材とすること）

（４）鉄骨材の耐火処理及び乗場出入口まわりの耐火処理

○

3 エレベーター機器揚重用のフック又はビームの設置工事 ○

4 乗場機器取付後の出入口まわりの壁及び床の仕上工事 ○

5 各階乗場出入口枠周囲のロックウール詰め工事 ○

6 通過階がある場合、非常救出口の設置工事 ○

7 ２方向出入口の場合、かごドア点検口の設置工事 ○

8 ピット防水工事 ○

9 ピット下部の使用がある場合、二重スラブ等の建築対策工事 ○

10 ピット段違いの場合、保護柵設置工事 ○

11 ピットが深い場合、埋め戻し・浅い場合、はつり工事 ○

12
昇降路内の騒音・振動が居室に伝搬しないレイアウト及び各種

防音・防振工事
○ ○

13 その他建築に関する工事 ○

14

動力用電源・照明用電源・接地線の受電端子までの引込工事

（繋ぎ込み工事含む）

（１）電源電圧変動は＋５％～－１０％以内、電圧不平衡率

５％以内のこと

（２）遮断器はインバータ回線対応のものを使用すること

（３）エレベーターから発生する高周波漏洩電流と高周波ノイ

ズにより、他の設備が影響を受ける恐れがあるため、対策を講

ずること

○

15
ピット内点検用コンセント設置工事（照明用電源とは別系統の

こと）
○

16

昇降路内の煙感知器及び点検口の設置工事

（１）点検口は錠付とし、戸開時にはエレベーターを停止させ

ること（停止スイッチはＥＶ工事）

（２）建物に自火報設備がない場合、遮煙ドア適用階のエレ

ベーターホールには火災感知器又は煙感知器を設置のこと

○ ○

17 インターホン取付位置から制御盤までの配管配線工事 ○

18
火災時管制運転がある場合、火報信号の制御盤までの配管配線

工事
○

19
エレベーター遠隔監視用配管配線工事（最寄の電話中継盤から

制御盤まで）
○

20 その他設備連動に必要な接点供給工事 ○

21
かご内カメラがある場合、モニター設置場所から制御盤までの

かご内カメラ用配管配線工事
○

22
かご室スピーカーがある場合、放送設備から制御盤までの放送

用配管配線工事（非常放送がある場合、３線式とすること）
○

23
監視盤がある場合、監視盤電源の監視盤までの引込工事及び監

視盤から制御盤までの配管配線工事
○

24 昇降路内の電気工事貫通部分の防火区画処理工事 ○

25

昇降路の換気設備工事

（１）昇降路内温度４０℃及び昇降路温度上昇７℃を超える場

合、換気設備を設置すること

（２）エレベーター機器発熱量

エレベーター駆動部（　１１００Ｗ）

　　　　＋エアコン（　　－　　Ｗ）

○

エレベーター荷扱い条件

一度の荷扱い質量は【　２５０ｋｇ以下　】とすること（台車等の質量を含む）

注意事項

1 昇降路壁には電気・水道管等の配管・器具を埋め込まないこと

2 昇降路内には他の用途の配管・ダクト等が露出しないこと

3

エレベーターの性能維持のため下記環境条件とすること

（１）昇降路内の温度は－５℃～４０℃以内、湿度は月平均９

０％・日平均９５％以下且つ急激な温度変化等による結露・氷

結がないこと

（２）金属を損耗又は腐食したり電気接点の接触障害の原因と

なるような塵及び化学的有害ガス及び爆発性ガスのないこと

 ①腐食性ガス：硫化水素ガス、亜硫酸ガス、塩素ガス、過酸

化窒素ガス、アンモニアガス及び海岸地区における潮風

　※昇降路標準環境の基準例

　　硫化水素ガス…Ｈ２Ｓ=０.００５［ｐｐｍ］以下

　　亜硫酸ガス…ＳＯ２=０．０１［ｐｐｍ］以下

　　塩化水素ガス…ＨＣｌ=０．０５［ｐｐｍ］以下

　　塩素ガス…Ｃｌ２=０．００５［ｐｐｍ］以下

　　　　　　（プールサイドの場合も含む）

　　アンモニアガス…ＮＨ３=０．１［ｐｐｍ］以下

　　海岸地区における潮風…海岸より２ｋｍ以上の地区

　※海岸より２ｋｍ未満、プールサイドの場合は昇降路内に潮

風・プール方向からの風が入らず、乗場が屋外に露出しないよ

うなレイアウトとすること

 ②電気接点の接触障害となるもの：鉄粉、炭塵、化学工場に

おける粉塵

 ③爆発性ガス、又は、粉塵：メタン、石炭ガス、ブタン、ガ

ソリン、アセチレン、水素、エーテル、炭塵、穀粉

（３）エレベーターの電気信号に影響を及ぼす電磁波がないこ

と（電磁波の電界強度が１０Ｖ／ｍ以下の環境とすること）

（４）昇降路の設置場所は標高１０００ｍ以下とすること

4

乗場付近へ風雨吹込む可能性がある場合、対策を講ずること

（１）外部から風雨が侵入しないよう雨水よけ設備の設置（ひ

さし・風除室・水勾配・グレーチング・防潮板等）

（２）乗場に向かって強風が吹くと想定される場合、防風対策

（風圧により乗場の戸が閉まらない恐れがあるため）

5

乗場及び駆動・制御装置に直射日光（屋内ガラス越しや反射光

を含む）が当たる可能性がある場合、対策を講ずること

（センサ誤動作防止、及び乗場戸熱変形防止のため）

6

エレベーターの保守・点検ならびに緊急対応のため、外部階段

等から最上階及び最下階エレベーターホールへアクセスできる

経路を確保すること（個人宅等占有部を経由しないこと）

7

昇降路内および各階乗場周辺の可燃物（木材・ウレタン等）

ガラスに対しての防火対策を講ずること

（発泡ウレタンは溶接の火花に引火生する恐れがあるため、昇

降路内及び各階乗場付近では使用しないこと）

8

製品の検査は各規格に準じた社内基準にて行います

　電動機（巻上機・駆動機）：ＪＥＣ－２１１０、２１３０、

　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ｃ－４０３４－１

　制御盤：ＪＥＭ１０２１、１４６０

尚、電動機の温度上昇試験・負荷特性試験は型式試験結果です

9
就労条件：施工作業は「週休二日（４週８休等）」を前提とし

た期間を確保させていただきます

つぎの事項を、用意・対応する場合は別途見積となります

1 据付工事用現場詰所及び材料置場

2 据付工事用及び試運転調整用電力、セメント、小石等

3 据付工事用の仮設電源（本設電源と同仕様にて支給願います）

4 重量物の搬入に支障のない通路の確保

5 横引き距離３０ｍを超える重量物の搬入

6
エレベーターシャフトが隣接する場合、落下物防止区画対策

安全対策（ネット等）

7
安全柵の先行取り付け（着工前、先行で取り付けた安全柵の管

理も含む）

8 展望用エレベーターの場合、施工時のガラス部分養生

9 エレベーターの工事使用

10 完了検査・引渡（施主）検査以外の現場検査立会の実施

11
標準施工手順と異なる施工（乗場先行工事、多段階着工、他設

備工事立会等）の実施

12 施工写真の撮影

　（無電圧ａ接点，接点電圧ＤＣ２４Ｖ）

　火災警報盤を介してエレベーター制御盤に供給すること。

　知器などの火災感知器を設置し，火災感知信号を自動

　乗場遮煙ドア設置階のエレベーターホールに必ず煙感

・自動火災報知設備の設置義務の無い建物の場合には，

　の設置義務の無い建物であっても，同設備を設けること。

・乗場遮煙ドアを設置するためには，自動火災報知設備

乗場遮煙ドア設置上の条件

３．管理人不在時にはエレベーターを使えない状況にする。

　　鳴動を確認した者が対応できるように、シールや名板で鳴動時の緊急連絡先等の対応方法を明示する。

２．管理人室内のインターホン親機の鳴動を共用部から確認できるように設置し、

１．インターホン親機を共用部（エレベーターホールや廊下等）に設置する。

もしも管理人が常駐しない場合は，以下のいずれかの措置が必要となる。

管理人室等に設置する場合は，２４時間管理人が常駐する必要がある。

エレベーターかご内のインターホンは，常に外部のインターホン親機と連絡できるようにすること。

外部連絡装置（インターホン親機）設置上の注意点

（建築基準法施行令第１２９条の１０第３項第三号）

　　例えば、営業時間内のみ管理人室等に管理人が常駐するならば営業時間外は建物を閉館する。

エレベーター仕様要項

エレベーター詳細図（１）【参考図】 (72/75)
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注：上記矢印の地震時荷重により柱、梁などのたわみの合計が５ｍｍ以下と

　　なるよう部材を設計のこと。又、ねじれに対し強固に取付ること。

部材

記号
名　称 部　材 工事区分

ａ 三方枠取付鋼材 Ｌ－６５×６５×６ 建築工事

ｂ１ 敷居取付材（ＦＬ－７０） Ｈ－１２５×６０×６×８ 建築工事

ｂ２ 敷居取付材（ＦＬ－７０） Ｈ－２００×１００×５．５×８ 建築工事

ｃ レールブラケット取付用ファスナー ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

エレベーター詳細図（２）【参考図】 (73/75)
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電気工事）

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

（１／３０）（１／３０）
（１／３０）
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図面は塗膜防水仕上後の

有効寸法です。

モルタル防水仕上の場合は

仕上厚を考慮して下さい。

ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上

げて下さい（建築工事）

煙感知器・点検ボックス（参考例） 矢視A-A

昇降路内の温度は４０℃以下とする
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Ｐ波地震感知器

Ｓ波地震感知器
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フェッシャープレート

（ＥＶ工事）

天井のある場合は天井点検口必要

（建築工事）

電源引込可能範囲

（電気工事）

電話線配管配線工事（電気工事）

昇降路最上階制御盤から最寄りの電話中継盤まで

ＰＶＣ　０．６５－４Ｃ

煙感知器（電気工事）

・外部より点検可能な構造として下さい

・雨水浸入が無い様配慮下さい

・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）

・煙感知器はかご投影面にかからない位置として下さい

・点検口は下記①または②として下さい

　①ＥＶ昇降路専用品（スイッチ取付台座付き）（１）～（４）のいずれか

　　（１）ホーチキ　　　ＫＵＳ－１Ｃ

　　（２）能美防災　　　ＦＸＳＪ００１Ａ－ＨＵ

　　（３）ニッタン　　　ＮＩＤ－Ｔ－Ｇ

　　（４）パナソニック　ＢＶ９５３５１（ＢＯＸ）＋ＢＶ９５３８１Ｈ（扉）

　②以下２項目を満足する点検口　～「煙感知器・点検ボックス（参考例）」参照

　　（１）スイッチ取付スペース２００×９０程度確保できる。

　　（２）錠付または工具を必要とするネジ付きの蓋で、１ｍｍ以上浮かないこと。
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0

ＮＳＢ１：Ｈ－２４４×１７５

（建築工事）

31
0

31
0

既存窓塞ぎ：アルミパネル（不燃材）

（建築工事）

既存窓塞ぎ（全階）：アルミパネル（不燃材）

（建築工事）

点検用コンセント　１００Ｖ　１．０ｋＶＡ （電気工事）

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）
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（建築工事）

ＮＳＢ２：Ｈ－２９４×２００

（建築工事）

動力電源設備（絶縁トランス適用時，ＣＶＴ電線使用時） ※発電機容量選定の際には，起動時の最大突入電流　　　　　　　　を別途考慮願います。　４１．０Ａ

接地線サイズ電線サイズ
（＊）感度電流値

動作時間
電源側ＮＦ容量設備容量号機名

電源電圧

周波数
電動機容量

ｍ まで

ｍｍＡＴｋＶＡ
ｍＡ以上

秒以上
ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍ

ｍ まで

まで
Ｖ

Ｈｚ
２

２

２

２０１
ＡＣ３φ２００

５０
　５．１ｋＷ ５ ４０

１００

０．２

　６２ 　　８

１０７ 　１４

１６４ 　２２

　３．５

（＊）電源側に漏電遮断器を設置する場合

照明用電源設備（ＣＶＤ電線使用時） ※電圧降下率２％

電線サイズ電源側ＮＦ容量照明電源容量号機名
電源電圧

周波数

ＡＴｋＶＡ

ｍ まで ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍ

ｍ まで

まで
Ｖ

Ｈｚ ２

２

２

０１
ＡＣ１φ１００

５０
１ ２０

　　４３ 　　８

　　７６ 　１４

　１１８ 　２２

高調波対策（高調波流出電流計算値）

回路分類
Ｐｉ台数高調波対策内容 機器名称

定格容量
６パルス等価

（kVA）

合計容量

細分Ｎｏ．
（kVA）

換算係数

６パルス

（Ｋｉ）

容量［Ki×Pi］

（kVA）

機器最大

稼働率

（％）

基本電流に対する高調波電流発生率Ｉｎ（％）

5次 7次 11次 13次 17次 19次 23次 25次

ノイズフィルタのみ

（標準）

○
DCリアクトル追加

（Ki=1.8相当）

０１号機

AXIEZ-LINKs(750kg-60m/min)
6.4 1 6.4

31 3.4 21.7 25 65 41 8.5 7.7 4.3 3.1 2.6 1.8

33 1.8 11.5 25 30 13 8.4 5 4.7 3.2 3 2.2

高圧または特別高圧需要家が高調波発生機器を新設、増設または更新する場合には「高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」への適用が求められます。

ガイドラインではその需要家から流出する高調波電流の上限値を定めており、超過する場合には何らかの対策を求められます。

※　各次数毎の高調波流出電流量は以下の計算により求めることができます。

各次数毎の高調波流出電流量（ｍA）＝ ×１０　×各次数毎の発生率Ⅰｎ（％）×機器最大稼働率ｋ（％）
合計容量Ｐｉ（ｋＶＡ）

受電電圧（ｋＶ）× √３

３

※　エレベーターから発生する高周波漏洩電流と高周波ノイズにより、他の設備が影響を受ける恐れがあるため、

　　次の対策をお勧めします。

　　（１）エレベーター動力と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器の電源線・通信線を１ｍ以上分離する。

　　（２）エレベーターを含む動力の電源トランスと通信機器・ＯＡ機器等弱電機器の電源トランスを分離する。

　　　　　（エレベーター照明用電源は弱電機器のトランスと分離不要）

　　（３）エレベーターを含む機器アース線と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器のアース線の分離配線と接地極の分離をする。

部材

記号
名　称 部　材 工事区分

ａ 三方枠取付鋼材 Ｌ－６５×６５×６ 建築工事

ｂ１ 敷居取付材（ＦＬ－７０） Ｈ－１２５×６０×６×８ 建築工事

ｂ２ 敷居取付材（ＦＬ－７０） Ｈ－２００×１００×５．５×８ 建築工事

ｃ レールブラケット取付用ファスナー ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｄ
レールブラケット取付用ファスナー兼

揚重ビーム取付用ファスナー
ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｋ 揚重ビーム Ｈ－１００×１００×６×８ ＥＶ工事

エレベーター詳細図（３）【参考図】 (74/75)

（１／３０）

（１／３０）
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エレベーター詳細図（４）【参考図】 (75/75)

※区画を形成する箇所については、区画処理を行うこと。


